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日程第２ 会期の決定
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いて
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日程第14 議案第１１号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市国民健

康保険特別会計補正予算）

日程第15 議案第１２号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市介護保

険特別会計補正予算）

日程第16 議案第１３号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市立大学

特別会計補正予算）

日程第17 議案第１４号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第３号）

日程第18 議案第１５号 名寄市議会議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正について

日程第19 報告第１号 令和元年度名寄市一般会

計予算繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて

日程第20 報告第２号 令和元年度名寄市食肉セ

ンター事業特別会計予算繰越明許費繰

越計算書の報告について

日程第21 報告第３号 専決処分した事件の報告

について

報告第４号 専決処分した事件の報告

について

報告第５号 専決処分した事件の報告

について

日程第22 報告第６号 公害の現況に関する報告

について

日程第23 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

１．追加議事日程

追加日程第１ 議決第１号 市長の専決処分事項

の指定について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名
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日程第２ 会期の決定

日程第３ 令和２年第１回定例会付託議案第２８

号 名寄市債権管理条例の制定につい

て（総務文教常任委員長報告）

日程第４ 行政報告

日程第５ 議案第１号 名寄市職員定数条例の一

部改正について

日程第６ 議案第２号 名寄市税条例の一部改正

について

議案第３号 名寄市都市計画税条例の

一部改正について

日程第７ 議案第４号 名寄市特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正につ

いて

日程第８ 議案第５号 名寄市家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正ついて

日程第９ 議案第６号 名寄市乳幼児等医療費の

助成に関する条例の一部改正について

日程第10 議案第７号 名寄市道路の構造の技術

的基準等を定める条例の一部改正につ

いて

日程第11 議案第８号 財産の取得について

日程第12 議案第９号 財産の取得について

日程第13 議案第１０号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市一般会

計補正予算）

日程第14 議案第１１号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市国民健

康保険特別会計補正予算）

日程第15 議案第１２号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市介護保

険特別会計補正予算）

日程第16 議案第１３号 専決処分した事件の承

認について（令和元年度名寄市立大学

特別会計補正予算）

日程第17 議案第１４号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第３号）

日程第18 議案第１５号 名寄市議会議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正について

日程第19 報告第１号 令和元年度名寄市一般会

計予算繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて

日程第20 報告第２号 令和元年度名寄市食肉セ

ンター事業特別会計予算繰越明許費繰

越計算書の報告について

日程第21 報告第３号 専決処分した事件の報告

について

報告第４号 専決処分した事件の報告

について

報告第５号 専決処分した事件の報告

について

日程第22 報告第６号 公害の現況に関する報告

について

日程第23 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

追加日程第１ 議決第１号 市長の専決処分事項

の指定について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員
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１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまより令和２年

第２回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 富 岡 達 彦 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りをいたします。

今期定例会の会期は、本日より６月１９日まで

の２３日間といたしたいと思いますが、御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より６月１

９日までの２３日間と決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 令和２年第

１回定例会付託議案第２８号 名寄市債権管理条

例の制定についてを議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

総務文教常任委員会、高橋伸典委員長。

〇総務文教常任委員長（高橋伸典議員） おはよ

うございます。議長より御指名をいただきました

ので、令和２年第１回定例会付託議案第２８号

名寄市債権管理条例の制定についての審査経過及

び結果について御報告を申し上げます。

委員会は、４月１６日、５月８日の２回にわた

り担当職員の出席を求め、慎重に審査を行いまし

た。

４月１６日の委員会では、最初に付託議案の詳

細について説明を受けました。条例制定の趣旨は、

市が保有する金銭の給付を目的とする債権には公

債権に関わるもの、私債権に関わるものがあり、

これらの債権には根拠法令の異なる様々な債権が

あるとともに、その担当部署についても多岐にわ

たり、債権ごとに事務処理方法や徴収体制が異な

っている現状で、市の債権の管理に関する事務処

理について全庁で統一的かつ適正なルールを定め

ることが市民負担の公平性の確保と円滑な行財政

運営に直結することから、名寄市債権管理条例を

制定し、債権管理手順の統一化、基準の明確化、

事務の効率化を図るというものであります。

その後質疑に入り、債権を管理することは重要

であるが、コロナウイルス感染症の状況下で収入

減も予想される。長期化も懸念される中において

の管理を条文のどこに該当させるのかの質問に対

し、この債権管理条例は一般原則として捉え、減

免対応はそれぞれの条例で対応していく。債権の

件数、督促件数、裁判件数など債権の管理に関わ

る議会報告を条例に入れられないのかの質問に対

し、債権放棄に関しては、放棄する件数と理由を

今まで報告しており、現状どおりの報告の形で考

えている。本条例は市の公債権、私債権の一律的

な管理を目的とした内容になっており、具体的な

管理を規定しているわけではないので、債権の管

理は今後ともそれぞれの該当部署で台帳管理する

などの回答がありました。

以上の質疑の後、名寄市債権別滞納及び未納状

況の資料要求を行いました。

５月８日の委員会では、名寄市債権別滞納及び

未納状況の追加説明を受け、質疑を行いました。

担当課が業務を確実に履行するか点検を行い、未

収金の消滅に万全を期することが重要ではの質問

に対し、名寄市徴収対策会議を税務課が主となり

毎年１回行っている。債権放棄に関してどんなメ

ンバーで協議するのかの質問に対し、徴収できな

いとなれば基本的には担当課で判断し、特別な案

令和２年５月２８日（木曜日）第２回６月定例会・第１号
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件は徴収対策会議及び理事者判断とするほか、第

２０条に必要な事項は規則等で定めるとの委任規

定もある。一般管理は分かりやすいが、今施行す

るに当たり何が行政としてメリットで、市民とし

てデメリットなのか、また施行は公布の日からと

なっているが、告知は要らないのかの質問に対し、

基本的には一括管理を行う一般原則を定め、目指

す方向が一緒になることでメリットがある。第１

８条に消滅時効を援用しなくても債権放棄ができ

る形につくっているので、効率的な管理ができ、

非常に大きなメリットがある。市民への告知は２

月からパブリックコメントを実施し、意見がなか

った。ホームページ等で制定状況を市民に周知す

るなどの答弁がありました。

委員間の議論では、市民負担の公平性の確保と

行財政運営に直結する債権を管理し、履行してい

くため名寄市徴収対策会議の開催を年１回ではな

く、３か月に１回程度開催し、未収金の消滅に努

めること、また本市の財源がますます厳しさを増

す中で、この未収金は名寄市の大きな財産であり、

苦労を惜しまず徴収の履行に努めることで一致し

たことを受け、質疑を終結し、採決の結果、全会

一致で原案のとおり可決するべきものと決定をい

たしました。

以上をもちまして令和２年第１回定例会付託議

案第２８号 名寄市債権管理条例の制定について

に関わる審査の経過と結果の御報告をさせていた

だきました。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） これより委員長報告に

対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。本件は委員長報告のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、令和２年第１回定例会付託議案第２８

号は委員長報告のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時０８分

再開 午前１０時０９分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第４ これより行政報告を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 本日、令和２年第２回定

例会の開会にあたり、これまでの主な行政事項に

ついて、その概要を御報告申し上げます。

はじめに、新型コロナウイルス感染症の対策に

ついて申し上げます。

新型コロナウイルス感染症については、本年１

月１６日に国内で１例目の感染者が確認されて以

降、全国各地に感染が広がり、現在も国や都道府

県、各自治体において感染予防対策が取り組まれ

ております。

新型コロナウイルス感染症で尊い命を失われた

皆様に心から御冥福をお祈り申し上げますととも

に、罹患された皆様にお見舞いを申し上げます。

国においては、５月２５日に緊急事態宣言を全

面解除いたしました。また、北海道においては石

狩振興局管内以外の地域の遊興施設及び運動、遊

技施設の一部を除き休業、休止要請を解除いたし

ました。

本市においては、感染者の発生は確認しており

ませんが、２月２５日に名寄市新型コロナウイル

ス感染症に関する対策本部を設置して感染予防対

策に取り組んでいます。現在は、３つの密の回避

をはじめ感染予防に留意をしながら公共施設の臨

時休館を段階的に解除をしております。また、経

済対策をはじめとした各種支援を実施しています。

市内小中学校については、５月１７日まで臨時

休校となり、１８日から分散登校を行い、２５日

からは給食を再開しております。６月１日からは

臨時休校を解除し、再開をする予定であります。

また、「名寄市特別定額給付金」については、
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昨日までに１万 ９９５世帯の申請を受付をし、

順次指定された口座に振り込んでおります。今後

は、未申請者へ申請手続を行うように促してまい

ります。

新型コロナウイルス感染症の対策については、

先行きが見通せない状況ですが、市民の皆様の健

康と市内の経済を守るため、市民や議員の皆様、

各団体や企業などの御理解と御協力のもと、各種

対策に取り組んでまいります。

次に、企業会計を除いた令和元年度各会計決算

の概要について申し上げます。

一般会計の実質収支は、繰越しすべき財源を除

いて、概ね４億円となる見込みです。

歳入では、市税や地方交付税の増により、それ

ぞれ当初の予算額を上回ったこと、歳出では、各

費目における執行額の減が主な要因です。

特別会計については、国民健康保険特別会計の

保険勘定で、概ね ３００万円、介護保険特別会

計の保険事業勘定で、概ね ２００万円の実質収

支となる見込みです。いずれも歳出での保険給付

費の減が主な要因です。

令和２年度から地方公営企業会計へ移行した、

下水道事業特別会計と個別排水処理施設整備事業

特別会計は、３月３１日付けで打ち切り決算とな

り、それぞれ、約 ５００万円、約６００万円の

実質収支となりました。これら剰余金は、移行し

た下水道事業会計へ引き継ぎました。

なお、そのほかの特別会計については、一般会

計繰入金で調整しますので、収支同額となる見込

みです。

次に、基金の状況について申し上げます。

一般会計における５月末現在の基金残高は、約

８４億 ５００万円となる見込みです。

主な基金の残高として、財政調整基金約２０億

０００万円、減債基金約２２億 ３００万円、

公共施設整備基金約１２億 ５００万円、合併特

例振興基金約１２億 １００万円となっています。

このほか、特別会計で、国民健康保険支払準備

金基金約 ７００万円、介護給付費準備基金約２

億 ０００万円、名寄市立大学振興基金約８億

２００万円となる見込みです。

これらの基金については、今後も、有効かつ適

切に活用し、健全な財政運営に取り組んでまいり

ます。

次に、総合計画及び地方創生について申し上げ

ます。

総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略

の策定、進行管理などを行う名寄市総合計画審議

会委員の任期が昨年度末で満了したことに伴い、

令和２年度第１回総合計画審議会を開催し、委員

３０人に委嘱を行うとともに、地方創生推進交付

金を活用した「地域資源を活用したスポーツ×交

流イノベーションプロジェクト」の検証を行いま

した。

また、国においては、地方創生のさらなる充実

・強化に向けて、地方への資金の流れを飛躍的に

高める観点から、企業版ふるさと納税について、

税の軽減効果を最大９割に拡大するとともに、地

方版総合戦略の抜粋や転記による地域再生計画の

認定申請を可能とするなど、手続きの簡素化が図

られたところです。

本市におきましては、名寄市まち・ひと・しご

と創生総合戦略改訂に併せて、企業版ふるさと納

税の活用が可能となる地域再生計画の申請手続き

を行い、３月３１日付けで認定を受けたことから、

企業の寄付を活用した個別事業を検討するととも

に、地方創生推進交付金活用事業を着実に推進し、

地方創生の取組を深化させてまいります。

次に、広報事業について申し上げます。

前回の発刊から３年が経過した「名寄市暮らし

のガイド」について、内容を更新し新たに発刊し

ました。これまで掲載していた行政手続きに関す

る情報に加えて、観光や年間イベントのスケジュ

ール、特産物、公共施設の情報や総合計画をはじ

めとする市政情報など、数多くの情報を追加掲載

しました。３月中旬から４月上旬にかけて市民の
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皆様に配布したほか、転入される方々には、転入

手続き時にお渡ししてまいります。

また、「広報なよろ」については、昨年１２月

号から、誰もが読みやすく誤読を防げるよう配慮

・工夫した書体である「ユニバーサルデザインフ

ォント」を使用して編集しています。今後も市民

の皆様にとって見やすく読みやすい広報誌となる

よう努めてまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

山形県鶴岡市との交流事業については、名寄・

藤島交流友の会において、お互いの地域の農産物

を通じた学校給食食材交流や特産品交流など、本

年度実施する相互交流事業について確認しました。

東京都杉並区との交流事業については、都市交

流実行委員会において、杉並区への特産品販売や

四季を通じた名寄の魅力を紹介する写真展、ヒマ

ワリを通じた本市のＰＲ事業など、幅広い分野で

交流を図ることを確認しました。

姉妹都市カナダ国カワーサレイクス市リンゼイ

との交流事業については、クリスマスカードの交

換のほか、５０周年記念事業の成果を活かした事

業の検討などが、また、友好都市ロシア連邦ドー

リンスク市との交流事業については、市民を対象

としたロシア文化の紹介などが、それぞれの友好

委員会で検討することとなりました。

台湾との交流事業については、名寄日台親善協

会において、人的交流事業に代わる、インターネ

ットを活用した事業などを検討することとなりま

した。

なお、国内外で猛威を振るう新型コロナウイル

ス感染症の影響により、例年６月上旬に杉並区で

開催している「アスパラまつり」や、７月下旬か

ら９月下旬にかけて実施予定であったリンゼイへ

の市内高校生の派遣など、交流事業の実施を見送

らざるを得ない取組も増えていますが、代替事業

の検討や事態収束後の事業実施について、引き続

き、交流先や市民団体などと協議してまいります。

次に、移住・定住について申し上げます。

官民連携の組織である「名寄市移住促進協議

会」では、本年度の主な事業として、移住に向け

たＰＲ動画制作を行い情報発信の強化を図ってい

くほか、移住を希望する方のニーズに応じた移住

体験などのツアーを新たに実施してまいります。

また、名寄市まちなかお試し移住住宅について

は、さらなる交流・関係人口の創出・拡大にもつ

なげられるよう進め、併せて移住・定住の推進に

取り組んでまいります。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１０市町村で構成する「テッシ・オ

・ペッ賑わい創出協議会」の第１回協議会を５月

２２日に書面で開催しました。

「テッシ武四郎カード」の配布については、新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、国が発

出した緊急事態宣言の期間中は、一部の市町村で

休止しました。

本年度の事業については、新型コロナウイルス

感染症の拡大が収束次第、地域住民を対象に天塩

川の知識を深めるワークショップを予定していま

す。関係自治体及び機関と連携しながら、地域住

民自らが地域の貴重な資源である天塩川の魅力を

発見し、情報発信する取組を通じて、「天塩川」

のブランディングを図ってまいります。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

母子保健事業の一環として、本年３月から保健

センターにおいて子育て世代包括支援センター事

業を開始しました。この事業は、妊娠期からの様

々な悩みなどにきめ細やかに対応するためのワン

ストップの窓口であるほか、保健師などが専門的

な見地から相談支援を行うことによる、母子保健

や子育て支援サービスの一体的な提供を通じて、

子ども・妊産婦及びその家族に対して切れ目ない

包括的な支援を行う場として活用していただいて

います。

また、令和２年４月１日生まれからの新生児を

対象に、新生児聴覚検査費用の助成を開始しまし

た。新生児に対する聴覚検査は、先天性聴覚障が
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いを早期に発見し、聴覚障がいによる音声言語発

達などへの影響を最小限に抑えることを目的とす

るものです。

妊婦の方へのマスク配布については、国からの

布マスクの配布が見合わせられていることや、妊

娠中に使用できる薬も限られることから、本市に

おいて不織布マスクを調達し、１人１５枚を上限

として妊娠週数に応じた枚数を、妊婦の方１０２

人に対して５月１２日に郵送したところです。

今後におきましても、当面の間、母子健康手帳

の交付に併せてマスク配布を継続してまいります。

これらの事業を通じて、妊娠期から子育て期に

わたる切れ目ない支援体制の充実を図り、安心し

て子どもを産み育てることができるまちづくりを

進めてまいります。

次に、病院事業について申し上げます。

市立総合病院における令和元年度の運営概要に

ついては、取扱い患者数が入院で９万 １８３人、

外来で２２万 ７０７人となり、前年度と比較し、

入院で４６９人の減少、外来では ２８２人の減

少となりました。

収支については、病院事業収益で９８億 ４２

０万円、病院事業費用で９８億 ８５８万円とな

り、差引き ４３８万円の単年度純損失を計上し

ての決算となりました。

また、本年度の診療体制については、診療科２

２科に医師６７人と研修医９人の合計７６人を配

置、このほか医療技術・看護スタッフ４０５人の

体制となりました。

今後も、道北第３次保健医療福祉圏の地方セン

ター病院として、医療スタッフの人材確保に努め、

新たな地域医療の枠組みと「新名寄市病院事業改

革プラン」の趣旨に沿った経営の改善を図るとと

もに、医療の質向上と安全性の確保に、より一層

努力してまいります。

次に、名寄東病院について申し上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ２万 ９４

０人で前年比７８人の減となり、外来患者数では

延べ ６９８人で前年比２４１人の増となりまし

た。

また、収支状況では、事業収益は６億 ６７１

万円で前年比８３６万円の減、事業費用は６億

９２７万円で前年比 ５７６万円の減となり、事

業収支は７４４万円の純利益となりました。

今後も地域に根付いた医療機関としての役割を

担うために、指定管理者である上川北部医師会と

連携してまいります。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

公立保育所等整備については、基本設計を実施

するため標準型プロポーザル方式により業者の選

定を行っています。業者選定後においては、安心

して子どもを預けることができるよう保育環境を

さらに充実し、市民に喜ばれる保育所をつくるた

めに調査・研究しながら、基本設計の中で具体的

な検討を進めてまいります。

地域子育て支援センター「ひまわりらんど」に

ついては、より利用しやすい施設となるよう、本

年度から２階の一部を飲食も可能なスペースとし

て昼休み時間に開放しています。今後も、利用者

の声を反映しながら運営してまいります。

「子育て世帯への臨時特別給付金」については、

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子

育て世帯の生活を支援する取組の一つとして、特

例給付の支給を受ける方を除く、令和２年４月分

の児童手当を受給する世帯に対し、児童１人につ

き１万円の臨時特別給付金を支給するものです。

支給については、６月の児童手当支給に併せて行

ってまいります。また、公務員の支給対象者につ

いては、申請の受付を行い随時支給してまいりま

す。

今後も、関係機関と連携しながら子育て支援の

充実を図ってまいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

介護サービスの提供については、例年実施して

いる「集団指導」を居宅介護支援事業所をはじめ

介護サービス事業所などを対象に実施する予定で
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したが、新型コロナウイルス感染症の影響により、

書面による指導に切り替えて実施しました。

今回は、これまで以上に具体的で詳細な内容を

通知し、各事業所において適正な業務や運営管理

が行われるよう指導や支援を行ってきました。

今後も、市民、介護サービス利用者の皆様が安

心して適切なサービスが受けられるよう、介護人

材の確保や介護職員の資質向上を図るとともに、

介護サービス事業所をはじめ関係する皆様と連携

して取り組んでまいります。

次に、障がい者福祉の推進について申し上げま

す。

障がいの相談支援については、本年４月から名

寄市基幹相談支援センターを設置し、近隣町村へ

の相談支援を含め、相談業務の充実を図っていま

す。

また、本年度は「第６期名寄市障がい福祉実施

計画」策定の年にあたることから、「第８期高齢

者保健医療福祉計画・介護保険事業計画」策定と

併せて、名寄市保健医療福祉推進協議会に計画策

定にかかる諮問をしたところです。

今後も、障がい者が住み慣れた地域で安心して

暮らしていけるよう、子どもから大人までの切れ

目のない支援を図ってまいります。

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

名寄地区衛生施設事務組合の炭化センターにつ

いては、老朽化の課題を受けて、後継施設整備に

ついての構成４市町村の合意が整ったことから、

同組合を中心に具体的な検討を進めてまいります。

また、今後の施設整備との関連を含め、平成２

４年度に同組合構成４市町村で策定した「一般廃

棄物処理広域化基本計画」の中間見直しを行いま

した。

次に、消防事業について申し上げます。

令和元年中の火災件数については、４件で前年

比５件の減となっていますが、残念ながら死者が

１人発生しています。また、火災種別では、建物

火災が２件、車両火災が２件となっています。

救急出動件数については、 ０８９件の出動で

前年比２４件の減となり、事故種別では、急病７

７３件、一般負傷１３５件、交通事故４３件、転

院搬送７９件、そのほか５９件となっています。

救助出動件数については、４１件の出動で前年

比６件の増となり、事故種別では、交通事故１６

件、機械１件、そのほか２４件となっています。

今後も、専門化・高度化していく救急業務に迅

速かつ的確に対応すべく救急隊員の資質向上を図

るとともに、ドクターヘリや市立総合病院を拠点

とするドクターカーとの連携を密にし、救命処置

を必要とする市民へ早期に救急医療を提供できる

出動体制を構築してまいります。

住宅防火対策の推進については、引き続き住宅

用火災警報器の未設置世帯への設置促進及び適切

な維持管理の啓発に努めてまいります。

また、老朽化が著しい風連消防団第１分団の水

槽付き消防ポンプ自動車を、各種災害に対応でき

る最新鋭の車両に更新し、地域防災力の強化を図

ってまいります。

次に、交通安全対策について申し上げます。

４月６日から１５日までを「春の全国交通安全

運動」として、交通安全キャンペーンのほか、関

係団体や地域住民による街頭啓発、早朝パトロー

ルやパトライト作戦を実施しました。

次に、住宅の整備について申し上げます。

風舞団地１棟８戸の長寿命化改善工事について

は、７月下旬に着工し、１１月の完成に向けて工

事を進めてまいります。

また、本年度から事業を開始する瑞生団地建替

事業及び栄町５５団地改修事業については、過日、

各団地の入居者への事業概要などの説明を行いま

した。引き続き、入居者へていねいな説明を行う

とともに、居住環境の向上を目指した設計を進め

てまいります。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、名寄地区東３条通と風連地区東大通
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線の２路線については発注を終えており、国道４

０号の２路線については６月に入札予定としてい

ます。

計量法に基づく水道量水器取替工事については、

対象量水器 ９００台を５工区に分けて発注して

います。

また、有収水量向上に向けた漏水調査業務は４

月に着手しています。

次に、下水道・個別排水事業について申し上げ

ます。

平成２８年度から整備を進めていた、下水道・

個別排水事業の地方公営企業法の適用については、

本年３月３１日に特別会計の決算を打ち切り、４

月１日から公営企業会計に移行し事業を進めてい

ます。

老朽化した施設の改築工事については、公共下

水道ストックマネジメント計画に基づき、名寄下

水終末処理場における機械設備、電気設備の機器

更新については６月上旬、下水道管渠の更新工事

の発注は７月上旬に予定しています。

また、公共桝取替工事は２工区に分けて進めて

まいります。

次に、道路の整備について申し上げます。

昨年度からの継続路線では、社会資本整備総合

交付金を活用し、北１丁目通、豊栄西１２条仲通、

南３丁目通及び徳田１８線緑丘連絡線の改良舗装

工事を進めてまいります。

また、本市単独費による整備路線については、

新規で東５号線の舗装改築工事を６月に入札予定

としています。

次に、橋梁整備について申し上げます。

本年度は、東橋の修繕工事を進めていくととも

に、近接目視点検と橋梁長寿命化修繕計画策定業

務について、それぞれ６月に入札予定としていま

す。

次に、除排雪について申し上げます。

この冬の降雪状況については、３月末までの降

雪量が６１５センチメートル、最大積雪深は７０

センチメートルとなり、過去５カ年の平均との比

較では、降雪量で９６センチメートル、最大積雪

深では４７センチメートル少なくなりました。

除雪作業については、市街地・郊外地区路線を

合わせて４３４キロメートルにおいて実施し、出

動日数は１７２日となり、降雪量の多かった平成

２９年度と比較すると、名寄、風連の両地区で７

１日の減少となりました。

排雪作業については、カット排雪を市街地生活

路線において１回、積込運搬排雪を幹線道路及び

通学路において１回から３回、交差点排雪は１３

１カ所において実施し、路線の維持・確保に努め

てきたところです。

また、排雪ダンプ助成事業の利用総台数は ３

６０台で、降雪量の多かった平成２９年度と比較

すると約２割の利用となったところです。

この冬は、直近５年間で最も積雪の少ない年で

したが、引き続き、効率的で効果的な除排雪体制

の確立を目指し、除排雪のあり方について研究を

進めるとともに、市道・私道除排雪助成事業や排

雪ダンプ助成事業の継続など、除排雪水準の維持、

向上が図れるよう取り組んでまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

昨年夏に沿線地域の活性化及び宗谷本線の運行

収入増加に寄与した観光列車「風っこ そうや」

号に引き続き、沿線地域の魅力を体験していただ

く観光列車「花たび そうや」号が５月８日から

６月７日の間の金・土・日曜日、１５日間の日程

で運行予定でしたが、新型コロナウイルス感染症

拡大の影響により運転取り止めとなりました。

地域住民の利用促進や経費節減に一体となって

取り組むことを目的に策定された宗谷線アクショ

ンプラン１年目の取組・進捗状況は、９０パーセ

ント以上が目標達成見込みとなり、取組の成果が

発現してきています。

また、経費削減に向けた取組としてＪＲ北海道

から廃止提案を受けた極端に利用の少ない３つの

無人駅については、地域住民と協議を行い、通学
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利用が今後も見込まれる「日進駅」「智北駅」は

存続、地域住民の利用が極めて少なく、代替交通

手段が確保されている「北星駅」は廃止とする判

断をしたところです。

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

基盤整備については、道営事業の「風連東第２

地区」「第３地区」「ちえぶん地区」において、

春の発注が終了し、整地工や暗渠排水工事が実施

されています。

また、水利施設整備事業については、９月以降

の工事予定となっています。

次に、主要農作物の生育状況などについて申し

上げます。

この冬は、降雪量が少なく本年の融雪期は３月

３０日で平年より１５日早くなりました。このた

め農業用水の不足が心配されておりましたが、農

業用ダムの早期貯水により、現在必要となる取水

量が確保されています。

５月１５日現在、水稲の播種作業は順調に進み、

生育については、平年よりやや遅く推移していま

す。

畑作物では、秋小麦・春小麦の生育は平年より

早く推移し、大豆の播種作業はやや遅れています

が、てん菜・馬鈴薯については、播種・移植作業

は平年並みで進んでいる状況です。

次に、米政策について申し上げます。

令和２年産米の生産の目安については、うるち

米 ６１８トン、もち米１万 ８０５トンとされ、

全体で前年度より３３５トン増加しました。これ

に伴い、作付面積は、うるち米２９８ヘクタール、

もち米 １７４ヘクタールとなっています。

次に、農業振興センターについて申し上げます。

土壌診断事業では、令和元年度で ８３９点の

実績となり圃場の土壌改良に活用されています。

また、農業改良普及センターの協力をいただき、

昨年の優良栽培事例と各作物の栽培技術などをま

とめた「収量・品質アップに向けたポイント集」

を作成し、各生産者への情報提供に取り組みまし

た。

実証試験・展示事業では、労力やコストの削減

を試験課題とする水稲の密苗栽培試験や南瓜の品

種比較試験の実施に向けて、試験・展示圃場の移

植作業を進めています。

次に、畜産振興について申し上げます。

作業負担の軽減と優良後継牛の育成を推進する

ためにＪＡ道北なよろが取り組む「哺育・育成セ

ンター整備事業」については、４月１６日に着工

し来年３月の完成が予定されており、引き続き支

援に取り組んでまいります。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進につい

て申し上げます。

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、中

国からの外国人技能実習生の受入が困難となりま

した。これに伴い不足する労働力を補う対策とし

て、新たにワーキングホリデーの活用などによる

雇用労働力の確保や、ＪＡ道北なよろによる援農

が進められており、市としても、６月上旬から援

農に取り組んでまいります。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

農業被害の防止については、名寄市有害鳥獣農

業被害防止対策協議会を中心としてエゾシカ駆除

やアライグマ用の箱罠の貸し出しなどを進めてい

ます。なお、エゾシカ駆除頭数については、４月

１日から駆除を開始し、４月３０日現在で１２８

頭となっています。

ヒグマ対策については、４月１日付けで「名寄

市ヒグマ駆除隊員」の委嘱を行い、１９人の隊員

に活動いただいています。

また、全国的な課題であるハンターの担い手育

成のため、融雪前の３月下旬から約１カ月間「ヒ

グマ対策技術者育成事業」を実施しました。

今後も猟友会をはじめ関係機関・団体と連携し

ながら、被害防止に取り組んでまいります。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

本年度の森林整備に対する国の補助金は、要望
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額に対し９１パーセントの内示額となりましたが、

減額分の私有林整備については、森林環境譲与税

の活用による市独自事業として実施してまいりま

す。

次に、商工業の振興について申し上げます。

北海道が公表している令和２年１月から３月ま

での地域別経済動向調査によると、上川北部地域

は、公共工事の減少、資材価格の増加、人手不足、

販路減少と地域景況は依然として厳しい状況です。

生産・消費動向については「低調」と判断され、

さらには新型コロナウイルス感染症の影響からス

キー大会、行事の中止が相次ぎ、宿泊・飲食業な

どにおいて大きな痛手となったことから、総合で

も「低調」と判断されています。

「名寄市ずっと住まいる応援事業」については、

実施初年度の令和元年度の実績は１７７件で、補

助金交付決定額 ９９５万円、改修に要した総事

業費は約３億１４８万円となりました。また、加

算の利用実績は、移住者加算５件、空き家加算２

件となっており、本市の施策と連動した制度とし

て一定の効果が現れています。本年度からは新た

に「名寄市立地適正化計画」で定める「居住誘導

区域」への誘導を促進する加算を追加しています。

本年度は、４月末時点で３２件の申請があり好調

なスタートとなっています。

王子マテリア株式会社名寄工場の生産品集約に

ついては、緊急対策本部が中心となり、影響を最

小限にとどめるための取組の検討を重ねてきまし

た。

名寄工場の継続が難しい場合を想定し、新たな

産業の創出も視野に入れた考え方の整理を行い、

「再生可能エネルギー」「物流・防災拠点」「Ｉo

Ｔ」を３つの柱として協議を進めることとしまし

た。

スピード感のある取組とするため、さらに民間

活力を導入しながら、具現化へ向けて進めてまい

ります。

新型コロナウイルス感染症に関する商工業の支

援施策については、「新型コロナウイルス感染症

対策緊急資金」を創設し、新型コロナウイルス感

染症の影響を受けている市内中小企業者の資金繰

り支援を行っています。４月末時点で３０件の申

請があり、融資額で１億 ０４０万円、預託額で

０２０万円となっています。

名寄商工会議所、風連商工会及び名寄市料飲店

連合会が中心となって行う、市内飲食店で利用可

能なプレミアム付き商品券事業については、新型

コロナウイルス感染症に伴う、国の緊急事態宣言

及び北海道における緊急事態措置の期間が終了す

るまでは実施を見合わせておりましたが、５月１

６日から北海道の緊急事態措置が石狩総合振興局

管内以外において緩和されたことを受け、２４日

から市民を優先に販売が開始されました。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、

売上が前年同月比３０パーセント以上減少した事

業者に対して２０万円を給付する「名寄市事業継

続支援給付金」は、５月８日から申請受付を開始

し、１５日から支給を始めています。

また、名寄商工会議所青年部が、新型コロナウ

イルスによる影響下で厳しい状況にある市内飲食

店の利用促進を図り、テイクアウトできる飲食店

をＦａｃｅｂｏｏｋで紹介する取組と連動して、

スタンプラリーを企画するなど、民間独自の取組

により地域経済を盛り上げようとする機運も見ら

れます。

引き続き、国や道の施策、市の経済状況を注視

しながら必要な対策を講じてまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

名寄公共職業安定所管内における本年３月高卒

者の新規就職状況については、就職希望者１５２

人全員が内定となり、就職内定率は前年に引き続

き１００パーセントという結果になりました。

この背景には、新規高卒者に対する求人倍率が、

北海道全体で ９１倍と前年同期比 ０７ポイン

ト上昇し、管内においても ４５倍と前年比 ６

５ポイント上昇していることがあると考えられま



－13－

令和２年５月２８日（木曜日）第２回６月定例会・第１号

す。

また、道内における常用の有効求人倍率につい

ても、本年３月期の月間有効求人倍率は ０９倍

で前年度比 １０ポイント低下し、管内において

は、 ３１倍で前年度比 ３２ポイントの低下と

なっているものの、求職者に対し求人数が上回る

状況は継続しています。

本市では、効果的な中小企業対策・雇用対策の

実施を目指し、市内企業における従業員の雇用状

況を把握するため、２年毎に労働実態調査を実施

しており、本年度が調査年度となっています。

引き続き、ハローワークをはじめ、関係機関と

連携し、新型コロナウイルス感染症が雇用情勢に

与える影響にも注視しつつ、雇用の安定と促進に

努めてまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

名寄ピヤシリスキー場については、昨年度も市

内外から多くの方に御利用いただき、令和元年度

のリフト輸送人員は３３万 ８７８人となりまし

た。１２月の降雪不足によるオープンの遅れや新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、３月４

日から１９日の１６日間を臨時休業としたことに

より、営業日数が平年より３０日ほど少ない７７

日となったことなどが影響し、前年度比８３パー

セントまで減少しました。しかし、令和元年度シ

ーズンについては、道内全体の降雪不足の影響か

ら、これまで見かけることが少なかった欧米系の

外国人観光客が訪れるなど、客層に変化が見られ

たことから、指定管理者と連携しながら、市民の

利用促進と満足度向上を図るとともに、本市の雪

質の良さを外国人観光客にもＰＲしてまいります。

また、なよろ温泉サンピラーについては、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため、ＪＯＣジ

ュニアオリンピックカップなどの各種大会が中止

されたことに伴い、大会関係者などの宿泊キャン

セルが相次ぎ、総利用者数６万 ２０２人、前年

度比８ ６９パーセントと減少しましたが、なよ

ろ温泉サンピラーに宿泊してスキーをする「宿泊

パック」の利用が増加していることから今後もス

キー場と連携した取組を実施してまいります。

道の駅「もち米の里☆なよろ」については、観

光客などをはじめ市内外から多くの方に利用いた

だきましたが、新型コロナウイルス感染症の影響

により、令和元年度の利用者は延べ４３万 ７８

１人、前年度比９４パーセントと減少しました。

感染拡大防止のため、道の駅での各種イベントは

中止しましたが、レストランのテイクアウトや駐

車場までの配達サービスなど、感染拡大防止に努

めた新規サービスをいち早く導入するなど、指定

管理者と連携しながら、今後も利用者の皆様に満

足いただける施設となるよう、取り組んでまいり

ます。

次に、ひまわり観光について申し上げます。

市外からの人の流入が見込まれる「ひまわりま

つり」は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、本年度は中止としたところです。

しかしながら、市民の皆様には、御自宅で名寄

の夏の風物詩「ひまわり」を楽しんでいただける

ように、５月１１日からひまわりの種を無料配布

しているところです。市民による「ひまわりの

街」景観整備に向けて、機運の醸成を図ってまい

ります。

次に、広域観光の推進について申し上げます。

上川北部９市町村で構成する道北観光連盟の総

会が５月２８日に書面開催されました。本年度は、

上川総合振興局と連携し、「道北地域ブランディ

ング」の一環として、昨年度に策定した観光誘致

のキャッチコピーを活用し、パンフレットの刷新

や観光プロモーションを進めてまいります。

また、天塩川シーニックバイウェイを中心に、

「（仮称）きた北海道サイクルツーリズム連絡会

議」を設置し、旭川～稚内までのサイクリングル

ートの確立を目指し、道北の魅力創出及び情報発

信に取り組んでまいります。

次に、イベント関係について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、例
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年５月に開催される「なよろアスパラまつり」は

中止し、代わりに「なよろアスパラまつり特別企

画」を実施しました。アンケート応募者の中から

抽選でアスパラガスが当たり、希望する贈答先に

送付できるものです。

市民の皆様に自宅にいながら、本市の旬の味覚

を楽しんでいただき、本市の特産品であるアスパ

ラガスのＰＲにつながる取組となりました。

次に、小中学校教育の充実について申し上げま

す。

４月７日に市内全小中学校の入学式を挙行し、

小学校では１８８人、中学校では２０７人の児童

生徒が入学し、本年度の教育活動が始まりました。

入学式については、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、在校生の参加を取り止め、新入生

と保護者及び教職員のみの参加とし、式辞などは

紙面掲載に代えるなど、規模を縮小して実施しま

した。

確かな学力を育てる教育の推進については、１

回目の名寄市教育改善プロジェクト委員会を書面

会議にて開催し、各委員へ委嘱状を交付するとと

もに、教職員の人材育成と学習指導に関する諸課

題への対応などを柱とした本年度の研究内容を決

定しました。

具体的には、教育経営の充実に関する研究グル

ープでは、道教委の「学校力向上に関する総合実

践事業」における地域指定の取組の推進、本市共

通の学校経営計画及び学年・学級経営計画の効果

的な活用などの検証・改善、コミュニティ・スク

ールや小中一貫教育のさらなる充実を目指した取

組を推進していきます。

教育研究の充実に関する研究グループでは、ミ

ドルリーダーなどの育成や名寄市教育研究所の教

育研究部と連携した小学校外国語科指導の充実を

図る研修などを行います。

教育指導の充実に関する研究グループでは、小

学校高学年における教科担任制のあり方に関する

研修や故木原秀雄氏の生き方を題材とした道徳科

の読み物資料を活用した授業研究、特別な支援を

必要とする児童生徒の指導の充実に向けた研修な

どを行います。

豊かな心を育てる教育の推進については、中学

校に配置している心の教室相談員が小学校とも連

携しながら、児童生徒の心のケアに努めています。

健やかな体を育てる教育の推進については、望

ましい生活習慣が身に付くよう、「早寝、早起き、

朝ごはん」運動などの充実を図るとともに、名寄

市教育改善プロジェクト委員会と名寄市教育研究

所の教育研修部との連携により、体力向上を図る

研修に取り組みます。

特別支援教育の推進については、４月１日に名

寄市特別支援教育専門家チーム委員の委嘱状を交

付しました。委員には、名寄市立大学の６人の先

生や、社会福祉課の職員、教育相談センターの教

育推進アドバイザー、小学校と高等養護学校の教

員を委嘱し、障がいの有無に関わらず、学校生活

や家庭生活において「困り感」をもっているすべ

ての児童生徒などを対象にした巡回相談体制の充

実に努めています。

特別支援連携協議会に設置されている専門委員

会では、新たに名寄市小中学校長会から３人の学

校長が加わり、児童生徒一人ひとりに応じた支援

体制の整備に努めています。

社会の変化に対応する力を育てる教育の推進に

ついては、道教委の「学校力向上に関する総合実

践事業」における加配を利用して、所属校を含め

た小学校３校の外国語科の教科担任として外国語

指導の充実を図ります。

信頼される学校づくりの推進については、市内

すべてのコミュニティ・スクールにおいて、学校

運営に必要な支援のあり方について協議を深める

とともに、社会教育と連携し、地域学校協働本部

の体制づくりに努めています。

食育の推進については、栄養教諭を在籍校から

各連携校へ派遣し、学校給食を生きた教材として

活用した栄養・給食指導、マナーなど、学校にお
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ける食の指導に積極的に取り組んでいます。

学校給食費については、物価上昇に伴う食材費

の高騰により、本年度から一食あたり小学生９円、

中学生１１円の値上げを実施しています。栄養量

を保ちながら子どもたちが喜ぶ給食献立の提供に

努めてまいります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

３月１９日に予定していました令和元年度卒業

式については、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため挙行を取り止めましたが、保健福祉学部

栄養学科３９人、看護学科５２人、社会福祉学科

４９人、社会保育学科５１人、計１９１人が卒業

しました。

卒業生の４月１日現在の就職率は、すべての学

科で１００パーセントとなりました。

国家試験の結果については、管理栄養士では３

７人が合格し、合格率９ ９パーセントで新卒の

全国平均９ ４パーセントを上回りました。看護

師は受験者５１人全員が合格、保健師も受験者１

５人全員が合格し、それぞれ新卒の全国平均９

７パーセント、９ ３パーセントを上回りました。

社会福祉士では３３人が合格し、合格率は７ ３

パーセントで新卒の全国平均５ ０パーセントを

上回りました。

また、精神保健福祉士は１６人が合格し、合格

率は８ ２パーセントで新卒の全国平均７ ０パ

ーセントを上回りました。

令和２年度入学式については、４月３日に行わ

れ、栄養学科４３人、看護学科５０人、社会福祉

学科５６人、社会保育学科５１人の保健福祉学部

全体では２００人の新入学生を迎えました。

しかしながら、全国的な新型コロナウイルス感

染症の影響により授業開始を２週間延期とし、そ

の後、緊急事態宣言が全国に発令されたことに伴

い、テキスト授業、オンデマンド授業、双方向オ

ンライン授業などの遠隔授業を基本として実施し

ています。

また、新型コロナウイルス感染症に係る在学生

への支援施策である「名寄市立大学学生支援給付

金」は、５月１１日から申請受付を開始していま

す。

今後も新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

を実施しながら、複雑化・多様化する保健・医療

・福祉の現場に対応できる豊かな人間性と専門性

を備えた職業人を育て、社会に送り出せるよう取

り組んでまいります。

次に、生涯学習社会の形成について申し上げま

す。

本年度の名寄ピヤシリ大学は６人の大学院生を、

風連瑞生大学は大学院生３人を、智恵文高齢者学

級「友朋学級」では１１人の受講者を迎えました

が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため入

学式・開講式は中止となりました。大学院への進

学生をはじめ学生の皆様は、今後の学習活動に意

欲を燃やしているところです。

本年度も地域や学校と連携し、学習や交流活動

を行ってまいります。

次に、市立図書館について申し上げます。

４月２３日から５月１２日までの「子どもの読

書週間」にちなみ、「読むおくすり」の展示貸出

を実施しました。新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、自宅で過ごす時間が長くなっている

小学生に対して図書館司書が本をお勧めするなど、

本に親しむきっかけづくりを行いました。

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止に係

る臨時休館日においては、電話、ＦＡＸなどによ

る予約貸出に取り組み、可能な限り市民の読書環

境が維持できるようサポートしてきました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

開台１０年目を節目に、昨年１１月から募集し

ていました天文台ロゴマークは、全国から３７２

点の応募があり、この中から長崎県の冨永明日香

さんの作品を最優秀賞として選出しました。今後、

幅広い利用に努めてまいります。

また、休館中ではありましたが、天文台の設備

を活かして、名寄の星空を職員の解説付きでイン
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ターネット配信しました。全国的にも自宅待機が

求められ閉塞感がある中、好評を得ることができ

ました。

日本とヨーロッパの宇宙機関が打ち上げた水星

探査機を、４月１０日に世界中で観測するキャン

ペーンが行われ、なよろ市立天文台でも観測に成

功し大きな成果を上げることができました。

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭教育学級については、本年度も２つの幼稚

園に御協力をいただき開設されました。

今後も両学級の活動を支援するとともに、家庭

教育支援講座を開催するなど、保護者が自主的・

自発的に学習する機会の充実に取り組んでまいり

ます。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ施設の整備については、ピヤシリシャ

ンツェノーマルヒルのアプローチラインの整備に

使用するインライン整備機について、機械の移動

に必要な金属製レールに腐食箇所があり、機械が

移動不能な状態だったことから溶接などによる修

繕を行ったところです。

スポーツ振興事業では、Ｎスポーツコミッショ

ン主催で「メンタルビジョントレーニング体験講

座」を実施し、ジュニア選手及び指導者など５５

人の参加があり、スポーツに関する知識を学ぶ機

会を広く提供するとともに競技力の向上を図った

ところです。

スポーツ大会の開催については、例年にない雪

不足の影響で、札幌市で開催される予定だった

「北海道中学校スキー大会クロスカントリー競

技」が本市で開催され、交流人口の拡大のみなら

ず、本市の冬季スポーツの環境が高く評価されま

した。

スポーツ合宿誘致の推進では、昨年に引き続き、

台湾カーリング協会が長期合宿に訪れました。今

回は宿泊や移動のサポートだけではなく、名寄カ

ーリング協会と連携して、トレーニングメニュー

とコーチングをセットで提供するなど、施設と人

材を活かした新しい合宿受入の形にチャレンジし

ました。

また、阿部雅司特別参与の監修で、もち米を活

用したアスリート用食品の開発にも取り組み、ス

ポーツと農業を掛け合わせた新しい地域振興にも

チャレンジしました。

今後もスポーツと他分野の融合による、地域振

興及び地域経済の発展に努めてまいります。

新型コロナウイルス感染症拡大による影響では、

「ファミリーフィットネス」「市民スキーの日」

や「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全日本ジ

ュニアスキー選手権大会」や「全日本スキー選手

権大会ノルディックコンバインド競技」が相次い

で中止となりました。

このほか、各競技団体に調査したところ、３月

１日から５月６日までに、２３のスポーツイベン

トが中心となっており、５月３日に開催予定であ

った「なよろ憲法記念ハーフマラソン」も延期と

なりました。

また、スポーツ施設の臨時休館により、学校開

放事業やスポーツ少年団、部活動にも大きな影響

が出ており、改めてスポーツが心身両面にわたり

活力ある健全な市民生活の形成に寄与しているこ

とを実感しているところです。

次に、放課後児童クラブについて申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止による小学

校の臨時休校に伴い、公設児童クラブ、民間学童

保育施設では、早朝より保育が必要な家庭の児童

の受入を行いました。

引き続き、保護者の仕事と子育ての両立を支援

し、児童の安全安心な居場所づくりの充実に努め

てまいります。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールは、年度

末に約１カ月間の閉館となりましたが、主催事業

を含め５５事業で、２ ３１８人の利用がありま
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した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４

月以降「新・ＢＳ日本のうた」や「第８回ナヨロ

寄席」などの事業が中止となりましたが、引き続

き、「文化芸術の拠点」「市民のコミュニティ醸

成の場」として、質の高い芸術文化鑑賞の場を提

供するとともに、市民に親しまれるホールづくり

を進めてまいります。

次に、北国博物館について申し上げます。

令和元年度の年間利用者については、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止に係る臨時休館の影響

もあり、前年比８４９人減の１ ４０３人となり

ました。４月以降も引き続き臨時休館となり、館

内で予定していた企画展、作品展、そして毎年好

評を得ているゴールデンウィーク特別企画が中止

となりました。しかしながら子どもの健やかな成

長を祈るため４月上旬から敷地内にこいのぼりを

掲揚するとともに、４月２２日にはＳＬ排雪列車

キマロキの冬囲い撤去作業を実施したところです。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で行政報告を終わ

ります。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第１号

名寄市職員定数条例の一部改正についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市職員

定数条例の一部改正について、提案の理由を申し

上げます。

本件は、病院事業に属する職員について市立総

合病院の診療機能の強化及び医師を含めた働き方

改革への対応に伴い今後の職員の充実が必要とな

ることから、定数の増員を行うため、本条例の一

部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第２号

名寄市税条例の一部改正について、議案第３号

名寄市都市計画税条例の一部改正について、以

上２件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号 名寄市税条

例の一部改正について及び議案第３号 名寄市都

市計画税条例の一部改正について、提案の理由を

申し上げます。

本件は、本年４月３０日に地方税法等の一部を

改正する法律等が交付をされたことに伴い、関係

する条例について所要の改正を行うものでござい

ます。

名寄市税条例については、新型コロナウイルス

感染症及びその蔓延防止のための措置が納税者へ

及ぼす影響の緩和を図る目的から、中小企業者等

が所有をする償却資産及び事業用家屋の固定資産

税等の軽減、軽自動車税環境性能割の緩和措置の

期間延長、市税等徴収猶予制度の特例措置を設け

るとともに、個人市民税の寄附金控除の拡充や住
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宅借入金等特別税額控除の適用要件の弾力化によ

る対応を実施をするため、所要の改正を行うもの

でございます。

名寄市都市計画税条例につきましては、主に地

方税法の改正事項による条項整理を行うものであ

ります。

以上、２件につきましてよろしく御審議くださ

いますようお願いを申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、議案第２号

外１件について一括質疑に入ります。御発言ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２号外１件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号外１件は原案のとおり可決

されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第４号

名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第４号 名寄市特定

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正について、提

案の理由を申し上げます。

本件は、国が定める特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準で連携施設

に関して保護者の希望に基づき引き続き必要な教

育、または保育が提供されるような必要な措置を

講じている場合は、特定地域型保育事業者が連携

施設を確保しないことができるよう厚生労働省令

が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正し

ようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 議案第５号

名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第５号 名寄市家庭

的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について、提案の理由を申し上

げます。

本件は、国が定める家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準で連携施設に関して保護者の

希望に基づき引き続き必要な教育、または保育が

提供されるよう必要な措置を講じている場合は、

家庭的保育事業者が連携施設を確保しないことが
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できるように厚生労働省令が改正されたことに伴

い、本条例の一部を改正しようとするものでござ

います。また、居宅訪問型保育において実施をす

ることができる保育について所要の改定を行うも

のでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 議案第６号

名寄市乳幼児等医療費の助成に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第６号 名寄市乳幼

児等医療費の助成に関する条例の一部改正につい

て、提案の理由を申し上げます。

本件は、名寄市乳幼児等医療費の助成について

小学生の通院医療費を新たに助成をしようとする

ため、本条例の一部を改正しようとするものでご

ざいます。また、他の助成制度との重複給付に対

する条文を追加するものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 議案第７

号 名寄市道路の構造の技術的基準等を定める条

例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第７号 名寄市道路

の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正に

ついて、提案の理由を申し上げます。

市町村道の構造の技術的基準を定めるに当たっ

て参酌すべき一般的技術的基準である道路構造令

の一部が改正をされたことに伴い、自転車通行帯

を新たに規定をし、条項整理を行う必要があるこ

とから、本条例の一部を改正しようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 議案第８

号 財産の取得についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第８号 財産の取得

について、提案の理由を申し上げます。

本件は、平成１４年、施設稼働時に設置をした

特殊浴槽が１７年を経過し、老朽化をしたことか

ら更新しようとするものであり、本年５月１９日

に４社指名をし、指名競争入札を執行した結果、

株式会社伊藤医科器械店が １６５万円で落札を

し、これに消費税及び地方消費税２１６万 ００

０円を加え ３８１万 ０００円で契約を締結し

ようとするものでございます。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき議

会の議決を求めるものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 議案第９

号 財産の取得についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 財産の取得

について、提案の理由を申し上げます。

本件は、平成１０年に取得をした除雪トラック

が老朽化をしたことから、除雪専用車を購入し、

安定した除排雪を実施をしようとするものであり、

本年５月１９日に５社を指名をし、指名競争入札

を執行した結果、ＵＤトラックス北海道株式会社

旭川支店が ６１６万円で落札をし、これに消費

税及び地方消費税４６１万 ０００円を加え ０

７７万 ０００円で契約を締結しようとするもの

でございます。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき議

会の議決を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１３ 議案第１

０号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１０号 専決処分

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和元年度名寄市一般会計補正予算に

係る専決処分でありまして、歳入歳出それぞれ

９０１万 ０００円を減額をし、予算総額を２０

８億 ９１８万 ０００円にしたものでございま

す。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費の財政調整基金積立金１億 ４６３万 ０

００円の追加は、今後の財政運営に備えるために

積み立てたものでございます。

８款土木費の市道除雪・排雪対策事業費１億

３８５万 ０００円の減額は、市道排雪業務委託

料などの不用額を見込み減額をしたものでござい

ます。

次に、歳入について申し上げます。１款市税の

８１７万 ０００円の追加は、徴収状況を勘案

をし予算を追加したものでございます。

１２款地方交付税の１億 ７５９万 ０００円

の追加は、特別交付税の交付額の確定に伴い追加

をしたものであります。

次に、第２表、繰越明許費につきましては、給

食センター事業費におきまして、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため小中学校臨時休業に伴

う学校給食の停止による給食食材キャンセル料等

への補助事業が年度内に完了しないことから、繰

越ししたものでございます。

第３表、地方債補正につきましては、町内会活

動支援事業ほか１８事業について限度額を変更し

たものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は承認することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１４ 議案第１

１号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 専決処分

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和元年度名寄市国民健康保険特別会

計補正予算に係る専決処分であり、保険事業勘定

の歳入歳出それぞれ３１万 ０００円を追加をし、

予算総額２９億 １２５万円にしたものでござい

ます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。事業
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費の確定に伴い、２款保険給付費におきまして３

１万 ０００円を、４款保健事業費におきまして

０００円を追加したものでございます。

次に、歳入について申し上げます。２款道支出

金におきまして、保険給付費等交付金の確定によ

り３１万 ０００円を追加したものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は承認することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１５ 議案第１

２号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 専決処分

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和元年度名寄市介護保険特別会計補

正予算に係る専決処分でありまして、保険事業勘

定及びサービス事業勘定・風連における歳出の事

業費の調整を行うもので、予算総額の変更はござ

いません。

補正内容を保険事業勘定から申し上げます。２

款保険給付費におきまして、事業費の確定に伴い

地域密着型介護サービス給付費を３０４万円減額

をし、高額介護サービス等費を３０４万円追加を

したものでございます。

３款地域支援事業費におきまして、事業費の確

定に伴い訪問型サービス事業費を２６万 ０００

円減額し、介護予防支援事業費を２６万 ０００

円追加したものでございます。

次に、サービス事業勘定・風連では、事業費の

確定に伴い、１款総務費におきまして一般管理事

業費を１万 ０００円減額をし、２款事業費にお

きまして施設介護サービス事業費を１万 ０００

円追加したものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は承認することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１６ 議案第１
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３号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 専決処分

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和元年度名寄市立大学特別会計補正

予算に係る専決処分でありまして、歳入歳出それ

ぞれ ２１４万 ０００円を追加をし、予算総額

を１８億 ０７４万 ０００円にしたものでござ

います。

補正の主なものを歳出から申し上げます。１款

教育費におきまして、名寄市立大学振興基金積立

金 ０１１万 ０００円の追加は、今後の大学経

営に係る事業の備えとして積み立てたものでござ

います。

このほか１款教育費において見込まれる各事業

の不用額を減額したものでございます。

次に、歳入について申し上げます。２款使用料

及び手数料７４２万 ０００円の追加、７款諸収

入３５５万 ０００円の追加は、徴収状況を勘案

し予算を追加したものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は承認することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１７ 議案第１

４号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第３

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号 令和２年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正をしようとするものでございまして、歳入

歳出それぞれに ３９０万 ０００円を追加し、

予算総額を２３９億 ０６８万 ０００円にしよ

うとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきましてコミュニティ助成事業費２３

０万円の追加は、自治総合センターにおいて実施

をしている助成事業に９区町内会が実施をするコ

ミュニティー活動に係る備品整備が採択されたこ

とによるもので、財源として同額を諸収入にて予

算計上してございます。

４款衛生費におきまして感染症対策事業費４０

９万 ０００円の追加は、新型コロナウイルス感

染症対策として有効なマスクは依然として入手し

にくい状況であり、妊婦、高齢者を対象としマス

クを配付しようとするものでございます。

７款商工費におきましてピヤシリスキー場整備

事業費４２１万 ０００円の追加は、スキー場の

早期オープンを図るためゲレンデにおいて水がた

まりやすい箇所への排水管埋設工事等を施工しよ

うとするものでございます。

９款消防費におきまして防災会議・訓練等事業

費２１３万 ０００円の追加は、避難所開設時に
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おける新型コロナウイルス感染症をはじめとする

各種感染症対策としてパーティション等の備品を

購入しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。事業費の追

加などに伴う特定財源の調整のほか、収支の調整

を財政調整基金繰入金で実施をしようとするもの

でございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１８ 議案第１

５号 名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

山田典幸議員。

〇１６番（山田典幸議員） 議案第１５号 名寄

市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部改正について、提案の理由を申し上げま

す。

新型コロナウイルスの感染拡大の影響が全ての

国民の日常生活や経済活動等に及んでおり、北海

道においても緊急事態宣言は解除されたものの、

いまだ予断を許さない状況が続いております。そ

のような状況の中、市民の皆様にとっては不要不

急の外出の自粛など様々な面で不自由を強いられ

ている状況であります。また、市内事業者におい

ても休業要請など経済活動への影響が生じている

ところであります。本件は、新型コロナウイルス

の感染拡大が市民生活に多大な負担や影響を及ぼ

している状況を踏まえ、議員自らも目に見える形

で姿勢を示すべきであるとの認識から、本年６月

支給の期末手当を１０％減額する特例措置を提案

するものであります。つきましては、期末手当の

減額分を原資として感染のリスクが高い現場で日

々業務に当たられている医療、介護等の従事者に

対するより手厚い支援の措置を講じていただきま

すよう要望をいたします。

議員各位におかれましては、提案趣旨を御理解

いただき、満場の御賛同を賜りますようお願い申

し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１９ 報告第１

号 令和元年度名寄市一般会計予算繰越明許費繰

越計算書の報告についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第１号 令和元年度

名寄市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告

について申し上げます。

一般会計予算繰越明許費繰越計算書は、出納閉

鎖に当たり、令和元年度に完了しない議会運営事

業費のほか４事業を翌年度に繰越しするためのも

のであり、地方自治法施行令第１４６条第２項の

規定により御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第１号を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２０ 報告第２

号 令和元年度名寄市食肉センター事業特別会計

予算繰越明許費繰越計算書の報告についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第２号 令和元年度

名寄市食肉センター事業特別会計予算繰越明許費

繰越計算書の報告について申し上げます。

食肉センター事業特別会計予算繰越明許費繰越

計算書は、出納閉鎖に当たり、令和元年度に完了

しない食肉センター給水ポンプ改修工事を翌年度

に繰越しするためのものであり、地方自治法施行

令第１４６条第２項の規定により御報告を申し上

げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第２号を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２１ 報告第３

号 専決処分した事件の報告について、報告第４

号 専決処分した事件の報告について、報告第５

号 専決処分した事件の報告について、以上３件

を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第３号から報告第５

号までの専決処分をした事件の報告について一括

して申し上げます。

本件は、名寄市営住宅、病院事業及び水道事業

の債権の放棄に係る専決処分であります。

まず、名寄市営住宅につきましては、時効の援

用により請求不能となった住宅使用料について３

件、３９万 ８００円を放棄したものでございま

す。

次に、病院事業におきましては、患者が破産、

死亡等の理由により回収見込みのない入院、外来

診療費について３８件、２０８万８３６円を放棄

をしたものでございます。

次に、水道事業におきましては、生活困窮等の

理由により回収見込みのない水道料金について５

９件、９万 ４４０円を放棄をしたものでござい

ます。

以上３件について、地方自治法第１８０条第１

項の規定に基づき専決処分をしたので、同条第２

項の規定により御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第３号外２件を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２２ 報告第６
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号 公害の現況に関する報告についてを議題とし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第６号、公害の現況

に対する報告について申し上げます。

令和元年度につきましては、関係機関の御理解、

御協力をいただき、大気汚染、水質汚濁、騒音、

振動、悪臭の５項目を中心に、調査、監視等を行

ってまいりました。

まず、大気汚染では、炭化センターにおけるダ

イオキシン調査を年２回実施をし、排出基準を大

きく下回る結果となっております。

次に、水質汚濁では、公共用水域の環境保全を

図るため、本市から天塩町間の天塩川及び名寄川

の水質調査を実施をしております。天塩川の調査

における流域調査及び曙橋地点での定点調査、ま

た名寄川の調査でも大腸菌群が環境基準値を超過

をしている時期があり、今後も注視をしてまいり

ます。また、ゴルフ場の農薬使用に関する問題に

つきまして、関係する環境保全指導要綱に基づく

水質分析調査を１１月に実施をし、基準値以内の

水質が保たれておりました。

次に、騒音、振動、悪臭についてでございます

が、公害となる苦情等はございませんでした。

その他、地球温暖化対策といたしましては、第

３次名寄市地球温暖化防止実行計画においてＣＯ２

削減目標を３％としておりますが、計画２年目と

なる平成３０年度は基準年の平成２８年度と比較

をして ２％の減少となりました。これは、これ

までの節電やウオームビズ等の取組の成果だと考

えられます。

以上、公害の現状について申し上げましたが、

今後とも公害対策では継続した調査、監視等を行

い、市民の健康と生活環境の保全に努めてまいり

ます。

なお、詳細の内容につきましては、さきにお届

けしてございます公害の現状と対策を御高覧いた

だきたいと存じます。

以上、名寄市公害防止条例第４条第２項の規定

に基づき御報告を申し上げます。よろしく御審議

くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第６号を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２３ 諮問第１

号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 諮問第１号 人権擁護委

員の候補者の推薦について、提案の理由を申し上

げます。

人権擁護委員法の規定により、本市には８名の

人権擁護委員が法務大臣の委嘱を受け、活動を行

っておりますが、本年９月３０日をもって長谷川

良雄委員及び上口里美委員が任期満了となります。

本件は、再度両氏を候補者として推薦をいたし

たく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により

議会の意見を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

本件については、市長が推薦する者について適

任と認めることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、本件は適任と認めることに決定いたし

ました。

〇議長（東 千春議員） ここで、先ほど名寄市

債権管理条例の制定についてが議決されましたの

で、議会の議決で軽易な事項に限り行うことがで
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きる市長の専決処分事項について見直しを検討す

る必要があることから、議会としての対応につい

て議会運営委員会で協議をお願いいたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時４２分

再開 午前１１時４８分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

休憩中に富岡達彦議員ほか１６名より議決第１

号 市長の専決処分事項の指定についてが提出を

されました。これについては、さきに行われた議

会運営委員会にて日程に追加し、議題とすること

と決定しております。

お諮りいたします。お手元に配付の追加日程第

１号のとおり日程に追加し、議題とすることに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

議決第１号を日程に追加し、議題とすることに

決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 追加日程第１ 議決第

１号 市長の専決処分事項の指定についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議決第１号 市長の

専決処分事項の指定について、提案の理由を申し

上げます。

本件は、議会の議決で軽易な事項に限り行うこ

とができる市長の専決処分について、さきに議決

いたしました令和２年第１回定例会付託議案第２

８号 名寄市債権管理条例の議決を受けて、市長

の専決処分事項における債権放棄事項の削除を行

うとともに、住宅及び土地の管理に限られていた

訴えの提起、和解及び調停を１２０万円以下の金

銭債権に係るものに改正するため、新たに市長の

専決処分事項の指定についてを議決しようとする

ものであります。

以上、提案理由といたします。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議決第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議決第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日５月２９日から６月３

日までの６日間を休会としたいと思いますが、御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日５月２９日から６月３日までの６

日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午前１１時５２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。
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令和２年５月２８日（木曜日）第２回６月定例会・第１号

議 長 東 千 春

署名議員 富 岡 達 彦

署名議員 山 田 典 幸
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令 和 ２ 年 第 ２ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和２年６月４日（木曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１６号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）

日程第３ 報告第７号 株式会社名寄振興公社の

経営状況について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１６号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）

日程第３ 報告第７号 株式会社名寄振興公社の

経営状況について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和２年６月４日（木曜日）第２回６月定例会・第２号



－30－

令和２年６月４日（木曜日）第２回６月定例会・第２号

〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

２番 倉 澤 宏 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 議案第１６

号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第４

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１６号 令和２年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、株式会社名寄振興公社に管理運

営を委託している名寄ピヤシリスキー場の指定管

理委託料を見直し、歳入歳出にそれぞれ ５００

万円を追加し、予算総額を２４０億５６８万 ０

００円にしようとするものであります。

補正の理由を歳出から申し上げます。７款商工

費におきましてピヤシリスキー場指定管理委託料

５００万円の追加は、今般名寄振興公社の令和

元年度決算が確定をし、名寄ピヤシリスキー場の

指定管理委託料の不足額が把握できたことから、

その不足額相当分を追加しようとするものでござ

います。

次に、歳入について申し上げます。２１款繰入

金におきまして財政調整基金繰入金 ５００万円

を追加し、収支の調整を図ろうとするものであり

ます。

第２表、債務負担行為補正につきましては、名

寄ピヤシリスキー場指定管理業務委託料の限度額

について変更しようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

議案第１６号は、名寄振興公社のあり方に関す

る特別委員会に付託いたします。

お諮りいたします。ただいま付託いたしました

議案第１６号については、６月１９日までに審査

を終了するよう期限をつけることにしたいと思い

ますが、これに御異議はございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は、名寄振興公社のあり

方に関する特別委員会に付託の上、６月１９日ま

で審査を終了するよう期限をつけることに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 報告第７号

株式会社名寄振興公社の経営状況についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第７号 株式会社名

寄振興公社の経営状況について御報告を申し上げ

ます。

昨年度の公社につきましては、様々な不祥事が

発生をいたしました。筆頭株主として改めておわ

びを申し上げます。

令和元年度第４８期の経営内容につきまして、

６月１日の株主総会で報告を受けたところであり

ます。公社の第４８期の決算内容につきましては、

お手元の事業報告書に記載のとおり、 ２４５万

４４６円の営業損失が生じております。また、経

常利益 ６３５万 ２７８円を計上しております

が、これは令和元年１２月の名寄振興公社経営改
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善補助金 ０００万円を営業外利益として計上し

たことによるものであります。特別利益と特別損

失を計上し、最終的に当期純損失で ５３９万４

８８円となりました。

令和２年度につきましては、令和元年１１月に

策定をいたしました経営改善計画の着実な実行を

引き続き指導してまいります。

以上、地方自治法第２４３条の３第２項の規定

に基づき御報告をさせていただきます。よろしく

御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） 以上で報告第７号の報

告を終わります。

報告第７号については、本日の会議終了後に議

員協議会を開催し、質疑を行います。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日６月５日から６月１６

日までの１２日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日６月５日から６月１６日までの１

２日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午前１０時０５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 倉 澤 宏

署名議員 塩 田 昌 彦
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令 和 ２ 年 第 ２ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和２年６月１７日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和２年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第３号
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 佐久間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

交通安全対策について外２件を、山崎真由美議

員。

〇３番（山崎真由美議員） おはようございます。

議長の御指名を受けましたので、通告順に従い、

大項目で３点にわたり質問をさせていただきます。

最初に、大項目１、交通安全対策について、小

項目１、安全を担保する環境整備、防雪柵の設置

についてお伺いいたします。昨年の名寄市内にお

ける交通事故のうち人身事故発生件数は前年度比

６件増の１８件であり、痛ましいことに死亡事故

も発生しています。改めてお悔やみを申し上げた

いと思います。また、ここ数年の間には冬期の多

重衝突事故も発生しており、その原因には地吹雪

による視界不良が考えられます。交通安全対策と

して特に国道４０号線における防雪柵の設置によ

る環境整備が望まれますが、対応についてお聞か

せください。

次に、大項目２、高齢者施策の推進についてお

伺いいたします。新型コロナウイルス感染症に対

する予防策として外出自粛が求められる中におい

ては、誰とも会わない、言葉を交わす機会がない、

そんな生活を余儀なくされた時期がありました。

今後も予防対策は続けていかなければならないこ

とを踏まえ、小項目１、自粛期間中におけるフレ

イル予防対策についてお伺いいたします。動かな

いことからくる体の衰え、一人でいることからく

る不安、思いどおりにならないことからくる不満

に配慮し進められているフレイル予防対策の取組

の現状をお聞かせください。

次に、小項目２、不安に寄り添う相談対応につ

いてお伺いいたします。平常時では種々用意され

ている相談対応が自粛期間中であっても適切に利

用されているのかどうかお聞かせください。

続いて、小項目３、介護サービスの提供につい

てお伺いいたします。３密を避けながらの介護サ

ービス提供については、サービス利用者の安心感

に配慮しつつ対応となることから、一層の気配り

が必要であると考えます。介護サービスの提供に

対して行われている指導、支援の内容についてお

伺いいたします。

最後に、大項目３、学習環境の整備についてお

伺いいたします。新型コロナウイルス感染症への

予防対策は、公教育の学習環境にも大きな影響を

及ぼしています。そこで、小項目１、新型コロナ

ウイルス感染症予防に配慮した学習環境について

お伺いいたします。感染拡大予防には、３密を避

けることが大変重要であるとされています。時に

は少人数学習の環境設定も必要になると考えます

が、現況についてお考えをお聞かせください。

次に、小項目２、夏期間における環境の整備に

ついてお伺いいたします。この地方においても、

近年熱中症予防対策が必要となってきています。

既に気温の高い日もありますが、今年は新型コロ

ナウイルス感染症予防のためのマスク着用が必要

とされます。また、例年は夏休み期間であった時

期を授業日とするなど、一層熱中症対策が必要と

なっています。室温調節に関わる環境整備として

冷房、扇風機、冷風機、網戸の設置などが求めら

れますが、対応をお聞かせください。

以上、壇上からの発言といたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。
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〇市民部長（宮本和代君） おはようございます。

山崎議員からは、大項目３点にわたり御質問をい

ただきました。大項目１については私から、大項

目２はこども・高齢者支援室長から、大項目３は

教育部長からの答弁となりますので、よろしくお

願いいたします。

初めに、大項目１、交通安全対策について、小

項目１、安全を担保する環境整備、防雪柵の設置

についてお答えいたします。近年における本市で

の多重交通事故の発生状況としましては、いずれ

も国道４０号線において平成２９年１２月に風連

町豊里付近で７台、同日東風連付近で４台が絡む

事故が発生しており、昨年の１２月には風連町北

栄町において１３台が絡む事故が発生しておりま

す。また、平成３１年１月には内淵の国道４０号

線において２名が亡くなるという痛ましい死亡事

故が発生しているところです。暴風雪に関する交

通安全対策としまして、広報に啓発チラシを折り

込み、暴風雪時の外出抑制や外出先でホワイトア

ウトに遭遇した場合の対応策などについて呼びか

けておりますが、暴風雪による危険な状況は年に

数回発生しており、市としましても課題意識を持

っております。今後地先の御意見もいただきなが

ら、危険箇所への防雪柵の設置に関する関係機関

への要望について検討を進めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 私か

ら大項目２、高齢者施策の推進について、小項目

１、自粛期間中におけるフレイル予防対策につい

てお答えいたします。

新型コロナウイルス感染予防対策による外出自

粛により運動機能の低下や食事の栄養バランスを

崩し、フレイルになる可能性が高いことから、感

染予防の対策にも考慮しながら取り組んでまいり

ました。初めに、運動機能の低下防止では、名寄

市立総合病院の理学療法士から助言をいただき、

自宅でもできる体操を広報なよろ４月号から毎月

掲載をしております。また、栄養面と食事面では、

昨年度の高齢者食生活改善事業、楽食健幸講座で

実施しました調理実習で考案された栄養のバラン

スが取れて、自宅で作ることができるメニューの

レシピについても広報なよろ４月号から掲載をし

ております。さらに、要支援認定者で在宅での介

護サービス利用者には、国が介護施設等に配付し

ておりますマスクと併せて地域包括支援センター

で作成しましたフレイル予防に関するチラシを配

付をいたしました。外出の自粛期間中の相談につ

きましては、通常どおり継続しておりまして、相

談者の意向により電話での相談対応や訪問の場合

はマスクの着用と手指消毒、短い時間で相談者と

の距離に注意をして面談を行い、その都度必要な

支援を行っております。新型コロナウイルスにつ

いては、現在も北海道内で新たな感染者が確認さ

れており、今後においても国や北海道から外出自

粛などの要請が想定されます。このことから、フ

レイル予防については各関係団体や生活支援コー

ディネーターなどの意見もいただき、感染予防に

考慮しながら、独り暮らしや夫婦世帯の高齢者の

皆様が明るく元気に生活が継続できるよう取り組

んでまいります。

次に、小項目２、不安に寄り添う相談対応につ

いて申し上げます。外出自粛期間中の相談につき

ましては、感染予防のため可能な限り電話での相

談対応としておりましたが、新規の相談者につい

ては相談者の状況確認も必要なため、面談方式で

対応してきております。訪問による面談の際には、

事前に訪問することについて相談者に確認をし、

訪問時にはマスクの着用、手指の消毒、面談者と

一定の距離を取ることとし、対応してまいりまし

た。新規の相談件数につきましては、毎月の平均

的な相談件数と変わりない件数で、新型コロナウ

イルスの影響による経済的な不安についての相談

内容はありませんでしたが、外出自粛によって活

動したり、集まれる場がないため外出することが



－36－

少なくなったというお話が数件ございました。今

後の相談についても国や北海道の対応や感染状況

を注視するとともに、新型コロナウイルスの感染

予防対策を図りながら対応することにより高齢者

が健康で安心して生活ができるよう取り組んでま

いります。

次に、小項目３、介護サービスの提供について

申し上げます。介護サービス事業所における新型

コロナウイルスへの対応につきましては、日々状

況が変化している中において必要に応じて最新の

情報や新たな留意事項などを提供し、施設職員が

新型コロナウイルスについて正しい認識を持って

いただいております。また、従来より国から示さ

れております高齢者介護施設における感染対策マ

ニュアルを通して基本的な感染症対策を含めた共

通認識を深め、対応いただくようお願いしてまい

りました。具体的には、マスクの着用、手洗いや

アルコール消毒、職員や利用者に発熱等の症状が

ある場合の対応、面会の制限、３つの密の回避な

ど事業所内での周知徹底を図り、集団感染の防止

に努めていただいております。また、面会者や委

託業者などについても同様の感染予防対策を行っ

ております。施設内で新型コロナウイルスの感染

者が発生した場合については、保健所をはじめ関

係機関との連携を行いながら発生状況の連絡や利

用停止等の措置、職員や利用者の感染対策などの

対応について事業者に対して通知を行ってまいり

ました。今後におきましても、介護サービスは入

所者や利用者の方々やその家族の生活を継続する

上で欠かせないものであり、感染防止対策を徹底

し、必要なサービスを継続的に提供することがで

きるよう国や北海道からの通知や情報をいただき

ながら介護サービス事業所等に情報提供を行うと

ともに、各事業所内での感染防止対策に対する支

援、協力を行ってまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） おはようございます。

私から大項目３、学習環境の整備についてお答え

します。

まず、小項目（１）、新型コロナウイルス感染

症予防に配慮した学習環境についてですが、国内

での新型コロナウイルス感染拡大の可能性が高ま

った２月２７日から北海道で、また、３月２日か

ら政府の要請により全国の学校で一斉臨時休業が

行われました。本市の小中学校においては、３月

に分散登校や規模を縮小した中で卒業式を実施し、

４月７日の始業式、入学式から学校を再開しまし

たが、４月１６日に全都道府県が緊急事態措置の

対象となったことを受け、４月２０日から再度臨

時休業としました。その後、５月２０日から２週

間にわたり学校再開に向けた分散登校を行いなが

ら６月１日から学校を再開したところでございま

す。このような中、国の新型コロナウイルス感染

症対策専門家会議の提言にある地域区分を踏まえ、

５月２２日時点における地域の感染状況に応じて

児童生徒及び教職員等の感染リスクを可能な限り

低減しつつ教育活動を継続することなど、子供の

健やかな学びを保障するための学校の新しい生活

様式が示されました。現在名寄市としては、各学

校において学校の新しい生活様式を踏まえて教育

活動を進めているところでございます。具体的に

は、児童生徒の教育活動における感染症対策とし

て教室の入り口を開けておいたり、２方向の窓を

同時に開けたりするなどして小まめな換気を行う

ようにしています。児童生徒の間隔については、

１メートルを目安に学級内でできるだけ距離を離

した座席配置となるようにしてもいます。しかし、

教室等の制約から１メートルの距離を確保できな

い場合は、頻繁な換気を組み合わせることなどの

対応に努めるようにしております。また、飛沫を

飛ばさないよう児童生徒及び教職員は基本的には

常時マスクを着用するようにしていますが、熱中

症等の健康被害が発生する可能性が高いと判断さ

れた場合などはマスクを外して換気したり、児童

生徒等の間に十分な距離を保つなどの配慮をする
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ようにしております。さらに、登校後や屋外での

活動後などに小まめな手洗いをするようにもして

おります。一方、臨時休業に伴い不足した授業時

数については、学校行事等の内容や必要な時間を

見直したり、夏季休業期間に授業日を設定するな

どして授業の時間を確保し、児童生徒が各教科等

の内容を確実に身につけられるようにお願いして

おります。また、議員御指摘の学習支援を活用し

た学習等につきましては、大変効果的でございま

すけれども、現在欠員募集している学習支援につ

いても応募がなく、人的配置を充実させることが

難しい状況となっております。今後教育委員会と

しましては、各学校と連携しながら指導、助言を

行ったり、必要な物品を整備したり、学習支援の

欠員募集を継続したりするなど、物的、人的な視

点から児童生徒の学習環境の整備に努めてまいり

ます。

次に、小項目（２）、夏期間における環境の整

備についてですが、これまで学校施設の暑さ対策

の取組は普通教室や理科室、音楽室などの特別教

室に年次的に網戸の配置を進めています。また、

各学校では学校配当予算を活用するなどして、扇

風機の導入も行っているところです。今年度につ

きましては、新型コロナウイルス感染症の感染予

防対策と並行して教育活動を行っていかなければ

なりませんが、学校を再開するに当たり国から示

された衛生管理マニュアル、学校の新しい生活様

式で示された主な取組として３つの密の徹底回避、

児童生徒への感染症対策に関する指導、そして感

染経路を断つ手段として、手洗い、せきエチケッ

ト、消毒などの対応が必要とされております。マ

スクの着用については、熱中症の心配があるとき

や体育の授業中は外す場合もありますが、それ以

外の活動時には息苦しさはあるものの、常時マス

クの着用が必要とされており、夏期間には暑さ対

策に取り組む必要があると考えております。具体

的な対策につきましては、１点目として既に普通

教室の網戸の設置は完了していますが、一部残っ

ている特別教室などへの網戸の設置を進めていき

ます。２点目として、文部科学省の学校再開に伴

う感染症対策、学習保障等に係る支援事業を活用

し、暑さ対策と新型コロナウイルス感染症対策の

強化を目的に教室内の換気と暑さを軽減するため

の大型扇風機の配備やマスクによる息苦しさを軽

減し、飛沫防止にもなるフェースシールドの配置、

また非接触型体温計などの保健衛生用品の準備な

どについて各学校と連携しながら対策を進めてま

いります。

以上、私からの答弁とします

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それぞれ御答弁いた

だきました。簡潔になるように心がけながら再質

問させていただきたいと思います。

まず、大項目１の交通安全対策についてであり

ますが、先ほど宮本部長からいただきました御答

弁の中に市としても課題を意識している、それか

ら関係機関との連携もするということで御答弁い

ただきました。具体的に関係機関、どのような調

整ができているかお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） まだ現在のところ関

係機関との連携というのは直接進んでおりません

が、防雪柵の設置に当たりましては、まず地先の

御理解を得ることが必要だと思っています。また、

先ほど答弁の中で申し上げました多重衝突などの

事故が発生している場所につきましては、今年に

なりましてからＪＲの線路敷地内の木が伐採され

たということで、風向きが今後変わってくる可能

性もあるのかなという部分もございますので、そ

ういった部分も併せて確認をしてまいりたいと考

えております。確認ができた段階で上川地方の総

合開発期成会での要望ですとか各種国での要望の

機会を捉えて要望を上げていくような形で検討を

進めたいと考えておりますので、御理解お願いい

たします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。
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〇３番（山崎真由美議員） 具体的に動いていた

だける部分、お聞かせいただけたと思います。名

寄警察署との連携はいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 名寄警察署の交通課

のほうとは連携をしておりますけれども、この防

雪柵の部分については警察のほうでも必要である

という認識で、会議のときなどもそういったお話

も伺っておりますので、お互いに必要な認識とし

て今後検討を進めたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 名寄警察署の協議会

の議事概要、インターネットでも公表されている

のですが、昨年の１２月１３日の議事概要にもそ

のことが委員からも指摘されていまして、多重衝

突事故についての対応、そしてそれに対しての署

長の御答弁として、やはり様々な視点での検証し

た上での道路環境の改善について協議して、各機

関とも対応していただける、していくということ

も書かれておりますので、冬になる前にぜひとも

このところ強く進めていただきたいなというふう

に思っています。名寄庁舎、風連庁舎、分庁舎方

式になっておりますので、もちろん市役所の職員

の皆様も天候が悪くなることも想定されながらの

移動、どうしてもこの間国道を使われるというこ

とがあると思いますので、ぜひこの点も含めて進

めていただきたいと思います。いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 今年の冬になる前に

ということだったのですが、先ほど申し上げた風

向きの関係は私どものほうでも確認してからの対

応にしたいという思いもございます。また、地先

の方の御理解を得られるかどうかという部分につ

きましても検討していかなくてはいけないと考え

ておりますが、なるべく早い時期に要望は上げた

いと思っておりますけれども、国のほうも要望イ

コール設置という形にはなかなかならないという

のが現状になっておりますので、そのことも踏ま

え、早い時期に対応はしてまいりたいと考えてお

ります。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 当然調べるところ、

関係の方々、関係の機関もそうですし、市民の方

との連携も必要になると思いますので、確実な動

きを進めていただきたいと思っています。先日士

別の道路事務所、それから名寄警察署の担当者の

方ともお話をさせていただきましたが、やはり地

域の動きがまずスタートの重要なところであると

お話をされていましたので、ぜひとも動き出しを

よろしくお願いします。

大項目２のほうに移らせていただきます。高齢

者施策の推進についてでありますが、フレイル予

防についてということでお話をいただきました。

このコロナウイルスの感染予防が特に必要になっ

てからフレイル予防策について大きく変わった点

がありましたら、再度お聞かせいただきたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 今回

のコロナウイルスの関係でいきますと、やっぱり

接触を避けるということでの状況の中で、従来行

っていましたフレイル予防については訪問したり

だとか、いろんなそういったイベントを実施した

りということでの開催をしておりましたけれども、

今回の期間中につきましては多数の方が集まる場

所ですとか、実際に御自宅にお伺いするというこ

とがなかなかできづらかったということもありま

して、国のほうでも実際には接触しないために例

えばテレワークではないのですけれども、そうい

ったものを活用したりだとかというのは事例とし

ては連絡をいただいているのですけれども、今後

も終息がしていない中でまた再びそういった状況

に、今自粛というようなことになりかねないとい

うこともございますので、そういうところも含め

てどういった形で、今広報、連載しておりますけ



－39－

れども、またそれ以外でもどういう形で対応でき

るのか今包括のほう含めて協議をしているという

ところで、大きくは変わっておりませんけれども、

先ほど言いましたように、違う形の、電話ですと

かいろんな方法を使って行うということで考えて

おります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 一定程度の自粛期間

中を経て、今少し日常が戻ってきているけれども、

秋から冬にかけて第２波、第３波の心配もあると

いう現状の中で、やはり今の間にさらに自粛期間

中ということになったときの対応が必要になると

思います。様々先ほど御答弁の中で具体例も示し

ていただきましたが、少し、私の感覚なのかもし

れませんが、一方通行の情報提供が大きいかなと

いうふうに思います。広報なよろで情報を知らせ

ていただく、それもやはり一方通行という形であ

ると思います。具体的な高齢者の皆さんの声とい

うのは、どのような状況で把握していただいてい

ますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 今回

自粛期間中の中で関わりにつきましては、サービ

スを受けている方につきましては、介護サービス

とかサービスを受けている方についてはケアマネ

さんですとか市の担当のほうからとやり取りをし

ている中では、双方向のはあったのですけれども、

サービスを使われていない方、例えば独り暮らし

の方で元気な方ですとか、特にそういったサービ

ス受けていない方については、サービス受けてい

る方よりは情報的には市としてはなかなかつかみ

切れていないところもございまして、民生委員さ

んですとか町内会の役員の皆さんから情報提供い

ただきながら、もし心配な方がいらっしゃればそ

ういう方に対して対応していくということになっ

ておりますし、今後もそういった行政だけではな

くて、様々な関係機関、それから協力していただ

ける団体の皆さんと連携しながら、どう関わりを

していくかというところで早期には対応していか

なければならないかなというふうに考えておりま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それぞれ担当の方が

御苦労いただいているということについては、本

当にありがたいと思っております。介護サービス

にしっかりつながっていてくださる方は、そのよ

うに対応していかれると思うのですが、フレイル

になる前の一般的にお元気な高齢者の方もやはり

元気な状況を一日でも長く続けていただきたいと

思っております。その観点から話をさせていただ

きますときに、具体的な高齢者と言われる年代の

方それぞれがどのような状況にあるかということ

について、ある自治体では聞き取り調査もしたと

いうような情報も伝わってきていますが、名寄市

としてはその対応はいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 今議

員おっしゃったとおり、それぞれ個別に回って、

心配事含めて給付金の申請の関係だとか、いろい

ろな部分についてお聞き取りをしたりとかという

ことでされている自治体もお聞きしております。

今のところ実施についてはまだ考えておりません

けれども、そういったほかの自治体の実施の例も

含めて、今後どういった形でそういった声を聞い

ていけるのかということで早急に検討を進めてい

きたいというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 名寄市は本当に隣近

所も顔の見える地域であると思っておりますので、

お一人、取り残されるということは少ないのでは

ないかなというふうにも思いつつ、それでも予想
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していなかった状況が起きている中でありますの

で、ぜひその点進めていただきたいなというふう

に思っています。ここに名寄市の第７期高齢者保

健医療福祉計画がございます。もちろんこれに沿

って事業を進めていただいているのですが、今年

度は最終年度になっています。この計画をつくる

ためのアンケート調査が平成２９年に行われて、

そのアンケート調査のときに生きがいについての

質問項目のところ、生きがいがあると答えられた

方、およそ６０％ありました。この数値がこのコ

ロナウイルス感染症の様々な状況を経て変わって

いかないかどうかとても心配に思っています。そ

の点の認識はいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） この

期間中で予定しておりました介護予防教室ですと

か、生きがい講座、それから健康づくり対策教室、

それから老人クラブについても一部休止をしてい

たということで、実際にはそういったいわゆる生

きがいという部分で活動ができなくなったという

ことで、ある程度この期間中についてはかなりふ

だん活動されている方も気持ち的な部分も含めて

少し落ち込んでいた部分あるのかなと思いますけ

れども、今年度８期計画の策定に向けて今進めて

おりますけれども、前回実施させていただいたア

ンケートもこれから実施することになっておりま

して、設問についても同様の設問になろうかと思

いますけれども、若干、今回このようなコロナの

関係についてはなかなか今までなかったことです

ので、３年に１回アンケートをさせていただいて

おりますけれども、どれぐらい数値が変わってく

るかというところについては今のところ読み切れ

ないのですけれども、議員おっしゃられたとおり、

生きがいの分については多少数字が下がるのかな

というふうに思っていますけれども、実際にアン

ケートの結果を見ながらコロナの部分との関連性

も含めて考えてみたいなというふうに考えており

ます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 高齢者だけではない

と思いますが、高齢者を語るときに必要なものと

して、今日行くと今日用という言葉を耳にするこ

とがあります。今日行くというのは今日行くとこ

ろ、今日用というのは今日の用事というふうに解

釈されての講演の中でのお話を聞きますが、どう

しても今日行くところがなかなか設定しづらい状

況になっています。家庭の中で今日やること、今

日の用事というふうに思ったときに何か必然的な

ものを想定していただいて、例えばチャレンジデ

ーの名寄市の取組ときにおのおの１５分程度の運

動をしたときに市に報告する仕組みがあります。

電話での報告ということが、もし健康マイレージ

等と連携する中で何か想定されるのであれば、そ

れぞれ家庭の中でやっていただいた健康づくりに

関わる取組を電話で連絡いただく。そのときに話

をするというようなことも考えられるのではない

かと私なりにちょっと今までの名寄市の取組を思

い浮かべて考えているのですが、何かそういう想

定を考えていただくわけにはいかないでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 今回

チャレンジデーにつきましては、全国一斉に５月

２７日に開催ということで準備を進めておりまし

たけれども、全国一斉、中止ということで、名寄

市も中止をさせていただいたところです。先ほど

お話をさせていただきましたが、期間中やはりそ

ういった活動がストップしてしまいましたし、チ

ャレンジデーにつきましても電話等による報告だ

ったりとかもしていただいておりますので、この

チャレンジデーにつきましては高齢者の方もたく

さん参加していただいておりますので、今議員お

っしゃられたように、そういった御本人からのア

プローチも含めてそういう方法も方法としてはあ
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るのかなというふうに考えております。先ほども

お話ししましたが、電話も含めて安否確認だとか

相談なりが気軽にできやすいような、そういった

状況をつくっていかなければならないかなと思い

ますので、すみません、繰り返しになりますけれ

ども、町内会ですとか民生委員さん、それから各

関係機関の皆さんと協議しまして、どういった形

でそういった対応が取れるのかということも含め

て早急に検討していきたいというふうに考えてお

ります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 多くの関係者の方に

御協力をいただきながら双方向のつながりを持っ

ていただきますように求めたいというふうに思い

ます。

次、話を変えさせていただきますが、介護事業

所ではマスク、それから消毒液等の物品は十分に

足りているのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 今回

３月と、それから６月の頭に各事業所のほうに備

蓄状況の調査をさせていただきまして、３月時点

では設問といいますか、聞き方としては１か月以

上の備蓄があるか、１か月以内で不足するか、全

くないかということでの確認をさせていただきま

して、施設によっては１か月以上もちますよとか

実際にはもうないというところと不足していると

いうような回答いただきまして、６月時点の調査

では、５月末ぐらいからある程度一般的なマスク

ですとか流通し出したということもあって、３月

の調査に比べますと大分備蓄状況はよくなってき

ているところなのですけれども、やはりアルコー

ル関係については今も入手しづらい、消毒液、入

手しづらいということでの御回答をいただいてお

りまして、今回の国の二次補正において道のほう、

都道府県、事業主体になるのですけれども、マス

クですとか、そういった消耗品の配付といいます

か、取組もされるということ聞いておりますので、

そこの状況も含めて今後事業所の備品、備蓄の状

況を確認させていただきながら、道含めて要望す

るなどの対応、対策を取っていきたいというふう

に考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 小まめに状況を確認

していただけるというふうに受け止めたいと思い

ます。その上での対応になりますが、それぞれ介

護サービスの提供だったり、相談対応だったりと

いうことであります。市としての相談対応につい

てはそんなに大きくコロナウイルスの感染症予防

に対する状況下におけるものと変わりないという

ことでありましたが、金銭的な相談という、経済

的な相談というのは高齢者の方から寄せられてい

ないでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 高齢

者個人の皆さんからですね。

（「はい」と呼ぶ者あり）

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 相談

等の中では、経済的に逼迫して困ってということ

では高齢者のほうの部門については御相談はいた

だいておりません。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市のほうには届いて

いないということでありますが、中にはやはり今

までと違う品物を必要としている。マスクについ

ては、国から、それから市からもそれぞれ自宅に

届けていただいている部分もありますが、これか

らどこまでこの状況が続くか分からない。消毒薬

についてもなかなか手に入らない。そういうもの

を購入していかなければいけない。しかし、入っ

てくるものについて、高齢者の方たち、そうそう、
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減ることもないかもしれませんが、大きく増える

ことはないということでの不安は私の耳には届い

ています。その対応について何かお考えはありま

すでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今高齢者の生活、

経済状況についての御質問だったというふうに思

います。この間名寄市といたしましても国の臨時

交付金等も活用しながら、そういった生活状況が

急激に変動して生活が苦しくなっている、そうい

った状況のところの対策ということで進めてきて

おります。今回の定例会の中でもそういった提案

をしようというふうに考えていますけれども、今

後につきましても国の事業やそういった支援と併

せ臨時交付金の活用も含めて市内の状況を見据え

て、どの世代、どういった人たちが大変な状況に

なっているか、どういった人たちに支援が必要か

というのは十分見極めながら対応していきたいと

いうふうに考えております。高齢者につきまして

は、基本的には年金生活者が多いという状況であ

りますので、一定程度今回特別臨時給付金も交付

させていただいていますので、まだ受けていない

方もいらっしゃいますので、早急に申請していた

だいて、そういったものを活用しながらこの難局

を乗り切っていただきたいというふうに思ってい

るところであります。

それと、先ほどの質問にちょっと関わりますけ

れども、フレイル予防、介護予防の関係ですけれ

ども、この間私も答弁とかでもさせていただいて

いますけれども、自らがそういった自分の健康管

理含めて行っていくのがやっぱりこれ重要だとい

うふうに思っております。市としては、それをす

るためのきっかけだったり、アドバイス、助言、

そういったものをいかに皆さんにするかという、

そして意識を高めていくかということだと思いま

す。これは高齢者に限らず、成人の方のいろんな

健診も含めて健康管理という部分ではやっぱり自

己の管理というのは大事だと思います。そして、

今回国や北海道でも新しい生活様式が示されて、

これまでの生活からちょっと変えて、自分のいろ

んな、感染予防もそうですけれども、健康も含め

てしっかり行っていくということも示されていま

すので、この機会にさらにそれぞれの市民の皆さ

んがそれぞれがしっかりとした健康予防だったり、

感染予防も含めた対策を自らやっぱりしっかりや

っていくという、そういったことの意識をさらに

持っていただきたいというふうに思っています。

そのために広報等も通じながら、ちょっと一方的

にしか今ならざるを得ませんけれども、情報発信

して、今後も市民の皆さんに周知活動を進めてま

いりたいというふうに考えておりますので、御理

解をよろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 小川部長おっしゃる

ように、本当に自らの健康、自らの命は自らでと

いうことについては、そこのところは本当に同感

であります。ぜひそのように動いていかなければ

いけないというふうに思っております。たくさん

の情報も出してはいただいているのですけれども、

やはりそうはいいながらもどうしてもその情報に

触れる機会が少ない、その情報を取りにくいとい

うことが高齢者の皆さんの中にはあると思います。

名寄市の高齢者に関わるサービス事業についてホ

ームページで確認させていただきましたら２２項

目だったかと思います。ずっと項目挙げていただ

いておりました。しかし、やはりなかなかパソコ

ンの画面からそのホームページを開いて、自分に

適したページから何が必要かを選び出すというこ

とも環境的にも難しいのが高齢者の方々だろうと

思いますので、それぞれの対応として、まず市民

の方たち、高齢者の方たちの現状把握にはぜひ努

めていただきたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。

大項目３に移らせていただきます。小学校、中

学校の支援員等の関係についても少人数学習環境

の提供について厳しい状況にあるということでお
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話しいただきました。本当に大変な状況である中、

先生方、それから子供たちも約束事を守りながら

よく生活しているな、学習しているなというふう

に思って、見させていただいております。消毒に

関して委員会の中でも少し確認させていただいて

おりますが、なかなか先生方や子供たちだけで対

応し切れないところがあるのではないかと思いま

す。やはり時には専門の消毒をしていただける人

の配置が必要なのではないかと思いますが、この

点いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 消毒関係につきまし

ては、現在もすいている教職員の方々ですとか学

習支援員の方々、あと事務の方々にも協力をいた

だきながら進めております。今後いろんな地域の

方々との、学校と地域との関係が構築していけれ

ば、将来的にコミュニティ・スクールみたいな形

の中でその地域から応援団というような形づくり

ができていけば、そのような取組もお願い、ボラ

ンティアみたいな形になると思いますけれども、

お願いしていけるのかなと思っていますけれども、

今段階ではちょっとそこまではいけないというよ

うな状況にございます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 地域の応援団、コミ

ュニティ・スクールの関連の中でということにつ

いては、ぜひ進めていただきたいと思います。ト

イレですとか、それから水飲み場ですとかやはり

一定程度子供たちが過密になるであろう可能性が

あれば消毒をするということの有効な、重要な状

況が生まれてきますので、そこについてはぜひ早

急な対応をお願いしたいというふうに思っていま

す。先ほど夏期間のそれぞれ網戸の設置ですとか

大型扇風機の導入ですとか御答弁いただきました

が、インターネットなんかで確認をしますと、空

気清浄機のような装置で除菌もできるような装置

もあります。夏期間、どうしても風を入れてもマ

スクをつけることが難しいときに窓を開けてしま

いますので、その空間については除菌といったと

きに閉鎖空間になりませんが、子供たちが休み時

間等動くときに少し止めて、そういう除菌を行う

などのそういう方法もあろうかと思いますが、そ

のほかの器具の導入についてはいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） まず、コロナウイル

ス対策と夏の暑さ対策、両方取り組んでいかなけ

ればならないというふうに考えております。先ほ

どの答弁したとおり、網戸については一部特別教

室等については設置がされていないということで、

今回国の第二次補正予算で予算措置がされますの

で、そこで整備をしていきたいなと思っています。

それと併せて扇風機についても導入をしていきた

いということで、一部報道で扇風機についてはウ

イルスを拡散するということで逆に悪い影響を与

えるというような報道もありますけれども、ただ

暑さ対策のためには例えば網戸で窓から風を入れ

て、廊下等に扇風機を設置して、空気を流す。そ

れで、ある程度暑さを和らげるというような対応

等も各学校にお願いしていきたいなというふうに

思っています。空気清浄機については一部、保健

室等については設置しているところもございます

ので、今後も各学校というか、校長会等の御意見

等も伺いながら検討していきたいというふうに考

えております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 小中学校というふう

に話しましても小学生と中学生、体の大きさも違

いますので、言わなくても当然理解していただい

ておりますが、中学生があの普通教室の中で３０

人を超えて学習をする、これは本当に過密状態で

あることは言うまでもありません。子供たちのい

ろんな意味での理解を示した行動が感染者を出さ

ない状況に今続いてきていると思いますので、で

きる学習環境を整えるということについては金銭

的な予算措置は当然していただきたいというふう

に思っておりますので、橋本副市長にも加藤市長
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にももちろんお願いしたいというふうに思います。

学校の学習環境ももちろんですが、児童クラブへ

は対応はいかが考えていらっしゃるでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 児童クラブについて

もある程度学校と同様の換気対策、当然施設の消

毒等についてはマニュアルに沿ってやっていただ

いています。今後も暑さ対策等につきましても例

えば交代でグラウンドで外遊びをしていただくで

すとか、そのような対策を今後考えながら、なる

べく密を避けるような形を取りながら運営をして

いければというふうに考えておりますので、担当

のほうとも協議をしながら、まず現場の方々の、

先生方の意見も聞きながら対策を検討していきた

いなというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 学校もそうですが、

児童クラブも大変苦慮されながらの子供たちの安

全に配慮された運営をしていただいています。特

に南児童クラブは、利用されているお子さんの数

も多い中で本当によくやっていただいているなと

いうふうに思っておりますので、ぜひ時々見に行

っていただいて、具体的に現場を見ていただきた

いと思います。風連の児童クラブ、東児童クラブ

も併せて子供たちの状況を見ていただきたいとい

うふうに思います。このような状況の中で学校環

境、それから子供たちの状況、高校生もそうです。

いろいろなところでの学習環境について最大の配

慮をしていただいているというふうに思いますが、

やはり先生方のストレスもただごとではないとい

うふうに認識しています。なかなか人的配置、学

習支援員が増員できないということ、それから今

の段階では消毒に対しての人的配置も進んでいな

いという状況ではありますけれども、この後少し

ずつ具体的なところを進めていただけます教育長

にこのコロナウイルスの状況下において子供たち

の安全を担保した名寄市の教育推進、お考えをお

聞かせいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今後のコロナウイルス

対策についてという、そういう観点からどうして

いくかということについて私のほうから簡単にお

話をさせていただきたいと思うのですが、今現在

世界的な感染状況を踏まえますと、長期間にわた

ってコロナウイルスと共に歩んでいかなければな

らないという、我が国もそういう状況かなと思っ

ておりますけれども、基本的には北海道並びに名

寄市の周辺の感染状況を踏まえて、時には名寄独

自の対応で対策を進めていきたいなと思います。

ただ、私校長会等ともいろいろお話ししている

のですが、今後大きく２点にわたって基本的な視

点から進めていきたいなと思っております。その

１点目は、まず感染症対策ということについてで

ありますけれども、先ほど部長のほうからもお話

しいたしましたけれども、学校の新しい生活様式

を踏まえた取組、これを積極的に推進していきた

いと思っております。そのためには、何度もお話

し申し上げていますけれども、基本的な感染症対

策としてはまず一番には子供たちの健康状況の把

握、これをしっかりしていきたい。そして、手洗

い、マスク、それから今お話にありました消毒、

これの徹底はもちろんですが、３つの密について

もしっかりと対応していきたいと思います。また、

児童生徒への感染症対策に関する指導というのも

非常に大事な視点であると思いますので、自ら感

染するリスクを避ける、自分の命は自分で守ると

いう、そういう指導を徹底していきたいと思いま

すし、また差別や偏見のない適切な行動を取るこ

とができる指導などにも併せて努めていきたいと

思います。それと、最近学校の新しい生活様式を

踏まえた取組に関わって、家庭との連携が非常に

重視されております。それで、学校の臨時休業中

においても子供たちの感染事例は一定数生じてき

ておりますので、その多くは家庭の中から持ち込

まれているというような状況であります。学校内

での感染拡大を防ぐためには外からウイルスを入
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れないということが基本になりますので、今後と

も家庭との連携、これを重視していきたいなと、

そんなふうに思っております。

２点目は、これも常に議論になりますけれども、

学びの保障についてということであります。これ

については、最大限子供たちの学びの保障に配慮

した形でしっかりと教育活動を進めていきたいな

と、そんなふうに思っております。そのためには、

今後またやむを得ず臨時休業になったと仮定いた

しましても学校が課す家庭学習といわゆる教師に

よるきめ細かな指導と状況把握にしっかりと努め

てやっていきたいなと。先生方も非常に大変な状

況でありますけれども、一層の力をいただきなが

ら進めていきたいと。また、分散登校、今後もま

た積極的に取り入れながら進めていきたいなと思

います。また、感染防止に配慮しながら、今学校

では時間割編成の工夫でありますとか長期休業期

間の見直し、これも新聞等で報道されたかと思い

ますけれども、それと学校行事の重点化などあら

ゆる手段、これを用いて学習の遅れを取り戻すと

いう、そういう作業を進めておりますので、今後

継続していきたいなと思います。あと、教育課程

見直しに関する特例的な措置も出ておりますし、

御承知のようにＧＩＧＡスクールの構想によるＩ

ＣＴの環境整備なども国のほうから指示が今来て

いますけれども、その状況に応じて適切にしっか

りと着実に進めていきたいと考えておりますので、

御理解いただきたいなと思います。

教育委員会といたしましても今後第３波の感染

状況が来るという厳しい状況にあることをしっか

りと踏まえて、子供たちをしっかりコロナから守

る取組を進めていきたいと思いますので、どうぞ

御理解いただきたいと。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 常日頃から名寄市の

教育については、私自身も自負心を持っていると

ころもございました。今の教育長の御答弁、力強

い御答弁であると思いますので、この後も子供た

ちの学習環境がしっかり提供できるように努めて

いただけるというふうに思っています。先日です

ね、ある女の子が今日は体が痛いと言いました。

どうしてと聞きましたら、筋肉痛というふうに申

しました。友達と学校で鬼ごっこをやって筋肉痛

になった、でもすごく楽しかったと聞かせてくれ

ました。こんな普通なことが今子供たちに大きな

喜びとして捉えられている、この状況をひしひし

と感じました。やはりこの状況、何としても守っ

てやらなければいけないというふうに思っており

ますので、市民一丸となってのこの取組を進めて

いただきたいと思いますし、私自身も努めたいと

思います。

以上で私の質問を終わらせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 以上で山崎真由美議員

の質問を終わります。

名寄市の市政運営について外１件を、東川孝義

議員。

〇１５番（東川孝義議員） 議長より指名をいた

だきましたので、通告に従いまして、順次質問を

してまいります。

大項目の１番目、名寄市の市政運営について伺

います。昨年は、名寄市にとってまさに歴史に残

る大きな問題がクローズアップされた一年であっ

たと思います。名寄振興公社の不正経営と経営問

題、居宅介護事業所の不正問題、王子マテリア株

式会社名寄工場の生産品集約に関する発表による

対応に続き、今年に入ってからは、新型コロナウ

イルス感染症に対する対応に関しては国及び北海

道の決定に基づく内容に沿って名寄市の感染症対

策本部会議を随時開催し、その都度市民に対して

情報提供を行っていただいております。

そこで、小項目の１番目、加藤市長の市政執行

について伺います。ここ当面は新型コロナウイル

ス感染症の影響をどう克服し、地域経済対策への

推進が重要な課題であると考えますが、先ほどお

話をさせていただきました各種課題への取組に対

する評価と、さらに昨年４月からは名寄市総合計
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画（第２次）中期基本計画がスタートしており、

２年目の具体的な推進に向けての考え方と課題に

ついてお伺いをいたします。

次に、小項目の２番目、加藤市長３期目の折り

返しを迎えて、成果と課題についてお伺いをいた

します。加藤市長は、３期目の立起に当たり２期

８年の実績を基に北北海道の中核都市としての５

つの拠点化構想、そして名寄市総合計画（第２

次）に沿った３つの理念を掲げられております。

その３つの理念とは、人づくり、暮らしづくり、

元気づくりであります。それぞれに多くの項目が

掲げられており、どの施策も重要だとは思います

が、３期目の折り返しを迎えて、この２年間の成

果と当面推進していかれる優先施策についてお伺

いをいたします。

次に、小項目の３番目、トップセールスとして

の取組について伺います。加藤市長は、民間企業

で培った経験を生かし、当時道内最年少の３９歳

の若さで当選された１期目より民間的発想を取り

入れ、行政運営に取り組んでいると認識をしてお

ります。また、平成３０年には全国青年市長会の

会長も務められ、その年の１１月には青年市長会

の役員の方々と総理官邸を表敬訪問されており、

名寄産のモチ米、ゆきわらべを持参され、名寄市

のＰＲをされたのを記憶をしております。このよ

うな経験を含め、行政のトップとして多くの方々

とのつながりの中で情報を共有しながら市政執行

に当たられてきたと思っております。具体的には、

行政組織には数少ない攻めの施策として営業戦略

室を創設し、平成２８年にはスポーツ合宿課を新

設し、昨年からは総合政策室が総合政策部として

独立し、その時々の課題に対して臨機応変に対応

した施策が展開をされております。一方では、組

織は人なりとか生き物とも言われますが、トップ

セールスとして市長がこれまで進めてこられた成

果と今後の課題について伺います。

次に、小項目の４番目、新型コロナウイルスの

影響による追加経済支援策について伺います。新

型コロナウイルス感染による対応は少しずつ緩和

されつつありますが、市内経済は大きな打撃を受

けております。経済への影響策として国、北海道

の支援策が実施されておりますが、名寄市独自の

支援策として消費拡大支援事業及び事業継続支援

給付金給付状況の利用状況と申請の終了時期につ

いて伺います。また、国では厳しい経営環境下に

ある中小企業者に対して令和３年度分の１年間に

限り売上げ減少に応じた固定資産税の軽減措置が

計画されております。しかし、中小企業者は令和

２年度をいかに乗り切っていくか苦慮している現

状にあり、市独自の追加支援策として、固定資産

税などの減免措置への考え方をお伺いをいたしま

す。

次に、大項目の２番目、王子マテリア株式会社

名寄工場生産品集約に関する対応について伺いま

す。小項目の１番目、生産品集約に伴う市内経済

の影響でありますが、昨年の１０月４日、王子マ

テリア株式会社名寄工場の生産品集約の発表を受

けてから約９か月が経過をいたしました。この間

名寄市では、再考を求める委員会での活動、また

周辺自治体を含めた撤回を求める署名活動を行う

も、生産品集約という方針は現状では受け止めざ

るを得ないというふうに思います。そこで、王子

マテリア名寄工場の生産品集約に伴う直接的な影

響と関連する企業を含めて、市内経済への影響に

ついてお伺いをいたします。

次に、小項目の２番目、工場跡地利用に関する

考え方についてお伺いをいたします。王子マテリ

ア名寄工場の敷地は、西は国道４０号線から東は

大通までの２２万 ０００平米の広大な敷地の中

に原料の古紙ヤード、巻取り原紙の生産設備と出

来上がった製品を保管する倉庫に加えて、揚水設

備、排水設備などが備えられております。王子マ

テリア名寄工場は来年９月には２号マシンを停機

し、王子製紙苫小牧工場へ移設、そして１２月に

は３号マシンが停機の予定であります。現在名寄

工場の存続が難しい場合を想定し、定例会初日の
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市長の行政報告でも述べられておりましたが、新

たな産業の創出も視野に入れた再生可能エネルギ

ー、物流・防災拠点、ＩoＴの３つの柱で協議が進

められておりますが、工場の跡地利用については

限られた時間の中でスピード感を持った対応が必

要と考えますが、現在協議されております具体的

な内容についてお伺いをいたします。

次に、小項目の３番目、名寄工場及び関係する

従業員のサポートについてお伺いをいたします。

名寄工場では、生産品集約の発表があって以降従

業員へのアンケート調査に続いて、昨年の１２月

には本社人事部より１回目の面接が行われ、今年

の４月に２回目の面接予定でありましたが、新型

コロナウイルス感染症対応により今月実施される

とのことであります。この間王子マテリア株式会

社と労働組合では、生産品集約に対応する各種の

労働条件の協議が進められているとのことであり

ます。しかし、この対応は王子グループでの取組

とのことで、転勤、異動が難しい従業員にとって

は厳しい内容であり、既に何名かの方が退職され

たとの情報も聞いております。緊急対策本部を含

めて名寄工場並びに関係する従業員へのサポート

体制についてどのように考えているのかお伺いを

いたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 東川議員から大項目で２

点にわたっての御質問いただきました。大項目１、

小項目１から３までは私から、小項目４について

は産業振興室長、大項目２については総合政策部

長からの答弁となります。

大項目１の小項目１と２は関連がありますので、

一括して答えさせていただきます。市政執行につ

いて、この２年間いろいろ難しい問題も多く発生

をいたしました。市民の皆様に御心配と御迷惑を

おかけをいたしましたが、これまで真摯に対応し

てきたところであります。名寄振興公社の問題が

発覚をしてまさに１年が経過をいたしましたが、

この間公社が管理をする施設の運営を止めない、

そのことを最優先に、そのためには公社の経営を

立て直すことが必要と判断をし、対応してきたと

ころであります。これまで市議会、特別委員会で

御審議をいただいたほか、まちづくり懇談会での

御説明を通して市民の皆様への御理解に努めてま

いりました。また、公社の経営に関しましては、

弁護士や公認会計士の助言を受けながら民間の専

門的人材の受入れ、そして市職員の派遣など可能

な限りの手を尽くしまして、一定程度の方向性を

つけるために６月４日に補正予算案を提案をさせ

ていただいているところであります。

名寄社協指定居宅介護事業所につきましては、

監査結果に基づく業務の改善が図られ、現在自主

返還金の返還手続が進められているとの報告を受

けております。今回の問題は大きく取り上げられ、

市民の皆様には御不安や御心配をおかけしており

ますが、今回の事案を教訓として、今後において

も介護サービスの適切な提案を継続していくため

に各事業所への指導、助言を行ってまいります。

王子マテリアに関する対応につきましては、昨

年集約の話が公表されてから時間をかけずに取り

組んだ署名活動では２万 ０００を超える署名を

いただき、地域の思いを本社へ届けることができ

ました。今年度に入りまして、影響を最小限にと

どめるための３本の柱の考え方を公表し、現在具

現化に向けて取り組んでいるところであります。

私も３期目の折り返しを迎え、中間点としての評

価ということでありましたが、名寄市総合計画

（第２次）中期基本計画の推進、２年目を迎えて

おりまして、総合計画の将来像の実現に向けて、

中期計画から個別の実施計画についても成果指標

を設定をすることでより客観的な行政評価が可能

となり、ＰＤＣＡサイクルが実質的に機能した事

業の改善や必要な見直しを行い、基本理念に基づ

く事業の着実な推進を図っているところでありま

す。平成３０年度、令和元年度の２か年で総合計

画前期実施計画に登載する事業の行政評価を実施
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をし、おおむね８割は計画どおり事業が推進をさ

れ、Ａ評価となりました。残る２割は進め方の改

善や規模、内容の見直しを行いまして、事業の着

実な推進を図っているところであります。

また、北北海道の中核都市として５つの拠点化

構想に向けて、国の地方創生関係交付金を活用し

た冬季スポーツ拠点化事業や開発局や商工会議所

などと連携をした生産空間、ヤマト運輸株式会社

から研修という形で職員派遣をいただき、共同で

研究を進めている体制が整った物流拠点など着実

に取組を進めているところでございます。さらに、

宗谷本線活性化推進協議会の会長として北海道や

協議会構成団体とも連携を図りながらＪＲ宗谷線

の維持、活性化に向けて取り組むとともに、（仮

称）名寄高校設置に向けてＪＲ北海道と協定を締

結するなど公約に掲げた理念に基づき可能なもの

から取り組んでいるところでございます。今後と

も総合計画重点プロジェクトに位置づけをする事

業や総合戦略に基づく地方創生の取組を着実に推

進をするため行政評価や毎年実施をしているロー

リングによる進捗管理を行うとともに、情勢の変

化に柔軟かつスピード感を持って対応しながら協

働のまちづくりを進めてまいりたいと考えており

ます。

小項目３、トップセールスとしての取組という

ことでお答えをいたします。私が市長を拝命して

１０年となりましたが、この間議会の皆様方に御

指導、御理解をいただきながらここまで来ること

ができたと思っております。本市での財政運営は

大きな割合で交付税に依存する形となっておりま

して、国や北海道といった関係機関との連携の中

でいかに効率的な事業構築を進めることができる

かということが重要でありまして、特定財源であ

る交付金等の活用を推進をするためには有効な情

報を入手するための努力を怠ってはいけないと考

えております。議員からも御紹介ありましたけれ

ども、この間全国青年市長会の会長も拝命をいた

しまして、１年間務めてまいりましたが、全国に

多くの仲間ができ、先進的な事例を目の当たりに

する機会や情報共有をする機会も増えました。ま

た、財務省から派遣職員として松岡参事監を受け

入れるなど、職員レベルで中央との連携を深める

こともできたと思います。６月１日からは、民間

職員を研修生として受け入れ、官民連携した事業

推進の新たな形にもチャレンジをしているところ

であります。組織ということでございましたけれ

ども、少しでも市民の皆様に喜んでいただけるこ

とが増えていくように私自身も努力を続けてまい

りますし、先頭に立って情報収集に努め、職員と

も共有をし、効果的な施策の研究を進めてまいり

たいと考えております。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から小項目４、

新型コロナウイルスの影響による追加経済支援策

についてお答えいたします。

本市では、新型コロナウイルス感染症の影響に

対する経済対策として、まず市内中小企業等の資

金繰りを支援する融資制度の創設に続き、外出の

自粛や歓送迎会のキャンセルなど特に影響が大き

い飲食業を支援するため商工団体などによる実行

委員会が実施するプレミアム付き商品券に対して

支援することとし、さきの第１回定例会において

議決をいただいたところです。プレミアム付き商

品券は、その後の国の緊急事態宣言や北海道の緊

急事態措置を受け実施が見送られる中、市内経済

への影響の長期化とそれに伴う拡大が見込まれた

ことに加えて、複数の団体からの支援の要望があ

ったことを重く受け止め、第３弾となる追加の対

策として、影響の大きい市内の中小企業及び個人

事業主の事業継続を支援するため名寄市事業継続

支援給付金を創設いたしました。この給付金は、

市内に事務所、または事業所を有する中小企業及

び個人事業主を対象とし、本年２月から５月まで

のいずれか１か月の売上げが３０％以上減少して

いる場合に一律２０万円を給付するもので、国の

持続給付金や北海道の休業要請への協力に対する
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支援金を受給しても申請可能であり、これらの対

象とならなかった中小企業などにも申請いただく

ことで市内中小企業等を幅広くかつ迅速に支援す

る制度と考えております。５月８日から原則郵送

による申請の受付を開始し、５月１５日に１回目

となる１８件、３６０万円を支給し、その後も順

調に毎週支給しており、６月１９日支給予定分ま

での総支給件数は３２９件、総支給額は ５８０

万円となっております。

続きまして、プレミアム付き商品券事業、飲食

店限定名寄地域商品券につきましては、実行委員

会において新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のため国の緊急事態宣言及び北海道の緊急事態措

置の期間が終了するまで実施を見合わせておりま

したが、５月２４日から同商品券の販売を開始し、

多くの市民に御購入いただき、６月１２日に１万

０００セットが完売したとのことです。なお、

実行委員会から参加店への支払いは週に１回で、

６月１０日現在４６店、４０９万円の経済効果と

なっております。

固定資産税の減免につきましては、地方税法に

おいて天災など特別な事情がある場合に減免が必

要と認めるもの、貧困により公私の扶助を受ける

もの、あるいは強い公共性、公益性が認められ、

税の公平性が保たれる場合などに減免が認められ

ております。このことから、政策手段として税の

減免制度を活用するのは非常に難しく、令和３年

度課税の軽減も地方税法の一部改正による特例と

なっております。今後も国の動向に注視しながら

迅速に対応していきたいと思いますが、事業者の

皆様におかれましては納税猶予の特例や経済対策

として講じております各種給付金を活用し、対応

していただきたいと考えているところであります。

本市においては、直接的な固定資産税減免策では

ございませんが、追加の経済対策を検討中でござ

います。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目２、王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約

に関する対応について、小項目１、生産品集約に

伴う市内経済への影響について申し上げます。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に関

しては、昨年１０月４日の正式発表を受け、１０

月１５日に設置した王子マテリア株式会社名寄工

場生産品集約に関する名寄市緊急対策本部の構成

団体である市、名寄商工会議所、風連商工会、そ

して、オブザーバーである北海道の上川総合振興

局と連携をして、１０月１８日に王子マテリア名

寄工場との取引等の現状に関する緊急調査を実施

いたしました。この調査は、市内事業者を中心に

上川総合振興局管内の各商工会議所、商工会の会

員などを含め ９２８社を対象に実施し、３ ２

％の６９７社から回答がございました。その結果、

王子マテリア名寄工場との直接取引、関連会社等

との取引や定期設備保守点検工事の際の取引など

を含め名寄市内で約２６億円、上川管内で約２７

億円と取りまとめました。ただ、この数値には名

寄商工会議所が一括して調査した王子マテリア名

寄会としての士別市内の事業者が３社含まれてお

りまして、これらを考慮すると名寄市内で約１８

億円となります。いずれにしましても、未回答の

事業者が多数あることから、実際の取引等の額は

上振れすることが見込まれるものと認識しており

ます。また、この調査と並行して本市への納付状

況を調査し、その結果としまして約１億 ０００

万円と推計しております。この調査は、王子マテ

リア名寄工場から法人市民税、固定資産税、都市

計画税のほか従業員の個人市民税を含む市税のほ

か、従業員の家族の人数の推計値からの交付税相

当額、さらには上下水道料金などを含む市への納

付額として試算したものです。なお、各項目の金

額については個別企業の情報であり、控えさせて

いただきたいと思います。

続きまして、小項目２、工場跡地利用に関する

考え方について申し上げます。名寄工場の停機を
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想定した場合の基本的な考え方を緊急対策本部で

まとめ、再生可能エネルギー、物流・防災拠点、

ＩoＴデータセンターの３本柱の基本的な考え方を

公表させていただきました。３本のテーマそれぞ

れがスケールの大きな構想でありますので、各関

係機関、団体と情報交換を行い、連携し、慎重に

進めていかなければならないと考えております。

再生可能エネルギーにつきましては、王子グルー

プにはエネルギー関係の会社も有しておりまして、

専門的な知見で名寄地域のエネルギーの自給自足

を可能とする事業創設の可能性について相談をし

ているところです。物流、防災拠点につきまして

は、６月１日からヤマト運輸株式会社より派遣い

ただいている職員が研修として総合政策部に配属

されており、物流拠点化推進担当として業務に励

んでおります。今後王子マテリア名寄工場が有す

る設備の活用も視野に入れ、具現化に向けてグラ

ンドデザインを作成していくこととなりますが、

商工会議所や市内事業者などとも議論を深め、関

係機関や団体と連携し、スピード感を持って取り

組んでまいりたいと考えております。ＩoＴデータ

センターにつきましては、本年２月、本市で講演

いただいた株式会社ブロードバンドタワーの藤原

様、株式会社インターネット総合研究所の渡辺様

と本市の冷涼な気候や冷却エネルギーとしての雪、

先ほど述べた再生可能エネルギーの活用などによ

る優位性によって本市におけるデータセンターの

設置の可能性について相談をしているところです。

この考え方を進めていくため、今後も丁寧に王子

マテリア側との議論を深めてまいりたいというふ

うに考えております。

続きまして、小項目３、名寄工場及び関係する

従業員へのサポートについて申し上げます。従業

員の方々の中には既に退職され、新たな仕事に就

かれている方もおられることは承知しております。

王子マテリアが発表した停機までのスケジュール

を全うしていただくことも重要ですけれども、当

然従業員の方々には先の見えない不安が付きまと

っているものと思います。緊急対策本部といたし

ましては、不安に思っている方々の相談窓口の設

置について、商工会議所と連携し、検討している

ところですが、転職希望の方の対応といたしまし

てはハローワークとの連携も重要となります。ハ

ローワークにつきまして昨年より配慮いただいて

おりますが、引き続き関係機関の役割の中で連携

し、相談窓口の効果的な設置場所、在り方なども

検討してまいります。

以上、壇上からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） それぞれ御丁寧な答

弁をいただきまして、ありがとうございます。改

めてそれぞれ答弁いただいた内容を含めてお聞き

をしたいというふうに思います。

加藤市長の市政執行、それから３期目の折り返

しということで、まとめてそれぞれ御答弁をいた

だきました。昨年のいろんな課題については、そ

れぞれ整理をされているというふうな形のお話を

伺いました。３期目の特に折り返しという中では、

３０年度、それぞれ年度ごとの行政評価を行いな

がら着実に進めているというふうなお話も伺って

おります。特に３０年度の行政評価、それぞれ項

目、指標の中ではＡ評価が８割というふうな御答

弁もいただきました。

それで、改めてちょっとお伺いをしたいのです

けれども、その中でもお話がございました冬季ス

ポーツ、北海道の中核都市としての５つの拠点化

の中でお話があったかというふうに思います。冬

季スポーツ広域観光拠点、それから生産空間、物

流、交通拠点、この辺を今具体的に進めておられ

るというふうなお話がございました。当然それも

今この中核拠点都市としての進め方というふうな

ことで現在の進捗を御答弁をいただいたのですけ

れども、市長も時々お話をされておりますけれど

も、私もやっぱり名寄の財産を生かした取組とい

うのも非常に重要なのかなと、施策展開の中で。

財産といえば名寄市立総合病院であるとか名寄大
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学であるとか、あるいは道立公園を含めたなよろ

健康の森、あるいは名寄自衛隊というふうなもの

があると思うのですけれども、やはり諸先輩が築

き上げてくれたこの名寄の財産、これをどのよう

に使って施策の中に生かしていかれるのかという

部分について改めてお伺いをしたいというふうに

思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先ほど５つの拠点化の構

想についてかいつまんでお話をさせていただきま

したけれども、それぞれどの事業についても決し

て新しいものを打ち出してやろうということでは

なくて、これまで培ってきた財産を有機的に結合

させて、それぞれの拠点化をさらに推進していく、

そのポテンシャルが名寄市にあるし、北北海道と

して名寄市がそうした責任も果たしていかなけれ

ばならないと、そうしたことでございます。医療、

福祉の拠点ということもこの中で打ち出しをさせ

ていただいておりますが、当然うちには、名寄市

にはそうした基幹となる病院がありますし、そこ

を拠点に広域的にさらに安心、安全を高めていき

たいということも、これはもちろん大学とも連携

しながらということでありますし、道立公園等も

生かしながら冬季スポーツの拠点化をさらに推し

進めていくといったことも、これまでの財産をさ

らに生かしていきながら、さらにそして拠点化を

通じて名寄市、あるいは周辺を巻き込んだ地域の

振興、そしてできるだけ人口の減らない、そして

広域行政を進めていくことが重要であると思いま

す。議員おっしゃるとおり、今後とも諸先輩方が

培っていただいたそうしたことを礎に、それに慢

心することなく、そこをさらに有機的に活用しな

がら施策を展開していきたいという考えでおりま

す。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 改めて今の具体的な

内容についても御説明をいただきました。特に広

域的な部分というふうなお話もいただきました。

その中で今市長が触れられておりました人口とい

う問題、これ施策運営の中では非常に重要なワー

ドになってくるのかなと。人口変動の要因、これ

今さら私申し上げるまでもなく、自然増減と社会

増減、これは２つの側面からあるというふうには

思います。名寄市、２００６年、平成１８年度の

合併時の人口、これが３万 ３２８人、２０１５

年、平成２７年です。国勢調査で２万 ０４８人、

９年間で ２８０人減少しております。今年は、

５年ごとの国勢調査が実施をされる予定でありま

す。５月末の名寄市の人口、２万 ０８４人、名

寄市が平成２７年に計画をされておりますまち・

ひと・しごと創生総合戦略の創生人口ビジョン、

この中で、これに基づいた総合計画が実施をされ

ておりますけれども、当時計画をされた名寄市の

人口将来展望のケース１、２０２５年で２万 １

５３人という数字であります。今年５月時点でも

う既に２万 ０８４人ということで下回っており

ます。今後人口問題、この減少に歯止めをかける、

以前にもどこかでお話を伺ったことがあるのです

けれども、市長、関係人口という考えの中で今後

取組、どういうふうにお考えになられているのか

お伺いをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 当初の総合戦略、あるい

は人口ビジョンを策定したときから比べると人口

が想定以上に減っているという御指摘でありまし

たが、これは日本においても同様の現象が起きて

おりまして、なかなか出生率が伸びていかないと

いうことと都市から地方への人口の移動を加速さ

せるのだという当時の取組が、それが逆行するよ

うなやはりデータの中身になっておりまして、中

央に、首都圏に人口がさらに、社会増が止まらな

い、あるいは加速している状況になっているとい

うことでありまして、これは日本全体としても考

えていかなければならない問題だというふうにも

考えております。一方で、今般の新型コロナウイ

ルスの関係によって大きな生活ですとか、あるい
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は社会の変革が起こっていく可能性もありまして、

改めて地方にいろんな形での重要性、あるいはス

ポットが当たる可能性もあるというふうに考えて

おりまして、ここをしっかりと、一つ、いろんな

大変な状況はありますけれども、しかし一方でこ

の社会の変革をチャンスとして捉えて、地方の力、

あるいは先ほどお話しした拠点化をさらに進めて

いく必要があるのでないかというふうに思います。

関係人口という話でございまして、まさにこの４

月からも企業版のふるさと納税を、我々のほうで

も計画を変更させていただいて、総合戦略に登載

されている事業であれば、全てのメニューを企業

版ふるさと納税と連携をして使うことができるス

キームを整えたところであります。昔企業誘致と

いう話もありましたけれども、これから、もちろ

ん企業誘致も大事かもしれませんけれども、あら

ゆる企業やあらゆる人とつながって、名寄市を応

援していただく仕組みをつくって、名寄市にいろ

んな人的、あるいは物的な交流、あるいはつなが

りをたくさんつくっていくことが地域の振興につ

ながってくる。このことがまさに関係人口という

ことだと思います。この機会にあらゆる機会を捉

まえて、名寄市をしっかりと応援をしていただく

関係性を企業、あるいは様々な団体、人とつなげ

ていく、そうしたことも積極的に行っていきたい

と考えております。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） このような厳しい状

況の中を新たな視点で捉えて、いろんな対策を進

めていかれるというふうなことで、今市長がお話

あった企業版のふるさと納税、この辺もうちょっ

といろんな形でＰＲをしていただくともっとより

効果的につながっていくのかなと思いますので、

この辺改めてちょっとお願いをしておきたいなと

いうふうに思います。

３点目、トップセールスとしての取組というこ

とで先ほど御答弁をいただきました。全国市長会

の会長なり、あるいは官民連携という中では松岡

参事監に来ていただいたりというふうなことで御

説明もいただきました。先ほど壇上でもお話をさ

せていただいたとおり、非常にやっぱりそういう

中では民間的な、あるいはその時々に応じたいろ

んな施策を展開をしているというふうに理解をし

ております。組織というのは個別ではなくて、や

っぱりそれぞれの部門をいかに有機的に機能させ

ていくのかというのが当然重要でありますし、そ

の時々に合った組織をつくり上げていくというの

も一方では重要なのかなというふうに思います。

それで、先ほど来もお話が出ていましたけれども、

やはり昨年からスタートした総合政策部、これ非

常に今いろんな形の中で取組、名寄市独自のもの、

あるいは広域的なものも含めて非常に大きな取組

を進められているというふうに思いますけれども、

改めて総合政策部の役割、あるいは関連する部署

との連携についてどのようにお考えなのかお伺い

をしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私の認識として

は、重要施策に関することということでの受皿と

してしっかり動くというところで一つ部をつくっ

ていただいたのだろうという受け止めでやらせて

いただいております。そういった観点で、当然経

済とか市民生活とかにも影響を及ぼすであろう王

子の対応につきましても事務局として関わらせて

いただいておりますし、今回のそのことに関する

物流の拠点についても民間職員を我々の部署のほ

うで受け入れさせていただきながら、しっかりと

推進していくというところで進めさせていただい

ております。そういった意味で、本当に課題であ

るものをしっかり前に進めていくためにいろいろ

な当然部署の連携必要になってきますけれども、

そこは部を預からせていただいている私が先頭に

立って、しっかりと横串を刺しながら、情報共有

しながら全庁的に進めていかなければならないと

いう部署という認識でやらせていただいておりま

すので、何かうまく答えられているかどうか分か
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らないですけれども、よろしくお願いしたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 非常にそういう意味

では、今部長話ありましたように、やっぱり重要

施策の受皿、あるいはそれを全庁的に課題を前に

進めていく、それのいろんなコントロールをして

いるというふうなお話だったかというふうに思い

ます。いずれにしても、今いろんな課題が大きい

だけにこの辺の今お話しの部分というのは非常に

重要な対応になってくるのかなというふうに思い

ますので、改めてその辺の慎重な取組をお願いを

したいというふうに思います。

加藤市長の関係でもう一点、これは一応私のほ

うからお願いということでお話をさせていただき

たいなというふうに思います。加藤市長、今年の

年頭の挨拶、広報の中で名寄市の新しい都市計画

マスタープラン、あるいは立地適正化計画のスタ

ートの年だというふうなことで、事業の選択と集

中、官民連携、創意工夫が求められ、まちづくり、

名寄市の将来を考えて、具体的に行動するのは我

々、市民というふうに述べられております。そこ

で、これからいろんなものを、これまでもそうで

ありますけれども、推進をしていくのに一番大切

なのはやっぱり情報の共有、それが一番重要なの

かなというふうに思っております。当然市長は定

期的な記者発表、あるいはまちづくり懇談会、そ

の都度タイムリーにいろんな情報発信していただ

いておりますけれども、やっぱりどうしても限ら

れた方への情報というふうになってしまうのかな

と。たまたま広報をずっと市長が当選をされてか

らちょっと見たときに、以前に市長が広報紙の中

でエフエムなよろとの企画で広報にいろいろ記事

を掲載をされた時期があります。いいか悪いかは

別問題として、広報というのはある面では全世帯

に配布をされるものですから、今後何かそのよう

なことを手法について検討ができればお願いをし

て、これは私のほうからのお願いということで受

け止めていただきたいというふうに思います。

新型コロナウイルスの追加経済支援策というこ

とで先ほど御説明をいただきました。プレミアム

商品券、５月２４日に販売して、６月１２日、販

売完了というふうなこと、それから名寄市事業支

援、コロナの関係についてはほかの方もいらっし

ゃるので、ただ私ここで１点だけちょっとお願い

をしておきたいのは、今のコロナの影響に関する

いろんな支援策、国、道、あるいは名寄市独自で、

どうもこっちのものを頂いたら、名寄市のものを

頂いたら道のがもらえないとか、道のものもらっ

たらこっちがもらえないだとかというふうなお話

をよく聞きます。ですから、この辺の整理だけを

きちっとしていただいて、新たな情報伝達をこれ

はお願いを申し上げておきたいというふうに思い

ます。

次に、王子マテリアの関係についてお聞きをし

たいというふうに思います。先ほど市内経済の影

響ということで、トータルの２７億円は変わらな

いけれども、名寄市内の部分が上川管内と重複を

していたということで２６億円から１８億円とい

うふうなことでお話、それから名寄市財政の影響、

推計ということで法人税、固定資産税、いろんな

もの含めて１億 ０００万円ということで、これ

は当初の内容と変わりがないというふうなことで

答弁をいただきました。今回改めて製紙業界の状

況、暦年度の２０１９年度、ちょっと調べてみた

ところ、新聞紙の関係、非常にこれはやっぱり年

間２０万トン以上落ち込んでいると。２００７年

が３８０万トン、これは２０１９年で２４０万ト

ン、ここ３年は毎年２０万トン減というようなこ

とで、新聞の生産量というのは非常に大きく落ち

込んでいる状況でした。名寄工場で生産されてい

る段ボール原紙なのですけれども、ここはほとん

ど変わっておりません、生産量そのものは。ただ、

いかんせん名寄工場の生産量も正直言ってここ何

年か大体２０万トンベースで変わっていないので

すけれども、いかんせん使われる北海道内の段ボ
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ールの使われ方が減ってきているというふうなの

が顕著に出ているというのが改めて今回、道内の

生産量が減っているわけではなくて、前にもお話

しさせていただいたように、出荷形態の変更だと

か、あるいは加工食品、これが道内の分が減少し

ているというのは大きな要素だというふうに見ら

れております。その中で、工場跡地利用にする考

え方ということで先ほどお話もいただきました。

スケールの大きいテーマなので、３つの方針とい

うふうなことでお話をいただきました。今年、今

月の１日からですよね。ヤマト運輸さんが社員派

遣というふうなことで、道北物流のグランドデザ

イン、施策にアドバイスをいただくというふうな

ことで、既にいろんな活動を進められるというふ

うに思いますけれども、先ほどお話ありました物

流・防災拠点、この中で今ヤマト運輸さんが来て、

いろんな形のもの、恐らく３つそれぞれ関連性は

あるのかもしれないのですけれども、物流・防災

拠点化構想という内容についてもう少し具体的に

お話しいただける部分があればお伺いをしたいと

いうふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 物流・防災拠点

についてですけれども、物流の拠点という意味で

はスタートは、我々専門的な知見がない中でイメ

ージしていたのは、ここに集めて、効率化を図っ

て、例えばなかなか難しい地域にも物を届けられ

るような、そんなサービスにつながればいいかな

という思いで研究を始めたところだったのですけ

れども、やはりここに来ていろいろな民間の方々

の意見を聞くと、逆なのだと。物を集めることが、

生産物を集めることが一番の効率化につながるの

だという逆の発想ということで今教えていただき

ながら取り組もうとしているところでございます。

民間の方々からすると、実は北北海道に物を動か

すときに、物は当然旭川にあるのですけれども、

旭川をベースに動かすと必ず難しい地域が出てく

ると。そういう意味では、民間の目線から見ても

名寄を集約ポイントで物を動かすというのは必然

の流れなのだといったような力強い考え方という

か、そんなアドバイスもいただいて、今日に至っ

ているということで、今現在民間の方を迎えなが

ら研究を進めているということです。結局物を集

めてベースをつくるとなると、そこから出荷をす

る形をイメージしていますので、備蓄されるとい

うことでいえば防災拠点としての機能としてはさ

らに強い肝になると。有事の際にはしっかり名寄

が中心となっていろんな支援物資を配送できるよ

うな、しかも地元には日本最北の名寄駐屯地もご

ざいますし、センター病院もあります。そういっ

た意味では、道北圏域のそういった生活を維持す

るための機能として役割を果たしていける可能性

があるのではないかということで今現在取り組ん

でいるところでありまして、これは議会の皆様方

にも御理解いただいた中で、実は定住自立圏構想

の協定変更で物流の関係を協定に盛り込ませてい

ただきながら議決をいただいた経過もございます

ので、定住自立圏の中の自治体でも物流の課題に

ついては同じ認識持っていただけているというよ

うな下地ができた中での今の取組ということにつ

ながっていますので、よろしくお願いしたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 物流の課題といいま

すか、当然運送業の課題という中では、十数年前

からといいますか、ドライバーの運転できる時間

帯、非常にこれがシビアになってきて、今最大４

時間までしか連続運転することできないし、４時

間運転すれば最低３０分という中では、先ほど物

流の拠点という中で生産物を集めるというふうな

こと、当然備蓄をすればここから今度出荷のとこ

ろというふうになってくると、苫小牧、あるいは

石狩だとかというふうになるのだと思いますけれ

ども、そういう面では距離的なことを考えると、

出荷だとか、集荷、出荷という、そういう面では

非常に有利な場所なのかなと。また、一方では今、
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今後どうなる、交渉の中になっていくと思うので

すけれども、王子マテリアの中には備蓄できる巨

大な製品倉庫、それも有効に一方では活用できる

のかなというふうに思います。そのほかに防災拠

点というふうなお話、センター病院あるいは名寄

自衛隊駐屯地というふうなお話もありました。ぜ

ひこの物流拠点、防災拠点という中では、やっぱ

り名寄の立地、あるいは今のいろんな条件を生か

した中で進めていっていただければなというふう

に思います。

それで、その中に、３つの中に再生可能エネル

ギーという目標もあったかというふうに思います。

先ほど名寄工場の面積、２２万 ０００平米とい

うことでお話をさせていただきました。なかなか

大きさ測るものがないものですから、ちょっと名

寄市内でいろいろ調べてみると、南広場、あそこ

が１万 ６８５平米ですから、南広場の約１６倍

の敷地面積です。当然そこから倉庫の分だとかあ

るのですけれども、全体の敷地だけを比べると南

広場の１６倍というふうな大きさですけれども、

再生可能エネルギーを活用した現状のプラン、ど

ういうふうに、この物流拠点とも絡んでくるのか

もしれないのですけれども、どのようなイメージ

を考えておられるのか、現状の範囲でお伺いでき

ればというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ここについては

そんなお話しできるまでの具体的なものはまだ出

来上がってはいないのですけれども、再生可能エ

ネルギーというのはやっぱりこれからの時代必ず

注目される施策でありますし、名寄を考えた場合

に再生可能エネルギーの賦存量を考えますと、や

はり太陽光というのが一番可能性があるのだろう

というところの下、その面積を活用しながらどう

にか再生可能エネルギーを使った事業を展開でき

ないかということで今進めているところでありま

して、答弁したとおり、知見がないものですから、

王子のグループ会社にもそういったようなエネル

ギー会社がありますので、そういったところとつ

なげていただきながら、アドバイスをいただきな

がら、ちょっと今後具体的な案を書けたらなとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 再生可能エネルギー、

太陽光というふうなことで非常に広大な敷地を活

用する上では有効な手段なのかなと。王子グルー

プを含めた対応というふうなことでお話をいただ

きました。

もう一点の柱の中でＩoＴのデータセンターとい

うのも出されているというふうに思います。今年

１月からのこの新型コロナウイルスの影響によっ

て働き方が非常に大きく変わってきて、テレワー

クだとかオンライン会議だとか、いろんな形の中

でやっぱりデータの処理量というのも今後こうい

う内容が変わっていくことによって非常にまた増

えてくるのかなというふうに思います。先ほど部

長のほうから、今年の２月に講演会がありました。

その方ともいろいろ今基本的な部分の打合せもし

ながら進めているというふうなお話がございまし

た。これそれぞれ関係があるのかなというふうに

思うのですけれども、全体を３つのカテゴリー、

それぞれ今進めていっている中でどれも重要だと

いうふうには思うのですけれども、やっぱり具体

的に限られた時間の中で一定程度道筋をつけなが

ら次のステップに進んでいくというのも一つ大切

な部分なのかなというふうに思うのですけれども、

今この３つの中で具体的に先に進めていこうとい

うふうに思われている項目があれば、ちょっとお

伺いをしたいなというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） この３つの柱に

ついては、どれを優先順位をつけてというイメー

ジは実は私は持っていなくて、やはりみんな同じ

角度で進めていきたいというふうに強い思いを持

ちながらやらせていただいております。なぜかと
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いうと、データセンターについてもやはりセット

になるのは、例えば再生可能エネルギーだったり

とか、お互いが３つあって成り立つような関係性

も実は御指摘のとおりイメージはしています。そ

の中で、可能性を探りながらこの３つについては

進めさせていただいて、ただ現状を見ますと、６

月１日から民間職員をうちで抱えながら、受け入

れながら今進めるというところでいうと、ちょっ

と具体的なところでいうと一歩進めたのが物流の

ことなのかなというふうな認識でありますけれど

も、これからもこの３つについて同じように進め

ていきたいというふうな認識でおります。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 基本的にはそのよう

に３つ同じスタンスだというふうに思います。い

ずれにしましても、限られた時間での対応と。決

してそこが最終ではなくて、そこのところに一定

程度いろんなものが出来上がっていいのかなとも

思います、一方では。具体的な今後の取組に関し

ましては、王子マテリア、あるいは王子グループ

を含めた方との連絡、いろんなものも対応十分し

ていただいて、それぞれのプランを進めていくに

当たってはいろんなチャンネルを通じてそこに、

具体的にその中で運用できる、できないはその中

で選択をしていくという中で、やっぱり今も進め

ておられると思いますけれども、いろんなチャン

ネルを利用した中で取組を進めていただきたいな

というふうに思います。

あと最後に、名寄工場に関係する従業員のサポ

ートですけれども、先ほど御説明をいただきまし

た。ハローワーク、あるいはその関係機関、当然

王子の中でも取組は進めているというふうに思い

ます。前回もお話しさせていただいたかと思うの

ですが、やっぱり今王子マテリア名寄工場で働い

ている従業員、非常に持家の方が多いという状況

にあります。ですから、できれば地域で、そのほ

かにお子さんに関するだとかいろんなことあると

思います。当然それは王子でもやっているとは思

いますけれども、地域で気軽に相談できる、何か

そういう相談窓口でもあると、またそこの部分で

いろんな形での相談の受皿にもなっていただけれ

ばなというふうに思いますので、これを要望させ

ていただいて、私の質問を終わらせていただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で東川孝義議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５５分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

新型コロナの影響とその対策等について、遠藤

隆男議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従い、順次質問させて

いただきます。

大項目、新型コロナの影響とその対策等につい

て小項目で３点。最初に、小項目の１、地域農業

について３点お伺いいたします。まず初めに、主

要作物の作付等について。新型コロナウイルスに

よる影響で中国人技能実習生が来日できず、国内

からの外国人派遣についても見送らざるを得ない

状況となり、春作業の人手不足を補うため上川総

合振興局、市、道北なよろ農協等から延べ約２４

５人が１４戸の農家さんにおいて５月２５日から

６月１２日までアスパラの収穫、カボチャ、スイ

ートコーンの定植作業等を支援されたとのことで

すが、今年度の主要作物において昨年同様の作付

は維持できたのかをお伺いいたします。

次に、農畜産物の需要について。新型コロナウ

イルスの影響により学校が長期にわたり臨時休業

となりましたが、小中学校の臨時休業間の学校給

食に使用が予定をされ、使用されなかった地場産

物及び主食となる米等の状況についてお伺いいた

します。また、全国的にも新型コロナウイルスの
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影響により農畜産物の需要が減り、今後どの自治

体においても地元農業を守るための対策が取られ、

コロナ禍による本市の主要作物の出荷への影響も

出てくるのではと考えるところですが、現時点で

のお考えをお伺いします。

さらには、各種イベントが中止される中、本市

においてもアスパラまつり、なよろ産業まつり、

地産地消フェアｉｎなよろ等農畜産物をＰＲする

イベントがありますが、アスパラまつりについて

は特別企画で実施をされましたが、国の緊急事態

宣言も解除されたとはいえ新型コロナウイルスは

終息しておらず、秋には再流行するのではなどと

も言われております。なよろ産業まつり、地産地

消フェアｉｎなよろがもし例年どおり開催できな

かった場合における現時点での考えをお伺いしま

す。

次、小項目１の最後、担い手の確保について。

担い手確保については厳しい状況にある中、積極

的な募集に努められていることと思いますが、新

型コロナウイルスの影響により北海道新規就農フ

ェアも再延期となり、地域おこし協力隊、農業支

援員の確保についてもさらに厳しい状況にあり、

担い手確保に向けた新たな対策が必要と考えます

が、新型コロナウイルスの影響も含め、今後の担

い手確保に向けた対策等のお考えをお伺いします。

次に、小項目の２、高齢者の生活及び介護サー

ビスについてお伺いいたします。国の緊急事態宣

言により各公共施設が臨時休館となり、本市唯一

の温浴施設、なよろ温泉サンピラーも臨時休業の

期間があり、その間自宅に風呂がない、風呂が使

えないといった高齢者の方々が入浴できず困って

いたということを聞いております。感染拡大防止

策として臨時休業はやむを得ないことであるとは

思うところですが、工夫をして、例えば電話等で

の予約制により人数を制限し、３密避けた入浴支

援もできたのではと考えるところです。そのため

にもそういった方々を事前に把握しておくことが

重要であると考えます。新型コロナウイルスは、

まだ終息しておらず、今後またこのような状況に

なることも予想がされることから、特に介護保険

サービスを受けていない高齢者で風呂がない、使

えないといった方を各町内会、特に民生委員さん

と連携をし、把握しておくことが今後の高齢者の

生活支援等にもつながるものと考えますが、お考

えをお伺いいたします。

次に、緊急事態宣言による外出自粛といった状

況の中で家に閉じ籠もる日々が続いた介護保険サ

ービスを受けていない高齢者の方もたくさんおら

れたと思います。今まで自立ができていた方の介

護保険サービス利用希望者が増え、介護認定を受

ける方が増えているということもお聞きしますが、

本市においてはどのような状況にあるのかをお伺

いします。

小項目の２の最後に、新型コロナウイルス感染

防止対策により様々な制限を受ける中においても

介護認定等を受けている方のデイサービス、通所

介護については行われ、介護職員の皆様は大変御

苦労されたことと思います。施設に通うことによ

り体を動かすことにもつながり、他の利用者との

交流を通じた気分転換や閉じ籠もりの防止、利用

者の皆さんの生きがいにもつながったことと思い

ます。そこで、介護サービスにおいてはなかなか

感染防止のための３密を全て避けることは難しい

と考えますが、どのような対策、支援体制をもっ

て行われたのかをお伺いします。

次に、小項目の３、障がい者就労継続支援事業

所についてお伺いいたします。名寄市においても

新型コロナウイルスによりあらゆる分野において

経済的影響を受けていますが、障がい者の就労支

援をする就労継続支援事業所についても各活動に

おける収益はかなり激減し、工賃のやりくりも厳

しい状況にあると聞いております。また、就労継

続支援事業所については、休業要請の対象外であ

り、工賃への国等からの助成金はないと認識をし

ております。障がいのある人もない人も同じ生活

を営み、活動する社会を目指すノーマライゼーシ
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ョンとリハビリテーションの理念を基本として障

がい者施策を推進している本市において、就労継

続支援事業所は障がい者が生きがいを持って働く

ことができる福祉的な就労の場であり、今後も継

続して運営していただくことが必要であると考え

ております。就労支援を行う社会福祉法人やＮＰ

Ｏ法人は、国の持続化給付金の対象ですが、手続

が煩雑であり、また厚生労働省も本来運営法人の

人件費や家賃に充てる市町村からの給付金を工賃

に回せる特別処置を認めていますが、名寄市の各

事業所において費用に余裕があり、補填ができる

事業所はないのではと感じているところですが、

このような厳しい状況にある経済的基盤の弱い事

業所に対する支援等についてのお考えはあるのか

をお伺いします。

以上、この場からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ただいま遠藤議員か

らは新型コロナの影響とその対策等について、小

項目で３点にわたり御質問いただきました。小項

目の１につきましては私のほうから、小項目の２

及び３につきましては健康福祉部長からの答弁と

なりますので、よろしくお願い申し上げます。

初めに、小項目の１、地域農業について、主要

作物の作付などについて申し上げます。本市にお

ける新型コロナウイルス感染症による地域農業の

影響といたしましては、中国からの出国制限、日

本における水際対策としての上陸拒否により、４

月に予定しておりました中国人技能実習生の受入

れが困難となりました。このため、受入れ予定農

業者におきましては不足する労働力を補うため血

縁や知友人を頼っての人手探しやワーキングホリ

デーなどによる労働力確保の取組が進められてお

ります。また、一部農業者の取組として人材派遣

会社の活用に向けて調整を進めておりましたが、

派遣予定者の中に不法滞在者がいることが判明し、

取りやめするなど当初予定していた労働力を確保

し切れない状況となってございます。こうした状

況を受けまして、アスパラの収穫やスイートコー

ン、カボチャの移植作業など春の繁忙期の労働力

不足を補う、支援する取組といたしまして、上川

総合振興局や北海道電力ネットワーク株式会社、

ＪＡ、そして市職員による援農が取り組まれてき

たところでございます。また、作付におきまして

は、スイートコーン、カボチャで面積を縮小する

農家は一部にございましたが、大幅な変更はなく、

影響につきましては限定的と捉えているところで

ございます。今後は、秋の収穫期の労働力確保に

向けまして引き続きＪＡと連携し、情報収集に当

たるとともに、国の支援策について農業者への情

報提供に努め、活用を図ってまいります。

次に、農畜産物の需要についてでありますが、

学校給食において使用されます地場農産物の影響

につきましては臨時休業に伴い米、アスパラガス、

豚肉で使用予定分の購入が中止となりましたが、

それぞれ他に販売先を確保することができ、在庫

として余るものはない状況にございます。また、

全国的に外食産業での需要が減少しており、一部

の肉用牛で個体販売価格の下落による影響がある

とのことですが、市内全体といたしましては現時

点で出荷される農産物への影響は確認されてござ

いません。今後も感染状況により変化することが

想定されますので、注視をしてまいりたいと考え

ております。

市内外から多くの人を集客するイベントにつき

ましては、感染拡大の終息が図られ、日常を取り

戻すまでのステップの中で感染予防対策がしっか

り行えるかなど数々の課題がございます。また、

なよろ産業まつりの開催に当たりましては、農畜

産物や特産品の販売、飲食の提供など市内はもと

より、赤福をはじめとする関係企業、姉妹都市山

形県鶴岡市など道外からも多くの出店をいただい

ており、これら出店者の状況によってイベントの

規模や内容が大きく変わることも想定しなければ

なりません。今後なよろ産業まつり実行委員会に

おきまして実施の可否を含めて協議をいただくこ
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ととなりますが、感染拡大防止を優先しながら、

中止となった場合の代替企画につきましても併せ

て協議をいただきたいと考えているところでござ

います。

次に、担い手の確保について申し上げます。

担い手の確保につきましては、主に地域おこし協

力隊、農業支援員を中心としまして、ホームペー

ジや北海道農業公社が主催をします新規就農フェ

アへの参加によりまして周知と募集を行ってきて

いるところでございます。今年度につきましては、

札幌市を会場に５月開催予定だった北海道農業公

社主催の新規就農フェアが新型コロナウイルス感

染症拡大の影響で６月に延期となり、さらに３月

まで再延期となってございます。また、９月に民

間が主催する東京での募集イベントにも参加を予

定しておりますが、今後の状況によりまして日程

の変更や中止の可能性もあるものと想定をしてい

るところでございます。これまで新規参入者につ

きましては市外からの受入れを主眼に取り組んで

おりますが、他市町村との競合もあり、御指摘の

とおり厳しい状況にあります。新規参入による就

農につきましては、目指す農業の姿がこの地にあ

るのか、暮らしの環境が自分に適しているかなど、

まずは名寄市で体験をし、確認していただくこと

が大事であると考えております。そのためにも庁

内関係部局はもとより、関係機関や団体などの協

力を得ながら、イベントやＳＮＳなどを通じて名

寄を知っていただけるよう情報発信等に取り組ん

でまいります。また、新規参入での就農につきま

しては、資金の準備や栽培技術の習得、経営など

農家子弟に比べましてより一層ハードルが高いも

のであるため、支援体制の整備はもとより、第三

者経営継承による就農や雇用就農など後継者不在

の農業者や法人などにも情報提供などの御協力を

いただきながら多様な担い手の確保に努めてまい

りたいと考えているところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私からは、大項

目１、初めに小項目２の高齢者の生活及び介護サ

ービスについてお答えいたします。

１件目の入浴支援についてですが、通所や短期

入所等のサービス利用者は、各施設において新型

コロナウイルス感染症の感染予防対策を行いなが

ら現在まで入浴サービスの提供を受けております。

また、サービスを利用されていない高齢者につき

ましては、自宅または温浴施設を利用されている

と思いますが、身近な温浴施設であるなよろ温泉

サンピラーが感染症予防対策のため一時臨時休館

となり、市には苦情などは寄せられておりません

が、御不便をおかけした時期もあったと考えてお

ります。議員の質問にありましたとおり、介護サ

ービスなどを受けていない方も含め日常生活の状

況把握は必要でありますので、今後も町内会や民

生委員などと連携しながら状況を把握し、高齢者

福祉施策の充実に努め、安心して暮らし続けるま

ちづくりに努めてまいります。

２点目の自立から介護認定の移行の状況につい

てですが、平常時と比較して新型コロナウイルス

感染症の感染拡大、外出自粛による身体機能の低

下などの理由による介護認定件数の増加は、現在

のところはありません。今後においても感染症対

策が長期化する可能性もあり、このような環境下

においては外出が少なくなり、自宅で過ごす時間

が増えることにより心身の機能が低下することが

懸念されることから、高齢者の生活状況の把握に

努め、助言や必要な福祉サービスを提供してまい

ります。

３点目の介護サービス事業者が行った新型コロ

ナウイルス対策についてですが、市内の全事業所

において従来より国から示されております感染対

策マニュアルや新型コロナウイルスへの対応に係

る通知に基づき体温測定、手洗いなどの事業所内

での周知徹底を図り、施設などでは集団感染の予

防を図ってきております。具体的には、入所施設

における家族の面会についてはみとりの場合を除
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き面会を制限し、タブレットを活用したオンライ

ン面会を実施するなどの対策を行っております。

また、デイサービスや訪問介護などにおいてもそ

れぞれの事業所が施設や利用者の状況に応じ工夫

しながら感染予防対策を行い、利用者が安心して

利用できるよう対応しております。居宅介護支援

のモニタリングでは、感染拡大防止の観点から国

からは利用者の意向等により利用者の居宅を訪問

できないなどのやむを得ない理由がある場合には、

電話などにより訪問以外の方法で利用者の状況を

把握することができるなど人員、施設設備及び運

営基準等の臨時的扱いが示され、対応をしており

ます。マスクやアルコール消毒などの衛生用品の

確保につきましては、感染拡大の時期から品薄と

なり、特にアルコール消毒液の確保が難しい状況

が続いております。こうした介護施設の現場にお

けるマスク不足の解消を少しでも図るため、国に

よる布製マスクの介護職員や介護予防サービス事

業者利用者を対象とした配付などが行われており

ます。今後も介護サービス事業所などに対して国

や北海道からの通知などの情報提供を行うととも

に、感染拡大予防に向け助言や支援をしてまいり

ます。

次に、小項目３、障がい者就労継続支援事業所

についてですが、障がい者の就労継続支援事業所

とは障がい者の就労のトレーニングを行う施設の

ことで、就労継続支援Ａ型と就労継続支援Ｂ型と

いう２種類があります。現在名寄市内の就労継続

支援事業所は、就労継続支援Ａ型の事業所が１か

所、就労継続支援Ｂ型の事業所が５か所あります。

就労継続支援事業所等で行われている主な仕事は、

清掃業務、農作業、パンの製造、販売、チーズや

ヨーグルトの製造、販売、喫茶店や食堂の運営、

パソコンを使った業務など多種にわたる仕事を行

っております。就労継続支援事業所は、これらの

活動による収入から働いている障がい者の方々に

工賃を支払うことになりますが、新型コロナウイ

ルスの状況を踏まえ、国から通知が出されている

状況にあります。この通知では、議員の質問にあ

りましたとおり、本来運営法人の人件費や家賃に

充てる市町村からの給付金については一定の状況

を満たす場合、工賃に充てることもできると弾力

的な運用を可能としています。また、給付費の算

定におきましても前年度の平均工賃の月額による

ことになっておりますが、新型コロナウイルスへ

の対応として、一定の状況を満たす場合には前々

年度の平均工賃の月額で算定することも可能とし

ており、事業者への負担軽減を行う内容となって

いるところです。本市の就労継続支援事業所は、

社会福祉法人や株式会社が運営を行っております

が、両形態とも国の持続化給付金制度の対象とな

っておりますし、株式会社につきましては本市の

名寄市事業継続支援給付金制度の対象にもなって

おります。新型コロナウイルスの終息は見通しが

不透明な状況でありますが、今後も国や北海道の

施策を注視しながら各事業所の状況把握に努め、

各事業所が安定した運営が継続できるよう情報提

供や助言などを行ってまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） それぞれ御答弁いただ

きましたが、何点か質問させていただきます。

まず、地域農業についてからお伺いをいたしま

す。まず初めに、主要作物の作付等についてです

が、一部作付の変更はあったものの総体的には昨

年度と同様の作付は維持できたということですけ

れども、春作業においては新型コロナウイルスの

影響で中国人技能実習生が来日できないことから、

上川総合振興局、市、農業職員、北電さん等から

支援をいただきましたが、収穫を迎える農繁期に

はさらに人手が必要になるのではないかというふ

うに思われます。現在も市やＪＡさん等において

農業体験や一日農業バイト等のＰＲをされていま

すが、なかなか人手確保にはつながっていないの

かなというふうには感じております。農業の現場

は、新型コロナウイルスの感染要因となる３密を
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避けることのできる最も理想の場であり、また新

型コロナウイルスによるストレスからの疲れを癒

やす、心身面においても最適な場であると考えて

おります。こんなときだからこそ新たな施策や農

業体験等のさらなるＰＲ強化による人手確保が必

要であるというふうに考えております。例えばで

すが、宿泊施設を提供した農業体験者が期間を選

べる長期的な農業体験といった新たな取組による

人手確保も必要と考えるところでありますが、新

たな施策や農業体験等のさらなるＰＲ強化による

人手確保についてのお考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 貴重な提言をいただ

いたというふうに受け止めさせていただきたいと

思います。実は、国では今年の３月に新たな食料

・農業・農村基本計画というのが閣議決定をされ

たところであります。この中に農村の振興として

農村を支える新たな動きや活力の創出ということ

で掲げています。これがまさに、今遠藤議員が言

われたように、多様なスタイルで農業に関わり、

農業を理解してもらう一方で、農業としての人手

の確保にもつながるものということで提起がされ

ているものというふうに私ども受け止めていると

ころでありまして、これについては真摯に受け止

めさせていただきたいと思います。中期的な視点

からこれについても検討させていただきたいと思

います。特に、議員が言われたように、今新型コ

ロナウイルスの感染の状況にあるわけでありまし

て、農作業を考えますとほとんどが屋外の作業が

多くなるということですので、開放的な環境の中

で、広く開放的な中で人が密接することも少なく

働けるということは、まさに新たな生活様式とも

言われていますけれども、これに合致したものだ

なというふうに考えておりますので、これらも踏

まえた中でこれをメリットとしてコマーシャルす

ることによってそういった人手の確保にもつなげ

ていければというふうに考えておりますので、こ

こは今後引き続き検討させていただきたいと思い

ます。

ただ、一方で即効的な人手の確保というのも必

要になるわけであります。ここ、今年度からです

けれども、ＪＡさんのほうでアプリを活用しなが

ら、農業者がそのアプリを活用して人手を募集す

ると。一方で、仕事を求める方についてはそのア

プリを通じてお互いに人をマッチングしていくと

いうのを、取組を進めています。まだなかなか生

産者のほうにも浸透し切っていない部分ですとか、

応募する方というのでしょうか、方についてもま

だ周知が足りなくて、十分な数にはなっていませ

んけれども、これも一つの今後の人手確保の部分

だというふうに思いますし、それ以外にもハロー

ワークを通じての求人ですとか人材派遣会社の活

用などを含めて、様々な形で人手の確保について

は努めていかなければいけないというふうに考え

ているところです。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 収穫時期を迎える農繁

期は、間違いなく人手不足になるというふうに予

想されます。先ほど言いました宿泊施設を提供し

た農業体験者が期間を選べる長期的な農業体験と

いったような新たな取組の検討含め、ＪＡさん等

と連携をしていただきながら、収穫時には本当影

響のない人手確保につなげる取組、支援をしてい

ただきたいなというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。

次に、農畜産物の需要についてですが、学校給

食では使用できず、在庫として残った米を市が一

括購入し、就学援助世帯へ配付したといったよう

なところもあったようですが、本市においては小

学校の臨時休業により学校給食で使用できなかっ

た地場農産物については今回は販売の確保ができ

たということで、市内全体としての出荷される農

産物への影響も確認されていないということです

ので、今後もしコロナ禍により自粛モードが続い

て、主要作物の出荷に影響が出た場合、農畜産物

の需要と供給のバランスが崩れる状況もあり得る



－62－

令和２年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第３号

かもしれないという考えを持っていくことも必要

ではないかなというふうにも考えます。今後イベ

ント等も例年どおり開催がされ、また学校給食を

含め通年の需要があり、出荷等に影響がないこと

を願うところではありますが、状況の変化も予想

されるということから、今こそ地産地消をさらに

推進させるべきではないかなというふうに考える

ところですが、地産地消の推進についてのお考え

についてお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農畜産物の需給の関

係と、そして地産地消の推進ということでの御質

問だったというふうに思います。国全体で見ます

と、例えば生乳の関係については、議員が言われ

るように、学校給食等の中止に伴って余るという

のがありました。これは、国は加工用に仕向けを

することによって生産を維持したという、消費を

維持したということなのです。ただ、生乳等確保

では価格差がありますので、これについては国が

補償して、生産者にも影響がないようにというこ

とで配慮されていますので、大きくはこうした国

の動きの中で需給の調整が図られていくものだと

いうふうに考えているところです。一方、地域の

状況はどうかということですけれども、これＪＡ

さんのほうに調査をさせていただいたということ

でありますが、名寄市の生産物についてはこれか

ら収穫期となるということでありまして、現段階

で申しますと海外からの輸入制限があったり、あ

るいは外出自粛による家庭内の消費の増加などが

あって、国内の需要が伸びておりますので、全般

的には大きな影響は受けないだろうという認識が

あるということであります。しかし、学校給食の

停止ですとか、あるいは式典、イベントの自粛な

どによって牛乳ですとか花卉など影響を受けてい

るものもありますので、今後の状況によっては予

断を許さない部分もあるかと思います。ここにつ

いては、私どももＪＡさんと連携をしながら注視

をしてまいりたいと、このように考えているとこ

ろであります。

一方、地産地消に向けた取組ということであり

ますけれども、これはこの間も我々も様々なイベ

ントですとか関係団体の協力をいただきながら推

進をしてきたところでありますけれども、直近の

取組で申しますと、広報の６月号と同時に市内の

直売所、全戸に御案内をさせていただいたり、あ

るいはこれは民間の取組ですけれども、スーパー

の食品売り場ですとか、商店においてもそれぞれ

旬の農畜産物を取り扱っていただいて、購入でき

る状況にありますので、市民の皆さんにぜひ足を

運んでいただきまして、手に取っていただいて、

御購入、そして試食というか、実際に食べていた

だけることを期待したいというふうに思います。

いずれにいたしましても、今後ともこういった取

組含めて私どものほうからも積極的に情報発信を

し、地産地消の推進を図っていきたいと考えてお

りますので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 名寄でやっぱり取れた

ものは何を食べても本当においしいと思います。

本当食べていただければ、そのおいしさを分かっ

ていただけると思います。名寄市の、先ほど言い

ましたけれども、農産物の直売所の案内チラシ等

によって地産地消のＰＲもされておりますが、今

後は状況の変化も想定した上でコロナ禍において

も地産地消のさらなる推進によりやっぱり地域の

ものをより多く地域で循環でき、市民の皆さんに

もっと軽易に購入して食べてもらえる、体も地域

も元気になるＰＲ、取組をぜひ今後も引き続きや

っていただきたいというふうに思います。

次に、担い手の確保についてですが、地域おこ

し協力隊、農業支援員についてはここ２年確保に

は至っておらず、本年度は新型コロナの影響によ

り北海道新規就農フェアも再延期になったという

ことですけれども、また今後は民間の主催するイ

ベントへの参加も予定されているということです

けれども、厳しい状況は続くのかなというふうに
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思います。また、農業者の高齢化や離農、農家子

弟による学卒就農、Ｕターン就農の新規就農者だ

けでは担い手不足解消にはなかなかつながってい

ないという現状において、今後は非農家出身者で

市内在住の方に目を向けてみてはと考えるところ

なのですけれども、そこで非農家出身者で市内在

住の方が新規就農を希望された場合の研修期間か

ら就農までの支援施策等についてお伺いいたしま

す。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農業、農村を持続的

に発展させるという視点からいいますと、農家子

弟だ、あるいは外部からだ、問わず地元の非農家

の方についてそういった農業に携わっていただく

というのが非常に大切なことだと思いますし、私

どもも目指すべきところの一つだというふうに考

えているところであります。具体的にどのような

支援が受けられるかということでありますので、

そこについて申し上げたいと思いますけれども、

市内からの希望者ということでありますので、こ

の間中心に進めてきた地域おこし協力隊、この制

度については適用ができないということでありま

すけれども、これとは別に新規就農者等を支援す

る制度がございますので、これを活用して私ども

は支援をさせていただくこととなります。地域お

こし協力隊、あるいはこの新規就農者等を対象と

する制度、大きくいいますとどちらの制度も市の

支援に国、道などの支援策を組み合わせて実施を

するということで、その支援水準については遜色

ない支援だというふうに考えているところであり

ます。大きく違うのは、地域おこし協力隊が３年

間の研修期間を通じて自分がどんな経営を目指す

のかというのを決めていただく制度だということ

でありますが、一方新規就農者等を対象とする制

度につきましては当初から自分が目指す経営計画

を基に研修をしていただくということで、その入

り口のところに少し違いがあるということで御理

解いただければというふうに思います。具体的に

新規就農者の支援の水準ということになりますと、

研修期間中については地域おこし協力隊と同じ３

年間となります。この間営農実習助成金として１

人年間１０万円、これに加えまして月額で１２万

０００円の生活費と定額で家賃を助成する内容

となってございます。また、研修を終えて実際の

経営を始める段階に入りましては、営農に必要な

設備ですとか機械の導入に係る経費への支援、あ

るいは経営開始後一定の年数がたった、いわゆる

就農後でありますけれども、このときには生産資

材ですとか土壌改良などに要する経費への支援の

ほか、農地を借りた場合については賃借料、ある

いは固定資産税等などに対する助成制度もあると

いうことで、これらを通じてできるだけ早く経営

の安定に向けて支援をしていく内容となってござ

います。また、今の金銭的なというか、財政的な

支援ということでありますけれども、もう一つ、

大きな本市の特徴としましては、これは地域おこ

し協力隊、新規就農者、別はありませんけれども、

農業振興センターの職員をはじめとしまして市内

の関係機関、あるいは団体の職員で構成する新規

就農者支援チーム、あるいは集落支援員を配置を

しておりまして、個別に栽培技術ですとか経営に

関する専門的な職員による指導を受ける、指導す

ることができますので、ここが本市の大きな特徴

ということであります。これらを通じて新規就農

者の支援に努めていきたいと考えているところで

す。御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） ぜひそういった支援制

度を積極的にＰＲをしていただいて、新規就農者

の確保に努めていただきたいというふうに思いま

す。また、地域おこし協力隊、農業支援について

もなかなか厳しい状況だと思いますけれども、途

切れることがないように引き続き新規就農者の確

保につながる取組をしていただきたいというふう

に思います。

次に、高齢者の生活及び介護サービスについて



－64－

令和２年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第３号

なのですが、何点か確認したいことがありました

が、午前中の山崎議員の質問の答弁の中で確認が

できましたので、要望というところでちょっと申

し上げたいと思います。なよろ温泉サンピラーの

臨時休業により入浴ができず、困っていた高齢者

の方々が存在したということは事実であります。

町内会と特に民生委員の方が連携をしていただく

というふうに言われていましたので、早い時期に

そういった方と連携をしていただいて、実態調査

を含めしっかりと声を聞いていただいて、今後の

高齢者の生活支援等につなげていただきたいとい

うふうに思います。

また、本市においては、家に閉じ籠もる日々が

続いた状況の中で今まで自立ができていた方が新

たに介護保険サービスを受け、介護認定を受けた

方はいないというふうにお聞きしましたので、今

後もし再流行することによりまたそのような状況

が続いた場合、やはり認知機能の低下であったり

筋力の低下、また１か月もあれば歩行困難になる

というふうにもお聞きしますので、ぜひ引き続き

切れ目のない支援、サポートというものをお願い

をしたいというふうに思います。

次に、デイサービス、通所介護についてですが、

休業しなければならなかったデイサービスもあり、

利用者の認知機能の低下、筋力の低下が見られ、

御家族の介護負担が増えたといった記事も拝見し

ましたが、本市においてはデイサービスは継続し

て行っていただき、また３密を避ける対策を含め

て介護職員の皆様に本当に御苦労されたことと思

います。私の実家の福島にも９７歳の母がおりま

すけれども、デイサービスを利用させていただい

ておりますが、本当に感謝をしているところであ

ります。デイサービスは利用される皆さんの楽し

み、生きがいにつながるサービスであり、また介

護負担の軽減にもつながる重要なサービスであり

ます。今後も引き続き安全、安心の対策、支援体

制をもってお願いをしたいというふうに思います。

次に、障がい者就労継続支援事業所についてで

すが、先ほどの答弁もありましたけれども、各事

業者の現状については早めに把握をしていただい

て、国や道の状況も確認しつつ今後の支援等をぜ

ひ検討していただきたいというふうに思います。

新型コロナウイルスの感染拡大はあらゆる分野に

おいて甚大な影響を及ぼした初めての出来事であ

りますので、早急に対応できない部分もあり、そ

れはやむを得ないと感ずるところもあります。新

型コロナウイルスは終息しておらず、治療薬、ワ

クチンについても開発途中であり、新型コロナウ

イルスと共存する生活は長く続き、今後再度流行

することも予想し、同じような状況になってもス

ムーズに対応できる体制や施策、物心両面の準備

を万全にするためにも今回の様々な影響や対策、

対応については今後の教訓として活用していくこ

とが重要であり、新たな生活様式であったり、新

北海道スタイルにおいて一歩を踏み出し、前進す

るためにも、また今後未来につなげるためにも必

要であるというふうに考えております。

最後になりますが、まだまだ様々な面において

支援を必要としている方、また見えていないのだ

けれども、本来支援しなければならない部分、こ

こらのケアも必要な方等を含めて多々あるのでは

ないかというふうに私は感じております。今こそ

連携することが最も重要であると考えています。

様々な策を講じていただいて、より多くの市民の

皆さんの声を集めて、対応、支援をしていくこと

も必要であるというふうに考えております。国の

二次補正予算も成立をしたというところで、前回

を上回る臨時交付金もあるのではないかと思いま

すので、名寄市の経済、暮らしを守り、子供、障

がい者、高齢者が明るく楽しく、また全市民が安

心して暮らせるきめ細やかな支援につながる対策

をしていただくことを要望として申し上げ、一日

も早い新型コロナウイルスの終息を願って、質問

を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で遠藤隆男議員の

質問を終わります。
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光通信回線の普及と今後の展開について外１件

を、今村芳彦議員議員。

〇６番（今村芳彦議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告に従い、順次質問をしてま

いります。

大項目１番、光通信回線の普及と今後の展開に

ついてお伺いをいたします。情報化社会と呼ばれ

て久しい現代社会において、大容量通信を可能と

する光通信回線の普及は電気、水道、ガスと並び

一般生活に深く浸透したライフラインの一部とし

て認識がされております。今後の生活はもちろん、

産業、教育など様々な面で活用されることが想定

をされます。そこで、小項目の１番、名寄市内の

普及率について現在の普及状況をお伺いいたしま

す。

また、今回のコロナウイルスの影響により在宅

での勤務、リモートワークの取組が拡大している

中で、小項目の２番、リモートワーク等双方向通

信を活用した業務ということで、市内での実情、

また名寄市役所における業務への活用の可能性に

ついてお伺いいたします。

また、教育現場では長期間の臨時休校が続き、

通常の予定を圧迫している状態であります。小項

目の３番、教育現場での有効活用として、ｅラー

ニングなど在宅における学習手段の状況について

お知らせください。

また、ライフラインの一部と申し上げましたが、

その整備については通信事業者が主体として行っ

ており、依然として名寄市内でも農村地区などの

郊外では未整備の地域も多い状況であります。そ

こで、小項目の４番、郊外など農村地区での誘致

に向けた取組と今後の展開について農村地区から

の要望の状況等お伺いいたします。

続いて、大項目の２番、観光振興を目的とした

広域組織についてお伺いいたします。特に今年度

の１２月から３月期までは名寄市においても冬期

観光シーズンとして入れ込み数に期待をされまし

たが、皆様御承知のとおりに、全国的な少雪と自

粛要請の影響を受け、その影響は危機的であるほ

ど逼迫している、そういうふうに考えております。

そこで、小項目の１番、市内観光業の現状につい

ての影響をお伺いいたします。また、現在では自

粛期間を終え、子供たちの学校への登校も含め徐

々に通常の経済、生活状況に戻そうとする機運も

あり、名寄市においても夏期の観光シーズンを迎

えることとなります。そこで、小項目の２番、ほ

か市町村との連携について、現在の取組とその成

果についてお伺いをいたします。

今回の自粛によって途絶えた国内外の観光客を

誘致するため名寄市の持つ観光資源だけではなく、

今こそ道北地域の市町村が枠を超えた連携を行い、

魅力を再発見することで強力なプロモーション体

制を組み、反転攻勢に出るチャンスであると考え

ております。今回のコロナウイルスによる影響は、

各個人の健康被害にとどまらず、市民生活全体へ

大きな爪痕を残しました。これを踏まえしっかり

と対処することで、これまでには考えられなかっ

た新機軸によるまちづくりも十分に可能であると

考えております。ぜひ未来へ向かった前向きな御

答弁をいただけるよう期待を込めて、壇上からの

質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今村議員からは大項

目で２点にわたり御質問をいただきました。大項

目１の小項目１、小項目２及び小項目４は私から、

大項目１の小項目３は教育部長から、大項目２は

産業振興室長からの答弁となりますので、よろし

くお願いいたします

それでは初めに、大項目１、光通信回線の普及

と今後の展開について、小項目１、市内普及率に

ついて申し上げます。本市における光ファイバー

の整備率につきましては、平成３１年３月末時点

における市全体の世帯カバー率で９ ９５％とな

っております。全国平均では９ ８％、全道平均

では９ １％となっており、未整備地域を見ます

と離島や山間部等を多く有する地方公共団体にお
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いて整備率が低くなっている状況にあり、本市に

おいても同様と思われます。

続きまして、小項目２、リモートワーク等双方

向通信を活用した業務について申し上げます。ま

ず初めに、市内での実情、取組の状況ですとか、

そういう部分だと思いますが、それにつきまして

は市内で事業活動を行うに当たりましてこれまで

リモートワーク等の有用性を感じる機会や環境に

つきましてはあまりなかったのではないかと推察

しており、市としてもその実態につきましては把

握してきておりません。本市では、効果的な中小

企業対策、雇用対策の実施を目指しまして、市内

企業における従業員の雇用状況を把握するため２

年に１度、労働実態調査を実施しており、本年度

その調査を行いますが、今般の新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため３密を避けるなどの新しい

生活様式の普及が求められる中、市内事業者のリ

モートワーク等の取組について調査項目を追加す

るなどし、実態の把握に努めたいと考えておりま

す。

次に、市役所内部におけるリモートワークに向

けた取組についてですが、技術的な課題として、

セキュリティーの観点から庁舎内部のネットワー

クシステムに接続するためにはインターネット経

由での接続が認められず、専用のネットワークを

経由することが国の指針で定められております。

専用の光回線を職員の自宅等に敷設することはコ

スト面からも現実的ではないため、専用の無線機

器を介した接続が望ましいと判断し、既に技術的

検討を行っております。また、各部署においてリ

モートワーク可能な業務の洗い出しを行ったとこ

ろですが、市役所業務、とりわけ窓口に関わる業

務は個人情報を取り扱うものが多く、リモートワ

ークには適さないものが多数を占める結果となり

ました。市役所業務における本格的なリモートワ

ークの取組は、できる限りコストを抑えた技術整

備と業務の在り方の見直しの双方が必要と考えら

れることから、今後の働き方改革の進展を見なが

ら引き続き研究してまいります。

続きまして、小項目４項、郊外等農村地区での

誘致状況と今後の展開についてお答えいたします。

光回線の整備がされていない地区から要望があっ

た場合には、地区の代表者の方に光回線が整備さ

れた際の加入予定世帯数と住宅配置図を本市に提

出いただき、本市から通信事業者に対して整備の

要望をするとともに、書類の提出を行っておりま

す。通信事業者側では、新たに回線を延長する際

に必要となる事業費と回線の延長を行うエリアに

おける新規加入世帯数による収入等から採算性を

考慮し、光回線の延長工事の可否について回答を

いただいているところです。これまで要望のあっ

た地区のうち３つの地区については準備いただい

た書類を通信事業者へ提出しており、そのうち１

つの地区については現時点における加入予定戸数

では採算が取れないため、工事の実施は困難との

回答を得ており、残りの２つの地区については回

答待ちの状況であります。通信事業者側で整備が

できないとされた地区について、市で光回線を敷

設する工事を行っていくとした場合、国の補助金

等を活用したとしても膨大な予算が必要となり、

また市で整備を行った場合は将来の維持管理に要

する人的な面、また費用面についての負担も考え

る必要があることから、これまで整備は進めませ

んでした。しかしながら、高速無線通信でありま

す５Ｇの商用稼働が開始されるなどＩＣＴは急速

に発展してきており、国においても新型コロナウ

イルス感染症への対応を含めて、いわゆる新たな

生活様式を実践する上で情報通信基盤の整備は急

務として光ファイバー整備の推進を令和２年度第

二次補正で予算づけしたところであります。市と

いたしましてもこれらの状況を踏まえて、通信事

業者とも連携を図りながら様々な有利な財源を活

用し、光ファイバー整備率１００％を目指して取

組を進めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。
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〇教育部長（河合信二君） 私からは、大項目１

の小項目（３）、教育現場での有効活用について

お答えをいたします。

まず、市内小中学校における情報機器及び通信

回線の現状についてですが、各学校に整備してい

る情報機器の内訳につきましては教職員が職員室

で使用する児童生徒の成績処理や事務処理を行う

校務用パソコン、教員が教室で大型テレビなどに

接続し、授業を行うための教育用パソコン、児童

生徒がパソコン教室で使用する学習用パソコンが

整備されております。また、各学校におけるイン

ターネットを利用するための通信回線につきまし

ては、智恵文小中学校がＡＤＳＬ回線、中名寄小

学校小学校はＮＴＴ光回線、その他の小中学校に

つきましては市が敷設している光回線となってお

り、いずれの回線についても市の回線を介してイ

ンターネットに接続し、公務や事務処理、インタ

ーネットを利用した情報教育、文部科学省などが

提供している教育コンテンツのダウンロードなど

を行っていますが、智恵文小中学校ではＡＤＳＬ

回線のため通信速度が遅く、通信障害が課題とな

っております。御質問にありました双方向通信を

利用した在宅での個別授業の可能性についてです

が、課題として考えられることは各家庭における

情報機器及び通信回線の整備、学校のインターネ

ット回線の新規ネットワークルートの確保、児童

生徒や教員がオンライン授業を行うための知識の

習得、研修、以上のような課題が考えられますが、

全市的に光回線が利用できる状況となった場合を

想定しますと、家庭での通信環境に係る費用やネ

ットワーク機器の購入費、学校側の通信環境の充

実、情報機器の活用知識の習得、インターネット

授業用コンテンツの作成など実施には様々な課題

があります。ただ、通信環境だけを考えると、全

家庭及び学校における光通信が整備されることに

より双方向によるインターネット授業が可能と考

えられます。ただし、オンラインの学習は家庭学

習でも利用されますが、学校教育の基本は児童生

徒が学校に集い、授業などを行うことで学習や人

間関係、集団生活について学んでいくことが重要

であると考えております。また、タブレット端末

の利用につきましては、小学校では実物投影機で

大型モニターに映して、理科の授業で実験の手順

等を確認したり、図画工作の授業で作品の交流を

したりするなどの学習を行っており、中学校では

体育の授業で実技を行っている様子をタブレット

で撮影し、動きの確認をしたり、音楽の授業で作

曲したりするなどしております。今後においては、

国が進めるＧＩＧＡスクール構想に基づき児童生

徒１人１台端末の整備が予定されており、その端

末が同時にインターネットに接続され、様々な教

育コンテンツを活用した授業が想定されることか

ら、現在の回線では容量不足となるため、各学校

に新規のネットワークルートを整備する必要があ

ると考えております。

次に、市立大学での授業の活用についてお答え

をいたします。市立大学では、今般の新型コロナ

ウイルス感染症への対応のため前期授業開始時期

を２週間延期し、授業開始の準備を進めてきまし

たが、緊急事態宣言が発出されたことから、学生

の学習機会の確保を重要視し、また新型コロナウ

イルスへの感染リスクの軽減を考慮し、オンデマ

ンド配信、ウェブ講義、テキストメールを利用し

たレポート課題等による遠隔授業を進めています。

遠隔授業の実施に当たっては、学生への通信環境

の配慮、指導教員の遠隔授業操作の習得、大学施

設での通信環境の改善などの課題を改善、解決し

ながら実施してきたところでございます。今後は、

新北海道スタイルに対応するとともに、感染予防

対策の徹底を図り、対面授業を徐々に組み入れな

がらも令和２年度は遠隔授業を継続して行い、教

育の質の確保を目指してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目２、

観光振興を目的とした広域組織についてお答えい
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たします。

まず、小項目１、市内観光業の現状についてで

すが、本市の観光振興は平成２８年度に見直した

名寄市観光振興計画に基づき各種事業を実施して

おり、目標値として、平成３３年度、令和３年度

までに観光入り込み客数を６１万 ２００人、外

国人宿泊延べ数を ６３５泊とすることを掲げて

おり、これまでの推移としては観光入り込み客数

で平成２７年度が４７万 ０００人、２８年度が

４８万 ０００人、２９年度が４４万 ２００人、

３０年度が４２万 ９００人、令和元年度が３８

万 ４００人となっており、平成２８年度から減

少傾向にあります。具体的な取組としては、同計

画の推進組織、名寄市観光交流振興協議会が実施

するひまわりまつり、観光協会や市民の皆様が中

心となり、実行委員会形式で実施するなよろアス

パラまつりや雪質日本一フェスティバルなど地域

資源を生かしたイベントを実施しているほか、観

光協会が中心となり、松浦武四郎の踏査地などを

自転車で巡る武四郎ＲＩＤＥを開催するなどサイ

クルツーリズムも進めています。外国人宿泊延べ

数では、平成２７年度が５６４泊、２８年度が４

１７泊、２９年度が ０９４泊、３０年度が ９

８５泊、令和元年度が １６０泊となっており、

平成２８年度に官公庁から認定された日本のてっ

ぺん。きた北海道ルート。の取組などの効果もあ

り、計画目標値を超え、訪日外国人は平成２８年

度以降着実に増加しています。

次に、小項目２、他市町村との連携についてお

答えいたします。本市を含め近隣市町村では地域

資源を生かした観光振興に取り組んでおり、本市

においては夏のひまわり観光や冬季スポーツなど

地域特性を生かした魅力ある観光地づくりに取り

組んでおります。しかしながら、単一市町村の取

組では通過型の観光となるなど限界があり、圏域

の様々なコンテンツを組み合わせ、周遊させるこ

とにより宿泊などによる経済効果が生まれること

となることなどから、広域連携による観光の推進

が必要と考え、取組を進めております。現在本市

が参画している広域観光組織として、道北９市町

村の自治体や観光団体、商工団体などにより組織

され、なよろ観光まちづくり協会が事務局を担っ

ている道北観光連盟及び天塩川シーニックバイウ

ェイのほか、美深町観光協会が中心となり、名寄

以北上川管内町村と幌加内町によりアウトドアや

クラフトなどを通して地域の魅力向上のためのブ

ランディングに取り組む道北着地型観光プロモー

ション推進協議会、さらには平成２８年度に観光

庁の認定を受けた広域観光周遊ルート、日本のて

っぺん。きた北海道ルート。では国、北海道と連

携して札幌から稚内までを結ぶインバウンドに向

けた取組を進めています。このほか、旭川市等が

事務局となり、広く上川管内で連携する上川地方

観光連盟、あさひかわ観光誘致宣伝協議会があり、

それぞれＰＲやプロモーションなどに取り組んで

おります。名寄市を中心とした広域観光組織とし

て、なよろ観光まちづくり協会が事務局を担って

いる天塩川シーニックバイウェイは、北海道開発

局が後押しする全道組織、シーニックバイウェイ

北海道推進協議会から平成２９年度に認定され、

その後構成する上川北部９市町村の魅力発信に積

極的に取り組んでいます。主な取組としては、旭

川市から日本の最北端である稚内市までの約３１

５キロメートルを２泊３日の行程でサイクリング

を行うＴＥＰＰＥＮ―ＲＩＤＥやサイクリングや

ＪＲ、カヌーなど移動そのものを楽しんでいただ

く取組として、ＪＲ北海道とも連携して、輪行バ

ッグで自転車を車内に持ち込んでの移動なども実

施をしたリバー、ロード、レールのＲ３事業には

全国各地から参加をいただき、道北エリアの魅力

を体感いただいております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 御答弁ありがとうござ

いました。まず、光回線通信が必要だという認識

をそれぞれ皆様持たれているのかなというように
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は私も感じておりますし、特に今回のコロナウイ

ルスの影響における新北海道スタイルですか、あ

るいは日本経団連によるオフィスにおける新型コ

ロナウイルス感染予防対策ガイドライン等々、や

はり通信回線を基準に業務を行うという指針が恐

らく今後も示され続けるのでないかなというふう

に考えております。また、市役所内部の業務につ

いても、今後調査を行っていくという回答が得ら

れました。その中で、私この大項目の１番で、ま

ず光回線の整備についてやはり進めていかなけれ

ばならないだろうという要望半分のようなところ

の一般質問でありましたが、御答弁の中で市内で

の普及率１００％を目指すというお話があったよ

うに思います。本当に大変前向きな御答弁であっ

たと思いますけれども、その財源とスケジュール

含めて加藤市長のほうから見解を伺いたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） これまでも教育のリモー

ト学習のことでありますとか、医療や介護の分野

で今後さらにＩＣＴがそれぞれ進化をした形でい

ろんな見守りの一つのツールになってくる。さら

には、農業のＩＣＴ化だとか、そうしたことを鑑

みると、この光ファイバーができるだけ多く網羅

されているということが重要になると思いますし、

また２０２３年にはＡＤＳＬのサービスも終了す

るという話も聞いておりますので、待ったなしの

状況だなと思っております。今回の、先週発表さ

れた国の二次補正の中で光ファイバーに対しての

一定の整備の予算と、またスキームが発表されて

いるところでありますけれども、この中で民設民

営事業のスキームもありまして、ここに国、ある

いは当該自治体も一定の支援をすることで今まで

の世帯加入率を大幅にハードル下げて、それぞれ

が協力をし合いながら整備をするというスキーム

が明示をされておりまして、何とかこのスキーム

の中で今行き渡っていないところにも全て光ファ

イバーが整備をされていく旨民間事業者さんと協

議を進めているところでございます。令和３年度、

遅くとも令和４年度までには全ての世帯に１００

％届くような形で、民間事業者さんが主体になる

ので、断言はできませんけれども、そうした形で

前向きに協議をしてまいりたいと考えております。

本定例会の最終日に追加の新型コロナに関連する

対策の市の補正予算を提案させていただく予定に

なっておりますけれども、一部この光ファイバー

に対しては自治体が負担する財源スキームがまだ

ちょっと確定していないところもありまして、こ

こには間に合わないかもしれませんけれども、財

源スキームがしっかりと固まり次第改めてまた補

正予算という形でできるだけ早い段階で議会に御

提案させていただきたいというふうに考えており

ますので、改めてまた御指導いただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 令和４年度までに１０

０％を目指すというすごく前向きな御答弁を本当

にありがとうございます。さっき午前中の東川議

員の一般質問の中でもありましたけれども、今後

の王子マテリアの撤退があった場合という状況で

再生エネルギー、あるいはＩＣＴ、ＩoＴ事業とい

う部分を、これを強烈に後押しすることが可能で

あるというふうに考えております。壇上での質問

と同じなのですけれども、やはりこの当名寄市と

いうのは住環境がとても優れている場所ではない

かなと思っております。まず、地震が少ない、災

害が少ない、そして電力に恵まれている、これは

ＩＣＴをはじめとしたそういうネットワーク関係

の産業を今後起こすことが十分に可能ではないか

なというふうに考えております。まだまだ問題は

あるかもしれませんけれども、ぜひ今後しっかり

と検討していっていただきたく、要望として挙げ

させていただきたいと思います。

続きまして、大項目の２番に移りたいと思いま

す。やはり影響はとても大きかったのかなと思い

ます。名寄市観光振興計画の中でうたわれており
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ます各道北地域の連携という部分で御説明ありま

したけれども、まず道北観光連盟さんほか約８件

のそういう広域を担う観光推進の団体と今名寄市

は協力を行っているというところであったのです

けれども、なかなかそれが一般の観光客といいま

しょうか、道北に興味がある方まで届いていない

のかなというように感じております。ちょっと具

体例を挙げてしまいますけれども、道北着地型観

光プロモーション推進協議会というところのプロ

モーション、これユーチューブにリンクが張って

ありまして、天塩川を中心とした観光推進なので

すが、すごく映像素材というのがすばらしい部分

になりまして、これは見てみたら一回行かなけれ

ばいけないなと思うぐらいのいい観光素材なので

すが、そのユーチューブの再生回数が２７８回と

なかなか振るっていないなというように思います。

この状況についてやはり何かてこ入れをする必要

があるのではないかなと思いますが、どうお考え

なのかお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今議員から質問

のありました道北着地型観光プロモーション推進

協議会、ＢＡＳＩＳというブランド名をつくって

やっております。非常にクオリティーの高い動画

を作ったり、実際にやっているプロモーションで

すとか観光の事業もここだけの、ここに来ればア

ウトドアも非常にクオリティーの高いものが味わ

えるよというようなことで推進しております。そ

ういった釣りやカヌーですとか自然を体感するキ

ャンプといったアウトドアをやっているのですけ

れども、確かに、議員がおっしゃるとおり、再生

回数が少ない動画もあるようです。ただ、一方で

閲覧数の多い動画も実はありまして、動画の本数

が実はたくさんあるのです。たくさん魅力ある動

画作っておられるので、そこについてはせっかく

いい素材があって、たくさん見られるものもある

し、そうでないものもあるということについて、

その中心的な役割を担う美深町の観光協会さんと

も連携をして、閲覧数の増加策を含むより効果的

な情報発信について研究していきたいと思ってお

ります。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 確かに道北一円、特に

この天塩川一つを取っても士別市、天塩岳の麓か

ら天塩町ですか、河口までかなりの遠征にもなり

ますし、その中にやはり観光施設というのが、観

光の名所、目玉というのがかなり多くあります。

しかしながら、例えば国内、人口多いところから

といいますと、どうしても南から観光客が来るな

と考えた場合には、必ず戻らなければならない。

どうせなら一周して帰っていただきたいなという

思いがあります。観光地目的に行くのではなく、

観光地を通過しながら帰ることができるというよ

うな、そういう観光を、ぐるっと一周回って戻っ

てくれる。例えば旭川空港発着で戻ってこれるよ

うな周遊が可能な観光商品をもしも開発すること

ができるのであれば、もっともっとこの名寄市を

含めて道北全体に寄与すると思うのですけれども、

もしそういう商品、可能な団体というのがあれば

どこになるのか、あるいは考えることができるの

かどうかお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 確かにおっしゃ

るとおり、南から来る、そして戻る距離も長いも

のですから、そこはそのようにできると非常に効

果的だと思います。それで、今、今年度から道内

７空港が一括民営化を順次されております。今月

は新千歳空港、そして旭川空港は１０月に予定さ

れております。今新型コロナウイルスの影響で、

終息が見通せない状況ではあるのですが、この道

内７空港の一括民営化というのは効率的運営と国

内外からの戦略的な誘客に期待できるのではない

かと一つ思っているところです。

それから、もう一つ、ＪＲ北海道さんと全日空

さんで今年の４月から宗谷線沿線を盛り上げる連

携した取組を進めております。開始しました。そ
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れで、そこでは全日空の旭川空港と新千歳空港、

稚内空港、それぞれの到着便の利用者の方がＪＲ

のフリーパスを利用できるサービス、それですと

か地域での体験メニューを紹介するサイトと連携

して、あらかじめ登録された宗谷線沿線地域の体

験メニューを割引できる、そういったサービスを

今提供しております。稚内まで抜けるとなると、

今最初に申し上げた道北上川北部９市町村の枠を

若干超えるものですから、この組織だけではなか

なかできないところかもしれませんけれども、そ

ういう民間事業者とも連携をしてやっていければ、

可能性があるのではないかと思っております。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 確かに観光というのは、

てっぺんまでいってしまうと上川だけではないと

いうところなのですけれども、やはりそれを利用

するにも情報収集というのはインターネットが今

全般、当たり前になってきております。それが整

備されるというところで大変うれしく思っている

ところなのですけれども、実現するまでに、先ほ

どもスキームの中身がまだ不透明であるという部

分もありましたが、やはりこの予算づけをした以

上ぜひ１００％の活用をしていただきたい、ちゃ

んと執行していただきたいと思います。市の職員

の方というのは、私は事務屋さんではなくて、一

人一人が名寄市を売り歩く営業マンではないのか

なというふうに思っております。地域の必要な予

算をちゃんと獲得していただいて、市長含めてこ

の市政の値ある活動をぜひ取っていただきたいな

というように思っております。

また最後に、先ほどの観光協会さん含めて９つ

の団体があるとおっしゃいましたけれども、この

団体をつくったから終わりではなく、つくりまし

て、その効果がどこに出るのかというのをしっか

りと把握しながら今後の体制を進めていく必要が

あると思っております。この相乗効果の行き先が

名寄市をスタートして、各市町村まで届くように、

そういう強烈なプロモーション、またこの名寄市

が道北地域全体の盟主になるという、そういう認

識の下、今後市政を進めていっていただきたいと

思います。今後の進め、観光の振興について今要

望させてもらったわけなのですけれども、ぜひ最

後に加藤市長から今後の観光振興についての御意

見をお聞かせいただいて、質問を終わらせていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 観光の振興に当たって様

々な材料がこの名寄市をはじめ広域に点在してお

って、また様々な団体も存在している中で、それ

をさらに有機的につないでいくことでもっともっ

と相乗効果が発揮できるのでないかというふうに

いただいておりまして、全くそのとおりだという

ふうに思います。これまでもそうしたことで様々

な創意工夫もしてきましたけれども、改めて今般

のこうしたコロナウイルスの感染の影響等も含め

て、また地方が、こうした地域が脚光を浴びる、

そうしたときがまた来ているのではないかという

ふうにも考えておりまして、改めてそうした認識

をしっかりと持ちながら、このポテンシャルをい

ま一度再認識我々もさせていただきながら、議員

から今いただいたより効果的なＰＲの在り方、あ

るいは効果的な連携の仕方もさらに議論、あるい

はそれを深化をさせていって、さらにこの地域全

体の振興、発展につなげていきたいと考えており

ますので、引き続きまた御指導いただければと思

います。

〇議長（東 千春議員） 以上で今村芳彦議員の

質問を終わります。

１４時３５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時２０分

再開 午後 ２時３５分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

新型コロナウイルス感染症と圏域の対策につい

て外１件を、佐久間誠議員。
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〇４番（佐久間 誠議員） 議長から御指名いた

だきましたので、通告順に従い、大項目２点につ

いて質問いたします。

まず、大項目の１、新型コロナウイルス感染症

と圏域の対策について。昨年１１月、中国湖北省

武漢市で原因不明のウイルス性肺炎として最初の

症例が確認されて以降、経済のグローバル化も相

まって瞬く間に世界中に拡大した新型コロナウイ

ルス感染症について、これまで人類が過去に経験

し、克服してきた感染症の歴史において、２１世

紀最大の試練というべき事態になっております。

６月１６日、世界の感染者数８０３万 ３６４人、

亡くなられた方４３万 ９１８人、国内１万 ５

８７人、死亡者９２７人、本市においては患者発

生の報告は聞いていないものの北海道内では本年

６月１６日現在、陽性患者 １７８人、死亡者累

計９２人と報道されており、その数は今なお終息

を見ておりません。北海道内では大きな感染拡大

の波とも言われる第２波をくぐり、現在減少傾向

にあるものの予断は許せず、また本市としても感

染者ゼロに油断することなく、感染防止の観点か

ら必要な対策と準備を進めていかなければならな

いと考えております。

そこで、（１）、保健所と本市に関わる連携、

機能強化について。①、病院、保健センター、消

防等と保健所との連携について。連絡、連携、情

報共有と対処などについて伺います。

②、保健センター等への問合せの状況について。

市民の不安感の把握とどのような問合せがどの程

度あったのか、また電話対応職員のメンタル面で

のケアの心配はないか伺います。

③、感染症の疑いがある患者の緊急搬送時に必

要な資機材の充足状況と今後の備蓄について。救

急搬送などでの必要な資機材で不足していたもの

はないか、また今後の備蓄方針等について伺いま

す。

④、ＰＣＲ検査の現状について。ＰＣＲ検査は、

道内においてもかなり幅広く取り扱われるように

進んできたと聞いております。本市の病院等での

取扱い状況、検体採取検査等の進捗について伺い

ます。

（２）、医療における発熱外来設置の必要性と

感染症専門病棟の考え方について。コロナウイル

ス感染症の感染防止の観点から地域での機能分担、

分離が望ましいと考えられることから、発熱外来

設置の必要性と一般の病院とは別な場所での感染

症専門病棟、もしくは病院を指定するなどによる

設置は難しいのか、検討された経緯があれば伺い

ます。

①、中等症患者受入れ要請の対応と院内感染防

止対策について。国、北海道からの名寄市立総合

病院への中等症感染患者受入れ要請とその対応判

断について、また院内感染防止対策をどのように

講じようとしていたか。産婦人科もあり、免疫力

の低下した透析患者なども抱え、非常に難しい運

営になるのではないかと懸念しますが、そのあた

りの検討されたことなどについて伺います。

②、救命救急センターを有する地方センター病

院としての機能維持と感染症対応の両立について。

名寄市立総合病院は、圏域にとって重篤な患者の

命を支える救命救急センター病院としての大きな

使命があり、それらに対応する機能維持と感染症

対応の両立について、さらに医療従事者の確保見

込みはどうなのか伺います。

（３）、学校の休業等に伴う対策について。本

市におけるオンライン授業の環境整備の現状と課

題について。これまで臨時休校や分散登校など苦

慮されながら対応されておりますが、またいつ学

校の休業等の事態になるか先が読めない状況に置

かれております。相互対話式のオンライン授業等

の環境整備等が急がれますが、整備状況の現状や

課題、導入に先駆けた先生の研修予定など現在ま

での計画や進捗状況について伺います。

②、誰一人取り残さないための家庭学習支援と

対策について。ＩＣＴ環境の整っていない家庭の

ための経済的支援制度や公共施設等、児童クラブ
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含めて、における通信環境の整備で公正な子供の

学びの場づくりが急務と考えるが、見解について

伺います。

保育所、幼稚園、児童クラブ等の現状について。

医療従事者やライフラインを支える方が安心して

働けるためにも休業時の子供たちの居場所として

保育所、幼稚園、児童クラブを開けておく必要が

ありますが、預け先の保育所、幼稚園、児童クラ

ブ等の現状について把握されているところについ

て伺います。

（４）、圏域住民の不安を払拭するための対策

について。①、感染症に疑問を持つ住民への分か

りやすい誘導策の確立について。地域での病院の

機能分担により発熱外来、病院を指定し設置され

れば、市民への案内もスムーズに示すことができ、

一般の外来患者や入院患者へのリスクを少なくす

ることができると考えますが、現在そうはなって

おりません。秋から冬にかけ通常のインフルエン

ザ等の発熱患者も出てくることが予想されること

から、コロナ感染を疑う患者についての分かりや

すい誘導策についてお伺いいたします。地域外来

検査センター（仮称）の設置について。各病院の

負担軽減策としてコロナ陽性を疑う人専門に扱う

地域外来検査センターを設置している自治体事例

もあり、これら設置の取組の考え方について伺い

ます。

（５）、名寄市新型コロナウイルス感染症対策

本部の課題について。①、上川北部圏域自治体と

しての感染症対策本部設置の考え方について。名

寄市単独ではなく、上川北部圏域自治体として感

染症対策本部設置を働きかける方向性を打ち出し

てはどうかと思っております。道北圏域をカバー

する名寄市立総合病院の役割や北海道の出先機関

としての保健所も管轄は和寒以北中川までのエリ

アであります。また、買物などで名寄まで来てく

れる方の人的な移動エリアで捉えたときに圏域自

治体として考え、感染症対策を講じたほうがスケ

ールメリットを生かすことができるのではないか

と思うのですが、いかがでしょうか。考え方を伺

います。

②、医療従事者の人材確保対策について。さき

に触れたことに関連し、特に人材確保が大きな課

題となりますが、当番医などのローテーションや

看護師等の応援体制なども考えられると思うので

すが、いかがでしょうか。

２、今後の経済対策と名寄市総合計画（第２

次）の補強について。（１）、長期化する新型コ

ロナ感染症での今後の経済対策について。短期間

での経済のＶ字回復は望めないと考えられること

から、長期的視点に立った経済対策が必要だと思

います。中小企業等への今後の経済対策や財政支

援への考え方について伺います。

（２）、幅広い市民影響の把握について。①、

事業所の全市的な影響調査の今後の進め方につい

て。事業所の影響調査は直接聞き取り、最も有効

な手だてを講じていくことが必要であると思いま

す。今後の考え方について伺います。

（３）、名寄市総合計画（第２次）の補強につ

いて。①、大きく見直しや補強が求められる事業

の洗い出し等の考え方について。観光ではインバ

ウンドに係る事業、交流事業、都市計画、コンパ

クトシティーに関わる事業、人手不足を補う事業

など今後のローリングで見直しや補強が求められ

ると思うが、考え方についてお伺いいたします。

②、コロナとの共生時代突入と言われる中での

社会基盤の新たな整備について。医療対策、通信

環境の整備促進と感染症拡大の背景に気候変動を

含む環境破壊があるとの指摘もあることから、環

境負荷低減の取組等の考え方や社会基盤の新たな

整備について伺います。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま佐久間

議員からは大項目で２点にわたり御質問いただき

ました。大項目１の小項目１のうち①から③、小

項目４及び小項目５は私から、小項目１の④及び
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小項目２については病院事務部長から、小項目３

は教育部長から、大項目２の小項目１及び２は産

業振興室長から、小項目３は総合政策部長からの

答弁となりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１の新型コロナウイルス感染症

と圏域の対策について、小項目１の保健所と本市

に関わる連携、機能強化についてお答えいたしま

す。１つ目の市立総合病院、保健センター、消防

等と保健所との連携についてですが、新型コロナ

ウイルス感染症は感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律により指定感染症に指

定されており、その感染症対策は国及び都道府県

において行うものと規定されています。そのため、

感染者の情報や感染症指定医療機関の体制などに

ついては北海道が管理し、本市には名寄保健所を

通じて情報提供が行われることとなります。御質

問の市立総合病院、保健センター、消防などと保

育所との連絡、連携、情報共有につきましては、

通常業務においても不可欠なものであり、随時行

ってきておりますが、今般の新型コロナウイルス

感染症の対応に関しましては２月８日に名寄保健

所主催で会議が開催され、圏域内の自治体、消防、

警察等が集まり、おのおのの役割、連携、協力体

制等について確認してきております。その後、感

染拡大防止の観点から参集しての会議等が行われ

ておりませんが、適宜情報提供などを行っていま

す。

２つ目の保健センター等への感染症についての

問合せ状況についてですが、本市においては北海

道が独自の緊急事態宣言を発出した２月２８日よ

り前の２月２５日に感染症対策本部を設置し、新

型コロナウイルス感染症への対策を講じてまいり

ました。現在に比べて各部局での情報も少ない時

期だったため、市民からの問合せは感染症対策本

部の事務局を担う保健センターにおいてワンスト

ップで受け止めることとし、４月末までに１００

件を超える電話のお問合せがありました。その内

訳といたしましては、４月中旬までは市内での発

生状況や予防対策、公共施設の休館についてのお

問合せが多く、４月の下旬からは特別定額給付金

や企業向けの融資、補償に関しての問合せが増え

てきた状況にあります。なお、問合せ担当の職員

においてメンタルになった職員はおりません。

３つ目の感染症の疑いがある患者の緊急搬送時

に必要な資機材の充足状況と今後の備蓄について

ですが、新型コロナウイルス感染症疑いの患者や

感染者の移送は基本的に保健所で行うこととなっ

ていますが、保健所が対応し切れないとき、例え

ば重症で自ら自動車に乗り込めないようなときに

は保健所の指示により救急車による搬送となると

聞いております。消防では、新型コロナウイルス

感染症以外の感染症対策も想定し、救急搬送用の

資材は備蓄しており、現在数か月分程度の備蓄状

況があります。感染の拡大によっては資材の不足

も懸念されるため、計画的な資材調達を進めてい

く予定としております。

次に、小項目４の圏域住民の不安を払拭するた

めの対策について、１つ目の感染症に疑問を持つ

住民への分かりやすい誘導策の確立についてと２

つ目の地域外来検査センター（仮称）の設置につ

いてお答えいたします。議員御提案のとおり、発

熱患者を最初に診察し、感染症の有無を調べる発

熱外来、また新型コロナウイルス陽性を疑う患者

を専門に扱う地域外来検査センターの設置が可能

であれば、一般の外来患者、入院患者へのリスク

軽減につながるものと考えております。しかし、

この上川北部圏域における医療を取り巻く状況を

見ますと、医師、看護師をはじめ臨床検査技師な

ども不足している状況にあり、新たな枠組みを整

えるのは現時点では難しい状況にあると考えてお

ります。限られた医療資源を有効に活用し、感染

を拡大させないようにしていくためには、簡単な

ことではありませんが、市立総合病院をはじめ各

医療機関の連携の下、感染症対策に特化すること

なく、地域の医療体制の充実を図ってまいります

ので、御理解をお願いいたします。
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次に、小項目５の名寄市新型コロナウイルス感

染症対策本部の課題について、１つ目の上川北部

圏域自治体による感染症対策本部設置の考え方に

ついてと２つ目の医療従事者等の人材確保対策に

ついてお答えいたします。新型コロナウイルス感

染症対策本部の設置につきましては、新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法第３４条第１項の規定

により緊急事態宣言が行われた場合、市町村長は

直ちに市町村対策本部を設置しなければならない

とされております。本市は２月２５日に感染症危

機管理対策本部を立ち上げておりましたが、国の

緊急事態宣言により新型コロナウイルス感染症対

策本部へと変更をしてきています。現行の法律上、

新型コロナウイルス感染症対策本部については広

域での設置は想定をされておりません。感染症対

策に関しては、スピード感を求められることも多

く、広域にすることによるスケールメリットより

小規模自治体での動き方が効果的なこともありま

すので、御理解をお願いいたします。また、先ほ

ど答弁で申し上げましたとおり、この圏域での医

療資源、特に人材については不足の状況が続いて

おります。圏域内での看護師の応援体制などにつ

いては現実的には不可能と考えられますが、感染

拡大時などにおいては北海道や医師会、看護協会

などを通じ派遣要請等を行い、人員の確保に努め

てまいりたいと考えております。今後広域での対

応が必要となった場合には、保健所が中心となり

取りまとめを行うとお聞きしているところであり

ます。

なお、６月１２日に上川総合振興局主催による

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見交換

会が、上川北部地域の市町村長、商工会議所会頭、

商工会会長などを参集し、北海道からの情報提供

及び各市町村の対応状況、国や北海道への要望な

ど意見交換が行われてきております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は、大項目１、小項目１の④、小項目２の①と②

についてお答えを申し上げます。

まず、ＰＣＲ検査の現状についてでございます

が、北海道内の現状は道立衛生研究所をはじめ１

０か所の保健所等でＰＣＲ検査が実施されており、

１日当たり最大で ４００人が可能とされており

ます。市立総合病院におきましては、名寄保健所

との連携の下で疑似症患者のＰＣＲ検査に対応し

てきたところでございます。今後第３波に向けて

ＰＣＲ検査体制の整備が求められているところで

ありますが、検査技師の育成、検査機器や試薬の

調達などを短期間で整備できる状況にはないと捉

えております。今後は厚生労働省で認可されまし

た唾液検査について北海道としても準備を進めて

いくということでございますので、当院としても

医師や看護師等の感染リスク低減のために対応し

ていきたいと考えております。

次に、中等症患者受入れ要請の対応と院内感染

防止対策についてでございますが、市立総合病院

は感染症病床４床を有する第２種感染症指定医療

機関でございます。今回の新型コロナウイルス感

染症対策では、２月４日の院内感染対策緊急会議

を開催して以降感染専門の医師、認定看護師等で

構成する院内感染対策チームを中心に道内におけ

る患者発生、流行状況に応じてフェーズを変更し、

職員の個人防護具、入院患者との面会制限、発熱

外来の必要性も含めて患者対応と感染防止に取り

組んできたところであります。特に道内でクラス

ターの発生が続いた緊急事態宣言時には、感染患

者発生、受入れ増加に備えて感染病床を別途確保

する必要があるため、各診療科の医師に協力を得

て、緊急性の低い予定待機手術、検査入院を控え

ていただくよう対応をいただいたところでありま

す。当初は感染対策資材、診療材料等が十分に供

給されない中で不安を抱えながらの診療となり、

対応に苦慮したところもありますが、この間国や

各企業、様々な市民団体からマスクやフェースシ

ールドなどの御寄贈いただいたおかげで感染資材
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も充足されてきました。幸いにして上川北部圏域

ではこれまで陽性患者が発生しておりませんが、

引き続き名寄保健所をはじめ関係機関との連携、

他病院の対応策、日本環境感染学会が示す医療機

関における対応ガイドライン等を参考に感染防止

に努め、状況に応じた対策を講じてまいります。

次に、救命救急センターを有する地方センター

病院としての機能維持と感染症対応との両立につ

いてでございますが、救命救急センターとしては

５月の連休から救急受診患者と医療関係者の感染

防止を図るため、発熱患者待合室を設置したとこ

ろでございます。救急受付時での検温にて発熱が

確認された方の動線を分けるとともに、発熱患者

に対応するスタッフは個人防護具を着用し、院内

感染防止に努めてきたところでございます。ゴー

ルデンウイーク５連休の受診状況結果からは、受

診者数の１割程度が発熱患者でございましたが、

ＰＣＲ検査対象となる患者が発生しなかったこと

から、現在は救急受付前を待合室に変更しており、

疑似症患者の受診対応についてはその都度名寄保

健所との連携を図り、対応してきたところであり

ます。このような対策を取る一方で、当院の役割

として急性期医療の機能を維持する必要もござい

ます。救急患者や術後患者の入院病床を確保する

ため可能な限り動線を分離し、迅速な検査体制を

整備するなど院内での感染防止対策に努めている

ところでございます。また、スタッフの確保につ

いてということでございますが、現状のスタッフ

で対応していくしかないと現在のところ考えてい

るところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは、大項目１

の小項目３、学校の休業等に伴う対策についてお

答えをいたします。

今年度に入り、新型コロナウイルス感染症対策

のため全国の小中学校が臨時休業になったことか

ら、国はＧＩＧＡスクール構想を加速し、災害や

感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時

においてもＩＣＴを活用した全ての子供たちの学

びを保障できる環境整備として、児童生徒の１人

１台端末の早期整備、学校内のネットワーク環境

の全校整備、ＧＩＧＡスクールサポーターの配置

経費の支援などについて対策を示してきました。

今後の取組につきましては、当初予算で計画をし

ている学校教育情報化推進事業の整備に加え、国

が示すＧＩＧＡスクール構想早期実現に向けた支

援を活用し、環境整備を進めてまいります。前提

の情報機器等の整備の内容としては、国の補助対

象となる全児童生徒数の３分の２に当たる端末の

整備、学校内での高速ネットワーク環境の整備、

ＧＩＧＡスクールサポーターの配置、普通教室や

特別教室への必要に応じた大型掲示装置の設置、

教育用パソコンの配置、タブレット端末保管庫の

整備、学校の情報通信環境の改善などに取り組ん

でいきたいと考えておりますけれども、現状では

相互対話式のオンライン授業ができる体制とはな

っておりません。オンライン授業を行うための課

題として、先ほど今村議員の質問にもお答えしま

したが、各家庭においてはパソコンなどの情報機

器の保有などインターネット環境の整備、情報通

信に係る経費、ズームなどの会議システムの設定

や運用の知識習得などが考えられます。学校の情

報環境については、全ての学校は市の回線を介し

てインターネットに接続しており、一度に多くの

児童生徒がアクセスした場合、通信障害の危険性

があることから、新たな光回線のネットワークル

ートなどが必要になると考えられます。学校がオ

ンライン授業を行うためには、分かりやすい授業

の構築やオンライン授業に使用するシステムの習

得、障害発生時の対応など専門的な研修が必要に

なると考えられます。以上のような課題が想定さ

れますが、一つ一つ改善するためにはどのような

方法が有効であるか調査、検証し、解決していか

なければならないと考えております。

次に、保育所や幼稚園などについては、３月２
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日から５月３０日までの期間幼稚園は休園措置を

取り、保育所においては通常開所していました。

保育所では自粛要請を行い、お休みいただける家

庭においては保育料の減額措置を実施し、できる

だけお休みに協力いただいております。また、幼

稚園においてもお仕事等で子供を預けなくてはな

らない家庭に限り一時預かり事業により子供の預

かり保育を実施しております。放課後児童クラブ

については、子育て支援の観点から学校休業の期

間公設児童クラブ、民間学童保育所の全てが早朝

から開所していますが、子供たちを感染症のリス

クから守るため家庭での保育が可能な場合はでき

るだけ利用を控えていただくようお願いし、利用

児童は全体の３割前後となっております。また、

３月から５月分利用料につきましては、利用した

日数分を日割計算するなど保護者の負担軽減を図

っております。通常であれば放課後の時間帯から

勤務する児童支援員ですが、午前中からの開所に

伴い勤務時間が超過となるため、児童センターの

閉館中は児童厚生員を各児童クラブに派遣し、業

務の軽減を図ってきております。今後もマスク着

用、アルコール消毒などの衛生対策や児童の体調

管理に配慮した安全、安心な施設運営に努めてま

いります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私からは、大項

目の２、小項目の１及び小項目の２についてお答

えいたします。

まず、小項目の１、長期化を見据えた新型コロ

ナ感染症に対する今後の経済対策についてお答え

いたします。本市では、新型コロナウイルス感染

症の影響に対する経済対策として、スピード感を

重視して、まず第１回定例会で市内中小企業等向

けの有利な融資制度及び飲食店で使えるプレミア

ム付き商品券事業の実行委員会に対する支援を議

決いただきました。続いて、５月８日の臨時会で

は第３弾となる追加の対策として、業種を絞らず、

影響の大きい市内の中小企業及び個人事業主の事

業継続を支援するための名寄市事業継続支援給付

金を議決いただきました。新型コロナウイルスに

よる市内経済への影響は、議員御指摘のとおり、

長期化が見込まれるほか、さらなる拡大も懸念さ

れるところでありまして、本市といたしましても

資金調達に必要な融資制度を継続するほか、次の

段階としては影響の度合いに応じてめり張りをつ

けた支援が必要と考えております。具体的には飲

食業、宿泊業、バス、タクシー業など業種ごとに

特徴的な固定費に着目した経済対策を検討してい

るところでございます。

次に、小項目の２、幅広い市民影響の把握につ

いてお答えいたします。議員言われますとおり、

新たな施策の検討、制度設計において現状や実態

の把握、関係者の声を反映することなどが重要で

あり、制度の効果にも関わるものと認識しており

ます。このことから、第１弾の融資制度や第３弾

の事業継続支援給付金の制度設計に当たっては名

寄商工会議所及び風連商工会が実施したアンケー

ト調査を基に経済団体、金融機関などの意見を踏

まえて検討いたしました。さらなる影響の長期化

及び拡大への対策として、次の段階の制度設計に

当たっては事業継続支援給付金への相談内容や申

請内容から業種ごとの影響の傾向を把握するほか、

各業界のキーパーソンから影響の状況を直接ヒア

リングするなどしておりまして、より効果的な対

策となるよう検討しているところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目２、小項目３、名寄市総合計画（第２次）の補

強について申し上げます。

２０１７年度に策定した名寄市総合計画（第２

次）は、昨年度から中期基本計画期間となり、１

年が経過いたしました。総合計画は３層構造とな

っており、１０年間の基本構想、市長任期と連動

した４年間の取組の方向性や重点プロジェクトを
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まとめた基本計画、具現化へ向けて取り組む実施

計画となっております。総合計画は、どのような

自治体を目指すのか、目指すべき都市像を定め、

実施計画を着実に推進することにより、将来像へ

近づけていくものと考えております。今般の新型

コロナの影響により、全国でいろいろな問題が浮

上し、国民の生活様式に大きく影響を与えました。

総合計画の見直しや補強が求められる事業の洗い

出しにつきましては、実施計画の中で必要な事業

については計上し、ローリングにより進捗状況な

どを確認するとともに、行政評価へとつなげ、Ｐ

ＤＣＡサイクルを回しながら実施していくものと

考えております。新型コロナの共生時代に突入し

たと言われる中で、社会基盤の新たな整備につき

ましては情報通信網整備への必要性について教育

環境も含め重要であると認識しているところであ

り、Society5.0時代の到来という意味でも民間事

業者や関係機関と連携を図り、光ファイバー整備

率１００％を目指して取組を進めてまいります。

また、厚生労働省より発出されております新しい

生活様式の実践例や北海道から発出された新北海

道スタイルなども参考としながらこれからの生活

基準が多くの人々に理解され、実践されるよう周

知活動にも注力し、今後も総合計画に即した事業

を展開してまいります。

以上、壇上からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） それぞれお答えいた

だきました。まず、再質問させていただきますが、

（１）の①、②、③、④について先にまとめて一

くくりで質問させていただきたいと思います。

それで、やっぱり情報提供と共有、このことに

ついて先ほど小川部長のほうからお答えいただき

ましたけれども、保健センターには１００件ぐら

い超える問合せがあったと。私保健所にも行きま

して、聞いてみましたら、これは上川総合保健所

管内ということで、ざっくりですけれども、２０

０件を超える問合せと。つまり住民が、やはり名

寄市の対策本部は頑張っておりますが、もう少し

分かりやすい形で住民に対して様々な周知をして

いく必要があるのではなかろうかと、この問題意

識を持っております。それで、なかなか個人情報

の関係もあって、答えられぬことが多々あるとい

うことは私もそれぞれ理解するところであります

が、特措法の８条の２項では新型インフルエンザ

等に関する情報の事業者及び住民への適切な方法

による提供ということがうたわれております。こ

れ先ほど部長は名寄保健所が報道したことについ

て、聞いたことについて市民に伝えるのだと言っ

ておりましたが、特措法のくくりではこういう住

民へのいわゆる情報提供についてこういうふうに

なっていますし、さらに政府の新型コロナウイル

ス感染症対策の基本的対処方針、ここにも情報提

供、共有について国民に対する正確で分かりやす

く、かつ状況の変化に即応した情報提供や呼びか

けを行うというふうになっています。それで、こ

こに具体的に書かれているのですが、発生状況や

患者の病態等の臨床情報等の正確な情報提供、国

民に分かりやすい疫学解析情報の提供、そして医

療提供体制及び検査体制に関する分かりやすい形

での情報の提供ということが書かれているわけで

す。それで、感染症防止はやっぱり市民の理解と

協力が何よりも必要だというふうに思っています。

そうすると、情報提供その第一歩でないかと。新

型コロナの治療方法など、市民のところでは実態

が見えない、理解ができない、そのことでの不安

が増加しているのではないかと、このように思う

わけであります。市民の行動、心理を考えた情報

提供が必要ではないかと。それで、特に緊急事態

が発せられまして、その時点では、こういうとき

はやっぱり少し踏み込んだ形で情報提供すること

がコミュニケーションにおける基本であって、信

頼構築に必要ではないかと考えております。情報

提供、共有について再度お考えをお聞かせいただ

きたいと。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。
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〇健康福祉部長（小川勇人君） 情報提供につい

ての御質問がありました。情報提供といいまして

も、今議員からありましたように、いろんな情報

提供があるかというふうに思っております。基本

的には感染者含めて北海道の情報提供によってう

ちのほうで情報提供できるものについてはきちん

としていきたいというふうに思っております。情

報提供をきちんとしないことによって混乱を招い

たり、またいろんな違った情報が流れたりするか

というふうに思いますので、そういった面では北

海道や保健所、そういったところの指示をしっか

り受けながら、必要な部分については市民にも今

後とも情報提供をしていきたいというふうに考え

ておりますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） ぜひ市民心理を考え

て、私保健所、道からの連絡がなかったら何もで

きないということでなくて、少し情報の関係で言

うとやっぱりぜひ前広にお伝えをいただきたいと

いうふうに思っています。今のお話、理解しまし

た。

それで、２つ目なのですが、北海道を通じて実

は国に要請していただきたいことがございます。

それは、この感染症対策の最前線に立っている保

健所職員の要員不足について、これ御承知かと思

うのですが、３５名の定員のところ３１名しかい

ないと。資格者としては保健師だとか薬剤師、栄

養士、獣医師が各１名欠員状態なのです。これ慢

性的な欠員でありますから、このあたりはぜひ、

それともう一つ、資機材の関係です。資機材の関

係でいうと、救急搬送のものは間に合っていると

いうようなお話ありました。しかし、まだ部署的

には足りないものも先ほど来のコロナの関係での

答弁でお聞きしていますから、消毒液だとか不足

のもの、こういったものもぜひ、充足している場

合いいのですが、私心配したのは特に消防、救急

搬送など対応する消防職員なんかの搬送時、疑似

感染症というか、そこら辺もやはり感染している

ことを前提にして運ばなければならぬということ

で、様々な資機材が必要だというふうに思うので

す。それで、特に医療用のサージカルマスクであ

るとか、それからあと運転席と後部座席を例えば

区切る養生テープ、シートといいますか、そうい

うもの、それから防護着などについてもこれ保健

所でちょっと不足していることなんかも聞いてい

ますし、特に緊急事態の場合、不足の資機材は互

いに融通し合っているというふうに思いますから、

ぜひこのあたり欠員の補充の関係は例えば北海道

市長会での要請行動、要請内容に組み込むことだ

とか、それから不足の資機材は上川総合振興局通

じて北海道や国への調達を要請をしていただきた

いと思いますけれども、このあたりについて再度

お伺いしたいと。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） まず、保健師等

の人材ということでありますけれども、これ保健

所に限ったわけではなくて、本市においても昨年

度も募集しましたが、なかなか確保できない、欠

員状態であります。これ全道、全国的に同じよう

な状況があるかというふうに思っております。そ

ういった面では、保健師の育成含めてしっかりと

した国や北海道の要請の取組をしてまいりたいこ

とも含めて、特に保健所がこの圏域の管内の要で

ありますから、そこがやっぱりきちんとした体制

が取れないということになれば万が一のために対

応も厳しい状況ありますので、そういった面につ

いては機会があれば北海道にもそういった要請等

もしていきたいというふうに考えております。

資機材につきましては、消防員については幸い

なことに感染者が出ていないということで、備蓄

している資機材について使用していないので、ま

だ数か月大丈夫だということでありますけれども、

今後長期化するという状況がありますので、特に

冬に向かってまた感染者が増えてくる状況も想定

されますので、備蓄できる状況については計画的

に今後についても対応してまいりたいというふう
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に思っております。また、各施設においても状況

も確認しながら市のほうで支援できるものであれ

ば支援をしながら対応してまいりたいと思います

ので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。ぜひ

そのあたりよろしくお願いしたいと。それであと、

いわゆる資格者の育成についても特に大学など通

じて大変期待されるところでありますから、ここ

は資格者の獲得に向けて、本市もそうですし、そ

れから道のほうにもぜひよろしくお願いしたいと。

お伝えお願いしたいと思います。

それから次に、（２）、（４）、（５）の関係

に移りますけれども、大体先ほど来御答弁いただ

きましたから、現状については理解したわけです

けれども、特に広域の考え方などについてはやっ

ぱり保健所が主導という形で理解しました。圏域

に対する関係について。

それで、質問なのですけれども、特に感染症、

先ほど来問合せなんかも１００件ほどあるという

お話もありまして、感染症に疑問や不安を持つ市

民、それから住民への分かりやすい誘導策につい

てなのですけれども、市民が理解しやすい形での

検査までの流れについてチラシや広報、それから

ホームページで周知を図っていただきたいという

ふうに思っております。図解やイラストなど使っ

た案内が有効的ではないかというふうに考えてい

るところであります。名寄の保健センターも厚生

労働省のホームページからこういうものや何かを、

イラストなるものは暫時広報などとともに配って

いただいているのですが、私もちょっと調べてみ

て、住民が何に心配しているのかということです。

それで、このことについてちょっと見て、調べて

みたのですけれども、このあたりはやっぱり東京

都が実は新型コロナウイルス感染症が心配なとき

という相談窓口についてのイラスト入りのものを

出しているのです。これあたりは誘導策としては

効果的ではないかというふうに考えているところ

であります。例えば、かいつまんで申しますと、

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓口につい

てという案内があって、かかりつけがいる場合と

か、それからいない場合、そして不安にただ思っ

ているだけということで症状が書いてあって、そ

れぞれ各医療機関だとかコールセンターだとか受

診相談窓口だとかに誘導しているやり方です。こ

こら辺名寄でも工夫されておりますけれども、検

査までの流れについて分かりやすい形での市民へ

の周知についての考え方について伺いたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 検査までの流れ

ということでありますけれども、議員も御承知の

とおり、検査をするかどうかということについて

は保健所のほうで聞き取りして、対応しておりま

す。その人がどういった行動歴があったり、症状

によって検査するかどうかということでいろんな

ケース、いろんなパターンがあるかというふうに

思っておりますので、それはなかなかそれを１つ

にまとめて流すと、逆にそれが混乱招くことだと

いうふうに思っていますので、市としてはやっぱ

り保健所のほうに速やかにつないで、保健所に適

切な対応、指示をしてもらう、そういったことが

一番だというふうに思っていますので、今回問合

せ来ていますけれども、そこで状況を聞くという

よりも保健所のほうにしっかりつないで、保健所

のほうで適切な対応してもらう、そういったこと

に主眼を置いて対応してきております。保健セン

ターで聞いてもそこで指示なり判断をできるので

はありませんので、問合せする方も二度三度と同

じことを繰り返して申さなければならぬという状

況ありますので、そういった面では保健所のほう

にしっかり対応してもらうような、そういったこ

とで市民に周知を、力を入れてきたところであり

ますので、御理解をお願いします。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 実は先ほども言いま
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したように、保健所、要員が満たされていないと

いう状況の中でいわゆる電話対応を受ける方も大

変な状況なのです。機能分担といいますか、保健

センターのほうも来ていると思うのですけれども、

やっぱり少しそういう、電話だけに労力を割くこ

となく、スムーズにあなたはどこに、かかりつけ

医ならかかりつけ医に案内するだとか、いわゆる

病院にも電話が来ると思うのです、いろんな形で。

ぜひそこら辺もう少し住民の何が一体心配なのか

ということについて、いわゆる市民感情のところ、

やっぱり分からないことについて不安なのです。

そこら辺についてやっぱりもう一回御検討いただ

きたいと思います。

時間ないので、次移りますけれども、地方セン

ター病院としての機能維持と感染症対応の両立に

ついての関係でお伺いします。それで、特に市立

総合病院は地域医療支援事業を広域的に推進して

おりますし、医師派遣も手がけられております。

それから、名寄市の定住自立圏構想の中で救急医

療の維持や確保対策、広域第二次救急医療事業、

それから救急医療啓発普及事業など、様々圏域医

療体制の充実を図っておられます。今後冬に向け

て心配なのは、通常のインフルエンザの発生も考

えられるわけです。それで、コロナとの区分けの

観点からの対処が非常に不安視されるのですけれ

ども、病院機能が麻痺しないような事前の対策が

求められているというふうに思いますが、このあ

たりの考え方についてお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） いわゆ

る今後の第３波というところへの御心配というこ

とだろうと思います。我々もいろいろ情報をつか

みながら準備をしていくこととしておりますけれ

ども、インフルエンザとの見分けというところに

ついては、これは今現在明確な指針はございませ

ん。どこの医療機関もその時期にまた再度感染が

拡大するということになれば、まずインフルを疑

うと。インフルが陽性か陰性か、その後コロナの

陰性、陽性を判定すると、こういった手順になる

であろうというふうに見ています。その時点で、

今回もこの緊急事態宣言中は人との接触が極力抑

制されたということでございまして、当院のイン

フルエンザの受診数は激減しております。やはり

感染管理が進めばそれだけインフルエンザも発生

しないということになりますから、また新型コロ

ナの感染が拡大するようであれば、また同じよう

な対策が取られれば同時にインフルエンザの拡大

というものも軽減されてくるだろうということに

なると思います。したがいまして、地域的にどれ

ぐらい発生してくるかということでございますが、

また発熱外来等を分けて設置して対応するといっ

たことになるのではないかと考えております。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。市立

総合病院だけが負荷をかけて様々なことに対する

対応するということでなくて、ぜひ対策本部とし

ていわゆるそれぞれの機能分けみたいなところも

地域の中でぜひ検討いただきたいというふうに思

うのです。あまり負荷がかかると事故のもとにな

りますから、やっぱり大変なことだというふうに

思うのです。しかも、いわゆる看護師さんだとか

医療従業員だとかが充足されて、ある程度大丈夫

だよと、体力あるなら大丈夫だよという、体力あ

るから大丈夫だよということであればいいのです

けれども、なかなかそういうことでもないという

こともありますから、ぜひそこら辺地域の中で、

例えばあなたのところは初期、発熱のところを担

当してねだとか、そういうことやっぱり区分けし

ていただければいいかなというふうに思っていま

す。これは要望であります。

学校の関係、移ります。それで、文科省が２０

１９年から２０２３年にかけて本格的に進めてき

ているＧＩＧＡスクールの構想について先ほど来

お話伺いました。オンライン授業の環境整備等々

についても今後考えていかなければならぬと思う

のですが、家庭学習支援について、ここについて
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地域格差だとか所得格差によって取り残されるよ

うな生徒が出ないように対策が必要ではないかと

いうふうに思っています。それと、併せてデジタ

ル化に伴う先生たちの研修だとかフォローアップ

が必要だというふうに思っていますから、特に新

たな作業でかなり事前準備に時間が費やされると

いうことなので、この手だてが急務だというふう

に思いますから、ここら辺の考え方について若干

お伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 家庭学習の環境につ

いてですけれども、ある調査によりますと現在の

名寄市内の児童生徒の家庭でインターネットとい

いましょうか、そういうようなものを使っての学

習ができる環境にあるのが６２％程度しかないと

いうことでございます。これにつきましては、今

光回線ですとかが家庭に通っていない家庭もあり

ますし、通っていても端末等がないという家庭も

あるのだろうというふうに思っております。学校

で学習するというのが基本と考えていますから、

家庭学習に対してのオンライン化といいましょう

か、そこに対して基準を置くということは考えて

おりませんけれども、例えばまた今後第３波、第

４波みたいな形で臨時休業が出てくるというよう

な、しなければならないというような状況等も考

えたときには、やはり今ＧＩＧＡスクール構想で

導入する端末等を例えば児童生徒に貸出しをして、

家庭で学習ををするときに使っていただくという

ような手段も、今後ソフト面といいましょうか、

いろんな導入に関してのソフト面の整備もあるの

ですけれども、ハード面の整備も併せて検討はし

てみたいなというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。時間

もないので、ぜひ光回線の関係も、先ほど来今村

議員に対する答弁でありましたように、これから

やっぱりデジタル化、ここをしっかり進めながら、

一人も落ちこぼれのない生徒について支えていた

だきたいというふうに思います。

最後になりますけれども、大項目の最後の２の

今後の経済対策と名寄市総合計画（第２次）の補

強についての関係です。それで、事業所に対する

経済対策についてお話伺いました。多分このたび

の補正のところでも事業所に対するところの補正

は出ると思います。一番問題なのは、やっぱりい

わゆる働いている方、従業員の方向けの支援策に

ついて、例えば店を休業してくれと休まされたと、

あるいはパートで勤めているはずだったけれども、

コロナで働けなかったと。その間の休業補償も出

ないというようなことなどもあります。ぜひ生き

ることを支える行政施策について考え方を最後に

お尋ねして、ぜひ幅広い市民影響の調査も含めて

最後にお願いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 働く方に対して

の支援ということでは、国のほうで雇用調整助成

金ですとか保護者の方の支援というのがございま

す。私ども市としては、今事業所に対しての支援

をさせていただいておりますけれども、事業所の

継続を支援することで雇用を守るということで市

としては考えております。そのほか国の制度につ

いても活用していただいて、雇用についてもサポ

ートしていければと思っているところでございま

す。

〇議長（東 千春議員） 以上で佐久間誠議員の

質問を終わります。

冬季スポーツの拠点化について外１件を、清水

一夫議員。

〇９番（清水一夫議員） 議長から御指名いただ

きましたので、通告順に従い、大項目２点にわた

って質問させていただきます。

大項目１、冬季スポーツの拠点化についてであ

ります。名寄市総合計画（第２次）中期基本計画

の３つの重点プロジェクトの中の一つに冬季スポ

ーツ拠点化プロジェクトがあります。本文には、

本市の自然環境、施設環境の強みを生かして冬季
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スポーツの拠点化を目指すためにスポーツ合宿、

大会誘致と併せてジュニア世代の育成強化を推進

するとともに、冬季スポーツを通してふるさとへ

の誇りと愛着を持てる人材の育成に取り組みます

とうたっております。私も同感でございます。こ

のことを踏まえて、以下小項目３点についてお伺

いします。

小項目１、人工降雪機の導入について。ピヤシ

リスキー場は、地球温暖化の影響か、近年は降雪

時期の遅れ、また降雪量も少なく、スキー場のオ

ープンは早くて１２月中旬か下旬で、このことは

スキー場経営にも影響を及ぼしています。このよ

うにスキー場オープンは自然の雪に頼るのではな

く、人工的に雪を降らす人工降雪機を導入し、併

せてインジェクションで強制的に水を注入して、

国際規格のバーンを整備することができるのと早

期にオープンすることができます。なぜならば、

名寄は１０月下旬からマイナス気温になり、１１

月半ばには雪が降り、人工の雪と自然の雪のミル

フィーユ状態の最高のバーンが整理でき、１１月

下旬も１２月初旬にスキー場をオープンすること

ができます。このことは、早く雪の上でトレーニ

ングを望む全国の高校、大学、社会人の選手、監

督、コーチは名寄に合宿を張り、選手強化に努め

ることでしょう。また、地元のジュニア世代の育

成強化を推進し、ついては全国大会規模の大会誘

致とスキー場経営安定化に寄与するものと思慮し

ますが、理事者の御見解をお伺いします。

小項目２、全日本学生スキー選手権大会の誘致

について。全日本学生スキー選手権大会は、同一

地域で各種目、アルペン、ジャンプ、コンバイン

ド、クロカンの同時開催であります。昨年の大会

は２月２４日から２７日にかけて秋田県鹿角市で

開催されました。全国で同一地域、同種目、同時

開催できるのは、秋田県の鹿角、長野の白馬、北

海道では名寄だけと私は思っております。２月の

鹿角市内の大会は、雪不足で大会コース係をはじ

め各大学のコーチ、監督がコース整備に加わり、

大会はバーンを作り上げたとスキー雑誌に掲載さ

れておりましたが、２月のピヤシリスキー場は全

く雪不足の心配はございません。この優位性もＰ

Ｒし、関係団体と連携して、大会誘致に向けての

理事者のお考えをお聞かせください。

小項目３、小中学校のスキー授業の現状につい

て。冬季スポーツ拠点化プロジェクトの本文の後

段に冬季スポーツを通してふるさとへの誇りと愛

着を持てる人材の育成に取り組むとうたっており

ます。名寄は雪質日本一、ふるさとへの誇りと愛

着、冬の体育授業はスキー授業に特化してもよい

ものと思っておりますが、改めて小中学校のスキ

ー授業の現状及び体育授業はスキー授業に特化、

このことについてお伺いします。

大項目２、防災について、ここでは小項目２点

質問させていただきます。小項目１、避難訓練に

ついて。本年度の市防災訓練は、夏期の防災セミ

ナーと冬期の防災訓練を計画しているとお聞きし

ました。名寄市の災害の最大の脅威は水害、この

ことについては理事者も共通の認識であると思っ

ております。なぜならば、東に名寄川、中央に風

連別川、西に天塩川の１級河川が存在し、中州に

市街地を形成、名寄市洪水ハザードマップを見ま

すと、名寄地区の市街地は緑丘地域を除く一帯が

床上浸水となっています。このような災害特性が

あるにもかかわらず、なぜ夏期の避難訓練をしな

いのか、理事者の見解を伺います。

小項目２、コロナ禍における災害時の対応につ

いて。今なお新型コロナ感染症拡大が懸念される

中、自然災害が発生した場合、避難所の開設につ

いて資材等の事前準備、また各部の行動とその連

携はどのようになるか、そのお考えについてお伺

いします。

以上で壇上からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 清水議員から大

項目で２点にわたり御質問いただきました。大項
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目１、小項目１については私から、小項目の２は

総合政策部長、小項目の３は教育部長、大項目２

は総務部長からの答弁となりますので、よろしく

お願いいたします。

初めに、大項目１、冬季スポーツの拠点化につ

いて、小項目の１、人工降雪機の導入についてお

答えいたします。さきの議員協議会で御報告した

株式会社名寄振興公社の中長期にわたる経営方針

におきまして、ピヤシリスキー場については名寄

市民及び近隣住民を対象にした足元マーケットを

大切にする営業活動を軸にキッズパークの充実や

スノーイベント、各種大会誘致などスキー場の魅

力向上に努めるとしております。また、施設整備

については、老朽化した施設も多く、恒常的に経

費がかかるため計画的な改修を基本としながら、

インバウンド獲得に向けスキーヤー、スノーボー

ダーなどの増加、育成などを念頭に戦略的な改修

を検討するとしております。市といたしましては、

新型コロナウイルスによる影響からの回復状況を

見極めながら、試行期間から本格稼働に向け市民

を含め周辺住民の利用、インバウンド対策、さら

には冬季スポーツ拠点化といった市の施策を推進

するため、指定管理施設であるピヤシリスキー場

の施設整備について中長期的な検討を進める中で

人工降雪機の導入を含めた設備投資についても研

究してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目１、小項目２、全日本学生スキー選手権大会の

誘致について申し上げます。

スポーツ大会の誘致については、総合計画中期

計画の冬季スポーツ拠点化プロジェクトの成果項

目にも定めているとおり、重要な事業の一つであ

り、人口減少が進む中でスポーツによる交流人口

の拡大は地域経済にも大きな役割を果たしており

ます。全日本学生スキー大会の誘致ですが、昨シ

ーズンは、議員からもお話がありましたけれども、

２月２４日から２７日の日程で秋田県鹿角市で開

催されております。アルペン、クロカン、ジャン

プ、コンバインドの４種目で ０００を超えるエ

ントリーがあり、本市で開催しているＪＯＣジュ

ニアオリンピック全日本ジュニアスキー選手権と

同様に大変大きな大会になります。数年前に大会

開催の打診がありましたが、４種目の同時開催が

可能な設備とスタッフ確保に課題があったことや

当時ジュニアオリンピックの誘致が進んでいたこ

ともあり、お断りした経緯があります。誘致活動

については、大変大きな大会ですので、地元の競

技団体や旅館業、関係機関にも相談しなければな

りませんし、ジュニオリ大会の誘致活動とのバラ

ンスも図っていかなければなりませんので、慎重

に対応してまいりたいというふうに考えておりま

す。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは、大項目１

の小項目（３）、小中学校のスキー授業の現状に

ついて申し上げます。

学習指導要領では、自然と関わりの深いスキー、

スケートなどの指導については学校や地域の実態

に応じて積極的に行うこととしております。ゲレ

ンデスキーについては、現在、学校、学年によっ

て若干の違いはあるものの、多くの小学校と中学

校１、２年生で１０時間前後の時数を確保し、実

施しております。多くの小学校では、１年生は学

校の校庭や築山などを使って学習をし、２年生以

上につきましては、風連スキー場やピヤシリスキ

ー場で事業を行っております。指導に当たっては、

例えば小学校の低学年では緩やかな斜面を登る、

スピードをコントロールして登ったり、曲がった

り、止まったりすることができるなど、中学年で

は緩い斜面で滑らかにターンすることができるな

ど、高学年ではプルークターンやパラレルターン

することができるなど、各学年の段階に応じた技

能を身につけさせることになってございます。し

かし、スキーについては子供の興味、関心、経験
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や技能の個人差が大きいことなどから、学年の段

階に応じた技能を身につけさせるためには一人一

人の技能の程度に応じたきめ細やかな指導が求め

られております。このようなことから、各学校の

スキー授業では指導の充実や安全確保の観点から

担任１人が指導をするのではなく、校内の他の教

員や支援員、ＰＴＡやボランティアなど外部の人

材の協力を得て、複数の指導者による指導体制を

取っております。今後も子供たちが一層スキーの

楽しさを感じたり、上手に滑ることができるよう、

またふるさと、名寄の自然により深い愛着を持っ

て、スキーに親しんだりできるようスキー授業に

おける指導方法を工夫するなどの取組を各学校に

お願いしていきたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは、大項目２、

防災についてお答えいたします。

まず、小項目１の避難訓練についてですが、本

市においてのリスクの高い災害については、議員

御指摘のとおり、水害であるということ認識して

おります。昨年台風第１９号がございまして、東

日本から北日本にかけての広い範囲で非常に強い

風を観測したほか、関東甲信地方や東北地方を中

心に広い範囲で記録的な大雨となり、全国１４２

か所で河川堤防が決壊するなどの甚大な被害が発

生しました。幸い本市においては大きな被害は出

ませんでしたが、近年の激甚化する自然災害を引

き起こす異常気象の中では本市も例外ではなく、

いつ災害が発生してもおかしくない状況と捉えて

おります。本市の対策としては、防災訓練や防災

セミナー、出前講座などを実施する中から災害に

対する心構えや避難行動の重要性など自助の力を

高めていただくことと自主防災組織の必要性を認

識していただくなど共助力の向上に向けて取組を

進めているところです。特に防災訓練については、

平成２９年度から昨年度までＦＩＧ―ａなよろ課

題を見つける避難訓練として最大規模の浸水を想

定し、参加された町内会の皆さんが実際に避難行

動を起こすことによって避難経路の危険箇所や地

域での共助における課題などに気づいていただく

ような水害に特化した訓練を実施してまいりまし

た。また、「確実な避難のために」と題して、水

害を想定した防災セミナーも開催しております。

今年度の防災訓練については、夏期に防災セミナ

ーを開催し、冬期に訓練を実施する予定をしてお

りましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に

より夏期のセミナーの開催については断念したと

ころです。先ほど申し上げましたが、本市の災害

リスクについては水害が最も高いという認識はあ

りますが、そのほかにも雪害、強風、竜巻、地震

やそれに伴う長時間の停電なども想定されること

から、様々な災害を想定して訓練を計画してまい

りたいと考え、今年度については冬期の訓練を実

施しようと、そういうことにさせていただきまし

たので、御理解願いたいと思います。

続きまして、小項目２、コロナ禍における災害

時の対応等についてお答えいたします。新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大が収まらない状況の

中で災害が発生し、避難所を開設する場合には、

十分な感染症対策を行うことが重要と考えており

ます。国や北海道からも避難所における新型コロ

ナウイルスの対応についての通知やマニュアルな

ども発出されておりますので、参考にしながら対

応できるように努めてまいります。避難所で必要

と考えられるマスクやフェースシールドについて

は既に備蓄しているところでございますが、その

他避難所での物品などについては全国的にも需要

が高くなっており、消毒液や体温計につきまして

は購入に時間がかかっている状況となってます。

不足している物品などにつきましては、各部署で

整備している備蓄品などもございますので、共有

しながら対応していきたいと考えております。ま

た、避難所の開設については避難スペースを確保

するため開設する箇所を多く設定することや避難

者から発熱やせきなどの症状が出た場合には専用
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スペースが確保できるような避難所のレイアウト

を行うなど、避難者の受入れ態勢を整えてまいり

たいと考えております。災害時の各部署の行動に

ついては、市の災害対策本部組織によりそれぞれ

の事務分掌に基づいて対応することになります。

また、災害時に職員が速やかに災害対応に従事で

きるよう各部署において職員の初動態勢マニュア

ルを作成し、それぞれの役割について整理してお

りますし、不測の事態が発生した場合などについ

ては本部会議などにおいて協議して対応してまい

りたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 答弁ありがとうござい

ました。それでは、再質問をさせていただきます。

大項目１の小項目１、人口降雪機の導入であり

ます。私は、３月２４日、予算審査特別委員会で

ジュニアオリンピックの誘致活動と人工降雪機の

先進地の調査研究として阿寒湖畔スキー場を提案

しましたが、ついつい発言に熱が入り、予特の委

員長から御指導を受け、不完全燃焼で終わりまし

たので、改めて再質問をさせていただきます。こ

の経緯です。前にスキー関係者とお話しする機会

があり、阿寒湖畔スキー場は三十数年前から人工

降雪機を導入して、アルペン競技のスキー合宿を

受け入れ、全日本選手権、オリンピック、世界ス

キー選手権の予選会を開催していると聞きました。

早速阿寒湖畔スキー場所長にアポを取り、現地に

赴き、お話をお伺いしました。人工降雪機の導入

とその経緯と現状についてお話しします。三十数

年前、全日本ナショナルチームのヘッドコーチの

古川氏から日本で１１月から雪上トレーニングが

できないかと提案がありました。当時理事で、現

在は北海道スキー連盟副会長、阿寒湖畔スキー場

所長、松岡氏が阿寒の１０年間の気象データを取

り、１０月２０日の朝からこの地はマイナス気温

になるということで、人工降雪機が稼働可能だと

判断し、行政にかけ合い、２台の人工降雪機を入

れ、８００メートルのスラロームコースを整備し

て、全日本ナショナルチームの合宿を受け入れ、

現在は７台の人工降雪機とインジェクションで１

１月中旬から国際規格のバーンを整備、１２月初

旬から日本各地から高校、大学及び社会人の選手、

監督、コーチの合宿を受け入れ、朝７時からコー

スを開放し、ローテーションで練習に励んでいま

す。また、今年は２０３０年の札幌オリンピック

招致を見据えて、オーストリア、ドイツ、スイス、

スペインのチームが合宿を行ったとお聞きしまし

た。大会のＦＩＳ公認のレースが１２月に４レー

ス、また１２月の下旬には全日本選手権、オリン

ピックと世界選手権の予選会及び苗場のワールド

カップの出場をかけた大会、３月にも３レース、

３月の初旬の大会には１２か国６０人の外国人選

手が参加とお聞きしました。ここで阿寒湖畔スキ

ー場の将来展望について質問しました。阿寒湖畔

スキー場は、阿寒湖を核として冬の観光リゾート

地として開発したいというふうに答えられました。

こちらから、だったら１２月の合宿受入れは厳し

いのではないですかと、こう言った。そのとおり

ですと。だから、スキー合宿は、ぜひ名寄に人工

降雪機を導入して、スキー合宿を受け入れてほし

いのだと。２００名です、２００名。１２月初旬。

名寄が駄目であれば、旭川のカムイスキーリンク

スのスキー場かなと、こういうような発言をされ

ました。ここで私は考えました。ピヤシリスキー

場に導入できるのかなと。その利点を考えました。

もちろん名寄は１０月下旬から朝方マイナス気温

になること、人工降雪に必要な水がスキー場近く

に川があること、第４リフト側の斜面はコースの

距離、幅もあり、合宿関係者から好評であること、

冬季スポーツ拠点化事業の合宿、大会誘致に合致

する事業であること、最後に２０３０年、札幌冬

季オリンピック招致を見据えて、各国の練習地と

しての誘致可能性があること、このようなことを

踏まえ、人工降雪機の導入に当たり今言いました

ピヤシリスキー場の利点と、５月１５日には振興
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公社経営に関わる意見交換会、アドバイザー、株

式会社マックアース代表取締役ＣＥＯ、一ノ本達

己さんがピヤシリスキー場の対策の一つとして人

工降雪機の導入、設置は早期オープンの確定と合

宿誘致及び大会誘致ができると提言しました。今

理事者側の答弁で、研究してまいります、こうい

う答弁でありました。速やかに調査研究、銭かか

らぬのです。機械導入するわけではないのだから。

速やかに調査研究して、やるべきと思いますが、

再度答弁お願いします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 人工降雪機の導

入についてのお考えをお聞きいたしました。今、

まずコロナの影響で完全に落ち込んでいる状況が

ありますので、先ほどの答弁もありましたとおり、

まずは回復をまず見込みまして、その後に足元マ

ーケット、そして国内客、そしてインバウンドと

いうふうな段階を経て誘客を図っていく中で、今

名寄振興公社に民間の専門の会社からも派遣して

きていただいておりますし、議員からもありまし

た民間の知恵もお借りしながら研究していきたい

と考えております。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） もう一回言います。銭

かからぬのだって、調査研究は。そのぐらいの気

概があってもよろしいのではないですか。これ損

得勘定すると、人工降雪機入れたほうがずっとピ

ヤシリスキー場の経営安定化につながるのではあ

りませんか。まさしく冬季スポーツ拠点化事業の

本文に書いてある、そのとおりではありませんか。

再度答弁をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） では、私のほうから答

弁させていただきます。

まず、阿寒のほうにも行かれまして、様々な調

査していただきまして、ありがとうございます。

改めて敬意と感謝申し上げます。今のお話により

ますと、やはり合宿というところに一つ主眼が置

いてあると。議員御指摘のとおり、第４ロマンス

リフトのところが一番コースに適しているとあり

ますけれども、それに付随する様々な条件、公社

の中でも考えなければならないと思っています。

例えば人員の配置ですとか、その間はやはり宿泊

施設がそこに取られてしまう。それから、ちょっ

と先を考えると、インバウンドの皆様が来たとき

にどう対応する、様々な要因があると思いますの

で、一概にこれをもってそのままゴーサインとい

うところまでこの場では申し上げられないと思っ

ております。ただ、御指摘のとおり、調査研究に

ついてはお金かかりませんので、様々な選択肢の

中の一つとして中で公社も含めて調査研究してま

いりたいと思います。また、それに加えて、やは

り人工降雪機ですので、投資と、それからメンテ

ナス、ランニングコストの分もあるかと思います。

阿寒のお話ですと２台から７台に増やしたという

ことでありますから、これそれなりの効果があっ

たということでありますけれども、ピヤシリスキ

ー場でどのぐらいの規模が適切なのかもあるかも

しれません。様々な方面から一度公社の職員も含

めて調査研究させていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 速やかな調査研究をよ

ろしくお願いします。

それでは、２つ目、小項目２の全日本学生スキ

ー選手権大会の誘致についてであります。理事者

側から結論、回答は慎重対応ということでありま

す。速やかに、スキーだから、前傾姿勢で対応し

ていただきたい。それについて、なぜその提言を

したかについて私のほうからちょっと説明させて

いただきます。名寄には、スキー大会を開催でき

る自然環境、施設環境があります。全日本学生ス

キー選手権大会は、閑散期の２月下旬、２月は名

寄では全道、全国規模の大会はございます。３番

目、この大会規模を調査しました。加盟している

大学、男子１部、２部、３部、女子１部、２部、

合計で１９０校、大会の参加料から見る選手の数
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を数えました。アルペン １３０、クロカンおお

むね２１０、合わせて ３４０。この大会を名寄

で開催した場合、その経済効果、 ０００名来た

場合、大会４日間、先に現地入りするから、３日

間足して７日間、宿泊飲食代１万円、１日。する

と、 ０００万円。 ３００人であれば １００

万円の経済効果がございます。先ほど部長のほう

から問題点等も言われましたけれども、私も承知

しております。ジャンプ、クロカン競技の資材等

はおおむねそろっています。私も競技役員として

承知しております。しかしながら、アルペン競技

は大会を開くだけの資機材がございません。同時

開催ですから、タイム計測器、最低でも２つ要り

ます。それのための、アルペンであれば安全防護

ネット、可動式のポール、先ほど言いましたタイ

ム計測器がないのであります。２つ目の問題点は、

アルペンとクロカンを同時開催しますから、タイ

ム計測器を担当する係の方、残念ながら名寄地方

スキー連盟、人材不足であります。この問題点に

対する対策処置、３つありますけれども、１番目、

やはり主管となる大会来た場合、名寄地方スキー

連盟とよく調整をして、まず必要な資材等を購入、

３番目、タイム計測器を担当する係の育成が急務

だと思います。これを要請する。そのためにはロ

ーカル大会を開催、今年はコロナのために中止に

なりましたけれども、ローカル大会を開催する。

このようにして対策を講じて、先ほどは部長が慎

重対応と言わないで、前傾に積極的に前傾姿勢で

対応していただきたいと望むのでありますが、お

答えをお願いします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今議員のほうか

ら地域経済に及ぼす影響、非常にいい影響がある

という試算も含めて御提言をいただきましたけれ

ども、これまでの経験からもやはり大会誘致とい

うのはそういった絶大な効果があるというのは十

分承知しているところであります。でも、お話に

あったとおり、やはり競技団体等の中でも今おっ

しゃっていただいたような課題もありますし、設

備を含めた環境課題のクリア、実はアルペンに関

しては２００３年の国体開催以降大会がなく、そ

れ以降設備の更新もなされていないような状況で

ございます。市単独で大会を開催できるものでは

なくて、お話しのとおり、競技団体の全面的な協

力をいただきながら大会誘致等はやっぱり行って

いかなければならないですし、冬季スポーツとい

うのは私の認識でいうとやはり開催できる地域が

限られているスポーツでもあるということで、実

は私手元に資料があって、国内の大きな大会のカ

レンダーをちょっと持ってきたのですけれども、

いろいろなＡ級大会と言われる大会が矢継ぎ早に

入っているといったところで、これは開催可能地

域の中で、多分夏の間に全日本スキー連盟の中で

カレンダー会議があって、そこでスケジュールの

中で地域の落とし込みをしていくということであ

れば、議員おっしゃるとおり、我々とやっぱりス

キー連盟の皆様方と十分協議しながら、そこにつ

いては前傾ではなくて連携して動いていかなけれ

ばならないというふうに思っております。それぞ

れの課題がクリアされれば、今現在はまだジュニ

アオリンピックのほうを誘致したいというふうに

も考えておりますので、全ていろいろ課題がクリ

アされた段階で誘致活動については検討させてい

ただきたいというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） よろしく誘致のほう、

前傾姿勢で誘致活動、１つだけ情報。全日本学生

スキー連盟会長、若月等さん、市長は、知ってお

られると思うのですが、名寄のコンバインドチャ

ンピオン競技会に来ているはずなのです。今年は

来なかった。その前の年は来たということで、そ

のチャンスを逃がすことなく、しっかり誘致活動

をお願いしたいと思います。答弁はよろしいです。

よろしくお願いします。

それでは、小中学校のスキー授業で、先ほど１



－89－

令和２年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第３号

０時間、ということは２回ですよね、多分。多分

１日ピヤシリ、２回ぐらいだと思う。これを３回

に増やすことはできないか、御答弁のほどよろし

くお願いします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 御指名ですので、お

答えをさせていただければと思います。

冬期間のスキー授業の時数を増やせないかとい

う御意見だと思います。それぞれの授業時数につ

きましては、学校教育法の施行規則の中で定めら

れておりまして、各教科におきましては学習指導

要領において年間の授業時数が定められていると

ころでございます。この中で、体育の授業につき

ましては小中学校で９０時間から１０５時間の間

で授業を行うことになっております。そこで体育

の授業として取り扱う内容につきましては、

体つくり運動ですとか、器械運動、陸上運動など

の運動の領域、さらにはオリンピックやパラリン

ピックに関する指導者に講習をいただくですとか、

そういうような指導、さらに保健領域などがあり

ます。スキーにつきましては、総じて雪遊びです

とか雪上遊びなどの領域の学習となっているとこ

ろでございますけれども、全てのそういういろん

な体育の中の領域につきましては、学習指導要領

の中でバランスよく配置をしながら行うというよ

うなことでなっているところでございます。その

中には、地域の環境に応じた計画も当然入ってく

るというふうに承知をしているところでございま

す。本市の各学校のスキー授業、先ほど１０時間

程度というふうに申し上げましたけれども、総じ

てほかの上川管内の他の市町村の学校とほぼ同じ

ような授業時数、１０時間程度、ほかの市町村に

ついても大体おおむね１０時間程度ということに

なってございますし、本市におきましては他の市

町村にはございません地域の教育資源ということ

でカーリング場がございます。ここでまた３時間

程度名寄市については地域独自の教育資源を活用

した授業を取り入れているということでございま

す。そういうふうな状況を勘案しますと、現在の

ゲレンデスキーの授業、１０時間程度というのは

妥当な線ではないかというふうに考えているとこ

ろでございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） それでは次に、大項目

２、防災、小項目１、避難訓練について、これは

部長ではなくて、行政と私の考えの差異だと思い

ます。なぜ必要だと思うのかもう一回。名寄市の

地域の特性、これは承知して、共通認識でありま

す。災害特性。名寄市の地域防災計画に掲載され

ている水害等につきましては、平成２２年７月２

９日から５件ありましたけれども、これは割愛し

ます。ここで大事なのは、人的被害がなかったこ

とであります。そして、道北地域の近年の災害で

あります。平成２８年８月、幾寅、南グラウンド

です。空知川の堤防が決壊して、町が水没した。

平成３０年７月、雨竜川、石狩川が氾濫し、旭川、

深川、留萌、妹背牛、東川、床上浸水でした。こ

のときの線状降水帯、７０キロ。北にあったら、

発生したら名寄は甚大な被害になったと思います。

ここで、先ほど言いましたけれども、部長のほう

から発言ありましたけれども、台風１９号、昨年

の。１０月１２日、伊豆半島に上陸し、関東、東

北地方を縦断して、１３日の未明には福島県から

太平洋に抜けました。この間各地に記録的な大雨

をもたらし、長野県の千曲川、栃木県の秋山川、

茨城県の中川、福島県の阿武隈川、宮城県の吉田

川の河川の堤防が決壊し、濁流が住宅地に、これ

もテレビで見ましたとおりです。昨年の１１月７

日現で全国で９０人の方が亡くなりました。５人

の方が行方不明であります。また、国土交通省に

よれば、決壊した河川は７１河川、１４０か所が

決壊し、その１４０か所の８割が支流と本流の合

流点から１キロ以内、何が起こったのか。本流の

水かさが増して、支流の水が抜けられなくて、バ

ックウオーター現象です。バックウオーター現象。
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また、報道、上陸前から被害が広範囲に及ぶこと

が予想されるため、ＮＨＫはほぼ終日台風関連の

ニュースを報道、民放も１２日の朝から台風関連

の情報を伝えておりましたが、この中で特に気象

庁が強い言葉で命を守る行動を取るように呼びか

け、他にもこのことはメディアも同様に報道行わ

れましたけれども、残念ながら９０人以上の犠牲

者出てしまいました。また、自宅で亡くなった方

は７９％は６５歳以上の方であります。なぜ避難

しなかったのか。その要因の一つに、要因の一つ

です、考えられるのは正常性バイアスと呼ばれる

心の問題。正常性の偏見とも言います。自分は大

丈夫だと。津波や大雨、警報、避難指示が発令さ

れたとしても自分は大丈夫だ、大したことはない

だろうと過小評価してしまいがちになる心の動き

なのであります。このことも承知していなければ

ならない。ここで、平成２３年３月１１日午後２

時４６分、東日本大震災が発生。釜石の奇跡、こ

こで学ばなければなりません。岩手県釜石市内の

小中学校全児童、全生徒約 ０００人が即座に高

台に避難、生存率９ ８％。なぜ１００％ではな

かったか。ここに、地震直後に親御さんが子供を

迎えに来たのです。先生が高台に逃げましょうと

論しても、親御さんはその子引き取って、自宅に

逃げたのです。避難したのです。その直後、津波

にのまれて亡くなられました。この地域は過去３

回大きな津波がありまして、その教訓から津波て

んでんこという合い言葉があります。教えがあり

ます。要するに海岸で大きく揺れを感じたら津波

が来るから、親にも関わらず、自分勝手に、てん

でんばらばらに一刻も早く高台へ逃げて、自分の

命を守れという意味であります。この教訓に基づ

き、釜石市内の小中学校は群馬大学、片田教授の

指導の下、津波からの避難訓練を８年間重ねた成

果でもあります。名寄市の地域防災計画の推進で

災害時の被害を最小化する減災の考え方を基本方

針とし、たとえ被災したとしても人命が失われな

いための命を守る行動を最重要視し、災害に備え

るとともに、このようにうたっております。だか

ら、名寄で一番災害の脅威、水害に備えて、道北

地域の近年の災害、昨年の台風１９号の教訓、釜

石の奇跡から学ぶ命を守る行動、だから夏期の避

難訓練は必要でないでしょうかと言っているわけ

です。再考を強く要望します。回答はいい。

さらに、私は総務文教常任委員会の道内視察、

昨年、苫小牧市の防災について視察しました。視

察内容は、高橋委員長が報告されたとおりですが、

ここで特徴あること、防災訓練の曜日の設定につ

いて、当初平日に行っていたが、多くの市民が参

加できるよう休みの日に設定してほしいという具

申があり、土曜日に設定したそうです。まだまだ

多くの市民が参加できるように日曜日に設定して

ほしいと具申があり、今現在日曜日に設定して、

苫小牧の防災訓練は日曜日に行っています。それ

と、もう一つ、ここがすばらしい。苫小牧市の自

主防災組織の組織、８５町内会中２町内会は未活

動でありますが、７２の町内会が設立し、組織率

は８７％、その自主防災組織の世帯カバー率、市

内８万 ７０３世帯中７万 ９２０世帯で９０％

以上をカバーしているのであります。ここで理事

者側にこの防災訓練の設定も多くの市民が参加で

きるように日曜日に設定してもらいたいと思いま

す。また、苫小牧市の自主防災組織の高い組織率

及び世帯カバー率、これも見習うべきものがあり

ますので、どうか職員研修されてはいかがでしょ

うか。お答えください。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） いろいろ御提言いた

だきまして、どうもありがとうございます。夏の

ものとか冬の訓練のものはいいのですか。

（何事か呼ぶ者あり）

〇総務部長（渡辺博史君） そしたら、日曜……。

（何事か呼ぶ者あり）

〇総務部長（渡辺博史君） 防災訓練の開催日、

今清水議員のほうから日曜日開催できないかとい

う部分も含めて御提言いただきました。防災訓練
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の開催日につきましては、協力をいただきます関

係機関ですとか参加町内会などと調整して決めて

いる部分もございます。休日での開催につきまし

ては、そういう調整が整えば実施は可能とも考え

ております。訓練の内容によって参加する町内会

ですとか、あと人数などの設定も変動してきます

ので、あくまでも訓練の目標ですとか目的の達成

に向けて効果的な訓練となるように日程調整も含

めて、それは土曜だとか日曜開催も含めて調整し

ていきたいと考えております。

あと、苫小牧市、先進地ということで総務文教

常任委員会で行かれたということで、どうもあり

がとうございます。苫小牧市さんのほうにも確認

させていただきましたけれども、先ほど議員がお

っしゃっていました、最初土曜日だったのがやっ

ぱり多くの市民の皆さんに参加していただくよう

に日曜日開催になって、自主防災組織も含めて大

がかりにやっていると聞いています。２年に１回

ということなので、今年はないというのは確認さ

せていただいています。先進地の視察ということ

で、苫小牧市に行かれたらどうだという御意見を

いただきました。そういう部分でありましたら、

職員研修の位置づけも含めて、可能かどうかも含

めて検討していきたいと思いますし、自治体です

とかそれぞれの地域によって防災に対する意識で

すとか、そういう自主防災組織の考え方、設立状

況なんかも変わってきますので、そこそこでいい

ところがあるというのもあります。全てを取り入

れることはなかなか難しいというところもありま

すが、先進地の参考になる取組につきまして、名

寄市の防災の取組に生かせるものにつきましては

生かしていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 最後に、コロナ禍にお

ける避難所の開設、これについて、検証、訓練は

するのでありますか。その検証、避難所開設のた

めの検証、訓練はするのでありますか。これを最

後の質問とします。よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 訓練といいますか、

避難所を開設するに当たって、先ほど申し上げま

したけれども、受付から始まって、もしちょっと

熱が、具合が悪い人は違うところへ行ってもらう

だとか、そういう部分、そしてまたもしコロナの

感染の可能性があるなら消防ですとか病院なんか

も連携していかなければならないところも、消防

だとか病院とか保健所ですとか、そういう部分と

連携していかなければならない、そういう部分も

出てくると思いますので、訓練というよりは様々

な機関と協議を進めていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 以上で清水一夫議員の

質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ４時３２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 佐久間 誠
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署名議員 三 浦 勝 秀
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

コロナ禍における事業及び予算の執行状況につ

いて外１件を、倉澤宏議員。

〇２番（倉澤 宏議員） おはようございます。

議長より御指名をいただきました。通告順に従い、

大きく２点についてお考えをお聞きしてまいりま

す。

質問に入る前に、この地域においてこの間新型

コロナウイルスの感染拡大に配慮しながら業務に

当たられている医療、介護、また各種サービス業

に従事されている皆様、併せて各種相談、また定

額給付金支給事務、マスクの配送など通常にはな

かった業務に当たられている保健所、市役所、郵

便局の職員の皆様をはじめとする感染防止対策に

従事されている全ての公務労働者の皆様にこの場

を借りて心からの感謝を申し上げるとともに、敬

意を表させていただきます。

それでは、質問に入ってまいります。大項目１、

コロナ禍における事業及び予算の執行状況につい

てと。昨年度末からこれまで新型コロナウイルス

感染拡大の影響により本市における様々な事業や

各種イベントが実施を取りやめている状況が続い

ておりますが、そこで小項目１、本年度において

中止、または中止が見込まれる事業についてお伺

いをいたします。本年度実施を計画し、予算計上

していた事業で、現時点において既に実施を取り

やめた、また取りやめを決定した名寄市、名寄市

教育委員会主催事業及び補助金、負担金の交付団

体等の主催事業についてお知らせをください。

続きまして、小項目２、代替事業の検討状況に

ついてお伺いいたします。中止となった各種事業

において、その事業に代わる感染拡大につながら

ない代替事業について決定、もしくは検討されて

いるものがあれば、現在の状況についてお知らせ

をください。

小項目３、歳入歳出予算の組替えについてお伺

いをいたします。中止となった事業について、今

後において代替事業が組まれず、その事業に計上

していた予算の執行がなくなった、また執行の見

込みがなくなった事業費を年度内の補正予算の中

で減額し、款項またぐものも含め感染症対策等に

係る事業の財源としての組替えについてのお考え

についてお知らせをください。

次に、大項目２、公共事業と施設整備について

と。本年４月より名寄市のまちづくりにおけるグ

ランドデザインを示す見直された名寄市都市計画

マスタープラン、またそれに包含される名寄市立

地適正化計画の計画期間がスタートし、人々が集

いにぎわう魅力と活力にあふれた拠点づくり、将

来にわたり安心、快適に暮らせる市街地づくりを

実現するための誘導施策の実施、また誘導施設の

配置に期待が持たれるところです。

そこで、小項目１、立地適正化計画に係る施設

整備についてお伺いをいたします。先般加藤市長

の行政報告にもありましたけれども、今年度実施

予定の建築課予定委託業務として、瑞生団地整備

事業基本設計業務委託及び保育所整備基本設計業

務委託がそれぞれ建設工事等の発注予定表の中に

記載がされており、瑞生団地整備事業については

７月から来年の２月、保育所整備については８月

から来年の２月の予定工期となっております。い

ずれの施設もさきに申し上げました名寄市立地適
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正計画に係る居住誘導区域、都市機能誘導区域と

の連動が伴う施設であると考えますけれども、発

注予定表の事業の中でも発注が間近に迫る中で、

この２つだけ場所が未定となっているといったと

ころから、それらの施設の建設場所の検討状況、

基本設計から実施設計、また施設の供用に向けた

スケジュールについてお知らせをください。

小項目２、当初予算と予定価格の積算について

お伺いいたします。名寄市の公共事業における今

年度執行された入札について、掲示されている入

札結果を拝見していると、入札の不落などが複数

件見られます。当初予算の積算と発注時の予定価

格の積算との整合性についてお伺いをいたします。

最後に、小項目３、公有地等の活用についてお

伺いをいたします。本年２月２５日、名寄庁舎に

隣接していた名寄警察署が新庁舎へ移転をしまし

たが、予算委員会の中、総括質疑でも出ていたと

記憶しておりますけれども、旧警察庁舎の用地に

ついて、老朽化がさほど進んでいない武道の訓練

を実施していた道場棟の活用を含め取得に向けた

考えについてお伺いをいたします。

また、大橋地区にある名寄市食品加工流通団地

について、当初名寄市土地開発公社において造成、

また企業誘致を含め食品加工、製造業を中心に分

譲を行い、現在に至っていますが、現在団地の区

画２筆が遊休市有地として、売却物件としてホー

ムページに掲載されております。売却に当たり、

用途及び製造業や食品加工業との業種の指定のお

考えはあるのかお伺いをいたします。

以上、この場からの発言とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） おはようございます。

倉澤議員からは大項目で２点にわたって御質問を

いただきました。大項目１と大項目２の小項目３

は私から、大項目２の小項目１及び小項目２は建

設水道部長からの答弁となりますので、よろしく

お願いいたします。

それでは初めに、大項目１、コロナ禍における

事業及び予算の執行状況について、小項目１、本

年度において中止、または中止が見込まれる事業

について申し上げます。御案内のとおり、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響により、本市にお

きましては予定していた多くの事業が中止や延期、

または規模を縮小して開催せざるを得ない状況と

なりました。御質問の現在までに中止となった、

または中止が見込まれる主な事業としては、４月

３０日にＥＮ―ＲＡＹホールで予定していた「新

・ＢＳ日本のうた」の収録、５月２７日に予定し

ていたチャレンジデー、６月１９日、２０日に予

定していたふうれん白樺まつり、毎年７月１０日

に開催している平和音楽大行進などが挙げられま

す。また、中止ではありませんが、例年５月下旬

に開催しているなよろアスパラまつりは、なよろ

アスパラまつり特別企画として感染拡大防止の観

点を踏まえた内容での実施となりましたし、５月

３日に予定していた憲法記念ハーフマラソンは現

状で延期とし、９月頃の開催を目指して調整して

いるところでございます。

次に、小項目２、代替事業の検討状況について

申し上げます。新型コロナウイルス感染症拡大の

影響で中止となった各種事業の代替事業について

は、実行委員会などの事業実施主体で検討してい

るものと思いますが、現状において把握している

事業はありません。新型コロナウイルス感染症対

策がいまだ先行きが見通せない状況の中、感染拡

大防止策であるいわゆる３密の回避や準備期間の

確保、他行事との調整など一旦中止となった事業

の代替事業の実施は難しいと思われますが、議員

おっしゃるとおり、主催団体において創意工夫の

中、感染拡大につながらない形での代替事業を実

施する場合には市として支援していきたいと考え

ております。

次に、小項目３、歳入歳出予算の組替えについ

て申し上げます。本市では、新型コロナウイルス

感染症拡大に関して経済対策をはじめ様々な支援

策を実施しておりますが、これらはいずれも急を
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要するものであり、令和２年度一般会計予算など

の補正予算の審議の中で財源はいずれも財政調整

基金など基金を計上させていただき、御議決いた

だいたところでございます。新型コロナウイルス

感染症拡大の影響により中止となった事業の予算

執行残については、感染症対策を含めて様々な事

業に活用すべきものと考えております。今後新型

コロナウイルス感染症の拡大防止と経済活動の両

立を図るための新しい生活様式の推進に当たり、

予算の組替えを含めて限りある財源を有効に活用

しながら様々な施策に取り組んでまいります。

次に、大項目２、公共事業と施設整備について、

小項目３、公有地等の活用について申し上げます。

名寄庁舎に隣接している旧名寄警察署用地につき

ましては、名寄警察署移転後市で跡地利用したい

旨希望を伝えておりましたが、北海道警察より名

寄警察署施設のうち道場棟においては建築年次が

新しいことから、残存価格が残っており、まずは

北海道の他部局や名寄市を含む公共団体で活用す

る予定がないか確認することとしている旨回答が

あり、道場棟においては北海道の規則上残存価格

での売却とならざるを得ないこと、また使用する

には別途電気、水道等の工事が必要となる旨説明

がありました。本市としましては、道場棟を会議

室や倉庫として活用できないか検討したところで

ございますが、多額の費用を要して道場棟を取得

し、改修工事を行うことはできないと判断し、そ

の旨北海道警察に報告したところでございます。

その後、令和元年１１月、北海道より道有未利用

地の取得希望について照会があり、施設解体後の

土地取得を希望する旨回答しているところでござ

います。

次に、食品加工流通団地についてでありますが、

御質問のとおり、流通団地内の２区画について売

却先を公募しております。売却条件は、他の売却

用地と同様、契約後５年以内の有効活用、更地の

ままの第三者への移転禁止等となっており、流通

団地のみの条件設定はございません。市としまし

ては、流通団地造成の趣旨にのっとり、企業進出

により市内に雇用が発生することが一番望ましい

と考えておりますが、未利用市有資産を有効に活

用するため広く売却先を公募しているところであ

ります。今後につきましても当該未利用地につき

ましては企業誘致と売却の両立を進め、未活用財

産の活用を図ってまいりたいと考えておりますの

で、御理解願います。

私からは以上です。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） おはようござい

ます。私からは、大項目２、公共事業等施設整備

について、小項目１、立地適正化計画に係る施設

整備について申し上げます。

名寄市立地適正化計画は、人口減少や厳しい財

政状況の中で持続可能な都市経営を目指し、都市

機能を集約する都市機能誘導区域や人口密度を維

持することで行政サービスの持続的な提供を目指

す居住誘導区域を設定し、コンパクトなまちづく

りに向けた取組を進めようと策定したところであ

ります。これからの公共施設の整備においては、

こうした誘導区域を十分に考慮し、名寄市公共施

設等総合管理計画などとも連携しながら施設の再

配置や複合化などに取り組んでいく必要があるも

のと認識しているところでございます。そのため、

本年度より事業開始となる瑞生団地整備事業や保

育所整備事業においては、将来的なまちづくりの

視点から立地適正化計画の考え方に基づいた拠点

形成の実現を目指し、市民の利便性や機能性の高

い役割を担う施設となるようその建設場所につい

ては総合的な見地から適地の選定を行い、瑞生団

地については７月下旬までに、保育所については

８月中旬までに建設場所を決定し、議会や市民の

皆さん、利用者の方にお示しする予定でおります。

次に、今後のスケジュールですけれども、両施

設とも本年度中に建物の配置や平面構成など施設

の基本性能を整理し、令和３年度の実施設計で詳

細設計をまとめ、その後建設工事に進んでいきた

令和２年６月１８日（木曜日）第２回６月定例会・第４号
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いと考えております。

次に、小項目２、当初予算と予定価格の積算に

ついて申し上げます。当初予算における積算方法

ですが、工事案件で申しますと、まず国や北海道

が示す積算基準などによって事業の数量をはかり、

この数量に北海道が作成している標準単価や業者

の見積りから単価などの算定を行い、これに次年

度の物価変動などを見込み、確実にその業務を遂

行できる総額として予算の積算を行っているとこ

ろです。ただし、予算段階では詳細な事業計画が

決まっていない場合や整備数量など不確定な事業

もあることから、そうした場合においては過去の

同種事業の実績などから概算量を見込んで積算す

ることもあります。また、予定価格は競争入札に

付する事項の価格の総額であり、入札時の落札基

準となるものであります。この積算方法は、予算

段階の積算資料を基に北海道の標準単価や最新の

労務単価及び資材価格などから積算したものが予

定価格となっております。予算及び予定価格のど

ちらの積算においてもその時々の分かり得る情報

により積算しているところでございます。引き続

き今後におきましても適正な積算に努めてまいり

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） それぞれ御答弁をいた

だきました。

初めに、大項目１のコロナ禍における事業及び

予算の執行状況についてということで、小項目１、

中止が見込まれる事業等について今総務部長のほ

うから何事業かお知らせがありました。この間感

染症対策本部が設置された当初、中止とする事業、

各種イベントの一覧等がホームページに記載され

ていた経過があったと思います。３月３日付ぐら

いで出た部分、今もう削除して、見ることができ

なくなっておりますけれども、今後における事業

の中でそうした中止、また中止と見込まれる事業

の一覧等、市民に向けてのお知らせという観点で

整理をしながら周知をしていくというお考えにつ

いてはいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 対策本部の関係

ですので、ちょっと私のほうから、事務局担当し

ているということで、報告させてもらいます。

イベントの関係につきましては、特に夏場のイ

ベントが多くありまして、それにつきましては市

の主催、市が実行委員会の事務局になっていたり、

全く別の実行委員会やっている部分があって、た

だ市民にとっては名寄市のイベントということで

位置づけられているイベント多々あります。そし

て、決定の時期についてもそれぞれまちまちであ

りますので、一覧表で公開していくと、随時追加

というふうになってきますので、個別な周知に一

括ですね、今後ちょっと対応していきたいなとい

うふうに考えておりますので、御理解をお願いい

たします。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 今年度においては文化、

芸術関係の事業については当初からお知らせ等が

されていない状況もあったと思いますが、毎年定

期的に開催されている事業、市民も楽しみされて

いる事業もあると思います。また、事業者の皆さ

んもそのイベントに合わせた企画を考えたりとい

ったところもありますので、ちょっと一覧にまと

めることがなかなか難しいと。その都度加除が出

てくるといったところもあるとは思いますけれど

も、周知の方法について御検討いただきたいなと

いうふうに思います。

関連して、今年度中止、もしくは中止見込みと

した事業の部分に予算として計上していた部分、

予算額ですけれども、また事業の実施主体に対す

る補助金、負担金の額の総額等について現段階で

把握している状況があれば、お知らせをいただき

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 中止となった、もし
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くは中止の見込みである事業の多くにつきまして

は、実行委員会を組織して企画しているような事

業でございまして、中止になったとしても事務経

費ですとか予算が執行されている場合があるとい

うことを聞いております。事業によっては、先ほ

ど申し上げました代替事業の実施も予定されてい

る部分もあろうかと思います。今現状におきまし

て、予算の執行状況ですとか執行残の見込みにつ

いては今現状では把握していないということで御

理解いただきたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 現時点での部分につい

て把握されていないというところについては、了

解をいたしました。代替事業の検討状況も含め、

できるだけ市民に分かりやすい形で周知をする努

力をお願いをしていきたいと思います。

あと、小項目の３に移りますけれども、歳入歳

出予算の組替えについてということで、こちらに

ついては第１回定例会の中で提案された一般会計

の補正予算第１号に始まり、今定例会の最終日に

提案予定の補正予算第５号まで、これまでの財政

調整基金の総額、これ間違っていたらごめんなさ

い。約３億３００万円、これの充当先、全ては感

染症対策ではないと理解はしておりますけれども、

先日の議員協議会の中で説明のあった感染症対応

地方創生臨時交付金、１億 ２２８万 ０００円

を既に実施されている感染症対策事業に充当する

との実施計画が示されました。充当した際のさき

に財源としていたこの財政調整基金をはじめとす

るの当初財源の取扱い、この考え方についてお伺

いいたします。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 議員おっしゃるとお

り、当初の予算では財政調整基金などの基金を予

算計上していたというところなのですが、国のほ

うの臨時特例交付金につきましては、議員協議会

でもお話ししたとおり、６つの事業の予算に充て

るという形で御説明したところでありまして、基

本的には当初財政調整基金などで計上した部分に

ついてはそちらの交付金がいただけるので、充当

事業とさせていただいておりますので、そちらの

ほうに充当するという部分と、あとこれからの、

二次の分は、追加の部分についてはまだ金額は示

されておりませんけれども、同じような形でさせ

ていただくのだろうと考えております。ただ、そ

れでも足りない部分、不足している部分もあろう

かと思いますし、今後も、いまだこのコロナ感染

症については先行きを見通せない状況でございま

して、さらにまた支援が必要な部分も出てこよう

かと、そういう部分もありますので、財政調整基

金につきましてはその状況を踏まえて積み戻しな

り、そういうことを考えていきたいということで、

現状としてはそのままという形で考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 財政調整基金も含めて

当初の財源についての考えについてお伺いをしま

したけれども、先日の国会でも新たに２兆円の交

付金、可決されて、今後地方にそれぞれ配分され

るといった状況になるというふうに思いますけれ

ども、感染症対策については名寄市の独自の事業、

これまで主にソフト面が中心としていたところも

あると思います。昨日の質疑の中でも教育部長の

答弁で学校施設において今後交付金を利用した網

戸の設置等の部分についても言及がございました

けれども、今般様々なコロナ対策の今後の部分で

新北海道スタイルであったり、新しい生活様式と

いった部分も推奨されているといったところもご

ざいまして、この重要な事務に当たる職員の皆さ

んが勤務する庁舎の環境整備についても進めてい

くといった必要があるというふうに考えておりま

すけれども、こちらについては職員の健康管理は

もとより、来庁された市民の皆様の安全、安心を

確保するといった上でも必要というふうに考えて

おりますけれども、換気も含めた庁舎の空調等の
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整備についてのお考えについてお伺いしたいと。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 名寄庁舎、風連庁舎

あるのですけれども、庁舎の環境につきましては

夏は暑く、冬は寒く、老朽化も進んでいるという

部分も御案内のとおりでございます。空調環境の

整備につきましては、名寄庁舎も考えられるとこ

ろなのですが、基本的にはまずは学校ですとか大

学、あとお年寄りですとか子供たちが集まるよう

な施設、そういうところが優先的に整備されるも

のなのだろうなというところで考えておりますの

で、御理解をお願いしたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 各施設が順次整備され

ているというところは、十分認識をしております。

空調設備については無理というふうなところでお

話がありましたけれども、学校現場のように網戸

等の対応についてはさほど経費もかからず、期間

も短くできるのではないかというふうに考えてお

りますけれども、そちらについての考え方、いか

がでしょう。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 網戸についての御質

問でございました。特に夏の夜の会議もあったり、

あと職員の夜の勤務もありまして、そのときには

窓も開けられず、まさに暑い環境整ってありまし

て、健康管理もなかなか難しいところもあるのか

なというのは議員おっしゃるとおりなのだろうな

と思います。ただ、過去に網戸については経費を

一度積算したことがあったというところで、名寄

庁舎におきまして１階から４階まで全ての窓に網

戸を設置の場合は一定程度のお金がかかるという

のは出ているところもあります。今現状におきま

して、名寄庁舎の整備に当たりまして今の現状で

大がかりな整備といいますか、お金が、多額の経

費がかかるような整備がなかなかちょっと難しい

ところもあるのかなというところも考えておりま

す。それにつきましては、内部でまた協議させて

いただきたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 今総務部長からお話あ

りましたとおり、夜間勤務に当たられる職員、ま

たこうした状況の中で常時マスクの着用も推奨さ

れているといった状況もありますので、そうした

職員の健康管理、また来庁者への対応も含めて整

備のほうの御検討、ぜひともよろしくお願いした

いというふうに思います。

続いて、大項目２、公共事業の施設整備につい

てお伺いをしてまいります。ちょっと順番逆にな

りますけれども、小項目２の当初予算と予定価格

の積算についてということで、積算の部分につい

てのところについては、状況については理解をさ

せていただいたところであります。ただ、既に入

札が執行されました、ちょっと予算委員会でもお

聞きしたかというふうに思うのですけれども、市

場の解体業務、当初予算１億 ０００万円という

金額が計上されておりまして、実際落札された価

格については消費税含めて１億 ０００万円強、

大体 ０００万円近い差が出てきているといった

入札結果が見られたというところで、こちらにつ

いての、大きな金額の予算との差が出た要因につ

いて改めてお聞きをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 今倉澤議員のほ

うからは先日入札が終わりました市場の解体の関

係で御質問いただいたかと思っています。議員お

っしゃるとおり、市場の解体につきまして予算額

１億 ０００万円ということで計上させていただ

いておりますけれども、今回その積算に当たりま

しては予算協議段階におきまして市場の解体に伴

って既存図書の不足というものがありましたため、

不足によりましてくいなどの目視確認ができない

部分についてその仕様が不明でございました。そ

のため、この部分の解体量を予測して予算のほう
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積算させていただいたところでございます。さら

には、そういったことから解体事業量が増えても

工事を停止することなく、円滑に解体を進められ

るような対応ということで、１億 ０００万円予

算を計上させていただいておりますので、御理解

のほどよろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 予算委員会でも同様の

答弁をいただいていたというふうに思います。積

算に対する資料が不足していたといったところが

ございましたけれども、予算委員会、３月末に行

われて、入札、１か月足らずの間で実施がされて

いるといった状況がありますけれども、この１か

月の間の部分でそうした金額の部分の差が出てく

るといったところにおいては、もう少し予算の積

算段階、資料の不足といったところもあるかもし

れないのですけれども、その辺の資料の管理も含

めてなるべく正確に近い予算要求、積算について、

こちらについてはお願いをしたいというふうに思

います。

小項目１に戻りますけれども、立地適正化計画

に関わる施設整備ということで、２つの事業、瑞

生団地、保育所整備ということで、それぞれ建設

場所について示されていないということでお聞き

をさせていただきましたけれども、それぞれ予定

する設計業務に係る予算、金額がありますけれど

も、その積算、この２番目、小項目２と関連しま

すけれども、積算を行う上で一定程度施設の規模、

面積等も想定しながらの積算ということになって

いると思うのですけれども、施設規模、瑞生団地、

保育所、それぞれの規模の施設を建てるに当たっ

て当然それなりの敷地が必要となってくるといっ

たところがあると思います。今後建設場所につい

ては示されるというお話ありましたけれども、現

在行政のほうで候補地としている具体的な場所に

ついて、現段階での状況についてお知らせをいた

だきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 私のほうからは、

瑞生団地のほうの候補地についてのお話をさせて

いただければと思っています。

瑞生団地につきましては、まず既存の入居者の

方が住み替えをする住宅を建設するということが

大きな目的かなというふうに思っております。つ

きましては、入居者の意向というところをまず第

一に考えさせていただきながら、先ほどお話しさ

せてさせていただきました立地適正化計画の居住

誘導区域の配置をというところを基本に考えさせ

ていただきまして、その中で市の遊休地の中から

検討させていただき、現時点におきましては旧西

町団地跡地を候補地、想定地とさせていただいて、

過日瑞生団地の入居者の方の説明会させていただ

いておりますけれども、その中におきましてもそ

こが今想定されている土地ですよということでお

知らせはさせていただいているところでございま

すので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私のほうから保

育所の整備事業についてですけれども、立地適正

化計画における都市誘導区域内ということを基本

としながら、今回南保育所の建て替えということ

でありますので、南方面ということであります。

議員からありますように、一定のやっぱり敷地が

必要ということになりますから、当然市有地のと

ころで考えますと現在の南保育所に隣接している

市有地、または南広場というところを想定して、

今後いろんな検証しながら進めていきたいと考え

ております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） それぞれ今建設を想定

する候補地についてのお話がありましたけれども、

瑞生団地については入居者含めての説明をもう既

に行っているといったところがあって、現実的に

その場所に建つのが近いのかなというところでは

理解をさせていただきます。
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保育所に関して、今小川部長からもありました

けれども、南地区、現地建て替え、また南広場も

含めて今後検討していくといったところもお話が

ありましたけれども、これも以前お話をさせてい

ただいておりますけれども、建設場所の決定に当

たっては当然基本設計と並行して行うということ

で、スピード感持っていかなければ実施設計に間

に合わないといったところもあると思いますので、

しっかり地域の方と協議を行いながら建設場所の

決定に取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。

最後の小項目３、公有地の活用について改めて

お伺いをしてまいりたいというふうに思いますけ

れども、総務部長のほうから答弁で道場棟に関し

ては改修も含めて多額の費用がかかるというよう

なお話があって、建物、そのまま付随して購入す

るといったお考えはないという御答弁だったとい

うふうに思いますけれども、これ更地になった後

は、解体がいつ行われるかというところもありま

すけれども、今年度中も含めて取得のお考えある

のかどうか改めてお聞きをしてまいりたいと。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 基本的には更地にな

った段階で購入希望あるとして回答しているとこ

ろでございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） そこの部分は優先的に

名寄市に売却していただけるような協議になって

いるのかをお聞きしたい。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 優先的な取得というと

ころまでの協議には至っておりませんけれども、

公共団体同士の土地のやり取りということであり

ますので、その辺も含めて次の協議に進んでまい

りたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 更地の状態で優先的に

買い取れるかどうか現段階ではまだはっきりして

いないといったところなのかもしれないですけれ

ども、こちら購入するとした場合の活用方法につ

いてはどうか考えているかお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今の段階で購入でき

るかどうか分からないという部分はあるのですけ

れども、今現状でまず最初に考えられるのは例え

ば来客者の駐車場ですとか、取り急ぎそういう形

で実施をできるのかなという部分はあります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 駐車場の活用も含めて

検討しているといったところの御答弁ありました

けれども、将来的に庁舎の建て替え、いずれはこ

の議論していかなければいけないといったところ

もありますけれども、ここの現地建て替えも見据

えての取得というふうなお考えあるのかどうなの

かお聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 現実にこの庁舎をいつ

建て替えるかということについては、まだ庁内の

議論が調っておりませんが、立地適正化の作業を

進めている中で、いわゆる都市のスポンジ化とい

うことがありまして、空き地が点在していくとい

う状況にあります。警察署の跡地については、行

政庁舎であるこの庁舎に隣接しているということ

もありまして、将来的にどうなるか分かりません

けれども、柔軟に対応できると。一定の面積があ

るということで、これは購入したほうが有利に働

くのではないか、そういうような中での検討して

いるということであります。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 購入するといった部分、

現実的になるとすればぜひとも有効的に活用して

いただきたいというふうに思いますけれども、庁

舎の建て替え議論もなかなか進んでいかないとい
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った状況があると思いますので、そこも、先ほど

の環境整備の部分でもお話ししましたけれども、

早い段階でのスタート切っていただけるようにこ

この部分についてはお願いをしておきたいと思い

ます。

あと、先ほどお話ししました食品流通団地の関

係でございますけれども、市場の解体、先ほど積

算の関係でお話をさせていただきましたけれども、

解体後の状況、取扱いについてですけれども、自

衛隊の官舎の建設といったところが報道等でさき

に出ておりましたけれども、こちらについての解

体後の売却、また施設の建築の状況、防衛省なの

か、防衛整備局なのかあれですけれども、ちょっ

と分からないですけれども、そちらのほうとの協

議の状況、現時点で分かればお知らせをいただき

たいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 旧公設市場解体後の

用地についての御質問だったと思います。市場に

つきましては、平成２５年８月から冷蔵施設、競

り場の一部を除きまして営業を停止しておりまし

て、自衛隊さんより宿舎建設用地として当該用地

の活用についての照会がありまして、協議を進め

てきたところでありまして、旧公設市場卸売市場

の解体工事が１２月１６日までの工期で、５月８

日に着工したというところでございます。今後の

スケジュールでございますけれども、これから北

海道防衛局と用地の売買に向けた協議を進めてい

くというところでありまして、コロナの関係です

とかいろいろありますけれども、現在の予定では

１２月の第４回定例会におきまして売却条件など

を議会にもお示しできるものと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） ４定で状況についての

お知らせできるというようなお話があったと思い

ます。１億 ０００万円解体にかけて、市税を投

入しての解体、市の財源を使っての解体というと

ころになりますけれども、できるだけ売却に関し

ての価格交渉については、もちろん施策的な部分

はあるというふうには理解をしておりますけれど

も、できるだけそうした費用も転嫁しての売却交

渉に臨んでいっていただきたいなというふうには

考えておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。また、建設に関して、これも以前お話をして

おりましたけれども、防衛の事業でありますから、

業者の指名等の部分では関われないというふうに

思いますけれども、できるだけ市内の事業者に建

設、土木も含めて事業が配分されるようなところ

も併せて協議の中でお話をいただければというこ

とについては、お願いをしていきたいというふう

に思います。

また食品流通団地の取扱いの件、以前のように

企業誘致といったところでの積極的な活用、業種

の指定等は売却に際しては行っていないというよ

うな御答弁だったというふうに思いますけれども、

今後企業誘致、王子マテリア名寄工場の生産品集

約の関係もあって、市内の企業がなくなっていく

といったところも今後考えていかなければいけな

いといったところでは、企業誘致について改めて

力を入れて取り組んでいく必要があるというふう

に思いますけれども、最後企業誘致についての考

え方、こちらについて名寄市の考え方についてお

伺いして、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 企業誘致の考え

方ということでの御質問でございました。企業誘

致については、名寄市企業立地促進条例に基づい

て市がさせていただいております。この企業立地

促進条例につきましては、昨年度末に中小企業振

興審議会に諮問させていただいた商工業振興基本

計画の検討に併せてこの在り方についても検討さ

せていただくこととしておりますので、その中で

この企業誘致についても考え方を整理させていた

だきたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。
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〇２番（倉澤 宏議員） 助成事業については、

理解をしているつもりでいます。積極的な企業と

のやり取りも含めて、名寄市の環境、気候も含め

てＰＲをしながらの企業誘致について各企業のほ

うにお知らせをしていただけるようにお願いをし

ていきたいと思います。

以上で質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で倉澤宏議員の質

問を終わります。

環境問題の認識とごみ削減への取組について外

１件を、五十嵐千絵議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に従い、大項目２点に

ついて順次質問させていただきます。

まず初めに、大項目１、環境問題の認識とごみ

削減への取組についてであります。国連では６月

５日を世界環境デーと定めており、日本では６月

の１か月間を環境月間とし、様々な環境の取組の

啓発活動が行われております。ここ数か月の間、

新型コロナウイルス感染症によるステイホーム週

間により自宅で過ごすことが多くなり、肉のトレ

ーや野菜のビニール包装といったプラスチックな

どの生活ごみが増え、いかにごみを排出している

かを考えさせられました。また、不用品の整理を

した方も多くいらっしゃるでしょう。このような

背景からか、家庭から出されるごみの排出量が増

えているとの報道も聞かれました。収集作業され

ている方におかれましては、感染リスクもある中

で休むことなくごみの収集をしていただいたこと

に心より感謝を申し上げます。また、それと同時

にごみを減らす取組をいま一度考えるときではな

いかと思い至りました。

そこで、小項目１、海洋プラスチック問題への

認識と取組についてお伺いします。本年７月１日

からプラスチック製買物袋、いわゆるレジ袋が有

料化となります。以前からスーパーではレジ袋が

有料化されておりましたが、２週間後の７月１日

からは、プラスチック製買物袋を扱う小売業を営

む全ての事業者が対象となります。この背景には、

プラスチックごみによる海洋汚染が世界的な問題

となっていることが挙げられます。世界経済フォ

ーラムによりますと、年間少なくとも８００万ト

ンものプラスチックごみが海に流れ込んでいて、

また海には既に１億 ０００万トンものプラスチ

ックごみがあり、２０５０年にはそれが海にいる

魚と同等以上にまで増えると予測されています。

５ミリ以下のマイクロプラスチックも深刻な問題

となっています。これは、歯磨き粉や洗顔料など

に混ざる小さなプラスチック粒子やビーズクッシ

ョンの中材として使用するために製造されたもの

が下水道や河川を通して海に放出されています。

また、海岸に打ち寄せられたプラスチックごみが

紫外線や波の影響を受けて、長い年月をかけて分

解されるなどしてつくられたものもあります。マ

イクロプラスチックは、発がん性や突然変異を引

き起こすとされる化学物質や有害物質を吸着する

ことが知られています。それらを魚やプランクト

ンが食べ、最終的には人間が摂取することになり

ます。日本におけるプラスチックごみは、これま

で海外に輸出してリサイクルするという体制を取

ってきたそうですが、中国の廃プラスチック輸入

禁止により他のアジア諸国においても受入れが困

難な状況になるのは必須です。海洋プラスチック

と聞くと、山に囲まれた名寄に住んでいる私たち

にとって遠い問題のように感じるかもしれません

が、町中に捨てられたレジ袋やペットボトルなど

のプラスチックごみの一部が雨水などと一緒に排

水溝に流れ込み、河川を経由して海に流れ込んで

いると見られています。今やプラスチックなしに

は生活できないほど私たちの周りにはプラスチッ

ク製品があふれています。以上のような状況を踏

まえれば、自治体においてもプラスチック排出を

抑制すること、排出したプラスチックが河川ない

しは海に流出しないようにすること、回収したプ

ラスチックごみをきちんとリサイクルしていくこ

とを意識していかなければならないと感じており
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ますが、本市の認識についてお伺いします。海の

ない本市においても他人事ではなく、自分たちの

問題として個人、団体、企業、行政がそれぞれの

立場でできる取組を行う必要があると考えますが、

現在行われているプラスチックごみの削減をする

ために取り組まれていることがあれば、お伺いし

ます。

次に、小項目２、生ごみを減らす取組について

であります。プラスチックと同様に気をつけるこ

とで減らすことができるものが生ごみではないで

しょうか。本市の生ごみを減らす取組といたしま

しては、水分が含まれることによる焼却時の負荷

を減らすために水分一絞りの啓発を促すことや段

ボールコンポストの資材配付が行われています。

これまでの実績、成果についてお伺いします。

続きまして、小項目３、市民のごみ減量化の意

識向上についてであります。次期一般廃棄物中間

処理施設基本方針を策定し、施設整備の検討を進

めているとのことで、施設の更新により分別方法

も将来変わっていくのでしょうが、現在の複雑な

分別により埋立てごみとして可燃ごみやリサイク

ルごみが出されている現状があります。名寄地区

広域最終処分場の現在の状況と課題をお伺いしま

す。また、月にどのくらいの市民が直接持ち込ま

れているか、持ち込まれる一般ごみの内容は確認

されているかについてもお知らせいただきたいで

す。ごみの減量化にはやはり市民一人一人の理解

と協力が必要ですが、現在の取組と見解をお伺い

します。

続きまして、大項目２、新しい生活を踏まえた

乳幼児と保護者への取組についてであります。緊

急事態宣言における自宅待機が続きましたが、よ

うやく解除され、少しずつではありますが、社会

が動き始めました。今なお第２、第３の波を恐れ

ながら、一方で経済活動も徐々に活性化し始め、

新しい生活様式を取り入れた暮らしに慣れてきた

ところでもあります。このような状況の中、乳幼

児の健診や予防接種、病気等で医療機関を訪れる

ことについて感染の懸念を訴える保護者も少なく

ありません。

そこで、小項目１、乳幼児健診の再開に当たっ

ての対策についてお伺いします。新型コロナウイ

ルスの感染拡大、蔓延防止のため４月、５月の乳

幼児健診が延期となっていましたが、緊急事態宣

言の解除により今月から徐々に再開される乳幼児

健診においては感染防止に最大限の配慮をしなが

ら行わなければならず、担当部署におかれまして

は休止期間の対応と再開の対応に追われている毎

日で、大変なことと思います。乳幼児健診は、子

供の健康状態のみならず、親にとっては育児相談

の機会でもあり、親同士の交流の機会でもあるこ

とから、延期された期間の子育て支援の行き届か

ない空白期間が懸念されていたところであります。

休止期間のこれまでの対応と再開後の新たな取組

についてお伺いいたします。

続きまして小項目２、市立総合病院における乳

幼児等の予防接種時の対応についてお伺いします。

名寄市立総合病院のワクチン外来での乳幼児の定

期接種においても、感染防止の観点から様々な多

対応が必要になることが考えられます。これまで

の対応とこれからの改善点についてお伺いします。

最後に、小項目３、市立総合病院における待ち

時間の現状と対策についてお伺いします。外来の

待合や会計での待合スペースの現状と課題につい

てお伺いします。体調の悪い小さな子供を連れて

の通院でのスマートな受診について、道北三次医

療圏の地方センター病院でありながら、一方では

かかりつけ医院の役割も果たされているなど地域

に親しまれている名寄市立総合病院のこれからの

対応についてお伺いします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 五十嵐議員からは、

大項目で２点にわたり御質問いただきました。大

項目１は私から、大項目２の小項目１は健康福祉

部長から、小項目２と３は病院事務部長からの答

令和２年６月１８日（木曜日）第２回６月定例会・第４号
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弁となりますので、よろしくお願いいたします。

私からは、大項目１、環境問題の認識とごみ削

減への取組について、初めに小項目１、海洋プラ

スチック問題への認識と取組についてお答えいた

します。ポイ捨てされたプラスチックごみなどが

河川や海に流れ出ることにより、マイクロプラス

チックを食べた魚や海鳥が死ぬなど地球規模で環

境汚染が問題となっています。本市においても橋

など河川周辺でのポイ捨ては多く、地域や警察の

御協力もいただきながら不法投棄防止に向けた啓

発などを行っているところです。プラスチックは

私たちの生活に幅広く利用され、なくてはならな

いものとなっていますが、環境保全や資源の有効

活用という観点からも使い切りのプラスチック製

品はなるべく使わない、プラスチックを使ったら

リサイクルなど正しい処分をすることが非常に重

要であり、引き続き３Ｒの啓発などに取り組んで

まいります。あわせて、７月１日からレジ袋が全

国で有料化となりましたが、市としましてもエコ

バッグの利用促進に向けた啓発に取り組んでまい

ります。

次に、小項目２、生ごみを減らす取組について

お答えいたします。生ごみは、名寄地区衛生施設

事務組合の炭化センターにおいて広域処理を行っ

ておりまして、ごみを炭化炉に投入する前に乾燥

処理を行っておりますので、生ごみの量やその水

分量により処理に要するエネルギーも増加します。

そのため、市ではごみ分別ガイドブックなどで生

ごみの水切りをお願いするとともに、生ごみの減

量化や資源化を目的に平成２０年度から段ボール

コンポストの資材配付を行っております。資材は、

昨年度まで延べ４９０セットを配付しており、家

庭における生ごみの減量化に一定の効果があった

ものと考えており、今後もさらなる普及啓発を行

ってまいります。

続きまして、小項目３、ごみ減量化に対する市

民の意識向上についてお答えいたします。最終処

分場に直接搬入されるごみは、令和元年度の月当

たり平均で広域最終処分場は ９７８件、２６８

トン、風連最終処分場は２４９件、２２トンほど

になります。それらのごみには、リサイクル可能

なプラスチックや紙が約７割混在しており、年間

搬入量も計画量を超えていることから、このまま

の状況が続けば、およそ１２年先には名寄地区広

域最終処分場の使用が完了となる見込みです。現

在衛生施設事務組合において焼却施設と破砕選別

施設の整備について検討が進められており、新施

設の整備により埋立て処分場への負荷が低減され

ると考えておりますが、次期中間処理施設の稼働

は最短でも７年後となることから、市民一人一人

が日常から分別に取り組んでいただくことが非常

に重要であると考えております。本年４月から広

域最終処分場で始まりました分別指導では、分別

の行われていない混在ごみの持込みが多く、指導

開始時点では６割強の方が指導対象となり、中に

は利用をお断りするケースもあったと報告を受け

ております。市としましては、最終処分場の現状

を数字で見える化しました課題共有型の広報を展

開するとともに、名寄地区衛生施設事務組合と連

携した分別の指導などに取り組んでいるところで

す。今後もごみの適切な分別処理について市民へ

の啓発や指導を展開してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私からは、大項

目２の新しい生活様式を踏まえた乳幼児と保護者

への取組について、小項目１の乳幼児健診の再開

に当たっての対策についてお答えいたします。

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から

緊急事態宣言の期間においては原則集団での健康

診査及び保健指導の実施を控えることとの厚生労

働省からの通知を受け、５月までの乳幼児健診を

休止しております。しかし、乳幼児健診はお子さ

んの健やかな成長を保護者と一緒に確認し、安心

して子育てができるよう支援する大切な機会であ

ります。このため、休止となった健診については
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個別に健診通知をお知らせしながら、お子さんの

健康状態の確認や感染予防対策、子育てについて

の電話相談を行ってきております。休止のお知ら

せを個別に通知する際には子育てに関する不安や

悩みを気軽に相談いただけるようお伝えするとと

もに、市のホームページにおいても同様のお知ら

せを掲載し、周知に努めてきております。国の緊

急事態宣言は解除されましたが、新型コロナウイ

ルスの感染が完全になくなったわけではありませ

んので、健診の再開に当たり国が示す健診会場に

おける感染症対策の留意事項を踏まえ、健診医で

ある小児科や歯科の先生方の御助言、御協力をい

ただき、現行の健診の見直しを行いました。健診

の再開に当たっては健診当日の検温や体調確認、

マスク着用を含むせきエチケットや手洗い、アル

コール消毒などの徹底、密閉空間、密集場所、密

接場面という３つの密を生じさせないよう時間ご

とに人数を区切って受付を行い、動線の工夫やソ

ーシャルディスタンスを保ち、人の接触を最小限

にするなど新しい生活様式を踏まえた感染予防に

保護者の皆さんにも十分留意するよう御理解、御

協力を促しながら慎重に実施してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は、大項目２の小項目２と３についてお答えいた

します。

初めに、乳幼児等の予防接種時の対応について

ですが、当院の乳幼児等の予防接種につきまして

は週２回、接種内容によって火曜日と木曜日の１

４時から新館１階の麻酔科外来で行っております。

予約日の前々日の１６時までに予約センターで受

け付けており、当日受付は行っておりません。接

種日には、外来受付で名前を記入していただき、

接種時間になりましたら順番にお呼びをするとい

うこととしております。この対応につきましては、

平成３０年２月から運用しているところでござい

ます。当院の感染防止対策については成人、小児

を区分せずに講じてきておりますが、医療スタッ

フのマスク着用、物品の消毒洗浄、一定の距離感

を保つなど、まずは標準的な対応を行っておりま

す。改善点としましては、ワクチン外来を午後か

らの予約制にすることによりまして一般の患者さ

んとの接触を午前中と比べて少なくなるようにそ

ういう対策を行ってきたことなどが挙げられます。

次に、待ち時間の現状と対策についてでござい

ますが、外来や会計の待ち時間については、受付

から会計までおよそ７５％の方が３時間以内で終

了をしておりますが、この中には通常の診察と薬

の処方を受ける方や検査を伴う診察を受ける方、

複数の診療科で診察を受ける方など様々なパター

ンがあります。小児科の受診者数は全患者の約１

０％程度に当たり、多くの患者さんが来院をされ

ています。検査を伴う診察を受ける場合には、そ

の他の成人の患者とも重複することから、待ち時

間は総体的に長くなることは避けられない状況に

あります。また、待合スペースに関しては小児科

に限らず混み合っている状況ですが、新しい生活

様式を踏まえたよりスムーズな受診を考慮するに

は全体のスペースを拡大するか、予約により受診

者数を制限するかの選択になります。御要望の趣

旨について十分理解をするところでありますが、

現状では明確にどちらかを選択することは厳しい

かと考えております。直近の状況といたしまして

は、新型コロナウイルス感染症対策の影響で外来

患者数が４月の前年度比で ３５６人減少してお

り、うち３ ８％に当たる７５１人が小児科の減

少となっております。これは、感染対策が徹底さ

れたことや他者との接触機会が極端に減少した結

果であり、今後も感染対策が強化された状況が続

く場合においてはある程度待ち時間が減少される

ものと見ています。根本的な解決策にはなってお

りませんが、今後は病院内に長く滞在しないよう

に受診時間以外の部分で短縮新しくできるよう他

病院の対策などを参考としていきたいと考えてお

ります。
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以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） それぞれ御答弁いた

だきましたので、順次再質問させていただきます。

まず、大項目の海洋プラスチックの小項目１に

ついて。プラスチックを出さないことも大事とい

うことで、正しい処分や３Ｒの啓発をされている

ということ、あとは橋の付近でのポイ捨てがある

ということなど課題も見えてきたところではあり

ますが、プラスチックは生活のあらゆる場面で使

われていますが、やはり気をつけなくてはいけな

いのがワンウエープラスチックと呼ばれるいわゆ

る使い捨てのプラスチック製品ではないかなと思

っております。残念ながら日本は世界でもアメリ

カに次いでプラスチックの廃棄量が第２位となっ

ているという報道もあります。今回数か月の間で

すが、自粛期間ということもあり、飲食店のほう

でテークアウトもかなり進んでやっていらっしゃ

いましたので、私も何度か利用させていただいた

のですが、やはりプラスチックの容器に頼らざる

を得ないような状況が多かったのではないかなと

思います。その中でも１件紙製の容器で提供され

ているところもありまして、気をつけていらっし

ゃるのかなと感心したところです。メニューによ

っては難しいかもしれませんが、そういった企業

の取組なども取り上げて紹介するなど啓発活動、

一緒にやっていってもよいのではないかなと思い

ます。さらに、来月からレジ袋が有料化というこ

とで、一番今市民の関心も向きやすいときではな

いかなと思いますので、検討していただきたいな

と思います。また、海洋プラスチック問題の認識

なのですが、市で行っている出前トークなど、そ

ういったものの利用などはあるのでしょうか。ち

ょっとお聞きしたいなと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 今お話がございまし

たプラスチックの利用という部分につきましても、

プラスチックをリサイクルできるようにきちんと

分別するですとか、ふだんからなるべくプラスチ

ック製品を使わないような工夫をするという部分

につきましては、市民一人一人が少しずつ気をつ

けることで大きな削減につながっていくと考えて

おります。プラスチック、議員がおっしゃいます

ように、大量生産が可能なことや過剰包装がある

ということで、日本では第２位の廃棄量という形

になっておりますけれども、人体や環境への影響

を配慮しますと、やはりきちんとした分別といっ

た取組を周知していかなければならないと考えて

おります。先ほどおっしゃっておりましたレジ袋

の有料化などにつきましても、市のほうも併せて

周知を図っていく必要もあると考えております。

出前トークにつきましては、現状としては御依頼

というのは直接はないのですけれども、今度風連

のほうの大学のほうで出前トークの依頼なんかが

ございますので、そのときにこういった部分も併

せて周知を図ってまいりたいと考えております。

よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） また、この海洋プラ

スチックの問題は小さいうちから触れることで、

お子さんが気をつけてくれれば家族も気をつけて

いただけたりと、子供のうちから触れる機会があ

るといいかなと思うのですが、小学校などで子供

用の教材などで授業を行っていただけないのかな

というふうに思いますので、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 御指名をいただきま

したので、お答えをさせていただければと思いま

す。

環境問題については、既に各学校等でも取組を

していただいていると思っておりますので、併せ

て環境問題の場面に合わせてプラスチック、過剰

な利用については控えるような授業等についても

可能かなと思いますので、校長会のほうともちょ

っとお話をさせていただいて、検討させていただ

ければと思います。
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〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） とてもうれしい答弁

をいただきまして、ありがとうございます。本当

に大事な問題だと思いますので、まさにこれから

の未来の子供たちにつながる大事な問題、小さな

ところからでも少しずつでも取り組んでいきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

次、小項目２のほうに移らせていただきます。

生ごみを減らす取組についてのところなのですが、

段ボールコンポスト、トータルで４９０件今まで

に使われてきたということで、一定の効果がうか

がえるなと思います。スタート時から、平成２０

年からスタートだということで聞いているのです

が、ここ数年、多分使っている方はほとんどがあ

る意味リピーターの方なのではないかなと思われ

ますが、段ボールコンポストの目的は生ごみを減

らすことと同時に家庭菜園やガーデニングでの使

用ができる堆肥を作ることだと思うのです。それ

で、有料の黄色いごみ袋の使用を減らしつつ土壌

改良ができるので、庭があって、畑を作っている

ような市民の方にとっては取り組みやすく、定着

しているものだと思います。一方で、集合住宅で

すとか庭のない一軒家に住んでいらっしゃる方も

いらっしゃいますが、そういった方はコンポスト

はちょっと使えませんので、その方に対しての生

ごみを減らす手段として何ができるかと考えたと

きに、電気式の生ごみ乾燥処理機のように乾燥さ

せて容積を減らせる家電製品などもございまして、

それを市のほうで助成していただけないかなと思

ったので、検討の余地があるかどうかお聞かせ願

います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 家庭用の生ごみ処理

機につきましては、生ごみの臭いを抑えたり、腐

敗を防止したりするという点ですとかごみを減量

できるということで、大変便利な機械であるとい

うことで導入助成を行っている自治体があると承

知しております。道内の状況見ましても札幌市や

千歳市などで購入費用の２分の１以内で２万円を

上限に助成を行っているという状況でございます。

一方、名寄市が実施しております段ボールコンポ

ストにつきましては資材が１件当たりのコストが

約 ７００円となっておりまして、年度最大６万

円で３５件の御家庭に御利用いただけるというこ

とで、費用対効果が高い取組であると考えており

ます。議員おっしゃいますように、段ボールコン

ポストの利用者が最近はちょっと固定化してしま

っているという状況もございます。ただ、限られ

た予算の中でなるべく多くの御家庭で利用してい

ただけるということを考えたときには、今の段ボ

ールコンポストの取組を進めてまいりたいと考え

ておりますが、広く利用していただけるような取

組の工夫などについて今後研究してまいりたいと

考えておりますので、御理解いただきたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 段ボールのコンポス

ト、私もちょっと興味があってやりたいのですが、

やはり畑を作っていないので、残念ながら取り組

めないなというところがあったので、もし、堆肥

を作るためのものなので、生ごみを減らすだけと

いう目的ではなかなか難しいのかなと思いまして、

なので畑のある方にはすごくいい取組だなと思っ

て、これからも続けていっていただきたいと思い

ます。生ごみ乾燥処理機は確かにちょっと高価な

ものなので、２万円でも半額でも助成していただ

ければやりたいと思っている若い御家庭の方もい

らっしゃると思いますので、今後検討していただ

きたいなという要望を伝えて終わりにします。

次に、小項目３、市民のごみ減量化の意識向上

についてお伺いいたします。今、最終処分場の件

なのですが、市民が最終処分場に直接持ち込まれ

ることが多いと思います。行政側はその理由をど

う分析されているのかお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 埋立てごみの直接搬
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入につきましては、引っ越しなどで一度に大量の

ごみを排出する場合などを想定しておりますけれ

ども、少量の持込みをされている方も多くいらっ

しゃいます。現状としましては、やはり適切な分

別をするのが大変だから直接処分場に持ち込むと

いった実情があるように考えております。もちろ

ん適切な分別をされている方もたくさんいらっし

ゃいますけれども、これまでは適切に分別されて

いない方の持込みも多くあったのではないかと推

測しております。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 私の中でも少し理由

を考えてみたところ、大体同じような感じなので

すが、指定のごみ袋を買わずに済むということと、

分別が分からないので、全て埋立てとして処理し

たいなという心理、またあと最近では近年の自家

用車の形状でもあるかもしれないのですが、ワン

ボックスタイプですとか軽自動車でも荷物をたく

さん積めるような車を持っている方がやっぱりい

らっしゃいますので、一気にごみを運んで捨てて

しまおうということもあるかもしれないです。ご

みの削減の目標値などは、現在決まっているので

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） ごみの削減の目標値

になりますが、総排出量になるのですけれども、

集団回収やリサイクルステーションの部分も含め

ますと現状では１万３４トンとなっておりますが、

令和９年度にはこの排出量を ３７８トンとする

目標を定めているところです。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） その目標に向かって

また何か努力されている取組とかあるのでしょう

か。広報なよろの５月号で今回名寄市のごみ処理

の状況のお知らせがありまして、その中でも名寄

市内のごみのうち５８％が埋立てごみだという記

載もありました。これかなり、この状況でいきま

すと今ある最終処分場が満タンになるのも時間の

問題ではないかと思われますが、その件に関して

のお知らせください。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 埋立てごみにつきま

しては、議員おっしゃいますように、当初の計画

よりも多くのごみが搬入されている状況がござい

まして、このまま適正な分別が行われないで埋立

てごみの搬入が続く場合には、当初の予定よりも

早い時期に最終処分場を閉鎖しなくてはならない

といった状況が生じること、そういったおそれも

ございます。今後は、現在先ほどの答弁の中でも

申し上げました最終処分場での分別指導ですとか

ごみ分別ガイドブック、あるいは市民ごみニュー

スなどで分別の徹底について市民の皆様に周知や

啓発を図ってまいりたいと考えております。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 広報の中にたまに入

っている年４回ほどの市民ごみニュース、大変分

かりやすくごみの分別の仕方ですとか載っていま

して、すごく楽しみにしておりますので、これか

らもよろしくお願いします。処分場に行った際に、

もちろん皆さんごみ袋に入れて、それを埋め立て

ることから、プラスチックの袋、そういったもの

も処分場の中に埋まっている状況ですが、将来的

にはそれも分解できるような海洋分解性のビニー

ル袋などに替わっていくことになろうかと思いま

すが、その辺はどうでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ごみは、広域処理の処

分場ですので、名寄市だけの問題ではないという

ことも前提になるかと思いますけれども、ちょっ

と御質問の中で振り返りますと埋立て処分場、こ

のままでいくと、予定より早く閉めざるを得なく

なると、それぐらいのごみの量だということで広

域のほうからは聞いているところです。当初はか

なり生ごみが入っていて、ごみを捨てに来た方で

あまりのカラスとトンビの多さに車から降りられ

なかったという、そういうふうなひどい状況だと。
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それも含めて広域処理のほうでは様々な形で指導

などを含め、名寄市と協力しながらですけれども、

やっているということです。生分解プラスチック

については、これからそういうような形になると

思いますけれども、分解にかかる時間がやはりか

かるということと、それからちょっと大きな視点

で見ますと、生分解プラスチック、作るためのコ

スト、エネルギーの部分もありますので、環境問

題についてはあちらを立てればこちらが立たずと

いうこともあるかと思います。これ大きな視点で

広域の処理も含めて取り組まなければならないと

思っておりますし、改めて、このままのごみの状

態が続くと結局さらに処分場拡張だとか、場合に

よっては市民一人一人のコストが逆に高くなって

いくと、そういうようなこともあるかと思います

ので、できることも含めて丁寧に進めてまいりた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 正しく処理すること

で経費も減らせると思いますので、その辺はもち

ろん市民の方々一人一人の協力も必要だと思って

おります。なるべくこれからもごみが正しく処理

されるように願って、次の質問に移りたいと思い

ます。

次、大項目２のほうに移らせていただきます。

乳幼児健診の再開に当たっての取組についてであ

りますが、６月からは感染対策を徹底した上でス

タートするということと、あとは時間を区切って

接触時間を短くするなど、そういった健診の見直

しを行っているとのことですが、電話で休止の連

絡をしたということで聞いておりますが、その際

に様子を伺って健康状態を確認したり、工夫され

ていると大変感心することであります。その中で

も、北海道新聞の４月２４日の記事でありました

が、札幌市の児童相談所に３月に寄せられた児童

虐待通告が前年同月比で ５倍、約１５０件だっ

たと明らかにしました。通告が増えた理由につい

ては、子供も親も自宅にいる時間が長くなり、ス

トレスなどが影響している可能性もあると分析さ

れていたところであります。そこで、名寄市にお

いて休止期間に虐待の通告などはあったのでしょ

うか。分かればお知らせください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 休止期間に虐待

の通告ということで、乳幼児の関係でしょうか。

乳幼児の関係につきまして、そういった事案につ

いてはちょっと受け付けていないかなというふう

に思っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 名寄市においては報

告がなかったということで、安心したところでは

ありますが、産後鬱やネグレクトなどの早期発見

の機会でもあると認識しております。このような

ことからも厚生労働省では予防接種や乳幼児健診

は遅らせずに、予定どおりにしてほしいとの指針

を示しておりまして、名寄市のホームページにお

いても最近厚生労働省へのその件に関するページ

のリンクが張られたなということを確認させてい

ただいたところであります。この感染症に対して

はむやみに恐れるのではなく、正しく理解して恐

れることが大切でありますし、また少しでも不安

を取り除ける取組が一方では必要であるのではな

いかなと思います。育児の悩みを相談できる機会

が命をつなげることにもなりますので、これから

もきめ細やかな支援をお願いしたいと思います。

では、最後にもう一つだけ。今後の動向として、

このコロナウイルス感染症の終息を迎えた後も今

の新しい生活様式を踏まえたような少人数での区

切った健診体制を続けていかれるのかどうかお聞

きして、終わります。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 感染症が終息し

た以降の対応についての御質問でありますけれど

も、当面は新しい生活様式の中で一定の間隔であ

ったり、密集しない、そういった対策を行って、
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継続していくことになります。ただ、終息後につ

きましては国や北海道の対応状況、厚労省の通知

等も見ながら対応していきたいと思いますけれど

も、感染症、コロナウイルスに限ったものではあ

りませんので、冬期はインフルエンザがあったり、

そういったことありますので、今回のこういった

対応についても今後も継続できるものは継続しな

がら、やっぱり乳幼児の安心、安全な健診とか進

めていくために参考にしながら進めてまいりたい

というふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） では、当面はこのま

ま続けていくということで確認させていただきま

した。

次に、小項目２に移らせていただきます。市立

総合病院における予防接種時の対応についてであ

りますが、現在ワクチン外来については火曜日と

木曜日２時からということで、一般の外来患者さ

んとは場所を分けているということを確認させて

いただきました。先ほども部長がおっしゃってい

たとおり、今まで前々日までに電話での予約を予

約センターにて取り付けて、当日の予約票に名前

を書き、その順番で接種をしていただけるという

ことになっているそうなのですが、実際に早く済

ませたい保護者の方が早くから待機しているとお

聞きしていますが、これも集中してしまうと３つ

の密ということころでの密集と密接になってしま

わないかと懸念するところであります。これワク

チン外来、週２回になっておりますが、１日の受

入れ可能人数は決まっているのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 今正確

な資料をお持ちしておりませんので、１日の枠数

ということで人数をお答えできなくて申し訳ござ

いませんが、早く済ませたいという部分につきま

しては、これは予防接種だけではなく、ほかの診

療科も含めて予約であっても早く病院に来られて、

できるだけ早く終了したい、特に予防接種等でご

ざいましたらお母さん方が付添いで来られて、ま

た仕事に戻られるというようなケースもあるとい

うことだと思いますので、できるだけ短時間にと

いうことでございますが、現場ではその日の状況

にもよりまして適宜対応させていただいていると

いうことでございますが、公に早く来られたら早

く済みますよということもなかなか申し上げられ

ない状況でございまして、その日の受付状況によ

りまして対応させていただいているというところ

が現実かというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 混んでいる日もあれ

ばすいている日もあるということで、きっとその

日の状況で対応されているということなのでしょ

うが、例えばワクチン外来週２回ですが、予約セ

ンターで電話予約をする際に整理番号を振ってい

ただいて、ある程度の時間、来院していただく時

間を指定していただくなどの対応は可能かどうか、

その辺お伺いしたいです。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） この件

につきましては、外来のスタッフの中でも整理券

を配ったり、携帯の番号を聞いたりというような

ことでやるべきではないかという意見も現実出て

はございます。ただ、そのところをどうやって対

応するのかということなのです。これにつきまし

ては、今現在の人員ではちょっとそこまで対応し

切れないというのが現実でございまして、現場と

してはやはり同じようなことは考えはさせていた

だいているということでございます。今後また何

かいい方法がございましたら、改善策としてやっ

ていきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 市内唯一の小児科外

来があるわけですし、ふだんから慣れ親しんでい

る病院で予防接種を受けたいという親御さんもた

くさんいらっしゃると思いますので、いろいろ考
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えていただいているなと安心しました。なかなか

今の状況では難しいのではないかなとは思います

が、今後そういった改善がされることを期待して

おります。また、一般外来と離れていることで保

護者にとっても安心して予防接種を受けられるこ

とは本当にいい方法だと思いますので、これから

もなるべく不安を取り除いて、安心して来ていた

だけるようお願いいたします。

では次、小項目３に移らせていただきます。市

立総合病院における待ち時間の現状と対策につい

てのところなのですが、現在外来の患者さんが小

児科でも大幅に減っているということで、７５１

人の減少、これは病気にならなかったという可能

性もありますが、一方では３つの密を避けるため

に控えているという可能性も考えられるかなと思

います。緊急事態宣言の解除を受けて、これから

新しい生活様式を実践していくわけですが、これ

からやはり待合スペースの改善や会計の迅速化が

求められているのは間違いないことだと思います。

待合スペースの混雑緩和につながるようなシステ

ムを取り入れるといった取組の可能性については

いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） これは

小児科に限らずということでございますけれども、

今の待合のスペースにつきましては外来受診者数

が減っているということでございまして、待合の

椅子の間隔を表示させていただいたりということ

でございますが、一部の診療科ではやはり曜日に

よって多くの患者さんが来られるということもご

ざいまして、椅子に座るなと書いてあるので、廊

下に立つという現象が起きてしまいまして、これ

もなかなか改善が難しい点があるかというふうに

思っています。あと、小児科のほうにつきまして

は、先ほども申し上げましたが、実はさらに直近

のデータでいきますと４月、５月の受診者数、患

者数でいきますと、延べ患者数ではやっぱり対前

年度比で５０％下回った状況になっています。こ

れが今後どれぐらい患者数が通常に近くなってく

るかということでございますが、時期的なもの、

この６月とか７月は例年患者数の少ない時期でご

ざいます。今後またすぐ小児科のほうが患者数が

元に戻るというような状況ではないだろうという

ふうには思っています。その中でどのようなやり

方ができるかということでございますが、会計の

ほうでは自動精算機というものについては今どの

ような形で導入することが可能かということにつ

いては研究を続けております。条件が整えばそれ

は導入していきたいというふうに考えています。

そのときには、クレジットカード払いもというこ

とでございます。ただ、キャッシュレス決済につ

きましてはできればというふうには思いますけれ

ども、これ外国人への対応という部分もございま

すので、導入の検討もしていますが、今ちょっと

仕組み的にはやはり難しいだろうというふうに見

ています。

あと、待ち時間、受付をしてから例えば広場の

ほうで少しお休みいただいて、呼出しできるシス

テムと、こういったものも多種ございます。これ

院内の通信環境、どうやって整備するかというこ

とがございまして、実は院内には医療機器関連で

Ｗi―Ｆiの周波数帯は全てのチャンネルを使い切

っているというような状況もございまして、新た

なチャンネルを構築するということが非常に難し

かったり、ほかの医療機器との誤作動の問題も精

査しなければならないということがございまして、

あまり思い切ったところができないというのも現

実ということでございます。そのほかにはウェブ

予約というようなことも調査研究はしてございま

す。そこに行くまでにはまだちょっと、これは電

子カルテシステムとの接続というところに個人情

報保護の大変なハードルがかかるというようなこ

とございまして、考えていることはたくさんござ

いますけれども、実現にはなかなかハードルが高

いということがたくさんございます。そのような

ことを含めて今後も研究を続けていきたいという
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ふうに思いますし、当院が所属しております全国

の自治体病院協議会などを通じて特徴的な取組を

探っていきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 五十嵐議員。

〇７番（五十嵐千絵議員） 全く検討していない

のかと思っていましたが、そんなに真剣にいろい

ろ取り組んでいるということで本当にうれしく思

います。呼出しメールですとかオンラインの順番

管理システムですとか、また自動精算機なんかは、

特に自動精算機の件は結構多くの方からの要望、

私のほうにも聞いているところでありまして、も

ちろん苦手な方もいらっしゃるわけですが、利用

できる方が精算機を利用して済ませてくれるだけ

でも会計前の混雑が大分緩和されるのではないか

なと思っておりますので、今はなかなか難しいか

もしれませんが、これから、今急速に発展、進化

しているこのコロナウイルスの影響でいろいろシ

ステムが変わってきているときでもありますので、

なじみのない方法や仕組みが常識に変わっていく、

そのような今変革の時期だと思いますので、ぜひ

検討のほどまた前向きにお願いいたします。

以上で質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で五十嵐千絵議員

の質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時４１分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

安全な教育環境の確保と対策について外２件を、

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に従い、順次質問して

まいります。

大項目の１、安全な教育環境の確保と対策につ

いてお伺いをいたします。小項目１、新型コロナ

ウイルス感染予防に伴う衛生管理について。文部

科学省は、５月１３日、学校教育活動においては

マスクを着用することとし、全国の教育委員会に

通達をしています。そこで、マスク着用に伴い熱

中症の懸念を払拭するための対策、また新しい生

活様式、３密を避けることなど保健衛生管理の対

応についてお聞きいたします。

小項目の２、学校給食の安定供給に向けた確保

と対策についてお尋ねをいたします。２月２７日、

北海道は独自の緊急事態宣言の下、学校を休校す

ることなど児童生徒に対する新型コロナウイルス

感染予防対策を講じてきたところであります。学

校休校に伴い給食の提供ができなくなったことで

食材納品業者にも大きな影響が及んだと認識をし

ていますが、影響の実態把握と給食再開への影響

はなかったのかお知らせ願いたいと思います。ま

た、学校給食関連事業者への支援の状況等につい

てもお知らせください。

次に、大項目の２、名寄市公共事業入札の実施

に関する基本的事項の定めについてお伺いをいた

します。小項目の１、本年度の入札執行状況につ

いてお知らせください。

小項目の２、公共事業における入札及び契約の

適正化の推進と品質確保の促進についてお尋ねを

いたします。地方における公共事業の発注状況を

見ると、依然として厳しい環境になっており、地

域経済、市民生活を支えている建設事業者の役割

はより重要と認識をしております。国が定める上

記２法は、公共事業を通して現在及び将来にわた

る公共工事の適正な施工及び品質の確保とその担

い手の育成、確保などを目的としていることに鑑

み、促進状況についてお伺いをいたします。

次に、大項目の３、新型コロナウイルス感染症

対策地方創生臨時交付金の活用についてお伺いを

いたします。小項目の１、実施計画作成に伴う事

業の取組について、現在実施計画に登載された交

付対象事業は６事業となっておりますが、６事業

に絞った経緯についてお知らせください。

小項目の２、臨時交付金の取組事業における執
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行残の取扱いについてもお知らせをください。

小項目の３、実施計画に盛り込まれていない事

業取組の活用など、具体的事例等についても分か

ればお知らせください。また、国の第二次補正予

算が可決、成立いたしました。名寄市における今

後の対策についてお聞かせください。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは大項目１に

ついて、大項目２については総務部長から、大項

目３については総合政策部長からの答弁となりま

すので、よろしくお願いします。

まず、大項目１、安全な教育環境の確保と対策

について、小項目（１）、新型コロナウイルス感

染症予防に伴う衛生管理についてでございますが、

学校を再開するに当たり、文部科学省から児童生

徒や教職員の感染リスクを可能な限り低減しつつ

教育活動を継続し、子供の健やかな学びを保障す

るため学校の衛生管理の観点から学校における新

型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュ

アル、学校の新しい生活様式について通知がござ

いました。主な内容につきましては、新しい生活

様式で示されている基本的な感染症対策をしなが

ら学校教育活動を行うこととなります。具体的な

取組としては、１つ目の基本的な感染症対策とし

て、感染源を断つために発熱等風邪症状の場合は

自宅での休養を徹底する、登校時の健康状態の把

握をする、感染経路を断つために手洗い、せきエ

チケット、消毒を励行する、抵抗力を高めるため

に十分な睡眠、バランスの取れた食事に心がける、

２つ目に３つの密を徹底して回避する、３つ目に

児童生徒等への感染症対策に関する指導を行うの

３点の取組が示されており、これに地域ごとの行

動基準を踏まえた取組が必要になってきておりま

す。名寄市は、地域ごとの行動基準がレベル１で

あることから、身体的距離について１メートルを

目安に確保し、十分な感染対策を行った上で感染

リスクの高い教科活動、部活動、学校給食を実施

することになりますが、感染レベルに関係なくマ

スクの着用を徹底する必要があります。例外的に

熱中症の心配があるときや体育の授業中は外す場

合もございますが、それ以外の活動時には息苦し

さはあるものの常時マスクの着用が必要であり、

夏期間における暑さ対策に取り組む必要があると

考えております。具体的な対策としては、さきの

山崎議員の質問にも触れましたが、文部科学省の

学校再開に伴う感染症対策学習保障等に係る支援

事業を活用し、暑さ対策と新型コロナウイルス感

染症対策の強化を目的に教室内の大型換気扇、扇

風機の配置、マスクによる息苦しさを軽減し、飛

沫防止にもなるフェースシールドの配置、また非

常接触型体温計などの保健衛生用品を準備すると

ともに、引き続き特別教室などの窓に網戸の設置

を進めていきます。今後においても各学校では感

染防止をするため新しい生活様式を踏まえ、地域

ごとの行動基準に基づいた対応をするとともに、

熱中症対策として児童生徒に対する小まめな水分

補給や適切な環境を行うよう指導してまいります。

次に、小項目（２）、学校給食の安定供給に向

けた確保と対策についてでございますが、学校給

食の安定的な供給には食材業者の協力が不可欠と

なります。今年はコロナの影響で２月２７日から

臨時休校が始まり、４月７日から１７日までを除

き長期にわたり学校給食が停止となりました。５

月２５日からの分散登校においてコロナ感染症に

配慮した給食を再開し、６月１日からは通常の献

立による提供となってございます。この間各食材

業者の協力により欠品等もなく、休業前と変わら

ず安定的に食材の供給をしていただいております。

また、児童生徒からも改めて給食の楽しさ等につ

いての声が届き、調理をする側としてもうれしく、

また感謝をしているところでございます。

さて、この間の休業に伴う食材業者への支援に

ついてでございますが、令和２年３月に国におい

て食材業者への支援を目的とした学校臨時休業対
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策費補助金が創設されました。この事業は、令和

元年度事業であることから、令和２年２月２７日

から３月２５日の臨時休業期間が対象となり、補

助対象の経費としては給食センターが発注した食

材のうち転売などができずに実損が生じたものや

米飯等の加工手数料となっており、各食材業者に

この事業について案内をしたところ、市内２社か

ら申請があり、現在申請業者へ補助金の支払い事

務を進めているところでございます。今年度４月

２０日からの休校に係る給食事業者への支援措置

については、令和元年度と同様の支援事業が創設

されることを期待しておりましたが、今のところ

今年度については実施しない旨の通知がございま

した。このため、今後も再度休業等になった場合

には食材業者の状況等を確認し、必要があればど

のような支援ができるかなどについて検討してい

きたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは、大項目２、

名寄市公共工事入札の実施に関する基本的事項の

定めについてお答えします。

初めに、小項目１、本年度の入札執行状況につ

いてでございますが、今年度は本日までに工事で

３０本、業務委託で１１本の入札を執行しており、

そのうち３本の工事において入札金額が予定価格

を上回ったことから、最低価格入札業者と事後協

議を行い、随意契約により契約を締結しておりま

す。また、２本の工事において入札金額が調査基

準価格を下回ったことから、それぞれ低入札価格

調査委員会を開催し、最低価格入札業者からの事

業聴取の上、当該工事の内容に適合した履行がさ

れると確認し、契約を締結しております。なお、

予定価格に対する落札額の割合である落札率は、

工事が９ ６％、業務委託が９ １％となってお

ります。

次に、小項目２、公共工事における入札及び契

約の適正化の推進と品質確保の促進について申し

上げます。本市における公共工事発注業務は、地

方自治法など国の定めによるほか、名寄市契約規

則、名寄市建設工事執行規則、名寄市公契約に関

する指針など市で定めた規則にのっとり、適正な

処理を行っております。また、工事の設計に当た

っては、御質問にありました公共工事の入札及び

契約の適正化の促進に関する法律及び公共工事の

品質確保の促進に関する法律の基本理念にのっと

り、現在及び将来の公共工事の品質を確保するた

め公共工事の品質確保の担い手が中長期的に育成

及び確保されるための適正な利潤を確保すること

ができるよう市場における労務及び資材等の取引

価格、健康保険法等の定めにより事業主が納付義

務を負う保険料等、公共工事の実施の実態を反映

した積算を実施しておりますので、御理解のほど

よろしくお願いいたします。

次に、小項目３、建設業者の格付基準について

申し上げます。建設業者の格付は、名寄市市内業

者及び準市内業者の認定基準により認定された建

設業者のうち土木と建築に登録された建設業者に

対して名寄市建設工事請負業者格付基準に定めた

方法により格付を行っております。格付は、建設

業法の定めによる総合評定値、資格審査を行う年

の前年及び前々年に施工した工事の成績評定点、

本市との災害協定の有無や公共施設等への愛護活

動、地域における奉仕活動の状況等により評定数

値を算定し、資格審査委員会にて審査をし、２つ

のランクに格付しております。本年度の格付は、

土木部門で登録業者２０社のう、Ａランクが１１

社、Ｂランクが９社、建築部門で登録業者１４社

のうちＡランクが１０社、Ｂランクが４社となっ

ております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目３、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金の活用についてお答えいたします。

初めに、小項目１、実施計画作成に伴う事業の
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取組についてですが、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金については、令和２年４

月３０日の第一次補正予算成立を受け、５月１日

付で制度要綱の通知があり、実施計画策定時に補

正予算として提案したく、計画していた事業のう

ち交付金の対象となる事業として、中小企業融資

保証料、運転資金利子補給補助事業のほか計６事

業を登載した実施計画を５月１２日に提出したと

ころでございます。実施計画の提出及び当該実施

計画に基づく交付金の交付決定は２段階に分けて

実施することとなっており、今回提出した一次分

は既に補正予算として審議いただき、可決してい

ただいた事業を実施計画に登載いたしました。な

お、二次分の実施計画の提出時期については国庫

補助事業等の進捗を見ながら別途通知されること

となっており、その際、一次提出時に想定してい

なかった事業の追加による実施計画の変更が可能

となっております。

次に、小項目２、臨時交付金の取組事業におけ

る執行残の取扱いについて申し上げます。当該交

付金の限度額は、人口や財政力、感染者数の割合

等により算定されており、名寄市においては、１

億 ２２８万４０００円となる旨通知を受けてお

ります。御質問のとおり、一次提出時における実

施計画登載事業の合計は２億 ７００万円となっ

ておりますが、執行状況によっては交付限度額に

届かないことも予想されます。緊急事態宣言が解

除され、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と

経済活動の両立を図るための新しい生活様式の推

進が求められており、当市におきましても新たな

施策を進めていく必要があると考えております。

これら事業については、実施計画登載事業の執行

状況も勘案しながら二次提出時に実施計画に登載

してまいりたいと考えております。また、第二次

補正予算により追加された交付金につきましては、

制度要綱が近く発出されるものと思われます。新

型コロナウイルス感染症による地域経済や市民生

活への影響に対し、本交付金を活用してどのよう

に施策を展開していけるか十分に検討をしてまい

ります。

次に、小項目３、実施計画に盛り込まれていな

い事業の取組と活用について申し上げます。第一

次の当該臨時交付金の実施計画には、先ほど申し

上げたとおり、６本の事業を登載していますが、

今回の新型コロナウイルス感染症の拡大が市民生

活や地域経済に大きな影響を与えることを踏まえ、

今後もさらなる支援が必要と考えており、本定例

会の最終日に提案予定の一般会計補正予算につい

て、経済対策や市外学生の支援など追加の支援策

を提案する予定となっております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） それぞれ御答弁をい

ただきました。ありがとうございます。幾つか掘

り下げて質問をさせていただきたいというふうに

思います。

まず、子供たちのマスクの着用というふうなこ

とで、熱中症対策というのがやはり出てくるのか

なというふうに思っています。新しい生活様式、

今御答弁いただいた衛生管理マニュアルも国のほ

うから示されておりますし、それにのっとって進

められているというふうなことで認識をするとこ

ろでもあります。一つ、私も３０年９月の第３回

定例会で暑さ対策ということで各種学校のこの暑

さ対策に対する状況というものもいろいろ部長と

話をさせていただいたというふうなところで、や

はりこのときには網戸の部分と、それから扇風機

に関する部分で議論をさせていただいたというと

ころであります。網戸対策については、しっかり

とした対策もその後講じていただいて、今現状網

戸が入って、通気性のいい状況にはなっていると

いうふうに思います。しかしながら、昨日の答弁

の中でもありましたけれども、２方向の開いてい

るところでいうと風の流れがいいけれども、そう

でなければどうしても風が籠もるというふうなこ

とで、これらの部分としては恐らく扇風機も対応
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しながら空気を循環させるというようなことで暑

さをしのぐ、それからこのコロナウイルスに関す

る、この扇風機使うことによっていろいろコロナ

に関する部分として議論あるみたいですけれども、

暑さ対策という部分についてはやはりこれしか方

法はないのかなというふうな感じは受けています。

その中で、大きな扇風機を設置をするというよう

なお話もいただきました。ただ、確かに大きな扇

風機で風を動かすということは非常に大事だし、

子供たちにとってはいいことというふうなことで

ありますけれども、ただ非常に音がうるさいとい

いましょうか、我々も市民との意見交換会のとき

にも学校使わせていただいて、その扇風機も使わ

せていただいたりするのですけれども、なかなか

声が通らないとかいうふうなところもあって、な

かなか使い切れないという状況にはあります。そ

んなことも踏まえて、この辺については学校サイ

ドと恐らくいろんな詰めをされたのだというふう

に思いますが、この辺についてこういうふうに決

めてきた、この経過についてもしあれば、お知ら

せいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 今回の国の補正事業

の中で学校再開に関する支援事業という形でメニ

ューが出ましたので、そのメニューで、各学校に

対して、どのようなコロナの感染症対策と暑さ対

策ができるというようなことで協議をしてきまし

た。その中で、ウイルスの飛散の関係もあるので

すけれども、やはり暑さ対策を十分しなければな

らないということもありまして、網戸の設置はも

ちろんなのですけれども、やはり大型扇風機で空

気を循環させるのも一つの手だてだということで

も御意見もいただきました。ただ、教室の中に入

れてしまうと、やはり近くにいる子供たちについ

て、音が大きいものですから、影響があるという

心配もいただきましたので、学校それぞれの教室

に対する児童数、生徒数というのもございますか

ら、例えば廊下に扇風機置いて、２方向から来る

空気を循環させるという方法も一つだということ

もありますし、その辺はある程度学校のほうに任

せたいと思いますけれども、それともう一点、ど

うしても先生もマスクをしながらしゃべるという

ことで遠くまで声が聞こえない場合もあるという

ことで、マイクスピーカーみたいなものを導入す

る、希望する学校についてはそういう導入も進め

ていきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 分かりました。そう

いうふうな部分については各学校で恐らくいろん

な工夫をしながら進めていくのだろうというふう

に思いますけれども、いろんな学校の意見も取り

入れながら進めていくということで、教育委員会

としてしっかり御相談に乗っていただきたいなと

いうふうに思います。

それと、もう一つは水飲み場の部分かなという

ふうに思いますけれども、ソーシャルディスタン

スの関係でいうと、先ほどうちは１メートルとい

う間隔ではあるけれども、ぞろっと休み時間に給

水をするというようなことになると思いますので、

全部並ぶわけにいかない、１つ置きというふうな

ことに恐らくなるのかなというふうに思うのです

けれども、そんな中、やはり小まめに熱中症対策

として水分補給するというふうなことで、今月の

１５日から水筒は持ち込むことといいましょうか、

携帯することについてお認めいただいたというふ

うなことで非常に私も喜ばしく思っているのです

けれども、この部分についてもどういう経過、今

までの流れとしては衛生管理上水道水について特

段問題はないというふうなことで、子供たちの給

水に関わる部分としては水道水、そして蛇口、ち

ょっと難しいのです。下に向けて手を洗い、そし

て上に向けて水を飲むという、こういう、要する

に触れなければならないという状況もあって、こ

れが衛生管理上どうなのかなというちょっと懸念

はあるわけですけれども、いずれにしてもそれな

りの対策を講じながら進めていってくれているの
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だなというふうに思いますけれども、水筒携帯が

許されるようになった、許されるというか、なっ

たという、その背景についてもお知らせいただけ

ればありがたいです。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 水筒の関係でござい

ます。これまで名寄市においては児童生徒の水筒

の利用につきましては誤飲、間違って人のを飲ん

でしまうですとか衛生管理上の問題がありました

ので、持参は御遠慮くださいというようなことで

保護者のほうにも御協力をいただいてきたところ

ですけれども、今般のコロナウイルスの関係等も

ございましたし、また学校再開後ウイルスと共生

していくというやはり学校の新しい生活様式を踏

まえた中で、当然児童生徒にマスク等の着用もお

願いしてきているところですけれども、ただその

反面、水飲み場等で水を飲む場合もある程度テー

プ等で距離を置いて、間隔を置いて順番待ちをし

ていただくというような状況も今回の中で、新し

い学校スタイルの中で出てきたものですから、ひ

ょっとすると面倒くさくて時間かかるということ

で飲みに行かないですとかいうような子供たちが

出てきて、十分に水分補給ができないで熱中症に

かかってしまうというような危険性もあるという

ふうに判断をさせていただきました。その中で、

子供たちの健康を確保しながら、水筒の持参を認

めたといいましょうか、お持ちしたのですけれど

も、その中の脱着式のコップ式の水筒は誤飲とか

の問題もありますし、やっぱり消毒の問題等もあ

りますから、そういう水筒は避けていただいて、

開けるとすぐそのままの直接水を飲めるタイプの

水筒がありますので、そういう水筒については希

望する児童生徒については、それぞれの学校で決

め事はございますけれども、その中で使用しても

いいということに今回させていただいたところで

ございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。水筒の携帯については一応期限を切って、８

月の夏休み中の授業を再開といいますか、続ける

ということですから、それらの暑さ対策という形

で一応決めているようですけれども、８月の後半、

９月の初めというのはまだ暑いわけですから、そ

こら辺のところも時期的なことも考慮しながら対

応していただきたいというふうに思います。

次に、学校給食に関する部分として、当然学校

給食は行政として安定的に供給する義務があると

いうふうなことで、しっかりとした対応していか

なければならない。先ほど御答弁をいただいた部

分については、実質６月１日からということで、

５月２５日から分散登校がありましたから、それ

で給食の提供始まったということでありますけれ

ども、納入業者に関しては特段要するに納品状況

に影響あるというわけではなく、スムーズにこの

給食提供がなされているということで安心をいた

しました。しかしながら、このコロナ関係でいう

と学校給食が止まったということは事実ですし、

実際に納品というふうなことでいうと、学校給食

は年間１億円を超えるということになりますし、

月平均で１０００万円ほどの食材を実際納品をし

ていただいているという背景を考えると、相当な

影響はあったのかなというふうに思います。した

がって、この部分については学校給食も提供する

前月に実際入札して契約をするという形を取って

いるわけですから、非常にその辺もつらいところ

はあるのかなというふうに思いますが、実際に今

後の安定的に給食を提供していただくためにはし

っかりとした納品業者が安定的に提供してもらわ

なければならないと、これはもう当然のことであ

りますから、それらについていろいろお困りの部

分も業者等についてはあるのかなというふうに思

いますが、いろんな策を講じていただいていると

いうことでありますけれども、文科省の実際に補

助事業といいましょうか、２社お使いになったと

いうこと、それ４月以降は文科省の制度がなくな
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って、これは臨時交付金を活用して、どういうメ

ニューにするかは別にしてもそういうふうな適用

の仕方というふうに変化をしていくというふうな

ことで、これについても実際には文科省から各都

道府県の教育委員会、そして教育委員会から各市

町村の教育委員会に、これは通達といいましょう

か、事務連絡という形で、この辺のことに配慮を

すべく流れているというふうに思いますので、そ

こら辺も含めて、先ほども御答弁いただきました

けれども、しっかりとした対応をしていただきた

いというふうに思うのですが、この辺のこの交付

金の活用メニューという中でお考えがあるのかど

うなのか。例えば考えがあるからどうだというわ

けではないのですけれども、そこら辺の利用の仕

方、適用の仕方というふうなことで何かございま

したら、御答弁いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 確かに議員御指摘の

とおり、昨年につきましては補助事業という形で

食材供給業者の中で転売等できなかった部分につ

いての助成というのが４分の３ございました。今

年度も４月２０日から相当期間、約１か月にわた

って給食が停止したということで、年間食材費が

１億 ０００万円程度ですから、一月にすると

０００万円程度、それについては地元の納入業者

についてはやはり直接的なダメージなのだろうと

いうふうに考えております。私たち教育委員会と

しましても、市としましてもやっぱり学校給食を

止めるわけにいかないという、これは当然のこと

だと認識しておりますので、ただ、今年度につき

ましては国からも新型コロナウイルス感染症に伴

う主な支援策というような形で持続化給付金です

とか、また市においても事業継続支援給付金等の

制度がございます。そういうような御紹介も給食

センターのほうから各業者のほうにもさせていた

だいておりますし、つなぐことができればつなぐ

というようなことで進んできております。ただ、

今後第２波、第３波、どのような形で、想定はし

たくはないのですけれども、再度また休業という

ような対応が、そういう措置を取らなければなら

ない状況が出ないとも限りませんので、その辺に

つきまして今後もいろんな方面で支援も含めて、

当然支援を第一にといいましょうか、そういうよ

うな形で進めていきたいなというふうに考えてお

ります。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） よろしくお願いしま

す。

それでは次、公共事業に関する部分としてお聞

きをしたいと思います。実際に現在の入札、契約

等々については公正公平、当然適正にされている

ということは重々承知、認識をしているところで

あります。その中で、今回４月２８日に入札のあ

った案件については低入札の標準価格を下回る価

格というふうなことがあって、調査になったので

す。調査委員会を開いてというふうなことであり

ますけれども、この中で実際に落札の率を見ると

９ １７％ということで、相当低い落札になって

います。それと、５月１２日の入札ですけれども、

これも８ ５８％の落札率ということで、非常に

低い状況だというふうにこの状況から見られるわ

けですけれども、入札ですから、競争原理が働く

わけですから、こういうふうにならざるを得なか

ったという背景は重々承知はしているところであ

りますけれども、ただ先ほども御答弁をいただい

たわけですし、こちらのほうからも質問させてい

ただいたという部分では適化法と、それからこれ

はもう一つの部分でいうと品確法、この部分でい

うと業者がしっかり担い手の確保ですとかその他、

いろんな内容等について考えていくと、ある一定

程度の利潤というふうなことも御答弁の中にあり

ましたけれども、やはり確保してやらなければな

らないというふうな状況あるのかなというふうに

思っています。実際に建設事業者、地元のこの部

分でいうと、地方における公共事業の数というの

はどんどん減ってきているという背景もあって、
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非常に苦しい、厳しい状況になっているのかなと

いうふうに思います。その中で、実際に建設業者

は今災害があったときにこの対策というふうな形

ではなくてはならない業者でありますし、また冬

の除雪においてもこれは市民生活をしっかり守っ

ていくというためには欠かせない業者だというふ

うに認識をしています。しっかりとこの２法の趣

旨にのっとって、そして進めていっていただきた

いなというふうに思うのですけれども、今残念な

がらこういう低額の落札があったというふうなこ

とで、この部分、今後の入札の在り方というふう

な部分で何か改善をできるものというような部分

でお考えがあれば、お知らせ願いたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今塩田議員のほうか

らお話がございました。建設業者の皆様におかれ

ましては、本当に災害の場面ですとか、あと冬の

除雪の部分も含めましてなくてはならないという

ことで、守っていかなければならないと、そうい

う部分で十分認識しているところでございます。

ただ、先ほどの答弁にも申し上げましたけれども、

基本的にはそれぞれの法律にのっとりながら適正

に入札執行しているという部分で御理解いただき

たいというところでございますので、よろしくお

願いします。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） そのとおりのことに

なろうかと思いますが、実際に道のほうで低入札

価格の調査制度、そのほかに最低価格の基準価格

を設定する制度というふうな部分でこれを適用し

ているのです。そんなことも含めて、名寄市は低

入札の関係については実際適用しているというふ

うなことでありますけれども、これらについてど

んなふうにお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 最低制限価格制度の

導入についての御質問だと思います。御案内のと

おり、本市では低入札価格調査制度を導入してい

るというところで、最低制限価格制度については

今のところ導入しておりません。当面は、現行の

低入札価格調査制度を実施しながら最低制限価格

制度についても研究してまいりたいと考えており

ますので、御理解願います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） よろしくお願いしま

す。

それでは次に、質問としては入札の執行に関す

る部分として予定価格の事後公表についてお伺い

をしたいと思います。この予定価格の事後公表、

根拠と、それから事後公表の時期についてお願い

します。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 予定価格の事後公表

の根拠と予定価格の公表時期ということで御質問

いただきました。予定価格事後公表の根拠につき

ましては、名寄市の訓令でございます予定価格の

事後公表及び低入札価格調査制度に関する事務取

扱要領、そういう訓令がございまして、第２条に

おきまして対象工事等と定めておりまして、１件

１３０万円を超える建設工事につきまして事後公

表と低入札価格調査制度を併せて行うというよう

に規定されております。ただし書がございますけ

れども、通常はこの規定にのっとりまして予定価

格の事後公表及び低入札価格調査制度を実施して

いるというところでございます。また、事後公表

における予定価格の公表でございますけれども、

この訓令の第３条に予定価格の公表等は一般競争

入札及び指名競争入札の終了後、適宜の方法によ

り行うものとすると規定がありまして、現状の取

扱いといたしましては、通常落札された場合は当

日の夕方頃に掲示板、ホームページで公表と。低

入札の場合についても当日の夕方頃に掲示板、ホ

ームページで公表と。調査基準価格は公表しない

と。不落の場合は、最低価格業者と随契協議をし

た後に掲示板、ホームページに公表というような

取扱いを行っているところでございます。
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以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 今事後公表の根拠に

ついては、事務要領があって、その事務要領に沿

って行われているということであります。この中

で予定価格の公表時期という部分でいうと、今お

っしゃったように、３条で公表等の方法というふ

うな部分で、この部分では入札の終了後適宜の方

法によりというふうな部分ですけれども、これに

ついて具体的に教えてください。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 具体的にということ

なのですが、３パターンありまして、通常落札さ

れた場合のときは当日の夕方頃に掲示板とホーム

ページで公表すると。低入札の場合は、同じく当

日の夕方頃に掲示板とホームページで公表と。不

落の場合は、最低価格業者と随契協議をした後に

掲示板とホームページで公表という形になってい

ます。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 今の御答弁でいきま

すと、低入札価格を設定をした入札については公

表は実際に契約後ということではなくて、通常で

いうと、私の理解でいうと、最初の部分でいうと

落札して、落札額が決定をして、契約をして、そ

して事後公表といいましょうか、その流れになっ

ていくのだろうなというふうに思うのですけれど

も、低価格の部分については調査が入っていると

いうふうなことで、これは基準価格に達しないか

ら、結果的に、調査委員会ですか、調査委員会を

設置をして、入札、要するに札入れの価格が妥当

であるかどうかというのを調査する期間があるの

です。したがって、今の部分でいうと調査をする

には結構時間がかかるのです。今、入札が終わっ

た、夕方に公表というふうなことであれば、この

要綱の中でいうと落札者はこの時点で決定しませ

んから、決定は後ですよね。ましてや最低で入れ

た、価格で入れたら落札をしていないのですけれ

ども、入札を入れた業者に落札させるか否かは調

査後でないと分からないし、それが履行がなされ

ないというふうに判断した場合は次の場面に移っ

ていくのです。ですから、次順位の業者のほうに

移っていく。それが低入札価格よりも下回る部分

であれば、同じような調査委員会を通して調査を

し、どうするか決定をする、そういう流れだとい

うふうに思っていまして、その中で決定者が出な

い場合はこれは再公告入札になるのです。そうい

うふうに書いてあると思うのですけれども。それ

が予定入札価格がもう既に公表されているという

ふうなことになることは、これどうなのでしょう

か。副市長、お答えいただけますか。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今予定価格の事後公表

及び低入札価格調査制度に関する事務取扱要綱、

ここの議論になるかと思っておりますけれども、

まず低入札調査価格になりますと、低入札の調査

価格自体はこれは公表していないと思います。予

定価格については、今の取扱いではオープンにな

っているということ、予定価格については低入札

とした段階で調査の入る前に夕方の掲示板という

ことでありましたから、その中で出てくるという

ことになります。私どもについては、予定価格は

下回っているのだけれども、低入札価格のところ

での、それは見えない調査基準価格での調査とい

うことになっておりますので、そこについては伏

せた状態でありますから、公正性、公平性は担保

されていると思っておりますけれども、最終的に

この事務取扱要綱においては第３条、予定価格の

公表等は一般競争入札及び指名競争入札の終了後

というところの読み方が非常に曖昧な状態だとい

うふうに私も今認識したところであります。改め

てほかの市町村の取扱いの状況、あるいは公共工

事の取扱いの状況等も踏まえて、適宜ここは検討

させていただきたいと思います。最終的に低入札

の調査が行われて、順次下のほうからやっていく

わけなのですけれども、結果的に落札される方が、
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業者さんがいらっしゃらないということになれば

今度、おっしゃるとおり、再公告になります。そ

のときには、改めてこの予定価格をどうするのか

という議論になりますので、そこのところまで踏

まえると、同じ予定価格でいいのかどうかという

のは調査の中でまた判断しなければなりません。

そういうことも踏まえて、今のところは予定価格

前段で見える状態でもそれは大丈夫だろうという

ふうに思っておりましたけれども、改めてここの

第３条の読み方についていろんな形で研究、検討

して、適切な形に仕上げてまいりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 今副市長がおっしゃ

るとおりだと思うのです。実際にはこれは公正性

に欠くというふうなことになると思うのです。た

だ、事例が事例というふうなことで、これが再公

告入札というふうなことになったときに、今予定

価格をいじるような話がありましたけれども、公

表していなければその必要もないわけですし、実

際に原課が積算をしたこの積算の内容については

恐らく問題はないというふうに思いますから、そ

うすればその後、先ほどの落札に至らなかったケ

ースを除いて、新たな公告入札を行う。そのとき

には、公表していなければその予定価格で再度入

札が行えるというふうに私は理解します。したが

って、この流れはおかしいというふうなことを御

指摘をしたいというふうに思います。

それと、不落の部分でありますけれども、この

部分についても同じことが言えると思います。今

回の、要するに不調に終わった３件の案件があり

ますけれども、この部分についての予定価格の公

表というのは同じ考え方でよろしいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 不落の場合は、先ほ

ど最低価格業者と随契協議をした後に掲示板とい

う形なのですが、基本的には協議が調った段階で

出しているというところで御理解いただきたいと

思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） この案件についても

同じように、この要領を見ると、これは再公告入

札です。再公告入札を行って、そこに落札者が出

なかった場合、基本的には最低価格、要するに予

定価格に一番近い業者とこの部分については協議

というふうなことになると。そして、随意契約と

いうふうになるのだというふうに私は思うのです

けれども、そうではないでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ちょっと問題を整理さ

せていただきます。最初に話題になったのは低入

札価格の部分でありまして、これは調査基準価格

があって、それより下がっている金額で入札され

た方については一度調査してと。その場合は、予

定価格より下回っているので、そこは今見える状

態にしている。今、前段の不落の場合、予定価格

よりも高止まっていて落ちなかったときの状況で

すが、これについては業者さんが決定するまでは

予定価格については公表はしておりませんので、

そこは決まってから、全て整ってから公表であり

ます。ですので、低入札の場合と不落随契になっ

たというルートでは予定価格の取扱いが違うとい

うのも御指摘のとおりだと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 私の理解が違うのか

分からないですけれども、この不調に終わってい

る案件については、私は翌日見ているのですけれ

ども、公表されている部分については。予定価格

公表されています、既に。ですから、おかしいな

というふうに思ったわけです。したがって、今副

市長が答弁されたような内容が正しいのかなとい

うふうに思いますので、この在り方についてしっ

かりと、公正性を欠くようなことにつながるとい

うことはこれはよくないことだというふうに思い

ますから、しっかりとした対応をしていただきた

い。

それと、予定価格の公表についても税込みで公
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表したり、税抜きで公表したりという部分あるの

です。どっちが正しいのか分かりませんが、こう

いうふうな公表もあるということも含めてこの辺

についてしっかりとした対応をしていただきたい

というふうに思います。よろしいですか。

次に移ります。

〇議長（東 千春議員） 答弁聞きますか。

〇１４番（塩田昌彦議員） もしよければ。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ちょっと状況について

も、私も現場離れておりますので、再度確認させ

ていただきたいと思いますが、少なくとも不落随

契の場合についてはその業者さんが決まってから

の予定価格公表というのは大前提でありますので、

これが違うということになりますと大変なことで

すので、改めて見させていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） よろしくお願いしま

す。

それでは、時間なくなりましてすみません。地

方創生の臨時交付金の関係でありますけれども、

６事業に絞ったという状況については承知をしま

した。その中の一つとして事業継続の支援給付金、

これ見ているのですけれども、実際には５月１９

日現在ということですから、まだ締切りまでは日

にちがあるので、一概に言えないのですけれども、

実績でいうと３２９件ですよね。経済部長、３２

９件で間違いないですか。

（何事か呼ぶ者あり）

〇１４番（塩田昌彦議員） ですよね。というこ

とで、予定をしている部分よりも相当下回ってい

るという状況が見られるなというふうに思ってい

て、これらについて当初事業計画というふうな形

で見ていたのも変更しなければならないのかなと

いうふうに認識をしていました。先ほど部長のほ

うからの答弁で、一次と二次というふうなことが

あって、これは二次はまだこれからの部分であり

ますから、いろんなことを想定をしながら、要す

るに地域経済をどのようにしていくかというふう

なことになると思いますので、これらについてい

くのだろうなというふうに思っていますので、し

っかりとした市民に寄り添った経済対策というよ

うな形でつくっていただきたいというふうに思い

ます。

それと、まだ実際に提案されているということ

で、明日、どうなのか分かりませんけれども、私

５月８日の臨時会の中で質問させていただいた、

市内から道内外に大学等に通うお子さんがいて、

要するに保護者のほうに何らかの、同じように厳

しい状況にあるわけですから、支援がないのかと

いうふうなことでその検討をしてくださいという

要望をさせていただいたというところで、いろい

ろ御検討いただいたということで、感謝をすると

ころであります。トータルでいうと、これから二

次の計画を策定するというふうなことであります

から、いろんなことを考慮しながらというふうな

部分で、１つだけ、実際にどうなるか分かりませ

ん。勝手に考えている部分でありますけれども、

町場に行くといろいろパーティーとか、少年団の

育成、いろんな部分での育成というふうなことで、

パーティーを開いていました。しかしながら、今

のこの現状からいうと、それがなかなかままなら

ないというところであります。しかしながら、こ

れからの状況でいうと、少しずつ改善をしていっ

たりすることで開けるようになるかもしれない。

今まで３００人、４００人規模でなっていたもの

が半分の規模でやるとかいうふうなことも想定と

しては考えられるというところで、しかしながら

そのくらいの数でやると、しっかりこの少年団で

育成につながるかというと、なかなかつながり切

らないというところがありますから、それらに対

する部分として助成制度か何かあれば、そういう

ふうなものが開かれて、開かれることによって実

際に飲物だとか食べ物だとか市内で循環して動く

わけですから、これは当然経済動くというふうな

ことになりますので、そのようなことも含めて、
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思いつきで失礼なのですけれども、そんなことも

考えたところがあって、こういうふうな支援策と

いいましょうか、どうなのでしょうかということ

でちょっとお伺いをしたいと思います。それに対

してもし御答弁いただけるのであれば、いただき

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今塩田議員から御提

言をいただいたと認識しております。今回補正の

関係で様々な部分、経済対策ですとか先ほどの学

生の部分も上げさせていただきました。今後もさ

らにまたいろんな状況が、厳しい状況が続くと思

いますので、そういう塩田議員の意見も参考にし

ながらまた新たな支援策も含めて検討してまいり

たいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 以上で塩田昌彦議員の

質問を終わります。

地球規模の気候変動問題に関わって外１件を、

富岡達彦議員。

〇１番（富岡達彦議員） 議長から御指名をいた

だきましたので、大項目２点について通告順に質

問をさせていただきます。

大項目１、地球規模の気候変動に関わって。地

球規模の気候変動の脅威とそれに対処する緊急の

必要性を認識し、産業革命前から地球の気温上昇

を２度未満に抑え、 ５度未満に抑える努力をす

ることを目標とした国際条約、パリ協定が２０１

６年に発効されました。しかし、その後も世界の

ＣＯ２の排出量と世界の気温は観測史上最高値を記

録を続け、現在既に １度上昇しています。国連

は、パリ協定に基づく各国のＣＯ２削減目標が達成

されなければ、今世紀末には世界の気温は３度上

昇し、人間の力では元に戻せない状況に陥ると警

告を発しています。既に気温の上昇と地球全体の

過熱化によって世界各地では熱波、台風、ハリケ

ーンなどの巨大化、大規模森林火災、豪雨、洪水、

海面上昇、干ばつ、氷床融解や逆転極化の大寒波

や豪雪、猛吹雪など極端な気候変動が頻繁に引き

起こされている現状です。日本国内でもこれまで

に経験したことがないと言われる異常気象が常態

化し、気象災害が深刻化しています。地球４６億

年の歴史の上、類を見ないスピードで気候変動は

進行し、世界各地で人々の生命や暮らしが危険に

さらされ、地球生態系や生物多様性が損なわれて

います。今世界を震撼させている新型コロナウイ

ルス感染パンデミックもこれら人間の産業活動の

グローバル化による地球規模での気候変動、気候

危機によってもたらされた災禍であると言われて

います。皮肉なことに新型コロナパンデミックに

よって世界の経済産業活動が停滞、縮小されたこ

とでＣＯ２排出量が８％ほど減少する見込みがある

とＩＥＡ、国際エネルギー機関は発表しています。

しかし、国連のグテーレス事務総長もコロナ禍に

よってＣＯ２の排出量の減少は認めているものの根

本的な解決には至らないと述べ、これを機に再生

可能エネルギーへの投資を強化すべきと発してい

ます。このような深刻な状況下の中、昨年の国連

気候行動サミットでは世界の７７か国が２０５０

年までにＣＯ２排出量を実質ゼロにするカーボンニ

ュートラルを表明しました。小泉環境大臣も気候

変動の現状はもはや気候危機であると警告を発し、

昨年スペインのマドリードで開催されたＣＯＰ２

５での議論を踏まえ、２０５０年までにＣＯ２の排

出ゼロを目指す先進的な取組を推進していくこと

を表明されています。それらを踏まえ、以下小項

目３点について質問をさせていただきます。

小項目１、本市における地球温暖化対策につい

て。温室効果ガス、ＣＯ２削減の取組の現状と課題

について伺います。そして、今後の取り組み方と

目標について伺います。

小項目２、脱炭素社会実現への再生可能エネル

ギー導入に向けた考え方と取組について。今定例

会の行政報告にも発せられておりました、王子マ

テリア名寄工場の継続が難しい場合を想定した新

しい産業の創出の一つに掲げられておりました再
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生可能エネルギーも一つの柱と位置づけて検討し

ながら進めていくとのことですが、再生可能エネ

ルギー導入に関する具体的な選択肢の検討と可能

性について導入に向けた取組の考え方と進め方に

ついて伺います。

小項目３、２０５０年ＣＯ２排出ゼロ表明につい

て。昨年９月のグローバル気候マーチにはスウェ

ーデンの環境活動家、グレタ・トゥーンベリさん

の怒りの演説につき動かされた未来世代の若者を

中心に１８５か国、７６０万人が参加をしました。

また、昨年１１月のグローバル気候マーチでは、

持続可能な未来を守るべく国内２５都道府県で若

者を中心に ０００人が参加をしています。５月

７日までに全国９１の自治体が表明をしている２

０５０年ＣＯ２排出ゼロへの表明参加についての考

え方についてお知らせください。また、世界で

１００を超える自治体が宣言を発している気候非

常事態宣言の表明に対する考え方についてもお知

らせください。

大項目２、ＪＲ宗谷本線維持存続に関わって。

新型コロナウイルス感染症の世界的なパンデミッ

クは、世界のあらゆる経済や産業に急ブレーキを

かけました。本市内においてもほぼ全域にわたっ

て多くの事業者がマイナス影響を受け、市の中小

事業者への支援を受けながら、活用しながら、あ

えぎながらも生き残りを模索しているところです。

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う国や道か

ら発出された緊急事態宣言によって不要不急の移

動、特に県境をまたぐ移動は自粛するよう要請さ

れ、とりわけゴールデンウイークを一つの書き入

れどきとしていた業者、事業者にとってはこれま

でに経験したことがない減収の打撃を被ることと

なりました。ＪＲ北海道は２０３１年度の経営自

立を掲げ、２０１９年度から経営改善の一歩を踏

み出した途端コロナの災禍に見舞われ、出ばなを

くじかれた格好になっています。２０１９年度、

ＪＲ北海道全線区は６年連続の赤字計上となり、

営業損益は過去最大の５５１億円を超えたと報じ

られております。本年５月の鉄道運輸収入は前年

度比で７４％の減少、最新の予測では今年度の減

収額は２００億円から３００億円に達すると見込

まれています。緊急事態宣言が解除され、明日６

月１９日から移動自粛要請も緩和されるようでご

ざいます。７月１日からは間引きされていた列車

についても全便通常ダイヤで運行に戻るようです

が、この夏はどうみん割やＧｏＴｏキャンペーン

の施策を投入したところで一朝一夕に観光客、と

りわけてインバウンドの回復は見込めそうにあり

ません。ＪＲ北海道が単独で維持することが困難

とされている線区については、これから一層危機

感が募る状況となりそうです。今定例会の行政報

告によりますと、宗谷本線維持存続に向けた事業

計画アクションプラン１年目の目標達成率が９０

％という高い評価でありますが、前途多難が予測

される今後、宗谷本線活性化推進協議会は沿線自

治体を取りまとめながらどのような対策を講じて

いくのか、以下２点について伺います。

小項目１、宗谷本線アクションプラン１年目の

取組と成果について、項目ごとの具体的な取組と

その成果について評価を含めてお知らせください。

また、コロナ禍の影響を鑑み、２年目の取組の仕

方についても伺います。

小項目２、ふるさと納税の財源実施項目への明

記について。本市にふるさと納税をされている方

の希望する納税金使途選択項目に宗谷本線の維持

存続や市内の駅維持管理、改修などの項目を加え

ることができないかについてお伺いします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 富岡議員からは、大

項目で２点にわたり御質問いただきました。大項

目１は私から、大項目２の小項目１は総合政策部

長から、小項目２は総務部長からの答弁となりま

すので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、地球規模の気候変動問題に
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関わって、小項目１、名寄市の地球温暖化対策に

ついて申し上げます。現在の地球は過去 ４００

年で最も暖かくなっていると言われており、地球

規模で平均気温の上昇のみならず気候の変化や水、

生態系などあらゆる面で深刻な影響が生じている

と考えられています。地球温暖化の主な原因は人

間の活動による温室効果ガスの増加である可能性

が極めて高く、特に二酸化炭素の影響が最も大き

いと言われています。本市におきましても地球温

暖化防止対策の推進に関する法律に基づき名寄市

地球温暖化防止実行計画を策定しており、現在第

３次計画により名寄市役所の全事業拠点を対象と

したＣＯ２の削減に取り組んでいるところです。ウ

オームビズや公用自転車の活用など各施設での省

エネルギーの取組により、平成３０年度のＣＯ２換

算排出量は基準年の平成２８年度と比べて ２％

の減少となりました。また、昨年度は新たな取組

として、一般財団法人省エネルギーセンターによ

る省エネ無料診断を１０か所の公共施設で実施い

たしました。診断の結果、設備の更新だけではな

く、設備運用の工夫で省エネルギーに取り組める

事項も多く見つかり、今後の施設運営に参考とな

る情報を得ることができました。今後も公共施設

の診断に活用するとともに、民間企業にも情報を

発信することによりＣＯ２削減の取組の広がりを図

ってまいりたいと考えております。

次に、小項目２、自然再生可能エネルギー導入

に向けた取組についてお答えいたします。本市に

おきましては、名寄市総合計画（第２次）の基本

目標３、自然と調和した環境に優しく快適で安全

なまちづくりの中において環境との共生を主要施

策の一つとして掲げており、化石燃料の燃焼が主

な要因である地球温暖化問題の解決に向け、豊か

な自然環境の保全と環境負荷の減少を目指してお

ります。再生可能エネルギーの普及推進には、市

民一人一人が地球温暖化問題やエネルギー問題を

自らの地域の問題として認識することが必要であ

ることから、昨年度は名寄消費者協会主催の消費

生活展において燃料電池自動車普及啓発展示ブー

スを開設し、一般市民向けに普及啓発を行ってき

たところであります。今後も市民への普及啓発に

努めるとともに、新たな公共施設整備や大規模改

修の事業の際には再生可能エネルギー導入に向け

た検討を進めてまいります。

続きまして、小項目３、２０５０年ＣＯ２排出実

質ゼロ表明についてお答えいたします。２０１５

年に合意されたパリ協定では、平均気温の上昇幅

を２度未満とする目標が国際的に共有されていま

す。また、２０１８年に公表された国連の気候変

動に関する特別報告書では、気温上昇を２度より

リスクの低い ５度に抑えるためには２０５０年

までにＣＯ２の実質排出量をゼロにすることが必要

とされ、全国９４の自治体で２０５０年までにＣ

Ｏ２排出実質ゼロを表明しております。地球温暖化

の問題は、世界規模で非常に重要な問題であり、

引き続きＣＯ２の削減に向けた取組や啓発を進めて

まいりますが、現時点におきましては名寄市とし

てＣＯ２の排出実質ゼロ、また気候非常事態宣言な

どの表明を行う考えにはまだ至っておりませんの

で、御理解をお願いいたします。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目２、ＪＲ宗谷本線の維持存続に関わって、小項

目１、宗谷本線アクションプラン１年目の取組と

成果について申し上げます。

平成３１年４月に策定されました宗谷線アクシ

ョンプランの１年目の取組の成果につきましては、

本年４月にＪＲ北海道より検証結果の報告がされ

ております。１年目の目標達成率９０％とされた

成果といたしましては、利用促進及び経費節減の

各項目ごとの取組に対しての達成率となっており、

利用促進の取組では、観光列車風っこそうやの運

行による観光誘客、沿線の活性化や利用促進、観

光事業の創出につながったほか、宗谷線フォトコ

ンテストの受賞作品のパネル展を行い、宗谷本線
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の魅力ＰＲやマイレール意識の醸成が図られたこ

となどから、目標達成となっております。また、

経費節減におきましては極端に利用の少ない駅の

廃止についての協議実施などが挙げられており、

目標達成及び達成見込みを合わせて９０％を超え

た結果となっております。コロナ禍における今後

の取組としては、アクションプランの着実な実行

に向け進めてきたところですが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により十分な取組が行えない現

状に加え、５月２０日、宗谷本線の特急列車の運

休実施が発表されました。この発表を受け、宗谷

本線活性化推進協議会をはじめ影響のあるほかの

沿線地域の各期成会と合同で、５月２２日にＪＲ

北海道に対し新型コロナウイルス感染症終息後に

おける早期運行再開の申入れを行ってきたところ

です。その後、５月２５日の緊急事態宣言の解除

を受け、６月１０日のプレス発表では、先ほど議

員からお話があったとおり、７月１日からの減便

特急の再開が発表されたところです。また、今年

度は観光列車、花たびそうや号の運行が中止とな

りましたが、協議会としては引き続き利用促進策

として宗谷線フォトコンテストを実施し、受賞者

へは応募作品を掲載した宗谷本線活性化推進協議

会公式オリジナルカレンダーを作成し、贈呈させ

ていただくことや昨年度好評でありましたステー

ションカードを発行させていただくなど沿線地域

とＪＲ北海道が協力し、取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは、大項目２

の小項目２、ふるさと納税の財源実施項目への明

記についてお答えしたいと思います。

本市では、平成２０年に名寄市ふるさと応援寄

附条例を制定し、寄附金の使途を５つの事業の中

から指定する形でスタートいたしました。その後、

平成２９年度からの名寄市総合計画（第２次）の

策定に併せまして、重点プロジェクトに位置づけ

られている施策や申込みの際にその他の事業で指

定されることが多かった分野の中から特色ある事

業として農業と子育ての２つを加えて、全体で７

つの分野に関する事業を掲載することとし、また

併せて利雪・新雪を含む冬季スポーツの拠点化事

業の見直しを平成２９年３月に行いました。その

見直しの際の議論の中では、先ほど申し上げた分

野のほかにも幾つか項目を追加してはどうかとの

意見もありましたが、選択肢を増やすことで一つ

一つの印象が薄まり、本市の特色が分かりづらく

なる可能性があることから、使途事業の項目につ

きましては７つにしたところでございます。今般

使途項目の選択肢に宗谷本線の維持存続や市内の

小さな駅の存続、それを加えることはできないか

との御質問をいただきましたが、宗谷本線の維持

存続に向けては現在宗谷本線活性化推進協議会に

おいてＪＲ北海道と一体となって利用促進等の取

組を進めている、そういうところでございますの

で、今後も沿線自治体が一つになっての活動を推

進することが大切であると考えております。また、

個別の事業を使途項目に加えることは、平成２９

年の議論経過から考えますと難しいと判断してい

るところでありますので、御理解をいただきたい

と思います。

なお、本市ではいただきました寄附金につきま

して、名寄市ふるさと応援寄附条例に基づきまし

て地域振興基金等に一度積立てを行い、その翌々

年度の予算編成時に使途指定に合致した事業で寄

附金を活用させていただいておりますので、宗谷

本線や駅の存続のためなど使途を指定した寄附が

あった際には寄附者の意思に沿う形で活用させて

いただきますし、寄附のあるなしにかかわらず、

その事業が本市の施策等と照らし合わせて必要で

あると判断した場合には、これまでも予算や補正

の審議を経て対応してきておりますので、その点

につきましても御理解をいただきたいと思います。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） それぞれに御答弁をい
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ただきました。再質問をさせていただきたいと思

います。

第３次名寄市の地球温暖化防止実行計画におい

て、平成の２８年から２０２１年、令和３年の目

標値、３％の削減目標を掲げておりました。その

中で平成３０年、おととしですか、早くも目標値

をクリアした ２％の削減を達成されたというこ

とは大変これ評価に値することだなというふうに

考えるところでございますけれども、令和元年度

の行政評価結果報告書によりますと、温暖化対策

の啓発、公害対策事業などなど見ますと、一次評

価のランクがＢランクということで、理由には今

後監視業務のみならずＳＤＧｓやＣＯ２の排出抑制

など国の動向、気候変動適応法とかパリ協定など

の潮流に鑑みて、総合的な施策の展開と研究、拡

充を必要とされるというようなことが書かれてい

たわけでございますけれども、今後その辺につい

てはどのような検討を重ねていくおつもりでいる

のかお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 今議員のほうから御

指摘がありました様々な部分につきましては、な

かなか一朝一夕にＣＯ２の削減をしていくというの

は難しい部分があると考えております。また、先

ほどの答弁の中でも触れさせていただきましたが、

身近なところから見直しを行っていく省エネ診断

ですとか、また第３次名寄市地球温暖化防止実行

計画に基づく取組を着実に進めていくことで成果

につながっていくと考えておりますので、御理解

をいただきたいと存じます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 身近なところから、こ

ういう大きな問題というのは一朝一夕にはなかな

かいかない部分があるのかなというふうにも思う

のですけれども、１つ疑問があったのですけれど

も、本市はＳＤＧｓというものを掲げてはいない

ようではあるのですけれども、導入自治体が全国

的に増えて、２０３０年にありたいまちの姿を目

標に進んでいるという部分があり、行政評価調書

の中にもＳＤＧｓという文言が出てくるわけです

けれども、本市においてはＳＤＧｓが掲げている

この１７の大項目と１６９の小項目というものが

ほぼほぼこの名寄市総合計画（第２次）の中に網

羅されているというような位置づけとして捉えて

いいのかどうなのかということをちょっとお伺い

したいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ＳＤＧｓという

ことで御質問いただきましたけれども、議員がお

話ししたとおりだと思いますが、実はＳＤＧｓは

非常に広範囲な、人権の問題からいろいろな課題

が網羅されて、それを分かりやすく配置したもの

が最終的には１６９というふうに分割されて表示

されていますけれども、ここについては総合計画

との整合性というのは当然そこは包含された考え

が全て収まっているというような位置づけという

認識ではあります。ただ、今現状その部分につい

ては名寄市としてはＳＤＧｓという部分について

強く意識した形での位置づけについてはまだ至っ

ていないというような現状でございます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 分かりました。広範囲

で、この中に、総合計画の中に様々な部分が網羅

されているというのは文言を読むと読み取れる部

分があるので、その辺は理解させていただくとこ

ろなのですけれども、国の気候変動適応法が発せ

られて、これを受けて、北海道が北海道気候変動

適応計画というものを立てて、さらなる次へ向け

たビジョンを描いていこうとしております。その

中で、昨日佐久間議員の名寄市総合計画（第２

次）の補強に対する答弁の中で、環境負荷の軽減

と気候変動に対応したことも考えていくというよ

うな御答弁があったかと思うのですけれども、今

こそ温暖化防止の実行計画の中に名寄市が定めて

いる第３次の温暖化防止実行計画の中にも気候変

動適応計画というのを包含させていく必要がある
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と思うのですが、その辺というのは多分恐らく各

部、各課、横断的に捉えた視点、論点が必要にな

ってくるかと思われるのですけれども、その辺に

ついてのお考えがあればお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 現在の温暖化の第３

次計画につきましては、平成２９年度から令和３

年度までの５か年の計画となっておりまして、今

後見直し作業を進めていくことになりますが、そ

の中で、今議員のほうからおっしゃられました気

候変動の適応計画ですか、こちらの部分も盛り込

んでいけるのかどうかも含めて研究してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ぜひよろしくお願いい

たします。そういった形で一つ一つ進めていくこ

とによって一朝一夕にはできなかったものが恐ら

く実現に近づいていくのだろうなというふうに考

えます。

平成の２６年５月に名寄市は低酸素まちづくり

計画というのを策定しております。名寄市総合計

画（第２次）の中にも恐らくその辺が盛り込まれ

るのかなと思いますし、あとは２０年後の名寄市

の姿を見据えた中で都市計画マスタープラン、そ

れとこれから進んでまいります立地適正化計画、

こういったものとも恐らくその辺は連携、リンク

していくものではないかなというふうに考えてお

ります。その中にカーボンオフセット、こういう

機能を含めた森林整備の計画というものも恐らく

入ってこようかと思います。この辺については、

またの機会に森林の全般の質問とさせていただき

たいところではあるわけですけれども、森林環境

譲与税の独自的な配分とか取組なども森林組合な

どと連携しながら、恐らく気候変動の抑制とか気

候災害防止の観点から進めていく必要があるので

はないかなというふうに考えております。また、

公共交通網形成計画の中でも過度な自動車の利用

脱却に向けたという文言もありますので、その辺

交通機関のシームレス化と利便性の向上によって

自動車をあまり使わないで済むようなやり方とい

うのもできるのかなというふうにも思います。そ

して、昨日清水議員の防災に対する質問にもあり

ましたけれども、これから極端化する気象災害を

視野に入れた中での防災計画、この中にも災害時

の初動態勢として、より実効性のあるものとして

市内業者との災害協定は結ばれていると思うので

すけれども、その辺の具体的な進捗と連携の強化

というのも日頃から話を進めていく必要があるの

ではないかというふうに考えております。その辺

について何か御答弁していただけるものがあれば、

お願いしたいなと思うのですが。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 市内業者との災害協

定ですとか、その関係で御質問があったと思いま

す。建設業ですとか、あと建設業等、様々な部分

で協定を結んでおりまして、その都度協議させて

いただきながら連携しているというところで御理

解いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 恐らくその辺市民との

共同作業としても、午前中にも五十嵐議員からも

質問がありましたけれども、ごみの削減ですとか

省エネルギーですとか、そういった取組というの

はやはり市を挙げて、そして市が音頭を取りなが

ら、民間も巻き込みながら進めていくということ

が恐らくこれからのＣＯ２排出削減目標を達成させ

ていくビジョンを明確に打ち出すことにつながっ

ていくのではないかなというふうに考えておりま

す。

小項目２のほうに移らせていただきます。地域

の低酸素のまちづくりや温暖化防止の計画によっ

て一層実効性を高めていく上で、再生可能エネル

ギーの模索は重要な課題であり、現時点で活用度

としては民間の企業のメガソーラーが旧風連町の

中学校の跡地にあります。それが ５００キロワ
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ットですか。あとは、名寄小学校の北側校舎の屋

上に太陽光パネルが出力１０キロワット、そして

雪氷冷熱の利用としては低温倉庫としてのゆきわ

らべ雪中蔵や農産物出荷調整利雪施設というのも

あるようですけれども、今後コロナ後の社会の基

盤の大きな変化というものを視野に入れて考えた

ときに、恐らく地域における産業構造の転換とか、

また新たな産業振興の面から見ても地産地消型の

エネルギー開発というのが必要になってくるので

はないかなというふうに考えておりますけれども、

その辺について見解をお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 答弁の中にも条

約の話が出てきたりとか、日本国内というよりも

世界的な人類としての課題というような位置づけ

のお話ですけれども、ここを我々の立場で具体的

な話を進めていくというのは難しい規模の話も出

てきますので、なかなか御期待に沿える答弁がで

きるかどうか分かりませんけれども、基本的には

世界的な課題ですので、その中でやはり国がしっ

かりとリーダーシップを取って、世界基準に追い

つくような施策を展開していただきながら、それ

が都道府県に下りてきて、そしてそれをまた実践

を市町村がしていけるような形が一番できればい

いのかなというふうに日々感じているところであ

ります。その中で市町村としてやり切れる範囲の

ことをしっかりと見極めて、議員がおっしゃるよ

うに、これから、本日答弁をさせていただきまし

たけれども、いろいろな周知活動、啓発活動、い

ろいろしながら意識を醸成していく、ここが市町

村の役割、一丁目一番地なのかなというふうな認

識でいるところであります。

それから、地産地消のエネルギーの話がござい

ましたが、それが我々自治体のレベルでやり切れ

るかどうかを今検討しているところですけれども、

王子の跡地の活用について再生可能エネルギーと

いうことで今可能かどうかということを検討を始

めさせていただいたところです。これがもし、当

然プレーヤーとしては民間事業者になりますけれ

ども、民間の方たちがこういったものを着手して

いただいて、行政としてどんなお手伝いができる

のかといったところが今後の議論の行き先になる

のかなと考えておりますが、その中で相手として

は例えば王子のグループ会社だったり、そんなと

ころが参画していただけるかどうかということ、

可能性を探りながらしっかりと進めてまいりたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） いろいろと昨日も王子

の跡地についての話というのは王子グループの中

にもそういうエネルギーを開発する会社があると

かという話もお聞きしたところではあるわけです

けれども、名寄市も、ちょっと歴史を遡ってみま

すと、１０年ほどぐらい前には木質バイオマスに

関連した検討地域協議会とか庁内委員会とかとい

うのもあったようでございます。私その頃はまだ

名寄市民ではなかったので、分からないわけです

けれども、再生可能エネルギーとして考えられる

のは本市の持つポテンシャル、あるいは立地特性

に鑑みてみますと太陽光が一番なのかなというの

は挙がってくるわけですけれども、あと最近風力

に関してもいろいろなものが出てきている。あと

は、雪、氷というのはもちろんのことですけれど

も、あと川がいっぱい流れている地域であります

ので、中小水力の発電、あるいは６２％でしたか、

森林に覆われている名寄市ですから、木質バイオ

マス、あるいは下水汚泥や家畜のふん尿バイオガ

スというものも一つ選択肢として挙げられるとは

思います。その中では、賦存量ですとか利用可能

率とか、そういったもろもろがあって、あるいは

経済性との整合性、そういったものによってでき

る、できないというものは精査されてくるのだろ

うというふうに思うのですけれども、この気候危

機のさなかにある中、やはり何かしらこの喫緊の

課題として再生可能エネルギーに関するロードマ
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ップというものを描いて取り組んでいく必要とい

うのが大切になるのではないかなというふうに考

えておりますけれども、その辺についていかがで

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今議員のほうから太

陽光をはじめとして様々な自然再生可能エネルギ

ーの部分で御提言をいただいたと思います。現状

におきまして議員が納得できるような取組が市と

してできているかというと、今やっている部分に

つきましてはそれぞれ、先ほども議員おっしゃっ

ていただきました再生可能エネルギー、一長一短

あるという部分もあろうかと思いますので、今現

状としては各種イベントなんかで普及啓発活動、

それをメインに行っているというところでござい

ます。今の御提言も踏まえまして、また内部協議

しながら研究してまいりたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ありがとうございます。

北海道では、こんな条例があるようでございます。

新エネルギー導入加速基金条例というのがあるよ

うでございますけれども、新エネルギーを導入す

るための基金の様々な助成をするものらしいので

すが、エネルギーの地産地消を目指すためのスタ

ートアップ支援というのもあるようでございます。

ですので、ぜひともその辺の話を進めていく中で

こういったスタートアップ支援のお金も上手に使

いながら進めていっていただけるとありがたいな

というふうにも考えるのですけれども、いずれに

しましても省エネルギーと低炭素社会、温暖化防

止実行計画、これらを実効性を高めていく上でも

今後もたらされるであろう気象災害の防災の観点

からもやはりこの持続可能なエネルギーの供給シ

ステムという、地産地消のエネルギーを持つとい

うことは、非常に大切になるのではないかなとい

うふうに考えております。小規模分散型で自給を

していくという考え方がふさわしいなという部分

もこれから出てくるのだろうと。おととしのブラ

ックアウトの経験等も含めて思うわけですけれど

も、あるいはいろいろ再生可能エネルギーに関連

する企業とか、そういうもの誘致することによっ

て雇用の創出という部分にもつながっていく。新

たな、これからコロナの後の社会を形成していく

上で名寄市が持続可能であるためにそういったも

のというのを取り入れていく必要があると思いま

すけれども、その辺についてちょっとお伺いした

いなと思います。いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 様々な側面がこの再生

可能エネルギーのところにあると思います。行政

側のほうで今いろいろ議論させていただいており

ますけれども、供給側からの視線が今どうしても

行政側からありますけれども、よくよく考えてみ

ますと再生エネルギーを使う需要者側のほうの意

識を変えていかなければならないのがありますの

で、それが前段出てきました市民の皆さんにどう

いうふうに周知するかということにつながるかと

思っております。既に大きな電力を消費するとい

うことで制度的システムとして組み込まれている

社会になっておりますので、ここを変えていくの

はやはり容易なことではありませんけれども、こ

のコロナの中で次の暮らし方というのが見えてく

ると、そのあたりの意識も変わってくるかと思い

ます。ほかの事例も参考にしながら、今御提言い

ただきました例えば基金ですとか、あるいは小規

模のモデルとしての事業というのも一つ手がかり

になるかもしれません。庁内でまた様々な議論は

させていただきたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 名寄市市民も含めて、

この気候変動について自分事として問題を共有し、

動機づけていくためにも、名寄市に今後も住み続

けていきたいという姿をつくっていく上でも再生

可能エネルギーへの取組というのは避けて通るこ

とのできないことなのではないかなというふうに



－132－

令和２年６月１８日（木曜日）第２回６月定例会・第４号

考えます。ずっと住まいる応援事業というのが一

つありますけれども、この中に新エネルギーの導

入とか、あるいはペレットストーブ、二次燃焼型

のまきストーブを導入する方に対する補助制度と

かというのも取り入れていくというのも一つの案

かなというふうに思うのですけれども、低炭素ま

ちづくり計画、あるいは温暖化防止、マスタープ

ラン、立地適正化、それらを含めてその辺という

のをちょっと考える余地のあるものではないかな

というふうに考えるのですけれども、その辺いか

がでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ずっと住まいる

応援事業は、昨年度からスタートしたもので、そ

れまでの住宅改修等支援事業の後継としてつくら

れました。その新たな制度つくるときに庁内のワ

ーキンググループといいましょうか、検討した中

ではそういったものも上がってはきておりました

が、今回の制度の中ではそこまで実現に至ってお

りませんでした。この制度なのですが、事業者さ

んですとか利用する市民の皆様から長い制度をと

いうことで希望ありましたものですから、今のと

ころまずは４年間ということで、その後も、引き

続く４年間も４年目を迎えるときに検証して見直

すということで、延長できる仕組みになっており

ますので、その見直しの際にまた検討させていた

だこうと思っております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ぜひともこの辺拡張し

ていくような方向でお願いしたいなというふうに

思います。

小項目３のほうに入っていきます。２０１９年

の世界各地で猛暑や森林火災、豪雨、洪水が起こ

った年になったわけですけれども、記憶に新しい

ところでは７月にフランスやパキスタンでの記録

的な寒波、９月にはアマゾン、インドネシアでの

大規模森林火災、年末年始にはオーストラリアも

大規模森林火災が発生しています。日本でも夏場

の酷暑が常態化して、海水温の上昇によって巨大

化した台風の相次ぐ襲来によって各地で大きな被

害が出たところは本当に記憶に新しいところだと

思います。北海道でも２０１６年に複数の台風が

上陸して、鉄道や主要国道、道道などがあちこち

で寸断されて、収穫期を迎えていた農産物が大打

撃を受けた、天塩川も氾濫寸前の危機にあったと

いうことは記憶に新しいことかなと思います。ま

た、おととしの石狩川、雨竜川の氾濫というのも

なかなか映像として非常にインパクトのあるもの

だったのではないかなと思います。年々増すばか

りの気候変動による脅威というものは、環境白書

においても気候危機と表現されるに至っているわ

けですけれども、北海道議会、３月の定例会で北

海道知事が排出ゼロを表明しています。札幌市も

３月の定例会の中で代表質問の答弁で排出ゼロを

表明しております。２０５０年のあるべき姿と２

０３０年、４５％ＣＯ２オフ達成に向けた取組を示

したところですけれども、気候変動、エネルギー、

単純にはその辺は比較はできないと思うのですけ

れども、新型コロナウイルス感染パンデミック以

前に世界の人々は気候危機というものにさらされ

ていたとも言えるのかなというふうに考えます。

とすれば、ＣＯ２排出ゼロを目指して、表明をして、

先に表明してもいいのではないかなと思います。

表明した中でそれに追いつくような活動をこれか

ら進めていくというやり方もあるのかなというふ

うにも思うのですけれども、この辺について考え

方あればお知らせください。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 先ほど北海道、ある

いは札幌市が排出ゼロを宣言されたというお話を

伺いました。名寄市としましては、本市のような

積雪寒冷地におきましてはどうしても暖房ですと

か車に係る化石燃料をなかなか減らすことができ

ないといった状況がございますが、先ほどの答弁

でちょっと触れさせていただきましたように、ま

ずは身近なところから少しずつ対応を行っていく
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という部分や計画を着実に進めていく、あるいは

産業界の協力などもいただきながらその延長線上

に排出ゼロを宣言するような形で進めていければ

いいなというふうには考えておりますが、現状に

おきましては先に宣言をするということではなく、

ある程度状況を進めて、成果が見えた段階で考え

てまいりたいと思っておりますので、御理解お願

いいたします。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） もろもろ化石燃料を減

らしていくのなかなか難しい部分ありますとか、

そういう生活様式の急激な変更ってなかなか難し

かったりもするわけでございますけれども、一応

その辺というのはやっぱり市がある程度のビジョ

ンというものを明確に打ち出していくということ

も必要になってくるのかなというふうに考えてお

ります。この先の名寄市をどう考えていくかとい

うことになりますと、恐らくこの議場にいる人間

のためではないと思っているのです。未来のある

若者たち、そしてまだ今まだ見ない子々孫々、そ

ういった人たちにどのような名寄市をバトンタッ

チ、受け継いでいくことができるかということが

非常に大事なことになるのかなというふうに思う

のですけれども、やはりこの再生エネルギー導入

についてはこのまちに暮らしてよかった、このま

ちで子育てができてよかった、このまちで年を重

ねることができてよかったと思えるような持続可

能な未来、安心、安全の都市、名寄というまちづ

くりのグランドデザインを描いていく上で、２０

５０年ＣＯ２排出ゼロの表明をしてもよいのではな

いかなというふうに思うわけでございますけれど

も、改めてこの辺市長の見解をお伺いしてよろし

いですか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先ほどから壮大なテーマ

での御議論がなされておりまして、本当に賛同す

るところだと思います。今回の新型コロナウイル

スと共生という話がありましたけれども、これは

まさにコロナの共生というのは自然と人間がどう

共生していくかという、そうした大きな転換を迫

られているのでないかと。その上で、改めて集中

から分散だろうし、さらには都市から地方という

流れも今後つくっていかなければならない、そう

信じて、我々もまた地域の振興、しっかりとやっ

ていかなければならないと。その上で、方向性は

再生可能エネルギーなのだろうし、分散型という

と物の流れがということになってくると、やっぱ

り物流という話もあるし、ＩＣＴとかということ

で、いろんな地域においても選択肢がさらに広が

っていくような、そうした流れが必要なのだろう

というふうに思います。大きな流れとしてはそう

した方向でいくということでありますが、具体的

に数字的な目標を掲げるということはもう少しし

っかりといろんな角度から検証していかなければ

ならないのかなというふうに思っております。先

ほど来年度に向けて新しい計画も策定するという

ようなお話もありますけれども、その中でもこう

した目標の設定等も含めてしっかりと検討し、大

きな流れをつくっていくこと、また市民の皆様に

もそうした理解の上で共に進んでいくということ

が大事なのかなというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ぜひともその方向で進

めていただきたいと思います。気候変動がずんず

ん進んでいくと、やはり気温が上昇してというこ

とになりますと、冬は本市にとっては雪質日本一

というのが一番の自慢の部分だと思いますし、そ

れが自慢できなくなるどころか、降雪すらも危う

くなるということになれば、観光や冬季スポーツ

拠点化プロジェクト事業、こういうのも怪しくな

ってくるという部分もあろうかと思いますので、

ぜひとも名寄市総合計画（第２次）の中で一層に

これ充実化を図っていただきながら温暖化防止実

行計画、低炭素まちづくりを前へ進めていくよう

な活動に期待をしたいと思います。

そして、次の大項目２のほうに入ってまいりた
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いと思います。令和元年度の行政評価結果報告書

によりますと、先ほど部長が答弁されたように、

鉄道という公共インフラを守っていくということ

は社会や市民のニーズにも適合して、宗谷本線の

維持存続というのは沿線自治体や経済団体が連携

して今後も取り組んでいくための、必要のあると

いうことでございますけれども、昨年の１２月の

第４回定例会の一般質問でも申し上げたところな

のですけれども、宗谷本線の存在がもたらす社会

インフラ、公共財としての公共性とか公益性、こ

ういったものを享受し合うこの沿線自治体全部が

宗谷本線を一本の大きな川として考えたときに沿

線自治体同士の連携、そういったものというのに

関してどのように考えているか。結構温度差があ

るように感じているのですけれども、その辺は活

性化推進協議会の会長と事務局を務めている名寄

市としてどのように考えているかお聞かせいただ

きたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 質問の意図がう

まくのみ込めているかどうかというのはちょっと

分からないのですけれども、議員おっしゃるよう

に、地域によっていろいろな空気感だったり温度

差というのはあるのは、それは正直あるのだと思

います。それは、人口規模だったり、その地域の

鉄道の使われ方だったり、それぞれがいろいろな

便利さを感じたり、ある意味不便さを感じたりと

いったようなところで、それぞれ地域と鉄道の関

わり方というのは若干違いが出てきているのかな

というふうには感じております。そんな中でいろ

いろな維持存続をさせていくための議論させてい

ただいておりますから、その中でたくさん議論、

意見をいただいて、その中でこの宗谷本線全体と

して北海道の中の今対象線区になっている、線区

ごとに出される意見の同じテーブルに出すときに

この意見を宗谷本線の意見としてまとめて、出し

ていきましょうといったような視点で事務局とし

て一応まとめさせていただいているつもりでおり

ます。ですので、各地域の意見というのはこの協

議会の中ではこんな意見が出ているというのは共

有できておりますし、全体のエビデンスを得た中

で宗谷本線としての意見はこちらで、こういう方

向でまとめていくということもエビデンスが取れ

ているということで私は認識しながらこれまで進

めさせてきていただいております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 分かりました。という

のも、なぜこういうこと聞いたかというと、昨年

運行されました風っこそうやでは沿線の自治体そ

れぞれがおもてなしのアイデアを出しながら、し

かも車両の珍しさというのもあったのですけれど

も、乗車率７０％をたたいたと。かなりの高評価、

好調であり、また乗ったお客様からも大変高い評

価を得ていたというふうに思います。その中で１

月１８日に音威子府で開かれました宗谷線の未来

を語る会、その中の前段として風っこそうやの総

括、検証をした部分があって、そこには加藤市長

も出席されていたりとか田畑室長がおられたりと

かしたわけでございますけれども、反省点として

一番挙がっていたのが沿線地域全体の一体感とい

うのが得られたとは言い切れなかったという部分、

それぞれにそれぞれの動きはあったのですけれど

も、なかなか全体がまとまって、一つ、同じ方向

を向いた足並みがそろったかというと、どうもそ

うではない。一体感といいますか、足並みといい

ますか、それがそろわなかったというのはこのた

びＪＲからの提案がありました宗谷本線２９駅に

対する存続、廃止の打診があった、その問題の中

にも恐らく表れているのではないかなというふう

に思っています。本市でも該当する駅、３駅があ

って、一つの駅は北星駅ですけれども、廃止はや

むを得ないという結論に至ったようでございます

けれども、その経緯と結果についてというのがな

かなか各市町村ごとに、恐らくいろいろなその市

町村ごとの事情というのがあるようですから、そ

れが一概にどうこうという、どこがよくて、どこ
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が悪いという判断にはならないかなというふうに

思うのですけれども、なかなかその辺がばらばら

感があって、この活性化推進協議会の中でその提

案を受けたときにその駅、廃止対象になっている

２９駅に対して全体でひとつもんでいくというよ

うなプロセスがあってもよかったのではないかな

というふうに私は思うのですけれども、その辺に

対してどうお考えでありますか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今回の利用の極

端に少ない駅の議論経過ということですけれども、

実は議員がおっしゃるような意見というのも実際

にありました。協議会の中ではあったのですけれ

ども、やはり一番最初私申し上げたとおり、それ

ぞれの地域でそれぞれの関わり方があって、例え

ばここの極端に利用の少ない駅は非常に観光資源

として残したいという意見の強い駅だったり、あ

るいは地域住民の利用というほうの目線で判断す

ると、いろんな考え方がそれぞれの自治体であっ

て、しかもその後の、判断した結果残すとなると、

自治体の費用負担、経費負担で残さなければなら

ないということになると、同じ基準で数多くある

駅の判断の基準を統一化するというのは、それは

やっぱり難しいという全体議論の結果、今回それ

ぞれの自治体で判断願いたいというような経過に

なったということでございます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） その辺の経緯に関して

は想像しやすい部分、分かる部分であるのですけ

れども、やはりそのまち、まちによって様々な財

政事情ですとかその駅の置かれている部分、その

駅の利用価値だとか、そういったものというのは

恐らくどこもかしこも違うという状況はよく理解

できる部分ではあるのですけれども、何とかこの

２９駅の廃止提案があったときに一つでも多くの

駅を残せるような形で沿線全体として宗谷本線を

活性化させていくために、駅を廃止することが恐

らくＪＲに対する協力という、１００％そうなる

と私は思っていないのです。駅があってこそよそ

からのお客さんを呼び込むことというのも可能に

なる部分があろうかというふうに思うのですけれ

ども、様々な事情というものは理解した中でも全

体として様々な角度、多角的な角度から駅の検証

というのを、自分のまちの駅ではなくて、人のま

ちの駅にも何かしら意見をし合いながら出し合っ

ていくような形で残すことができたらいいのかな

と思っているのですけれども、今のところ１２駅

が廃止される、来春、来年の春にということにな

っていますけれども、まだ一つ稚内市では一つの

駅が協議継続という形になっていますけれども、

あそこの駅に関しては非常にいろんな価値がすご

く高い日本最北の木造駅舎と言われたり、いろい

ろな観光、テレビドラマ、映画のロケに使われた

りとかされている駅ですが、そういったところに

対するこの側からのアプローチというのも必要に

なってくるのかなと思うのですけれども、越権行

為にならない程度にその辺というのは進めていく

必要もあるのかなというふうに思うのですけれど

も、この辺についていかがですか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 民間の団体の方

がいろいろな駅に対してそういった意見を管理す

る、担当する、掌握する自治体のほうにぶつけて

いただくというのは、それは非常に背中を押すと

いうか、そういったようなことにつながるのかな

と思いますけれども、行政の立場としてそれぞれ

の基礎自治体の考え方に対して異論をぶつけると

いうようなことについては不可能かなというふう

に思っております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 理解しております。宗

谷本線をやはり守っていきたいという思いという

のは皆さん共通であるのかなというふうに思うの

ですけれども、市長もパネリストとして参加され

ました、１月１８日に音威子府村で開催された宗

谷本線の未来を語る座談会、これは妄想含みのい
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ろいろな座談会だったわけですけれども、その中

でＪＲ北海道旭川支社長が１人パネリストとして

含まれていたわけなのですけれども、様々いろい

ろなアイデアとか種まきはされたのですけれども、

その中で私がすごく印象に残っていたのが旭川支

社長がひょっとしたらこのテーマの種は実現可能

かもしれないというお話を、答えをされていたこ

とがあったのです。ですので、そういったことを

どうやって沿線自治体が拾い上げながらそれを育

てていって、発芽させていくかということがすご

く大事になってくるのかなというふうに考えてい

るところであります。振興公社の在り方の中でも

ありましたけれども、足元マーケットに目を向け

たという話があります。今コロナ禍の中において

大きな人の移動ができない状況の中では、沿線地

域の人たちに宗谷本線の沿線の地域の魅力を再発

見させるような、そんなような企画という、取組

というのもあってもいいと思いますし、ＪＲ北海

道側への提案というのがあってもいいと思うとこ

ろであります。いずれにしましても、アクション

プラン２年目とその先を見据えながらＪＲ側への

利便性向上の提案、提言というのはもとより、沿

線自治体が宗谷線によってつながっていることを

意識し合える活動とバスとかタクシーとかデマン

ド交通などとの、二次交通との連携、これを図り

ながらより実効性のある取組をつかさどっていく

ということの上に立って、いま一度改めて見解を

お伺いして、終わりにしたいなというふうに思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 最後、非常に頑

張れよと応援された気でいます。おっしゃるとお

り、鉄道だけではなくて、いろいろな交通機関の

こと総合的に考えながら、やはりそこは幹線とし

て鉄道は必要なのだという位置づけは多分揺らが

ないのだと思います。そういったものを各道北沿

線地域で共有しながら今後も国に対して、北海道

に対してやはり宗谷本線は必要だという活動を力

強く進めてまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で富岡達彦議員の

質問を終わります。

１５時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ３時００分

再開 午後 ３時１５分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

コロナ禍から暮らし、雇用、介護、障がい者福

祉、保育サービスを守り抜くさらなる支援を外２

件を、高橋伸典議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 議長の御指名をいた

だきましたので、通告順に従いまして、順次質問

してまいりたいと思います。

まず初めに、コロナ禍から暮らし、雇用、介護、

障がい福祉、保育サービスを守り抜くさらなる支

援をということで進めさせていただきます。小さ

い項目その１、暮らしを守り抜く施策について。

新型コロナウイルス感染の影響で家計が急変した

困った方々がたくさんおられます。休業要請を受

け、仕事がなくなった方、内定を取り消された方、

派遣社員で雇い止めを受けた方、会社が倒産され

た方等々、様々な事情で経済的支援が必要とされ

ております。緊急事態宣言後、雇い止めや休業を

余儀なくされた北海道派遣社員３万８３０人中、

６月３日現在で ０２５人が解雇や派遣切り、ま

たは倒産によって職を失った方が全国で１３１万

人に上ると言われております。テレビや新聞では、

財布に ０００円しかない方や２２円しか入って

いない方の報道が出ておりました。本市の生活困

窮者支援対策はどのように進めておられるのかの

御見解をお願いします。

また、子育てと仕事を一人で担う低所得者の独

り親世帯は、直近の収入が大きく減少しており、

独り親家庭への支援をどのように進めるのかとい

うふうに思っております。国では、臨時特別給付
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金、世帯５万円、そして２子から３万円、さらに

収入減で５万円を追加する給付の予定はあります

が、独り親世帯の本市としての取組と対策につい

てお知らせをいただきたいと思います。

２月２６日からの北海道緊急事態宣言を受け、

幼稚園、保育所、小学校、中学校、高校の休校や

休園に伴い親は子供をどこに預けていいか、児童

クラブに頼んだが、預かってくれなかった。親も

身近に、近間にいなく、仕方なく家に小学校の低

学年の子供２人は留守番するしかなかった。また、

給食がなく、毎日の食事の用意と毎月それほどか

からなかった電気代と灯油代等の光熱費や食費が

増えて大変でしたという連絡がありました。国で

は、特定定額給付金のほかに児童手当、別に子供

１万円の支給という政策があります。休校や休園

に伴う子供たちの生活への支援をどのように進め、

取組と対策を進めておられるのかお知らせをいた

だきたいと思います。

家計が急変し、生徒、学生が学業を断念するこ

となく名寄市で学業と青春を夢に向かって過ごせ

るよう支援を続ける必要があります。名寄も給付

金が生徒に送られましたが、学生支援緊急給付金

が国から給付されることになりました。この取組

状況と給付状況の取組と保護者の失業等生活費を

自力でアルバイトしている大学地の支援をどう進

めておられるのか。暮らしを守り抜くさらなる支

援の取組についての理事者の御見解をお願いいた

します。

小さい項目その２、雇用を守り抜く支援策につ

いてであります。国、北海道や名寄市を含め持続

化給付金、雇用調整金、休業支援、資金繰り支援

が進められておりますが、２月からのコロナ問題、

緊急事態宣言に伴う休業要請が長期化する中、６

月１日には解除がされましたが、経済や宿泊業、

飲食業、観光業は厳しい状況が続いております。

休業補償の６割で生計をされている方もおられ、

従業員の雇用を守るためにもさらなる支援が必要

とされておりますが、現状の支援策と今後の取組

について理事者の御見解をお願いいたします。

ちっちゃい項目３つ目、介護、障がい者福祉、

保育サービスの支援についてであります。施設、

事業所における感染予防の支援策と対策について

お聞きしたいと思います。高齢者、障がい者の施

設、事業所では新型コロナの感染のために訪問、

または来所等ができなくなり、自宅で籠もった生

活をしている高齢者がたくさんいると言われてお

ります。そのため、住民サービスの再開、支援と

つなぎ直しの支援についての状況、そしてまた保

育所、幼稚園の感染防止対策と取組の支援につい

て理事者の御見解をお願いをいたします。

大きい項目２つ目、地域住民の生活を守る災害

発生時の情報共有についてお尋ねいたします。近

年大規模震災、大規模水害、また大規模風害と想

定を超える災害が勃発しております。これからの

大規模災害に対し、現場の正確な情報を関係者が

共有し、的確な判断の下、適切に対応することが

重要であります。今日ＩＣＴの進歩により被災現

場の様々な情報をリアルタイムに収集し、活用す

ることが可能になってきております。住民の安全

確保のために内閣府の戦略イノベーション創出プ

ログラムにて基盤的防災情報流通ネットワークが

開発され、地域が被災した現場の様々な情報を迅

速に整理し、電子地図上に表示するものでありま

す。平成３１年度から内閣防災担当等が運用して、

災害時情報収集支援チームで本格的に運用されて

おります。基盤的防災情報流通ネットワークを共

有する情報の活用の考え方について理事者の御見

解をお願いいたします。

ちっちゃい項目２つ目、ネットワークの活躍に

より変化する被害推定情報やインフラ被災推定情

報を地図上に表示することにより地域ごとの避難

指示等の発令が的確に進められます。また、避難

所の避難者数、道路の通行止め箇所、給水拠点な

どを同じ地図上に表示、物資の支援の配布に際し

て最適な巡回ルートを選定することができます。

災害廃棄物の収集においても同一地図で表示する



－138－

令和２年６月１８日（木曜日）第２回６月定例会・第４号

ことでスムーズな災害廃棄物の移動が可能となっ

ております。公民館や学校の体育館の指定避難所

への避難生活が長期化することもあり、避難所の

変化が刻々とリアルタイムに情報共有が進められ

るシステムであります。災害現場、避難所、学校、

関係機関との情報共有するためのクラウドを活用

したシステム構築の理事者の御見解をお願いいた

します。

小さい項目３つ目、地域の災害が発生した場合、

地元建設業者の皆様、産廃業者の皆様、そして災

害支援企業は真っ先に復旧のため被災現場に駆け

つけてまいります。このような災害時応援協力隊

と結んでいる業界団体の現場での情報は、正確に

信頼ある情報を共有することが大事であります。

スマートフォンによる活用と共有するシステムの

導入と有効に使う考えがあるか、理事者の御見解

をお願いいたします。

大きい項目３つ目、避難所の感染症対策につい

てであります。今太平洋には２個目の台風が発生

し、日本にはこの影響により毎日のように梅雨前

線が到来してまいります。台風や集中豪雨、災害

が発生する季節となりました。いつ名寄でも災害

が起きるか分かりません。コロナウイルス感染症

による感染拡大が不安視される中、災害時の速や

かな避難所の開設のための事前準備、２つ目には

住民周知と開設時の対応について、３つ目には避

難後の避難所の対策の考え方について、４つ目に

は発症時の対応と考え方と取組についての理事者

の御見解の質問を壇上で終わらせまして、質問と

いたします。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 高橋

議員から大きく３点にわたり御質問いただきまし

た。大項目１につきましては私から、大項目２及

び、大項目３につきましては総務部長からの答弁

となりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、小項目１、暮らしを守り抜

く支援策についてお答えいたします。初めに、生

活困窮者支援対策についてですが、新型コロナウ

イルス感染症の影響により様々な事情で経済的支

援が必要となっている状況にあります。本市が社

会福祉協議会へ委託している生活困窮者自立支援

総合支援事業の窓口へは、３月から５月にかけて

３５件の相談がございました。そのうち道社協が

窓口となり、収入が減ったことにより家計の維持

が難しい世帯に対し無利子、無保証の特例貸付け

を行う２つの貸付け制度の利用状況ですが、上限

１０万円を１回限りで貸付けを行う緊急小口資金

制度の利用が２５件、月額上限が１５万円で原則

３か月間の貸付けを行う総合支援資金制度の利用

が５件となっております。また、名寄社協が窓口

となり、上限３万円の貸付けを行う名寄市生活資

金貸付け事業の利用は６件となっております。住

居確保給付金については、離職等により住居を失

った、または失うおそれがある世帯に対し原則３

か月まで家賃の実費分を直接家主へ支給する制度

となりますが、５月末までに相談が４件、うち１

件へ支給開始がされたところでございます。

次に、独り親家庭への支援についてですが、国

の二次補正予算により給付がされます独り親家庭

への臨時特別給付金として、第１子目に５万円、

第２子以降に１人３万円の給付金の支給を行うた

め準備を開始しております。また、さきに説明し

ました名寄市生活資金貸付け事業についても、独

り親家庭への支援を実施しております。

次に、幼児教育や保育施設における休校や休園

に伴う子供たちの生活への支援についてでござい

ますが、現在特別定額給付金の１０万円と子育て

世帯への臨時特別給付金の１万円の支給により支

援を実施しております。独自の支援策ではありま

せんが、保護者に早く給付金が届くように手続を

実施しておりますので、御理解願います。

続きまして、市立大学に在籍する学生への支援

についてでございますが、１人当たり１０万円の

学生支援給付金の給付のほか、国で創設されまし
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た家庭から自立して、アルバイトなどにより学費

を賄っていることやその収入が減少していること

などの要件を満たす学生を対象とする学生支援緊

急給付金制度について５月２９日から申請受付を

始め、６月１９日までに取りまとめて、日本学生

支援機構に提出をする予定となっております。ま

た、保護者の家計急変等による学生への支援につ

きましては、高等教育の新たな就学支援制度の下

で給付奨学金及び授業料等減免で支援を図ってま

いります。新型コロナウイルス感染症につきまし

ては、北海道での感染者の発生が続いている状況

にあり、今後においても国や北海道が行う各種施

策や対策などを注視しながら対応をしてまいりま

す。

次に、小項目２、雇用を守り抜く支援策につい

てお答えいたします。本市においては、中小企業

等の事業継続を支援することにより雇用の確保に

資するという考えの下、第１弾として市内中小企

業等の資金繰りを支援する融資制度、第２弾とし

て外出の自粛などにより特に影響が大きい飲食業

を支援するためのプレミアム付き商品券を発行す

る実行委員会に対する支援、さらにその後の影響

の長期化と拡大を見据え、第３弾として影響の大

きい市内中小企業及び個人事業主の事業継続を支

援するための給付金を実施しております。この給

付金は、市内中小企業及び個人事業主を対象に本

年２月から５月までのいずれか１か月の売上げが

３０％以上減少している場合に一律２０万円を給

付するもので、国の持続化給付金や北海道の休業

要請への協力に対する支援金を受給しても申請可

能であり、市内中小企業等を幅広くかつ迅速に支

援する制度と考えております。５月８日から原則

郵送による申請の受付を開始し、６月２６日支給

予定分までの総支給件数は３７７件、総支給額は

５４０万円となっております。市独自の融資制

度については、６月１７日時点の申請件数は４７

件、借入金額２億 １５０万円となっており、北

海道の融資制度を活用した民間金融機関の融資が

実質無利子、無担保になって以降はこちらへの申

請が主となる傾向が見られるものの、手続が簡素

な市の融資も引き続き申請をいただいているとこ

ろです。プレミアム付き商品券事業につきまして

は、国の緊急事態宣言及び北海道の緊急事態措置

の期間が終了するまで実施を見合わせておりまし

たが、５月２４日から同商品券の販売を開始し、

多くの市民に御購入いただき、６月１２日に１万

０００セットが完売したとのことです。市内経

済への影響のさらなる長期化と拡大が見込まれる

中、本市としても次の段階としては影響の度合い

に応じてめり張りをつけた支援が必要と考えてお

ります。具体的には飲食業、宿泊業、バス、タク

シー業など業種ごとに特徴的な固定費に着目した

経済対策を検討しております。こうした対策を通

じ、雇用の場の確保に努めたいと考えております。

次に、小項目３、介護、障がい者福祉、保育サ

ービスへの支援についてお答えいたします。１点

目の各施設事業所における感染症予防対策と市の

支援につきましては、市内の介護サービス事業所

において従来より国から示されております感染対

策マニュアルや新型コロナウイルスへの対応に係

る通知に基づき、施設や事業所内での感染予防の

対策を徹底し、集団感染の防止を図ってきており

ます。施設における家族の面会では、みとりの場

合を除き制限したり、タブレットを活用したオン

ライン面会を実施するなどそれぞれの施設が工夫

しながら対応してきております。居宅介護支援の

モニタリングでは、国の新型コロナウイルス感染

症に係る介護サービス事業所の人員基準等の臨時

的な取扱いについてに基づき利用者の事情により

利用者宅を訪問することができない場合には、電

話などの方法で利用者の状況を把握するなど感染

予防に考慮し、対応をしております。マスクやア

ルコール消毒液などの衛生用品の確保につきまし

ては、流行期から品薄となり、各施設ではマスク

を複数回使用できるペーパーの使用や手指の消毒

と手洗いを併用するなど工夫しながら感染予防の
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対策を行っております。現在はマスクやアルコー

ル消毒液につきましては徐々に入手できるように

はなってきておりますが、十分な状況ではありま

せん。引き続き各事業所の備蓄状況について調査

し、安心して介護サービスなどが受けられるよう

国の支援策も含め必要な支援をしてまいります。

２点目の高齢者、障がい者施設や事業所の休業

後のサービス再開への支援とつなぎ直しの支援に

つきましては、１点目で答弁させていただいたと

おり、介護サービス事業所や障がい者の福祉施設

においては新型コロナウイルス感染症の予防対策

しながら休業することなく、継続してサービスを

提供してきております。

３点目の保育所、幼稚園の感染防止対策とその

取組につきましては、先ほどお答えした各施設、

事業所における感染症の予防対策と同様に国の通

知に基づき保育所内などでの対策を講じてきてお

ります。また、令和２年第１回定例会において令

和元年度補正予算として対策費を計上し、消毒液

や空気清浄機、赤外線体温計の購入などを実施し

てまいりました。本年度においても令和２年度第

１回臨時会において補正をしておりますが、今後

においても国の補助事業を活用しながら感染予防

の対策に取り組んでまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは、大項目２、

地域住民の生活を守る災害発生時等の情報共有に

ついてと大項目３、避難所の感染症対策について

お答えいたします。

初めに、大項目２の小項目１、基盤的防災情報

流通ネットワークで共有される情報の活用につい

て申し上げます。議員のお話にありました基盤的

防災情報流通ネットワークと災害時情報集約支援

チームにつきましては、政府指導により研究開発

され、昨年から本格運用が開始されております。

この基盤的防災情報流通ネットワークは、大規模

災害が発生した場合に政府が現地へ派遣する災害

時情報集約支援チームが活用し、災害情報を集約、

地図化して提供し、自治体等の災害対策を支援す

るものと認識しております。この情報提供は、都

道府県の災害対策本部の情報が同じ地図上で把握

できますので、災害時での情報共有には非常に有

効な手段になると考えております。災害時情報集

約支援チームは、都道府県の災害対策本部が基本

的な活動場所となっており、都道府県単位で集約

した情報が中心になりますが、市町村からのオー

ダーを受けることも前提とされております。現時

点では、基盤的防災情報流通ネットワークとの具

体的な情報連携の方法などが示されておりません

が、議員御指摘のとおり、大規模災害発生時には

有効なシステムになると考えますので、今後シス

テムの活用や連携について研究してまいりたいと

考えております。

次に、小項目２、災害現場、避難所、学校、関

係機関と情報共有するためのシステムの構築につ

いてお答えいたします。現在市の自治体クラウド

については、住民基本情報ですとか税情報を管理

する総合行政システムを士別市と今金町で構成し

ておりますが、防災についてはシステム化されて

おりません。自治体クラウドを活用した防災情報

の共有については、システムの構築と導入する自

治体同士で合意が必要となること、加えてインタ

ーネットを介した情報共有はセキュリティー上の

問題が生じることなど現状では困難と考えますの

で、御理解願います。

なお、市と学校との情報共有については、現在

使用しているグループウエアにおいて不審者情報

などタイムリーに情報共有できるようになってお

ります。

このほか、クラウド化の防災情報の共有化とい

う点であれば、内閣府で設計、開発を進めていた

物資調達輸送調整等支援システムが本年４月から

運用されております。このシステムは、国と地方

公共団体の間で物資の調達や輸送等に必要な情報

を共有し、支援物資の調達、輸送などの調整を効
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率化することで迅速かつ円滑な物資支援を実現し

ようとするものです。ただし、運用からまだ２か

月程度ですので、具体的な活用事例はございませ

んが、今後国や北海道による訓練も予定されてお

りますので、有効に活用できるよう努めてまいり

ます。

次に、小項目３、スマートフォン等の活用と情

報共有システムの導入についてお答えいたします。

現在災害予防及び復旧等の対応としましては、担

当部局から建設業協会及び市内業者に対して協力

を依頼し、現場で対応していただいているところ

です。災害現場の情報共有についてですが、水害

時での予防の時点では市職員が河川等のパトロー

ルをしておりますので、河川の増水、氾濫状況な

どを確認しながら排水ポンプや大型土のうの製作、

設置などを依頼しております。また、応急の復旧

作業につきましても依頼先の業者と市職員で現場

の状況を確認しながら作業依頼をすることとなり

ますので、現場での状況は共有できているものと

考えております。スマートフォン等での情報共有

につきましては、現場確認や初動準備までの時間

短縮等のメリットもあると思いますが、システム

の構築や費用負担、情報項目の設定など課題もあ

るかと思いますので、現在の状況も踏まえ必要性

も含めて今後研究させていただきたいと考えてお

ります。

次に、大項目３、避難所の感染症対策について

お答えいたします。初めに、小項目１、避難所開

設のための事前準備についてですが、避難所にお

ける新型コロナウイルス感染症の感染拡大を予防

するために国や北海道からも感染対策を講じるよ

う通知されているところです。感染症対策の物品

などの準備としては、マスクやフェースシールド

などを備蓄しておりますが、避難所での物品につ

いては全国的にも需要が高く、消毒液や体温計に

ついては購入に時間がかかっている状況となって

おります。消毒液やマスクなどの備蓄品について

は、新型コロナウイルス感染症対策本部と共有し

ておりますので、連携して対応いたします。

御提言いただきました新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金の活用についてですが、

今定例会で可決いただきました消防費におきまし

て避難所用パーティションなどの購入に当たり準

備を進めており、交付金の対象としてリストに計

上しているところです。今後の避難所における新

型コロナウイルス感染症対策用の備蓄品など交付

金の対象になるものがあれば、関係部局と協議し

ながら有効に活用してまいりたいと考えておりま

す。

次に、小項目２、住民周知と開設時の対応につ

いてですが、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大が不安視される中で避難所を開設する場合には、

通常の避難対策のほかに避難者の感染症対策とし

てマスクの着用や消毒液の持参など、避難者自ら

の感染予防についても促すことが必要と考えてお

ります。御指摘のありました事前の周知につきま

しては、広報７月号において避難所への持参品や

親戚、知人宅への避難などについて周知してまい

ろうと考えております。また、避難所の設営につ

きましては、掲示板などを活用し、感染予防につ

いて周知を行うことや避難場所の十分なスペース

が確保できるよう避難場所を増やすこと、避難所

のレイアウト、避難者が移動する動線を分けるな

どの対応を検討しております。発熱等の症状があ

る方などは、一般の避難者の方と部屋を分ける必

要もありますので、専用のスペースの確保やトイ

レなどの区分けなどの対策も講じてまいります。

次に、小項目３、避難後の避難所における対策

の考え方についてお答えいたします。避難所での

感染症対策についてですが、感染症予防対策とし

て手洗いや消毒の徹底はもちろんですが、避難し

てきた際にチェックリストを活用して、体調の聞

き取りや検温などを行うことにより感染予防に努

めてまいりたいと考えています。また、避難者に

対しても感染予防に関する取組の周知などを行っ

てまいります。避難所運営に関しての感染症対策
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などにつきましては、国や北海道などからマニュ

アルや注意事項が通知されておりますので、参考

としながら適切な運営に努めてまいります。

次に、小項目４、発症時における対応の考え方

と取組についてですが、避難所において避難者が

発症した場合、もしくは感染の疑いのある症状が

出た場合につきましては、隔離するための専用ス

ペースへの移動や消毒などの対応により感染拡大

を防ぐ取組が重要と考えております。感染者が確

認された場合には、市の新型コロナウイルス感染

症対策本部と連携して対策を講じることになりま

すが、消毒の方法やその範囲などについては保健

所との連携が必要となりますし、感染者の移送に

ついては消防署や医療機関との連携が重要になり

ますので、各関係機関と共に適切な対応が取れる

よう努めてまいります。

私からの答弁は以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） それぞれ御丁寧な答

弁をいただきまして、ありがとうございます。再

質問させていただきます。

まず、ちょっと順番違うのですけれども、地域

住民の生活を守る災害発生時の情報共有というこ

とで答弁いただきました。渡辺部長から本市では

なかなか難しく、研究していくということなので、

ぜひ研究をして、市民の安心、安全につながる部

分をつくっていただきたいなというふうに思いま

す。そして、国の物資調達支援システムですか、

それが今年から活動されるということで、大変い

いなと思うのですけれども、物資的には名寄は災

害が起きたときに対応できる物資というのがもう

保管されているのかどうか。名寄市として十分な

体制整っているのか。この調達支援システムがで

きれば、ある程度災害起きたときに引っ張れると

いう考えはあるのですけれども、そこら辺の考え

をちょっと教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 災害が起きた場合、

避難所における部分で、備蓄がどこまでというこ

となのだろうなということであります。通常の災

害時ということで、今まで食料の関係ですとか、

食料でいえばアルファ米、パン、水ですとか、そ

ういう部分の備蓄、あと長靴ですとか、あとポリ

タンク、オイルフェンス、あと段ボールベッドで

すとか毛布、それぞれ毎年のように備蓄している

というところでございます。ただ、これで十分か

といえば、恐らくもし大規模災害になれば十分で

はないだろうというところもありますので、毎年

備蓄について進めながら、関係機関とも連携しな

がら、もしそういう災害が発生したときに対応で

きるようにやっていきたいと思いますし、感染症

対策ということになりましたら、それは例えば今

回、この間の補正でパーティションですとか床マ

ットですとか、また消毒液だとかマスクだとか、

そういうのの備蓄というのはやり始めたばかりと

いう部分もありますので、今後そういう部分も考

慮しながら購入して、災害に必要な物品を備蓄し

ていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。

その中で、先ほど情報共有していくという、学

校、公民館等々の市役所との連携をするというこ

とで、市は学校とはグループラインでつながって

いるということなのですけれども、これは全小学

校、そして文化センター等々の、今名寄には６０

か所ですか、避難所。６４かな。これ場所も入っ

ているから。避難所がありますけれども、避難所

全部とつながっているのか、それとも公共機関の

部分、だから市役所と文化センターだとか、市役

所と学校だけしかできないのかだとか、それはど

ういう状況になっているのかちょっと教えていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 市のグループ、サイ

ボウズという部分ですけれども、基本的には市の
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職員ですとかいる公共施設ということであります

ので、全ての避難所ではないという、そういう部

分でありますが、避難所を開設するときには学校

ですとか大学ですとか智恵文支所、そういう公共

施設使う形になるので、おおむねそういうのは整

っているという感じであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。

避難所の感染症対策、ちょっとお聞きしたいと

思います。先ほど部長言われて、コロナ対応地方

創生臨時交付金が第１回目、１億 ０００万円来

ました。その中で避難所感染対策事業ということ

で、床マット２８セット、そして仕切り、パーテ

ィション含め２１３万 ０００円がお使われにな

られたという。国と北海道から市町村向けに事前

準備の要綱だとか住民周知だとか連絡が来ていま

す。その中で、今部長がマスクとフェースシール

ドはオーケーだけれども、消毒液と体温計がない

というふうに、対策本部を含めて共有するという

ふうに言われていますので、安心なのですけれど

も、一つは住民周知の中にマスク、アルコール消

毒液、体温計を持ってきなさいという、これが持

参するものに入っているのです。この対応はやっ

ぱり住民周知の中にしっかりと入れていかない限

り、何か災害あったときに体温計まず探して、マ

スク探して、アルコール消毒液探してといったら

死んでいます。そのやっぱり対応がこの住民周知、

早めにしてほしいという部分だと思いますし、そ

の対応はどうされるのか。１回の広報ではきっと

これ周知されないと思うのです。だから、どこま

でこの部分をやっていくのかちょっと教えていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 住民周知ということ

で、事前の準備についての広報ですとかＰＲ、周

知ということなのだろうと思います。今回７月号

の広報で出させていただきます部分につきまして

は、事前の準備、まずこういうものを準備してお

きましょうというところで、マスクですとか、ま

さに議員おっしゃられた消毒液、体温計、あとう

がい薬等、そういう必要なオーラルケアの用品な

んかを事前に準備しておいてくださいという部分

と避難前には避難先や避難方法を確認してくださ

いと。その中には、きちんとした、３密にならな

いように、例えば親戚や知人宅なんかも検討して

くださいよですとか、３密を避けるため自分に適

した避難計画を立ててくださいという部分です。

また、予防を心がけましょうということで、避難

所内のことですけれども、手洗い、消毒、まさに

マスクの着用、せきエチケット、３密を避ける、

距離を取るというところと、避難所の入所時、避

難所内においては体調が悪いときはまずそこにい

る市の職員、いますので、スタッフに知らせまし

ょうという形で今回７月号広報でお知らせしよう

と思っています。まさに議員おっしゃりますとお

り、一回で終わると思っていませんし、まだまだ

長い期間この感染症が、コロナ絡みは続くものと

思いますので、適宜状況に応じてまだ周知してま

いりたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） よろしくお願いしま

す。本当にいつ災害が起きるか分からない状況で

ありますので、準備だけは進めていただきたいな

と思います。

その中で、先ほど部長が３密を避けるというこ

とで、この名寄の防災計画を見ると、風連日進コ

ミュニティセンター、東風連子供と老人福祉会館、

風連の西風連地域のコミュニティー、名寄の大町

地区、智恵文の農業作業管理センター、保養セン

ターだとか北国博物館だとか高見区町内会という

のは、きっと３密を避けて２メーター以上離しな

さいよという部分の避難所でしたら、本当に数人

しか避難できない状況になると思うのです。その

中で部長先ほど、国と道の方針ではまず親戚の家
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に行く、友人宅に避難する、そしてホテル等を利

用すると書いてあるのです。このホテルというの

は、名寄もこういう災害が起きたときにホテルと

して利用できる部分というのは確保されているの

かどうかをお知らせください。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） ホテル、旅館等、避

難所としての活用ということなのだろうと思いま

す。市内でまさに３密を避けるという形で何か所

も避難所をつくらなければならぬとか、そういう

部分もあろうかと思いまして、ホテルですとか旅

館などの検討も必要となると考えるところでござ

います。現在市として宿泊施設と災害協定等結ん

ではおりませんが、北海道と協定を結んでいる宿

泊施設が市内に複数ございます。宿泊施設を避難

所とする場合には、施設側への依頼ですとか詳細

な打合せなども必要となってきますので、北海道

を通じて避難者の受入れについて協力をお願いす

ることになると考えておりますし、今後市として

もそういう部分も含めて協定の必要性も考えてお

りますので、市内のホテルの業界の方々と協議し

てまいりたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

します。災害起きたときにはきっとその状況にな

っていないと大変厳しい状況だと思いますので、

早めな取組をして、この必要な部分、しっかりと

整えていただきたいと思います。取りあえずはマ

スク、体温計、消毒液、そしてマスク、きっと忘

れてこられる方、またない方がおられると思うの

です。そして、急いでこられて、マスクがないと

いう方いますけれども、この道のものには警視庁

でキッチンペーパーと輪ゴムを使用してマスクを

作るという部分が載っていますので、ぜひキッチ

ンペーパーと輪ゴムも追加して買っていただけれ

ばなというふうに思いますので、よろしくお願い

します。

最後に、暮らしを守るための施策についてをお

聞きしたいと思います。５月２９日、うちの党で

旭川でこのコロナ対応地方創生臨時交付金の勉強

会をさせていただきました。いろんな部分で使え

るなという部分もありましたし、各市町村の部分

でこういう取組もやっているのだという部分を見

せていただきまして、本当に今日それを全部言お

うかなと思ったら、明日何個か出るものもありま

すし、それを避けてちょっとお話を進めさせてい

ただきたいと思います。暮らしを守る中には、企

業もありますし、一般の方もいるのですけれども、

行政手続に関わる臨時措置で収入減の世帯には市

民税の猶予だとか、昨日固定資産税をという同僚

議員がいまして、駄目だと言われたのですけれど

も、固定資産税、あと国保税徴収、そして上下水

道、そして市営住宅の猶予、無担保、延滞金なし

の分割にすれという部分もありますし、逆に留萌

さんは飲食店、２、３、４だったかな、下水道料

金ただにしている部分もございます。いろんな部

分でこれからも臨時交付金が来ると思います。そ

の中でしっかりと対応できる体制をつくっていた

だきたいのと先ほど暮らしを守るでいろんな部分

で言っていただきました。今名寄でもこの臨時措

置で車の税金や何か猶予ありますよとやっている

のですけれども、今現状そういう方々って大分来

ているのでしょうか。教えていただきたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 税の猶予の関係につ

きましては、法人で４件申請が上がっております。

これは、法人住民税と固定資産税の部分になりま

す。また、申請予定として１件あるという部分と

相談件数としては１１件の御相談をいただいてお

りまして、６月１０日に個人住民税の普通徴収の

納付書が送付されたこともございますので、今後

もこういった相談なんかも増えてくるのではない

かと考えております。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。
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〇１３番（高橋伸典議員） しっかり対応してい

ただきたいなと思います。

またそして、生活困窮者、これ見ると相当多い

ですよね、状況から見て。３５件の方々、今まで、

リーマンショックのときでもここまでいなかった

のでないかなというぐらい多いのではないですか。

３５件、道社協のもので基金の小口、１０万円が

２５、そして月々１５万円の総合支援が５件、３

万円の生活資金が６件ということで、住居も３名

おられるという状況の中です。この生活困窮者の

部分でも支援をしっかりと入れていただきたい。

逆にこの道のものと名寄市の生活資金のものなの

ですけれども、返さなければいけないですよね、

きっと。だから、なかなか借りられないという生

活困窮者もすごくおられるという現状があるとい

う部分だと思うのです。社協に行っても何か月後

返さなければいけないという部分があるというふ

うにちょっと相談されたことあるので、ぜひその

方々も含めて支援をしていただきたいというふう

に思います。これだけ来ているということは、相

当の方々が生活、大変な思いされているなという

部分だと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

そして、独り親の部分は臨時特別交付金が国か

ら満額、１００％、もう先月のうちに決まってい

ましたから、世帯５万円の、２子から３万円とい

うことで、先ほど言った２人のお子さんを持つ独

り親のお母さんが電話来たのは、先ほど言ったの

はそこなのです。本当仕事休めない、子供を預け

たいのだけれども、駄目だった。そして、泣く泣

く２人をアパートにいさせて、本当は冬なら燃料

もたかない、食事も要らない、そして電気も使わ

ないのだけれども、そのような状況だったのです

よねと。そして、その後にこの独り親の臨時特別

給付金が来たのです。そして、本当よかったなと

いうふうに私は思いますし、そういった場面で学

校を２月２７日から５月１８ぐらいまでかな、休

んでいた中で、本当片親の人、また両親の人も、

両親も大変な思いで子供と生活をして、仕事をさ

れていました。そんな意味で小学校、中学校の生

徒を持っているお母さん方に子供たちのためにあ

るところでは４月から７月まで給食費を２分の１

助成する市町村もあります。これ給食費でしたら

名寄 ９００人いますから、約三千何ぼですから、

８００円にしても一月２６２万円、そして５、

６、７で７８６万円ぐらいです。また、小中学校

の世帯１人に、先週室蘭の青山市長が本当にやっ

ぱり大変な環境で生活をしていただいているから、

１人に ０００円の商品券を差し上げますという

ことで出ていました。本当やっぱりそういう部分

が私は必要かなというふうに思って、今回第１期

目のときにはなかなかこの小学校、中学校の部分

が出ていないなというふうに思ったのですけれど

も、次がどういう部分が出るか分からないのです

けれども、小中学校の生徒のためにどう支援して

いくかというのが私は本当に必要かなと思うので

す。そして、青山市長が言った商品券、 ９００

人の小中学校の生徒に配るとすれば ５００万円、

安いですよね。それだけの価値は私はすごくある

と思うのですけれども、次の交付金のときでもい

いです。どういう考えでいるのか、ちょっと考え

があれば聞きたいし、検討する上でも、検討する

といったら終わってしまうから、ぜひ支援してい

きたいのお話を聞きたいなというふうに思うので

すけれども、よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 財政問題にも多少関わ

りますので、私のほうから答弁させていただきま

すけれども、恐らくこのコロナの影響については

ちょっと長丁場になるのは間違いないと思ってお

りますし、今の経済情勢が実際に景気感となって

表れてくるのもまだ時間かかる、タイムラグがあ

ると思います。この間いろんなところでお話聞か

させていただいておりますけれども、様々なとこ

ろでお困りの方がいらっしゃると思いますので、

一つずつまたそこ丁寧に拾い上げていきたいと思
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います。財源としましては、やはり臨時交付金が

創設されておりますので、この中でどのように組

めるか。予定では、そろそろ限度額、あるいは取

扱い要領の詳細も来るとは思っていたのですが、

まだ到着しないようですから、次の段階に向けて

様々な状況を拾いながらどこが一番効き目がある

のか、そして経済問題ということから考えると、

やっぱり市内の経済の活性化にそれがつながるよ

うな施策として打ち出すのが一番有効かなと思い

ますので、改めて庁内挙げて努力してまいりたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

いたします。本当前回１億 ０００万円ですから、

私は３億 ０００万円が頭に入って、これだけか

かるのだという部分しか頭にないものですから、

ぜひよろしくお願いします。この商品券発行する

ことによってやっぱりお母さん、お父さんも助か

りますし、そして地域の商店街の方も本当に助か

ると思うのです。予算の分もありますけれども、

ぜひよろしくお願いします。

あとは、先ほど名寄大学の臨時交付金の中の学

びの継続、学生支援緊急支援金のお話がありまし

て、５月２９日から取りまとめて、６月１９日に

出すというふうに言われていますけれども、取り

あえず住民税非課税世帯の学生が何人、そして上

記以外の学生は何人なのかちょっと教えていただ

きたい。住民税非課税は２０万円ですよね。そし

て、上記以外の学生は１０万円ですから、名寄大

学に何名の方が住民税非課税の方、そして両親等

々が失業して、この上記以外の学生になる人が何

人ぐらいいるのか、概算、分かる範囲でよろしい

ですけれども、教えていただきたいなというふう

に思います。

〇議長（東 千春議員） 丸箸大学事務局長。

〇市立大学事務局長（丸箸啓一君） 大学全体で

今７８１名在籍しておりますが、そのうち住民税

非課税世帯が何件あるのかというのは現在把握し

ておりませんが、今回国が制度設計しましたこの

制度、今取りまとめているところですが、この制

度要綱に関して９６名の学生さんが該当するとい

うふうに考えておりまして、その９６名を日本学

生支援機構のほうに大学から推薦する予定で今準

備を進めているところです。そのうち生活保護世

帯ついては２９件、およそ３０件というふうに把

握してございます。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。これ

だけいるというのはびっくりしました。生活保護

３０名、そして全体で９６といったら１８％ぐら

いなのかなと思いますけれども、この中で、これ

はだから学生、学びの継続のための支援ですから、

その生徒たちはやめないと思うのです。そして、

そういう状況下、やめなければいけないという状

況下になる生徒というのはこのほかにいないとい

うことですね。何とか継続して学生生活を送れる

という方、この給付を、金額少ないですけれども、

受ければ、あとは授業料免除だとか何かで頑張っ

ていくという部分ですから、やめるということは

ないと思うのですけれども、その状況というのを

ちょっと教えていただきたいなというふうに思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 丸箸大学事務局長。

〇市立大学事務局長（丸箸啓一君） 先ほど申し

上げた今回国の制度設計した内容の数字でござい

ますが、そのうち生活保護世帯の方については、

新たな就学支援制度というのが今年度４月から立

ち上がっておりまして、給付型の奨学金を受給し

ているというのが前提になっておりまして、さら

に給付型の奨学金を受給された学生さんは授業料

も減免措置取るような制度設計になってございま

すので、就学の継続が極めて困難だというふうな

把握はしてございません。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。ぜひ

名寄大学をそのような形でやめるという子を出さ
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ないように努力をしていただきたいと思います。

最後に、本当にこの感染症でいろんな部分で生

活が困窮されている方、そして家を失った方もお

られますし、名寄市として全力でこの地方創生臨

時交付金を最大限活用していただいて、安心して

暮らせる名寄の市民をぜひ守っていただくことを

お願い申し上げ、私の質問を終わらせていただき

ます。

〇議長（東 千春議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

新型コロナウイルス感染症に関する支援につい

て、三浦勝秀議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 議長より指名いただき

ましたので、通告に沿って質問させていただきま

す。

新型コロナウイルス感染問題も５月２５日に緊

急事態宣言の全面解除で新たな局面を迎え、終息

には至らない中、外出自粛の解除、公共施設や飲

食店など営業が再開されたところであります。ま

た、イベントの開催においても今週末から都道府

県をまたぐ移動が緩和されるなど段階的に実施の

予定をされている地域もあり、多大な痛みを受け

た社会経済活動の立て直しが求められております。

この期間で会社経営の悪化、店舗の閉店、雇用の

減少により収入が減少した学生の暮らしなど、改

めて人間社会での交流、接触の重要性を感じてい

るところでございます。これからは終息に向かう

べく国や北海道の動向を注視し、自治体として社

会現象の実態分析とリスク管理、対策は今後のた

めに確実に実施していただきたいと思います。本

市におきましても、経済を守るため融資制度や各

給付金や支援等に対する膨大な量の事務作業やホ

ームページや広報による市民への情報共有、市民

からの相談対応など現在も御尽力いただいている

職員の皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。

大項目１、新型コロナウイルス感染症に関する

支援について、小項目１、飲食業界に対する支援

について。５月２４日から販売された市内飲食店

の利用促進と関連企業に波及すべく飲食店で使用

できる ０００円の負担で ０００円分の商品券

と引換えとなるなよろ地域商品券、プレミアム付

き商品券が発行され、実行委員会の市民周知によ

り６月１２日に完売の報告を受けているところで

ございます。そこで、なよろ地域商品券の利用状

況について、購入された年齢層や男女の比率、利

用者からの要望等、どのような分析をされている

のかお伺いいたします。また、この地域商品券の

実施について課題があるとすれば、併せてお伺い

いたします。さらに、消費拡大に向けた新たな支

援策等があれば、お考えも併せてお伺いいたしま

す。

次に、飲食業の現状について。４月末に行いま

した名寄料飲店連合会のアンケート調査の結果に

よると、売上げが前年度比５０％以上減少してい

る事業者が７０％あり、このままの状況が続くと

半年以上事業継続することができないとの回答も

７０％以上でした。特に家賃や人件費が大きな負

担となっているとの声が多くありました。本市の

対策におきましても、事業継続支援給付金として

国や道の支援が行き届かない事業者に対しても幅

広く迅速かつ柔軟に御対応いただいているところ

でございます。しかし、依然として経営が厳しい

現状が続いており、調べによると外出自粛要請か

ら今月末までに９件の事業者が閉店、または閉店

をする予定と聞いております。このように事業継

続ができないと関連業者の経営悪化や雇用されて

いた方々の生活が苦しくなることももちろん、名

寄市の経済が疲弊していくことも言うまでもあり

ません。市としてこの飲食業界の現状をどのよう

に捉えられているのかお伺いいたします。

一方で、このような社会情勢であってもここ３

か月の間に４件の新規オープンがあったと認識し

ております。この新規事業者は、国の持続化給付

金や北海道の協力金の支援を受けることが難しく、

経営に苦慮しているとの声も受けております。そ

こで、新規事業者に対する支援についてお考えお
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伺いいたします。

次に、小項目２、観光、宿泊業に対する影響と

支援について。新型コロナウイルスの感染が広ま

った今年２月から、御存じのとおり、名寄市内で

ホテルや旅館の予約キャンセルが相次ぐなど観光

業を中心に大きな打撃を受けています。宿泊や旅

行業界の影響が深刻化する中、感染終息のタイミ

ングを見極め、市内外から観光客を呼び込む取組

を進めていくべきだと考えます。また、感染拡大

防止に伴うイベントや外出の自粛、世界的な供給

網ストップによる生産縮小など幅広い業種に影響

が及んでいる現状でございます。今後の観光と宿

泊業、また関連産業の在り方を考えることも今す

べきことの一つであり、名寄市がどのような観光

のビジョンを思い描いて復興を目指すのか考え始

めなければならないと思います。今回改めて観光

市場と関連産業が外的要因に依存していることを

強く思い知らされたところであり、不測の事態が

起こるたびに緊急対策を講ずるだけでなく、いつ

来るか分からないが、いつかは来るという備えが

必要であると考えます。このようなことが起こっ

たときの被害を最小限に抑える仕組みづくり、そ

して観光に関わる産業や地域が立ち直る力を支援

する仕組みづくりが必要であると考えます。そこ

で、市内の観光業や宿泊業の落ち込みをどのよう

に把握、分析をし、追加の支援策等の検討がなさ

れているのかお伺いいたします。

また、国では内閣や経産省、国交省、農水省が

連携して、観光やイベントなどに関わる支援とし

て新型コロナウイルス終息後に国内の人の流れや

まちのにぎわいを創出し、地域活性化を図る官民

一体のキャンペーン、ＧｏＴｏキャンペーンを実

施するとあり、北海道も北海道民の旅行代金を最

大半額補助するどうみん割など進めているところ

であると認識しております。タイミングを見なが

らになると思いますが、観光客や合宿の誘致につ

いてどのように対応していくのかお伺いいたしま

す。

次に、アフターコロナの捉え方について。新型

コロナウイルスで経済の冷え込みが懸念されてい

る中、その中で多くの事業者が知恵を絞り、感染

リスクを減らすためにビニールカーテンや消毒液、

検温器の設置など新北海道スタイルを実践し、必

死に事業と雇用の継続を日々闘っているところで

あります。今後もしばらくは新型コロナの感染リ

スクに対して慎重にならざるを得ない状況は続く

と思われます。このような状況下では、新型コロ

ナの問題が起こる前のような経済状況がすぐに戻

ってくるとは考えにくく、コロナ終息後のいわゆ

るアフターコロナやウイズコロナといった捉え方

について考える必要があると思います。旅行客が

いつ戻ってくるかめどが立ちにくいこともあり、

インバウンドだけではなく、国内における人の流

れとにぎわいをつくり出すために日本人の集客に

も目を向けることが必要であると考えます。そこ

で、観光客や宿泊者に対する割引や補助制度など

の支援も今の段階から考えていくことについて御

見解お聞かせください。また、民間の取組に対す

る市の受け止め、市内経済効果へのつなぎ方につ

いてお考えお伺いいたします。

以上、この場から質問させていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 三浦議員から大

項目１点について御質問いただきました。初めに、

大項目１、新型コロナウイルス感染症に関する支

援について、小項目１、飲食業に対する支援等に

ついてお答えいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響に対する経済

対策の一つとして、外出の自粛や歓送迎会のキャ

ンセルなど特に影響が大きい飲食業を支援するた

め、商工団体等による実行委員会が実施するプレ

ミアム付き商品券に対して支援することとし、さ

きの第１回定例会において議決いただきました。

このプレミアム付き商品券は、飲食店限定なよろ

地域商品券として実行委員会において新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止のため国の緊急事態宣
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言及び北海道の緊急事態措置の期間が終了するま

で実施を見合わせておりましたが、５月２４日か

ら同商品券の販売を開始し、多くの市民に御購入

いただき、６月１２日に１万 ０００セットが完

売したとのことでございます。リアルタイムの利

用状況を把握するのは難しいのですが、実行委員

会から参加店への支払いは基本週に１回と聞いて

おりまして、６月１７日、昨日現在で８６店、８

２６万 ０００円の経済効果となっております。

ただ、先ほど御質問ありました購入層ですとか男

女の比率とか、そこについてまでまだ商工会議所

から報告をいただいておりませんので、これにつ

いてはまた今後ヒアリングしたいと思っておりま

す。

販売、利用開始から３週間以上経過いたしまし

た。商品券取扱店の選定方法や周知方法に課題が

見えており、具体的には選定方法については開始

当初の考え方として実行委員会構成団体に属する

飲食店を基本としたとのことでしたが、その後市

及び実行委員会に対して構成団体に属さない飲食

店も取り扱えるようにしてほしいとの要望があり、

実行委員会でも検討した結果、一定のルールを設

け、構成団体に属さない飲食店も取り扱うことが

できるよう改善されたと聞いております。また、

周知の方法につきまして、商品券販売時に配布し

た取扱店一覧のチラシの情報が随時更新されるこ

とについて実行委員会において検討し、名寄商工

会議所ホームページでの更新で周知を図るととも

に、チラシや新聞広告などを通じて取扱店が随時

更新されることについて周知を図るとのことでご

ざいました。このような課題を踏まえつつ現行の

プレミアム付き商品券に続く消費喚起先を検討中

でございます。

飲食業界の現状把握ということですが、事業継

続支援給付金の支給状況を業種ごとに分析をいた

しますと、６月２６日支給予定分までの３７７件

のうち飲食業が１３３件、３５％と最も多く、新

型コロナウイルス感染症の影響は飲食業で特に甚

大であり、厳しい経営環境に置かれている実態が

把握できたところでございます。

次に、小項目の２、観光業と宿泊業に対する支

援等についてお答えいたします。観光業と宿泊業

への影響につきましては、名寄商工会議所及び風

連商工会が３月に実施した緊急アンケート調査か

ら外出の自粛や歓送迎会のキャンセルなどにより

飲食業や宿泊業の影響が大きいということを把握

いたしまして、中でも特に影響の大きい飲食業を

対象としたプレミアム付き商品券の支援を受けて

いただいたところです。その後、４月に名寄商工

会議所及び風連商工会において実施した幅広い内

容のアンケート調査を基に業種ごとの影響を分析

し、飲食業及び宿泊業の影響が大きいことを改め

て把握をいたしました。さらなる影響の長期化及

び拡大への対策として、次の段階の制度設計に当

たっては事業継続支援給付金への相談内容や申請

内容から業種ごとの影響の傾向を把握するほか、

各業界のキーパーソンから影響の状況を直接ヒア

リングするなどしており、より効果的な対策とな

るよう検討しているところでございます。

新型コロナウイルスによる影響の終息を見越し

た観光客や宿泊者への支援につきましては、国の

第一次補正予算で計上されたＧｏＴｏキャンペー

ンのほか、北海道においてはどうみん割について

実施されるところでございます。今後こういった

国や道の支援内容も注視をしてまいりたいと考え

ております。

落ち込む市内経済を相互に支え合う連携の動き

として、市内運送事業者が国土交通省の特例を活

用して委託し、タクシーで市内飲食店のテークア

ウト料理を運ぶサービスを実施しているほか、地

元青年団体が市内飲食店の出前やテークアウトの

利用促進のために実施しているスタンプラリーに

対しては、活動の趣旨に鑑み、景品である市指定

ごみ袋を提供させていただいたところです。この

ような民間事業者が相互に連携した取組が重要で

あると考えておりまして、市としても可能な範囲
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で支援を講じることで取組を後押しし、広げてい

きたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） それぞれ御答弁いただ

きました。この２日間、経済対策に関しましてほ

かの議員の皆さんからも質問が幾つかありますの

で、重複しない項目のみの再質問とさせていただ

きます。

まず、１点目、商品券についてなのですが、今

交換されたのが８２６万円ということで、大体２

０％ぐらいですか。こちらあと残り、まだ未換金

であったり、使われていない方、まだ期間もあり

ますので、いると思うのですが、さらなる市民へ

の追加の周知などお考えありましたら、お聞かせ

ください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） １万 ０００セ

ット販売しているところでございまして、今８２

６万円ということです。これ週１回事業者さんか

らは実行委員会事務局のほうに都度申請といいま

しょうか、来て、お支払いを週１回ということで、

昨日一つ更新されたわけなのですけれども、利用

の周知につきましては実行委員会のほうで新聞広

告ですとかホームページのほうでされるものと考

えております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） これから状況見てとい

うことであります。こういった市民周知のＰＲに

対しての効果検証というのってすごく難しいと思

うのです。こういった商品券に交換できるという

ことは、見てくれた市民の皆様が来ていただいた。

だから、どういった媒体で理解して来ていただい

たのかなというデータを取る一つのチャンスにな

ると考えております。なので、こういった分析も

必要と考えるのですが、そういった点に対してど

うお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） そのような分析

については、これ実行委員会のほうでやっていた

だいている事業ですので、実行委員会のところで

どのように考えるか、実行委員会を形成している

名寄商工会議所、風連商工会とは常に連携取り合

っておりますので、今後この情報を伝えて、その

分析についても情報提供していきたいと思ってお

ります。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 先ほどの高橋議員の話

ではないのですが、どういった広告媒体が市民の

どういった年齢層に伝わるのかといったところも

調査研究必要になると思いますので、併せてよろ

しくお願いしたいと思います。

次に、２つ目です。こちら事業に対する支援に

ついて御理解させていただきました。特に大型、

数十人入るような大きい店舗の皆さん、こちら人

件費や家賃などほかの事業者さんに比べて多くか

かってしまうといったことがありまして、持続化

給付金の２０万円、これではちょっと厳しいので

はないかといった声もあるのですが、そういった

点に対してどうお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 議員おっしゃる

とおり、大きな店舗のほうが大きな経費がかかる

ことは承知しております。大型店に対しましては、

人件費や家賃に対する支援ということで、６月１

２日に成立をした国の第二次補正予算に関連予算

が計上されております。例えば厚生労働省の関連

では、雇用調整助成金に関連して休業、教育訓練

の助成額の上限額が ３３０円から１万 ０００

円に拡充された、そういったものありますし、解

雇を行っていない中小企業の場合は助成率を１０

分の１０に引き上げるといったような特例措置も

さらに拡充されたところです。それから、経済産

業省の関連では地代、家賃の負担を軽減すること

を目的としてテナント事業者に対し給付金を支給

する家賃支援給付金が盛り込まれておりまして、
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中小企業などの法人は最大６００万円、個人事業

主は最大３００万円が支給されるところでござい

ます。市内経済への影響のさらなる長期化と拡大

が見込まれる中、本市としてもその次の段階とし

て影響の度合いに応じてめり張りをつけた支援が

必要だと考えておりまして、飲食業、宿泊業、バ

ス、タクシー業など業種ごとに特徴的な固定費に

着目した経済対策を考えているところでございま

す。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 本当に国や道からも様

々な支援もされていただいていると思いますので、

全部行政が、市が、市がというわけではなくて、

こういった制度もありますよといった、先ほどと

一緒になるのですが、周知、こちらやっていただ

ければ市内業者の方々も助かるのではないかなと

私も思いますので、よろしくお願いいたします。

飛ばして飛ばして、最後、昨日市長からの御答

弁にもありましたように、観光に関して、今村議

員の御答弁でもありましたように、このコロナ、

追っかけではないのですけれども、地方にスポッ

トが当たる可能性が本当にあると私も思っており

ます。この本市のＰＲであったり、交流人口の増

加であったり、そういったところにも、もちろん

限りある財源の中でですが、ほかの事業との兼ね

合いもあると思いますが、この観光や産業に関し

て積極的に御協力いただけるという認識でいさせ

ていただいてもよろしいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 今田畑室長のほうからも

お話ありましたけれども、とりわけ観光業、宿泊

業に関しては影響が甚大であるというふうに我々

も考えておりまして、それぞれの業種ごとにそれ

ぞれの影響が見えてきていますので、まためり張

りをつけた、まずは目先の支援をしっかりとやっ

ていくということが大事でありますし、議員がお

っしゃられるように、国や道の様々な支援策もし

っかりと丁寧に周知をして、いろんな形でしっか

りとそうした政策が行き届くようにしていくとい

うことがまずは大事だろうというふうに思います。

このコロナの終息がなかなか見えていかない中で、

観光に対してでは次どういう手を打っていこうと

いうのはなかなか難しいものがあるのかなという

ふうに思いますが、いろんなところでも議論がな

されておりますが、まずは足元のマーケットから

少しずつ回復をしていくということが肝要ではな

いかというお話も出ているというふうに思います。

そうした観点から、そして事業者さんが活動しや

すいような支援もしっかりとやっていくことも視

野に検討に入れながら、これから長い闘いになっ

ていくというふうに思いますので、その都度適時

効果的な施策をできるようにしっかりと注視をし

ながらまた検討していきたいというふうに考えて

おります。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

このたび様々な支援いただいて、改めて事業者の

皆様が、市の施策に協力したいなどとおっしゃっ

ていただける事業者さんも出てきておりまして、

名寄市が本当ウィン・ウィンになるような施策の

展開をお願いして、質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で三浦勝秀議員の

質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ４時３７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。
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議 長 東 千 春

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 今 村 芳 彦
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開議 令和２年６月１９日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１６号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）（名寄振興公

社のあり方に関する特別委員長報告）

日程第４ 議案第１７号 名寄市手数料徴収条例

の一部改正について

日程第５ 議案第１８号 名寄市国民健康保険税

条例の一部改正について

日程第６ 議案第１９号 名寄市介護保険条例の

一部改正について

日程第７ 議案第２０号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第５号）

日程第８ 議案第２１号 名寄市議会委員会条例

の一部改正について

日程第９ 意見書案第１号 地方創生臨時交付金

の追加交付を求める意見書

意見書案第２号 雇用調整助成金のさ

らなる改善・拡充等を求める意見書

意見書案第３号 新型コロナウイルス

感染拡大によって家賃の支払に困難を

来す人々など、すべての人に安心でき

る住居の確保・維持を求める意見書

意見書案第４号 地方財政の充実・強

化を求める意見書

意見書案第５号 ２０２０年度北海道

最低賃金改正等に関する意見書

意見書案第６号 「子どもの貧困」解

消など教育予算確保・拡充と就学保

障、義務教育費国庫負担制度堅持・負

担率１／２への復元、教職員の超勤・

多忙化解消・「３０人以下学級」の実

現に向けた意見書

日程第10 報告第８号 例月現金出納検査報告、

財務監査（随時監査）報告について

日程第11 名寄振興公社のあり方に関する特別委

員会報告について

日程第12 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１６号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）（名寄振興公

社のあり方に関する特別委員長報告）

日程第４ 議案第１７号 名寄市手数料徴収条例

の一部改正について

日程第５ 議案第１８号 名寄市国民健康保険税

条例の一部改正について

日程第６ 議案第１９号 名寄市介護保険条例の

一部改正について

日程第７ 議案第２０号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第５号）

日程第８ 議案第２１号 名寄市議会委員会条例

の一部改正について

日程第９ 意見書案第１号 地方創生臨時交付金

の追加交付を求める意見書

意見書案第２号 雇用調整助成金のさ

らなる改善・拡充等を求める意見書

意見書案第３号 新型コロナウイルス

感染拡大によって家賃の支払に困難を

来す人々など、すべての人に安心でき

る住居の確保・維持を求める意見書

意見書案第４号 地方財政の充実・強
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化を求める意見書

意見書案第５号 ２０２０年度北海道

最低賃金改正等に関する意見書

意見書案第６号 「子どもの貧困」解

消など教育予算確保・拡充と就学保

障、義務教育費国庫負担制度堅持・負

担率１／２への復元、教職員の超勤・

多忙化解消・「３０人以下学級」の実

現に向けた意見書

日程第10 報告第８号 例月現金出納検査報告、

財務監査（随時監査）報告について

日程第11 名寄振興公社のあり方に関する特別委

員会報告について

日程第12 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１３番 高 橋 伸 典 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

コロナ禍に関連する高齢者への対応について外

２件を、川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） おはようございます。

通告順に従いまして、大項目３点にわたって質問

をさせていただきたいと思います。

まず、新型コロナウイルスの感染が表面化し、

対策が始まって約半年が過ぎました。終息はまだ

まだ先のようで、見えてきません。感染拡大の第

２波、第３波に対応する体制も準備する必要があ

るかと思っています。そこで、コロナ禍に関連す

る高齢者への対応について伺います。１つに、施

設入所者への対応について伺います。入所者の様

子を見ている間に他の利用者や職員に感染しない

か不安、施設入所者への対応、また介護労働者へ

の対応はどのようになっているのか伺います。Ｐ

ＣＲ検査の実施やマスク、消毒液などは充当に備

蓄がされているのかどうか、さらには感染対策の

必要経費などについてもお知らせをいただきたい

と思います。さらに、市内の介護事業者の経営に

ついて伺います。全国的には利用者の減少や感染

対策での経費負担、休止の要請などにより事業継

続が危ぶまれる状況も生まれていると聞いていま

す。名寄市内の介護事業所の経営についてお知ら

せください。

２つ目に、訪問介護、通所介護への対応につい

て伺います。通所サービスは、３密になりやすい

環境であります。感染を心配して、利用を控える

利用者も多いのではないでしょうか。通えなくな

ると、機能低下も懸念されます。また、自宅で入

浴できない方の清潔の保持なども心配されるとこ

ろです。介護従事者への対応などお伺いをしたい

と思います。在宅高齢者を訪問するヘルパーの方

々は、自分自身が利用者に感染させるのではない

かとの不安や利用者から感染するかもしれないと

いう不安の中で感染対策を講じながら訪問を続け

ていらっしゃいます。訪問先ごとにマスクを替え

なければならない状況だと私は思っています。Ｐ

ＣＲ検査、マスクなどの備蓄についてお伺いをし

たいと思います。

３つに、独居者への対応について伺います。特

に高齢の独り暮らしの方々について伺いたいと思

います。１０万円の定額給付金についても私もも

らえるのといった、こんな質問がありました。家

に籠もりきりで、会話もなく、情報もない状態が

続いています。マスクがなくて困っている方もい

らっしゃいました。対応についてお聞かせくださ

い。

４つに、障がい者への対応についてお聞きしま

す。障害者手帳の所持者数は、身体、知的、精神

合わせて約 ９００人台で推移していると言われ

ています。これは、第２期名寄市地域福祉計画か

ら出した数字です。この中で特に高齢の方々への

情報提供含めてどのような対応をされているのか

伺いたいと思います。

大項目２点目、コロナ禍に関連する小中高生へ

の対応について伺います。長期の休校によってか

つてない学習の遅れとそれに伴う格差が生まれて

います。一人一人の子供に丁寧に寄り添い、心の

ケアにしっかり取り組む手厚い教育が必要になっ

ています。１つに、学ぶ権利の保障です。詰め込

みを行うと、子供たちに新たなストレスを与えて
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しまうのではないかと危惧されます。教育課程編

成は、子供の実態を踏まえた柔軟な方法で進めて

いただきたいと考えています。特に小学校１年生、

中学校１年生への対応、そして小６、高校進学を

控えた中３への対応はどのように進められている

のか伺います。安全に学べる環境づくりとして、

保健室の充実は欠かせません。保健室の状況につ

いて伺います。教室の準備や教科の準備など教職

員への負担は今まで以上のものがあるのではない

でしょうか。先生たちの健康管理、コロナ対策を

含めてどのようにお考えかお聞かせいただきたい

と思います。さらに、収入が急減した家庭への支

援についてもお聞かせください。

２つに、養育状況の把握と支援について伺いま

す。子供たちの日常を守ることが必要です。家に

閉じ籠もることで親も子も大きなストレスを抱え

ています。虐待の通報が非常に増えていると言わ

れています。虐待等の状況把握はどのようになっ

ているでしょうか。長期の休校で給食がないこと

から、栄養のバランスが取れた食事を取ることが

難しくなっている子供が増えていると言われます。

養育状況の把握と支援について伺います。こうい

ったときに学童保育、児童クラブの充実が重要と

なってくると考えます。状況についてお知らせを

いただきたいと思います。

３つに、心の支援について伺います。豊かな成

長、発達の保障が求められます。コロナが怖くて

登校できない、そんな子供たちへの対応について

伺います。スクールカウンセラーやソーシャルワ

ーカーの配置は、どのようになっているのでしょ

うか。ネット依存、ゲーム依存など生活リズムの

崩れに対する対応についてもお聞きをしたいと思

います。

大項目３つ目、コロナ禍に関連する市内経済へ

の対応についてお伺いします。１つ、中小企業事

業所等への支援について伺います。国や道、市の

支援が進められていますけれども、実績では数が

上がっていないように感じています。支援の状況

についてお知らせください。

２つに、非正規労働者や学生アルバイト等への

支援について伺います。４月末の雇用情勢で求人

倍率は ０８倍となって、昨年度同月よりか下が

っていると言われています。飲食店などの休業、

営業縮小している中、非正規労働者や学生アルバ

イト等の方々の雇用状況は厳しくなっているので

はないでしょうか。こうした方々への支援につい

てお知らせをいただきたいと思います。

以上でこの場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） おは

ようございます。川村議員から大きく３点にわた

り御質問をいただきました。大項目１につきまし

ては私から、大項目２につきましては教育部長か

ら、大項目３につきましては産業振興室長からの

答弁となりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、コロナ禍に関連する高齢者

への配慮について、小項目１、施設入所者への対

応についてお答えいたします。１点目の施設入所

者への対応につきましては、各施設では従来より

国から示されております感染対策マニュアルや新

型コロナウイルス感染症対策の基本方針等に基づ

くせきエチケット、手洗い、アルコール消毒、職

員や利用者に発熱等の症状がある場合の対応、面

会制限など事業所内での周知徹底を図り、集団感

染の防止を図ってきており、今後も継続してまい

ります。具体的な対応例としまして、特別養護老

人ホーム清峰園では２月２５日から原則としてみ

とりの方の家族以外は面会制限を実施し、緊急事

態宣言解除後の新しい生活様式では全国老人福祉

施設協議会が示しておりますガイドラインに基づ

き、７月９日までは現行の方法で面会制限を継続

することとしております。このような状況から、

家族への定期報告の際に日頃の状況を介護職員か

らメモでお知らせしたり、５月８日からは予約制
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によりオンライン面会を実施し、通信機器を持た

ない御家族には施設の玄関ホールにて施設のタブ

レットでオンライン面会を実施しております。６

月５日現在、５７回の利用がございました。今後

においても、感染拡大防止を図りつつ入所者及び

御家族が安心できる環境を整えていくために必要

な支援をしてまいります。

２点目の施設職員の対応につきましては、職員

は各自出勤前に検温を行い、発熱等の症状が認め

られる場合には出勤をしないこととしております。

また、発熱があった場合には解熱後２４時間以上

が経過し、呼吸器症状が改善してから出勤すると

いった対応が取られており、状態によっては保健

所に相談するようにしております。感染予防の対

策としては、勤務中は全員マスクの着用、手指の

消毒や手洗いを行い、喀たん吸引等の際には飛沫

感染防止のためゴーグル等を着用するなどの対策

が行われております。また、昼休み等の対応とし

て、３密を避けるため会議室などを使用し、特に

食事の際には職員同士が感染しないように対策が

されております。さらに、不要不急の外出や特に

感染者が多い地域との往来の自粛、ゴールデンウ

イーク中などでの帰省の自粛といった取組がされ

たところです。

３点目のＰＣＲ検査等の対応につきましては、

感染が疑われる職員や入所者がいた場合には保健

所や帰国者・接触者相談センターに電話連絡をし、

指示を受けることとなっており、その指示に基づ

き検査を受けるなどの対応することとしておりま

す。

４点目の感染対策にかかった経費につきまして

は、１月から３月には例年インフルエンザの流行

期であることから、感染症対策でマスクやアルコ

ール消毒液を使用するため一定の備蓄もされてお

りました。しかし、感染予防の対策が長期化して

いることに加え、マスクや消毒液などの高騰によ

り施設の負担が増えております。このことから、

国は第二次補正予算で感染症対策に必要な物品購

入などについて都道府県を通じて事業所を支援す

ることが予定されておりますので、今後において

も事業所の感染対策に係る経費に対する支援制度

について情報提供等を行うとともに、必要な支援

をしてまいります。

５点目のマスク、アルコール消毒液などの備蓄

状況につきましては、各事業所において備蓄がさ

れておりますが、感染症の長期化や品薄の状況に

よりマスクを数日利用することができるシートの

使用や手指の消毒と手洗いを併用するなど工夫し

ながら感染予防の対策を行っております。現在は

マスクやアルコール消毒液については徐々に入手

できるようにはなってきておりますが、十分な状

況でありません。引き続き各事業所の備蓄状況に

ついて調査し、安心して受けることができる介護

サービスなどが継続していけるよう国の支援策と

併せ、市といたしましても必要な支援をしてまい

ります。

６点目の介護事業所の減収などによる経営に与

える影響につきましては、十分な検証はできてお

りませんが、３月から４月にかけて感染予防のた

めに自主的に通所介護や短期入所、生活介護で利

用を控えている方がおられ、短期入所では前年と

比較して介護報酬が１５％程度の減少となってい

るとの報告も受けております。国からの通知にお

いて、新型コロナウイルス感染症に係る介護サー

ビス事業所の人員基準等の臨時的な取扱いでは、

感染拡大防止のため休業要請の有無によらず介護

報酬の算定について特例の活用が可能となる措置

が取られるなど事業所のサービス継続支援も行わ

れていることから、今後も介護サービス事業所に

対して様々な情報を提供しながら対応してまいり

ます。

次に、小項目２、訪問介護と通所介護への対応

についてお答えいたします。新型コロナウイルス

感染症対策期間中の訪問介護及び通所介護の事業

所における対応につきましては、小項目１で答弁

させていただいたとおり、施設入所と同様に国か
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ら示されております感染対策マニュアルや新型コ

ロナウイルス感染症対策の基本方針等に基づき感

染拡大の防止を図ってきております。訪問介護で

は、職員は各自出勤前に検温を行い、発熱の症状

が認められる場合には出勤をしないことの徹底を

図り、サービスの提供に当たってはマスクの着用

や消毒などの感染予防の対策を行っております。

通所介護では、送迎職員の乗車前や利用者本人の

検温により発熱が認められる場合には利用を控え

ていただくなどの対応やサービスの提供に当たっ

ては施設内での３つの密の回避や訪問介護と同様

の感染対策を図ってきております。また、利用者、

その家族に対しても道外や感染地域への不要不急

の旅行や移動を控えていただくとともに、道外や

感染地域に居住している家族の帰省なども控えて

いただくようお願いするなどの対応もしておりま

す。マスク、アルコール消毒液等の備蓄につきま

しては施設と同様の状況であり、引き続き事業所

における備蓄状況について調査し、介護サービス

などを継続するために必要な支援をしてまいりま

す。

次に、小項目３、独居者への対応についてお答

えいたします。国や北海道の緊急事態宣言の期間

中において、地域包括支援センターで把握してい

る状況では、外出自粛によりふだん行っていた活

動や集まることができる場がなくなり、外出する

ことが少なくなったという高齢者からの相談が数

件ございました。高齢者の独り暮らしや夫婦世帯

の方の健康や介護に関する相談については、新型

コロナウイルス感染症発生前とほとんど変わりな

い状況となっておりました。また、市では独り暮

らし高齢者の安否不明などの異変を見つけたとき

の対応としまして生活関連事業者や関係機関から

の協力による地域見守りネットワーク事業や週１

回の昼食配達方式に併せ、利用者の安否確認を行

う配食サービス事業を実施しておりますが、外出

自粛期間における安否不明等に関して市への相談

や連絡はございませんでした。今後においても新

型コロナウイルス感染症の長期化や国や北海道か

ら外出自粛などの要請が想定されることから、町

内会や民生委員、関係機関と連携しながら、国や

北海道などから情報提供される見守り体制の事例

も参考にしながら、独り暮らし高齢者や地域の皆

様が安心して暮らしていけるよう新型コロナウイ

ルスの感染予防対策を図りながら地域における見

守り体制の充実に取り組んでまいります。

次に、小項目４、障がい者への対応についてお

答えいたします。障がい者の福祉施設に継続して

通所されている高齢の障がい者の方につきまして

は、福祉施設の職員の見守り等の支援を受け、通

所を継続することができている状況です。また、

障がい者のグループホーム等で生活をしている高

齢の障がい者の方につきましては、グループホー

ムの職員の見守り等の支援を受け、グループホー

ムでの生活を継続することができております。自

宅で独り暮らしをしている高齢の障がい者の方に

つきましては、ヘルパーの支援が入っている場合

が多いため、ヘルパーが具体的な支援やケアマネ

による見守り等を行うことで独り暮らしでの生活

が継続できている状況にございます。新型コロナ

ウイルスの終息は見通しが不透明な状況でありま

すが、今回御質問にあったような障がい者に関す

る地域の課題につきましては、定期的に開催して

おります名寄市障害者自立支援協議会でも情報共

有を図り、必要な対策などについて検討し、支援

してまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは、大項目２、

コロナ禍に関連する小中高生の対応についてお答

えをいたします。

小項目（１）、学ぶ権利の保障についてですが、

国内での新型コロナウイルス感染拡大の可能性が

高まった２月２７日から北海道の学校で、また３

月２日から政府の要請により全国の学校で一斉臨

時休業が行われました。本市の小中学校において
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は、３月に分散登校や規模を縮小した中で卒業式

を実施し、４月７日の始業式、入学式から学校を

再開しましたが、４月１６日に全都道府県が緊急

事態措置の対象となったことを受け、４月２０日

から再度臨時休業としました。その後、５月２０

日から２週間にわたり学校再開に向けた分散登校

を行いながら、６月１日から学校を再開したとこ

ろであります。このような中、国から新型コロナ

ウイルス感染症対策専門家会議の提言で示された

地域区分を踏まえ、５月２２日時点における地域

の感染状況に応じて児童生徒及び教職員等の感染

リスクを可能な限り低減しつつ教育活動を継続し、

子供の健やかな学びを保障するための学校の新し

い生活様式が示されたところでございます。学校

の新しい生活様式を踏まえた感染症対策としまし

ては、学校には教室の入り口を開けておいたり、

２方向の窓を同時に開けたりするなど小まめな換

気を行っております。児童生徒の間隔については、

１メートルを目安に学級内でできるだけ距離を離

した座席配置としています。教室等の制約から１

メートルの距離を確保できない場合は、頻繁な換

気を組み合わせることなどの対応に努めておりま

す。また、飛沫を飛ばさないよう児童生徒及び教

職員は基本的には常時マスクを着用しております。

ただし、熱中症等の健康被害が発生する可能性が

高いと判断された場合などは、マスクを外して換

気したり、児童生徒等の間に十分な距離を保つな

どの配慮をしております。児童生徒の毎日の健康

管理につきましては、登校前に自宅で検温したり、

保護者が健康状況を学校にメール等で報告したり

するなど一人一人の健康状況の把握に努めており

ます。さらに、保健室における３密を避けるため

各学級に体温計を配置したり、検温とけが等を処

置する場所を分けたり、入室人数を制限したりす

るなどの対策を講じております。

次に、学校の新しい生活様式を踏まえた学習活

動については、学習指導要領に示された各教科等

の内容を全ての児童生徒が身につけることができ

るよう年間指導計画の見直しや指導方法の工夫、

改善など学びの保障のための教育課程を見直すよ

うお願いをしてきております。特に入学、進学に

伴って学習環境や友人関係が変化し、不安やスト

レスを抱えていると考えられる小学１年生と中学

１年生や最終学年である小学６年生と中学３年生

には、児童生徒の負担に十分配慮した上で最大限

に学びの保障に資する教育活動を推進してきてお

ります。具体的には、各学校では小学校１年生や

中学校１年生に対しては教室で指導に当たる教職

員を増やしたり、児童生徒や保護者を対象にした

教育相談、個別相談等を実施するなど一人一人を

支援する体制の充実を図ってきております。小学

６年生と中学３年生に対しては、今後の感染拡大

や高校入試等への対応を見据え、国語や算数、数

学、社会、理科、英語の授業を多く学べるように

時間割編成を工夫したり、児童生徒の実態に応じ

て少人数で習熟の程度別に学習する指導において

グループの数を増やし、より少ない人数で学ぶこ

とができる体制を構築するなど個に応じた指導の

充実を図ってきております。今後教育委員会とい

たしましては、各学校と連携しながら指導、助言

を行ったり、必要な物品を整備したりするなど物

的、人的な視点から児童生徒の学ぶ権利の保障に

資する学習環境の整備に努めてまいります。

次に、臨時休業に伴う児童生徒の養育状況の把

握と支援について申し上げます。臨時休業の長期

化に伴い、保護者が休業により就業継続への不安

や収入減少などへのストレスを強く抱えることな

どにより児童生徒の虐待や欠食リスクが高まると

考えられていることから、児童生徒の安全確保に

努めることは極めて重要であると考えております。

このため、学校には児童生徒の状況や家庭環境等

きめ細かく把握し、適切に対応するようお願いを

しております。具体的には、学校では学級担任等

を中心として電話等を通じ児童生徒及び保護者と

の連絡を密にし、おおむね２週間に１回程度児童

生徒の心身の健康状態を把握してきました。その
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際、保護者だけでなく、児童生徒本人とも直接電

話で会話するなどして、状況の把握に努めてきて

おります。特に家庭環境が心配な児童生徒に関し

ては、在宅時間が大幅に増加することに伴う児童

虐待のリスクも踏まえ、電話等の連絡をおおむね

１週間に１回以上行うなど児童生徒の状況をきめ

細かく把握しております。現在臨時休業中の家庭

での大きなトラブル等の報告はありませんが、今

後も学校全体で児童生徒一人一人の状況をきめ細

かく把握してまいります。学童保育においては、

臨時休業期間中、児童が自宅での留守番が困難な

場合や保護者が休暇を取得することが困難で、昼

間家庭にいない児童については、公設児童クラブ、

民間学童保育所全てが早朝から開所し、安全、安

心な居場所を提供するとともに、保護者の仕事と

子育ての支援を行ってきました。また、家庭での

保育が可能な世帯は利用を控えていただくととも

に、利用料減免措置を行い、保護者の負担軽減を

図ってきました。今後も子供たちを感染症のリス

クから守るため手洗いやマスク着用、アルコール

消毒などの衛生管理や体温測定を行い、児童の体

調管理に配慮するなど安全、安心な施設運営に努

めてまいります。給食センターにおいては、臨時

休校当初の２月２７日分の食材に保存ができない

食品があり、一部廃棄したものもありましたが、

４月２０日以降は事前の報道等による情報もあり、

早めに食材業者へ連絡することで廃棄食材や余剰

食材は発生しておらず、給食費についても徴収し

ておりません。御指摘の家庭等への弁当などの提

供については、衛生管理の関係や配送の問題、給

食センターの調理場のスペースなどから困難であ

りますので、昼食作りの一助となるよう例年卒業

する中学校３年生に配付をしております簡単お弁

当レシピを名寄市ホームページに公開するほか、

料理レシピの人気サイト、クックパッドでは名寄

市学校給食の人気献立レシピを公開していること

から、これらの掲載情報について献立表等を通じ

改めて保護者へ周知し、児童生徒の食事支援とし

ていきたいと考えております。

次に、学校再開後における児童生徒の心の支援

について申し上げます。児童生徒は長期にわたり

学校生活から離れており、進級、進学に伴う教育

環境、友人関係の変化や感染症拡大に伴う家庭環

境の変化等を背景とした様々な不安やストレスを

抱えていると考えられることから、一人一人に応

じた心のケアに努めることは極めて重要であると

考えています。このため、学校には児童生徒一人

一人の状況を的確に把握し、適切に対応するよう

お願いをしております。具体的には、学級担任や

養護教諭等による全ての児童生徒を対象とした健

康観察や健康相談を実施するなどして、一人一人

の心や体の状況をきめ細やかに把握しています。

また、教育相談体制を強化し、日常的に相談でき

る体制を構築するとともに、必要に応じて保護者

と教育相談を実施しています。

２つ目に、これまで以上に小さなサインを見逃

すことなく、いじめの未然防止、早期発見、早期

対応に万全を期しています。また、新たな不登校

生を生まないために心身の不調等による欠席や早

退、遅刻が始まった初期対応の段階から本人や保

護者と面談したり、家庭訪問するなど組織的に適

切な支援を行っています。

最後に、感染者や濃厚接触者とその家族、医療

従事者等に対する偏見や差別につながる行為は断

じて許されるものではないことから、感染症に関

する適切な知識を基に発達段階に応じた指導に努

めています。今後教育委員会としては、名寄市教

育相談センターのハートダイヤルや道教委の子供

相談支援センターの活用を周知したり、家庭と連

携を図りながら児童生徒一人一人の心のケアに努

めてまいります。また、学校には体の健康の保持

増進を図るため、３密に配慮しながら体育の授業

で児童生徒の体力の状況に応じた準備運動を徐々

に取り入れたり、休み時間に縄跳びなど楽しみな

がら体を動かす活動を取り入れるようにお願いを

していきます。さらに、必要に応じて北海道の教
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育相談スーパーバイザーから指導、助言を受ける

など教育相談等の支援にも努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目３、

コロナ禍に関連する市内経済への対応についてお

答えいたします。

まず、小項目１、中小企業事業所等への支援に

ついてですが、本市では新型コロナウイルス感染

症の影響に対する経済対策として、まず第１弾と

して市内中小企業等の資金繰りを支援する融資制

度、第２弾として外出の自粛や歓送迎会のキャン

セルなど特に影響が大きい飲食業を支援するため

のプレミアム付き商品券を発行する実行委員会に

対する支援をさきの第１回定例会において議決い

ただきました。その後市内経済への影響の長期化

とそれに伴う拡大が見込まれたことなどから、第

３弾となる追加の対策として影響の大きい市内の

中小企業及び個人事業主の事業継続を支援するた

め名寄市事業継続支援給付金を５月８日の臨時会

において議決をいただきました。市独自の融資制

度につきましては、６月１７日時点の申請件数は

４７件、借入金額２億 １５０万円となっており、

各金融機関の担当者が預託や保証料の申請のため

に来庁する際に情報交換を行っているほか、さき

に開催した産官金連携なよろ経済サポートネット

ワークでは、本年３月中という早い時期から市独

自の簡素で迅速な制度により市内事業者が融資を

受けられたことはよかったとの評価をいただいた

ところです。国の令和元年度第一次補正予算が成

立し、北海道の融資制度を活用した民間金融機関

の融資が実質無利子、無担保になって以降は、借

入限度額が大きいことや借換えができるなどから、

こちらへの申請が主となる傾向が見られるものの、

利率がやや有利で、手続が簡素な市の融資も引き

続き申請をいただいているところです。事業継続

支援給付金につきましては、５月８日から原則郵

送による申請の受付を開始し、５月１５日に１回

目となる１８件３６０万円を支給し、その後も順

調に毎週支給をしており、６月２６日支給予定分

まで総支給件数は３７７件、総支給額は ５４０

万円となっております。給付金の申請状況は、当

初の想定に比べ出足が遅く、伸び悩んでいると認

識していたことから、国の持続化給付金や道の休

業要請への協力に対する支援金との併給が可能で

ある旨を明記した事業概要チラシを広報なよろ６

月号に折り込み、全戸配布したところ、相談件数

も増え、申請数も着実に伸びてまいりました。６

月３０日の申請期日に向け、該当する事業者の皆

様に漏れることなく申請いただけますよう市のホ

ームページや新聞広告を活用するなどのほか、経

済団体も通じて周知に努めてまいります。

次に、小項目の２、非正規労働者や学生アルバ

イト等の支援についてお答えいたします。総務省

が５月２９日に発表した４月の労働力調査により

ますと、パートやアルバイトなど非正規労働者数

が、前年同月比９７万人減と比較可能な２０１４

年以降で下落幅は過去最大となっております。４

月の就業者数は前年同月比８０万人減の ６２８

万人で、７年４か月ぶりに減少に転じ、新型コロ

ナウイルス感染拡大に伴う政府の緊急事態宣言発

令の影響で雇用情勢が大きく悪化している実態が

浮き彫りとなりました。本市におきましては、雇

用の場を確保する観点から事務所、事業所及び店

舗を支援するための経済対策として、先ほど小項

目の１の答弁で述べました市内中小企業等の資金

繰りを支援する融資制度、プレミアム付き商品券、

事業継続支援給付金を実施し、中小企業等の事業

継続を支援することにより正規、非正規を問わず

労働者の雇用の確保を支援しております。市内経

済への影響のさらなる長期化と拡大が見込まれる

中、本市としても次の段階としては影響の度合い

に応じてめり張りをつけた支援が必要と考えてお

り、具体的には飲食業、宿泊業、バス、タクシー

業など業種ごとに特徴的な固定費に着目した経済

対策を検討しております。本市としては、こうし
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た様々な対策を通じて雇用の場の確保に努めたい

と考えております。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それぞれ御答弁をい

ただきました。時間が限られていますので、何と

か時間内、十分に使いながら質問をさせていただ

きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

１つ目の高齢者への対応についてです。施設入

所、また訪問介護、通所介護、本当に御苦労して

いただきながらしていただいているなというのが

伝わってまいりました。特養のオンラインも利用

されている方からお話を聞いて、いよいよ名寄で

もこういった機械を使ってしているのだなという

ふうなことで、テレビでは随分全国の様子出てい

ましたので、よかったなというふうに、きっと家

族の方も喜ばれているというふうに思っています。

引き続き対応をお願いしたいと思っているのです

が、実はマスクのことなのですが、これは道内の

団体なのですけれども、介護される人もする人も

みんな笑顔に！北海道連絡会というのがあります。

ここで１０日に発表されました。道内の事業所で

回答率が３７％ということで、非常に高い回答率

だったということです。ここで一番に、自治体に

何を求めますかというところの一番がマスクと消

毒液のなどの衛生資材の支給、６８％になってい

ました。今日いただきましたこの対策会議の中の

資料の中で、いろんな企業の皆さん方から御寄附

いただいています。マスク等についても備蓄のほ

うに回されているのですが、名寄市この施設の中

でマスクは本当に十分に足りているのか、働いて

いる方々の皆さんのところにもきちっと手当てさ

れているのか、このところがちょっと気になると

ころなのですが、もう一度お聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 各施設のマスク

の状況という御質問でございます。市には寄附も

含めまして、市の補正をしまして、購入して、備

蓄しております。ただ、施設の介護職員につきま

してはサージカルマスクとか使っている部分で、

言われた部分がすぐ使えるという状況がない中で

は、十分にあるかというとそうでない状況にあり

ます。ただ、最近若干徐々にそういったものも納

入できることになっていますが、いずれにしても、

先ほど申し上げましたとおり、工夫をしながら使

用しているのが現状であります。市においても各

施設の状況を把握しながら、そういった福祉系の

職員が使うようなマスクも購入先含めて市のほう

も調査をしながら対応してまいりたいというふう

に思っていますし、消毒液につきましては施設か

ら不足しているなり、購入ができないというよう

な状況が入りましたら、今アルコールのジェルも

含めてちょっと備蓄ありますから、そういったも

のも活用しながら対応してまいりたいというふう

に思っておりますので、御理解お願いします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 高齢の方々もそうで

すけれども、さきも紹介しましたように、訪問介

護、また施設で介護されている方々も自分が感染

して、うつしてしまうのでないかという不安、も

らってしまうかもしれない不安もありますけれど

も、やっぱりうつしてしまうのでないかという不

安が大きいように聞いていますので、だからそう

いった意味でもマスク、消毒液というのは徹底す

るのは非常に重要なことだろうというふうに思っ

ていますので、引き続き手当てのほうお願いした

いというふうに思います。

あと、独り暮らしのところの方々です。相談は

そんなになかったということでした。相談できる

うちはいいのだと私は思っています。困っていま

すよと言える人は。だけれども、さっきも言った

ように、１０万円の定額給付、自分はもらえるか

どうか分からないという方も実際にいらした。と

いうことは、情報が本当に入ってこなくて、じっ

と、出てはいけないよ、うつったら困るからマス

令和２年６月１９日（金曜日）第２回６月定例会・第５号
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クもないので、外に出ないようにしようと思って

いるわけです。情報がないから、どうしていいか

分からないということもあるかというふうに思う

のです。それで、隣のまちのことを言うとちょっ

と失礼ですけれども、士別では各７５歳以上の方

々のところを訪問して、これ例年やっていらっし

ゃるので、今回はコロナのこともあったので、早

めに取り組んだというふうな情報がありました。

報道がありました。１軒１軒回って、困り事あり

ませんかというふうなことで、ということをされ

ているというふうに報道があったところですけれ

ども、せんだっての質問の中でやる予定はないと

いうようなお話があったかなというふうに思うの

ですけれども、やっぱり独り暮らしされていると

ころというのは大体把握されていらっしゃるので

ないかなと思うのです、市のほうで。そういった

ところで、やっぱり訪問までいかなくても電話な

りでどうですか、お困り事ないですか、そういう

ふうな手当てをするということも必要ではないか

というふうに思うのですけれども、その点につい

てのお考え、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 川村議員がおっ

しゃるとおり、市のほうに連絡なり相談をしてく

れる方は問題ないのではなくて、今の状況をすぐ

把握できますけれども、そうではない、家に籠も

って、やっぱりどうしたらいいか分からないとい

う人も中にはいるかというふうに思っております。

うちのほうとしても独り暮らしの部分もある程度

把握している部分ありますし、家族の状況という

か、近くの、そういった部分も情報的には持って

いる部分ありますので、これまではなかなか訪問

とか動けない部分ありましたけれども、徐々に居

宅介護支援事業所だったり、まだ民生委員のちょ

っと活動は控えている部分ありますけれども、連

携を取りながらそういった方からの相談、そうい

ったもの受けられるような体制づくり、市のほう

としても状況見て、取りあえず当面電話とかにな

ると思いますけれども、そういった対応もちょっ

と検討させていただきながら進めてまいりたいと

いうふうに考えておりますので、御理解をお願い

いたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ぜひ早急に取り組ん

でいただきたいなというふうに思っていますので、

よろしくお願いします。

それでは、時間があまりないので、小中学校生

への対応についてお伺いをしたいと思います。こ

ちらのほうも本当に教育委員会の皆さん、また学

校の、子供たちに接している先生方の御苦労を思

うと本当に頭が下がる思いであります。そうした

中で、先ほどもお話ししましたように、新しく小

学校に入った、中学生になった子たちへの対応を、

先ほどお話を聞いたら小まめに対応されている様

子がうかがえました。私はちょっと心配になって

いるのが、今の高校進学を控えた中学３年生、こ

こも心配です。勉強の遅れを非常に心配している

のでないかなというふうに思います。それと、も

う一つは、ここに東中学校の学校だよりがありま

す。今年２月２８日に発行されているのですけれ

ども、この中で高校の統合のことがされていて、

このことを保護者の皆さんや地域の皆さんにお知

らせしているわけです。それで、令和５年度に向

けて名寄高校と名寄産業高校の再編を要請してい

ます。このとき対象にする生徒は現在の小学校６

年生、ですから年度明けて新しくなりましたから、

今の中学校１年生がこの統廃合のところの年度に

関わるということです。それで、コロナに対する

不安もあります、子供たち。それと同時に、この

学年の子供たちはその先の高校進学に対する不安

も非常に大きいものがあるのではないかというふ

うに私は危惧をしています。昨年度末にこのがん

ばるねばるが出された時期だったと思うのですけ

れども、高校進学に対する、道教委が実施したア

ンケートが行われました。これに対しても保護者

の方々から不安の声も寄せられています。このこ
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とに対してどのように対応していこうとされてい

るのか、お考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） まず、中学校３年生、

高校進学に関してのということですけれども、取

りあえず４月２０日からまた臨時休校ということ

になりましたから、履修しなければならない時間

数というのが出てきました。そこで、各学校にお

きましては行事ですとか厳選して、そこでクリア

する時間数も計算しながら、この間御報告したと

おり、夏休み、２週間程度授業日を持つというこ

とで、そこで一定程度超えなければ、年間で ０

１５時間授業数あるのですけれども、それは今の

段階では、これから臨時休校等出てくるとまた変

わりますけれども、今の段階ではそこで、夏休み

期間でクリアできるということで、文科省から示

されている授業時数についてはクリアできるとい

うふうに各学校と検討、協議をしまして、なって

いますので、何とかなるのかなというふうに思っ

ています。

それと、高校の再編につきましては、平成３０

年度にそういう方向でということで道に要望出さ

せていただいています。令和５年度に名寄高校と

名寄産業高校を統合にということで、道も名寄市

の要請を受けて、今５年度に、統合に向けて準備

を進めているというふうに考えております。当然

今の中学校１年生が初年度の、統合１年目の生徒

になるということで、今から大変不安な面もある

と思うのですけれども、なかなか統合ということ

になるとすごく時間的なもの、ボリュームといい

ましょうか、様々ありますので、ただ早い段階か

らやはり中学校のほうには学校訪問等高校のほう

からしていただいて、どういうような教育課程に

なるですとか、どういうような方向で進んでいる

というような説明等をきめ細かくやっていただく

ようなことで、道教委のほうにも当然統合するに

当たっての要望というような形もありますから、

そこでも要請をしていきたいなというふうに考え

ております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今このコロナに向け

て国立成育医療研究センターがアンケートを取っ

たようなのですけれども、子供の心の影響なので

す。コロナのこと考えると嫌だ、最近集中ができ

ない、いらいらする、こういったことが起きてい

る中でさらに不安な材料が重なってくる子供たち

に対してどう対応するのかなということなのです。

この統廃合のことについてもあまり市民の中には、

知っている人は知っている、知らない人はほとん

ど知らない。周知がされていないというふうに私

は思っています。ここのところの中で、どう今後

子供たち、保護者の皆さん方、統廃合のことにつ

いてはこれは高校の問題ですので、また別のとこ

ろでしたいというふうに思うのですけれども、今

の子供たちのこの不安な状況の中でどのように対

応していかれようとしているのか非常に心配をし

ているのですが、その点について再度お考えをお

聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 大変保護者、児童生

徒本人含めて不安になっていることと思うのです

けれども、コロナウイルスと共に共生と言ったら

語弊があるかもしれませんけれども、想定をしな

がら授業等もしていかなければならないというこ

ともありますので、確かに不安等は１００％払拭

できるものではないと思っていますけれども、や

はり先ほど言いましたとおり、学校においても担

任をはじめ養護教諭等が連携を取りながら不安に

思っている子たちのケアに入っていただいていま

すので、そこを一つ一つ丁寧にやりながらできる

だけ、１００％不安を払拭するということはあり

得ないと思いますけれども、軽減できるような形

を検討、校長会等とも御相談しながら進めていき

たいなというふうに思っております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。
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〇１０番（川村幸栄議員） ちょっと歯切れが悪

いかなと。私は、やっぱり今こそ学校が持ってい

る、以前にもお話ししました地域の子供たちのセ

ーフティーネットとしての役割の大切さ、これを

改めて感じているところであります。学校は安心

して過ごしていい場所なのだ、そういうふうに思

っていられる。先生方と、そしてお友達と一緒に

授業や課題を過ごしていく、詰め込みではなくて。

そういう場所なのだ、ここをつくっていくことが

求められているのだと思います。そこに大きな重

荷を負わせるのはいかがなことかなというふうに

考えていますので、また別の機会に議論させてい

ただきたいと思います。専門家からは、先ほども

お話あったのですけれども、取り戻すのではなく

て、子供たちの今の姿から始めなければならない

というふうに言われています。安心して学校生活

を送ることができるように安定した生活リズムを

保ち、適度な運動や休養、睡眠等を保障して免疫

力を高め、子供たちの負担が過重にならないこと

を最優先に考えるべきだ、専門家の方おっしゃっ

ています。私は、そのとおりだというふうに思っ

ています。このことを強く求めたいと思います。

次に、市内経済への対応について伺います。本

当にいろいろな対応していただく中で、国や道、

市の支援がよく分からない方もたくさんいらっし

ゃるわけですけれども、一つ一つ御説明をしてい

ただきながら進めていただきたいなというふうに

思っています。それで、気になるのがやっぱり非

正規労働者の方々や、また大学生の学生アルバイ

トです。本当にアルバイトをしながら学校生活を

送っていらっしゃる学生さん、たくさんいます。

先日アスパラ農家への有償ボランティアのニュー

スが地元紙に載っていました。学生アルバイトの

状況についてお聞きをしたいと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 丸箸大学事務局長。

〇市立大学事務局長（丸箸啓一君） 大学では４

月７日から２週間、健康チェック期間として協議

をしておりまして、その際外出自粛を要請してま

いりました、学生には。その際には、アルバイト

に関しては学生個々の事情があるということで、

感染防止対策を確認した上で届出制という形で大

学のほうで把握してございました。その間２００

件程度学生からの届出があったというふうなこと

です。昨年１２月に学生生活実態調査というもの

をやっていますが、その際年間通して学生がアル

バイトをしている件数というのは４００件程度ご

ざいまして、半数程度のアルバイトだったかなと

いうふうに思っております。国から給付される学

生支援緊急給付金の申請を受け付けた際にアルバ

イトの状況というのを聞き取ることになっており

まして、その際にはアルバイトで収入が減ったと

いう学生もおりますが、アルバイト先がなかなか

ないというふうな声も聞かれたというふうに考え

てございます。学生に自粛を求めてきた一方で、

アルバイト先の確保も容易ではないのが現状であ

ろうかなというふうに考えています。昨日高橋議

員の質問にも学生支援緊急給付金の対象者に就学

の継続が困難な学生はいないと捉えているという

ふうにお答えしましたが、現在大学に届くアルバ

イトの求人もとてもわずかでございまして、新た

な就学支援制度や国の支援制度の対象にならない

学生は生活に困難さを抱えていることもあろうか

と思いますので、実情を把握してまいりたいとい

うふうに考えています。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 市からの大学生への

支援金、１人１０万円もこれは市民の方々から本

当によくやってくれたという声をいただきました。

学生本人ではなくて、年配の方からでした。です

から、やっぱり学生の皆さん方応援したいという

気持ちは市民の中にも浸透しているのだなという

ふうに思って、私自身、私がしたわけではないの

ですが、非常にうれしい思いをしたことをちょっ

と御紹介させていただきたいと思います。アルバ

イト先も本当に少なくなって、大変な状況であり

ますので、やっぱり先ほど御答弁いただいたよう
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に、いろいろ事業をやられている方々への支援を

しながら働く場を増やしていきたいということで

した。

それで、１つ気になるところがあるのですが、

農業、畜産業をされている皆さん方への支援につ

いてなのです。学校給食の中止で農産物の販売に

影響はそんなになかったというせんだっての御答

弁があったかと思います。さらに、業者さんへも

制度の情報提供も行っているよというお話だった

かと思います。ですが、農業されている方々、稲

作農家の方々、秋口にまとめて収入ということで、

これには該当しないのではないかという、そんな

話もちょっと聞いています。ですが、その月は決

まっていないというようなこともありますので、

やっぱり営農を持続させていくためにもこの制度

を農家の方々にもお知らせする必要があるのでは

ないかなというふうに思うのですが、その点につ

いてどのような対応になっているかお知らせくだ

さい。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農業者への対応とい

う御質問だったというふうに思っています。川村

議員が言われるように、多くの農業者については

収穫の秋を迎えて以降の収入、精算になりますの

で、現在市が行っている施策については、収穫時

期はずれますので、今すぐに対象になるかならな

いかということではないと思います。ただ、国の

持続化給付金については、これは農業者も含めて

対象になるということですし、期間については１

年間ということですので、これらの制度について

は関係団体等も通じながらしっかりと周知をして

図っていきたいというふうに思っています。ただ、

農業者の中にも一部には例えば直接販売をして、

それを主な収入にされている農家などもあると思

いますので、ここについては個別の対応させてい

ただきたいというふうに思っています。また、出

来秋以降の対応についてであります。これについ

ては、この間も自然災害なんかについては別な対

応させていただいている分もありますので、これ

以降の状況もしっかりと踏まえながら、関係団体

とも相談をしながら必要の有無も含めて改めて検

討させていただきたいと考えておりますので、御

理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） よろしくお願いしま

す。非正規で働く方々、ほとんどが国保に加入さ

れているかなというふうに思うのです。本年度の

市民税の納入書、届きました。昨日も議論ありま

した徴収猶予の特例制度の案内文が入っていまし

た。私は、見てびっくりしました。大きな字で書

いていて、すごく見やすい。特定給付金の国から

の資料はちっちゃく書いていて、非常に見にくく

て、見にくくて大変でした。高齢者の方々から随

分言われましたけれども、こういう大きな字で分

かりやすく書いていただく。これは猶予ができる

ので、もうちょっと言葉も易しかったらいいなと

いうふうに思ったのですが、そんなふうにして情

報をぜひ分かりやすくお伝えしていただくことを

心からお願いして、終わります。ありがとうござ

いました。

〇議長（東 千春議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

小中学生の学びの現状と課題について外２件を、

高野美枝子議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 議長より指名をい

ただきましたので、通告順に従い、質問をさせて

いただきます。

今回の新型コロナウイルス感染症対策では、学

校においては２度にわたり臨時休校にするなどウ

イルスの感染拡大防止に努めていただきましたが、

その反面、何の心の準備もできず年度末を迎えた

り、規模を縮小しての卒業式や入学式など学校に

おいても様々な影響が出ていると考えているとこ

ろでございます。そこで大項目１、小中学校の学

びと現状について、小項目１、新型コロナウイル

ス感染症による休校への影響と今後の計画につい
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てお聞きいたします。

また、今回の臨時休校により自宅に滞在する時

間が増えたことで家庭学習を進めるに当たり小項

目２、インターネット、オンライン環境が非常に

遅れていると感じています。今後に対応すべく予

算措置も昨日来されているというふうにお聞きし

たところでございますが、国の方針に学校現場は

どのように対応していくことができるのか危惧し

ているところです。特に名寄市においては、イン

ターネット環境が不十分な学校もあり、その対応

が懸念されますが、その考え方についてお伺いい

たします。

次に、小項目３、安心して学べる環境づくりに

ついて質問いたします。今までの３密を防ぐ取組

と新しく示された学校の新しい生活様式の内容に

ついて、また学校再開後の不登校児童生徒の状況

についてお聞きいたします。

小項目４、学校給食について質問いたします。

今回のコロナ感染症は、学校給食がいかに子供た

ちの健康に貢献してきたか、働く親にとって学校

給食が果たす役割の大きさを改めて認識したと多

くの保護者の方からお聞きしました。家庭では、

給食を中心に献立を考えている方も多くいらした

とのことです。改めて学校給食の意義と価値を考

える絶好のよい機会となりました。そこで、給食

センターの体制整備について、また人材確保、地

元食材の活用についてお聞きします。あわせて、

食育の状況についてもお知らせください。

様々な課題がある中で、やはり学習の遅れが心

配されます。小項目５、地域の人材を生かした学

校教育について、外部人材の活用など必要性につ

いてお知らせください。さらに、今回の臨時休校

で可視化されてきたものについてお伺いいたしま

す。

次に、大項目２、名寄市立大学の現状と課題に

ついて、小項目１、大学生の学びは保障されるの

でしょうか。お聞きいたします。今回名寄市独自

で給付されました特別給付金の効果と検証につい

て、また授業料を納められない学生の対応につい

てお聞きいたします。資格取得のための実習先の

確保についても今後どのように対応されるのか非

常に危惧するところでございます。新型コロナウ

イルス感染症第３波も心配されるところです。イ

ンターネット環境や遠隔授業についてもお聞きい

たします。

小項目２、地域と連携する大学教育について。

今回の休校に対する地域への影響、学生の個性を

生かした地域貢献についてお聞きいたします。地

域の課題を見据えた研究には期待するものが多く、

結果を楽しみにしているところでございます。平

成２８年から３０年に実施された地域ケア向上プ

ロジェクトでは、潜在保育士の復職支援等取り組

んでおられましたが、その後の状況についてお聞

きいたします。

小項目３、この４月に着任されました野村新学

長が臨時会での御挨拶で地域貢献、連携の強化、

大学院の設置、教育の質の向上、教育成果の活用、

名寄市にとって魅力ある大学について方針をお話

しされました。具現化についてお聞きいたします。

大項目３、安心して住み続けられる名寄市であ

るために、小項目１、新型コロナウイルス感染症

に対応した災害対策についてお聞きいたします。

名寄市は災害も少なく、住みやすいまちであると

認識していますが、災害のリスクがないわけでは

なく、地震や大雨、暴風、大雪などの自然災害も

想定されるところです。これまで防災への対策に

ついては出水期前に防災訓練や防災セミナーを行

うことで防災に対する意識を高めてこられたかと

思いますが、今年は新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点からセミナーも中止となりま

した。さらに、出前講座も実施できていない状況

と伺っております。住民の意識高揚などの取組が

進んでいない状況にあります。このような状況の

中でこれから出水期を迎えることになりますし、

新型コロナウイルス感染症についてもいまだ終息

しておらず、災害対策についてもこれまでとは別
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に感染症対策なども進めなければならないと考え

るところです。同僚議員からの質問にもありまし

たが、避難所における３密を回避する対策や住民

への説明など、改めて市の対策についてどのよう

な取組を考えておられるのかお聞きいたします。

以上でこの場からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは大項目１に

ついて、大項目２については大学事務局長から、

大項目３については総務部長からの答弁となりま

すので、よろしくお願いします。

まず、大項目１の小項目（１）、新型コロナウ

イルス感染症による休校への影響と今後の計画に

ついて申し上げます。新型コロナウイルス感染症

による臨時休業の長期化に伴う影響は、大きく２

つあります。その１つ目としては、全ての児童生

徒が学習指導要領に示されている各教科等の指導

内容を身につけるための授業時数が不足しており、

授業時間の確保が必要なことです。２つ目の影響

としては、児童生徒が長期にわたり学校生活から

離れており、進級、進学に伴う教育環境、友人関

係の変化や感染症拡大に伴う家庭環境の変化等を

背景とした様々な不安やストレスを抱えていると

考えられることから、一人一人に応じた心のケア

に適切に対応する必要があることです。今後教育

委員会としましては、学校行事等の内容や必要な

時間を見直したり、夏季休業期間に授業日を設定

するなどして、児童生徒の負担に十分配慮しなが

ら授業時数の確保に努めてまいります。また、学

級担任や養護教諭等による全ての児童生徒を対象

とした健康観察や健康相談を実施するなどして、

一人一人の心や体の健康状況をきめ細やかに把握

したり、教育相談体制を強化し、日常的に相談で

きる体制を構築するとともに、必要に応じて保護

者との教育相談等の実施に努めてまいります。

次に、小項目（２）、インターネット、オンラ

イン授業の環境についてですが、智恵文地区の小

中学校の情報通信の現状につきましては、現在光

通信ケーブルが敷設されていないためＡＤＳＬ回

線を活用しております。ＡＤＳＬ回線の通信状況

につきましては、昨年市内小中学校の校務用端末

をシンクライアント化したことにより校務に関わ

る文書や画像、ビデオなどの全てのデータが名寄

庁舎内にあるシンクライアントサーバーに保存す

る環境となりました。この結果、データの保存や

印刷、財務会計システムや校務支援システムを使

用した事務処理、さらには児童生徒がインターネ

ットを活用した授業などＡＤＳＬ回線を使用する

環境となったことから、つながりが悪くなったり、

データの保存や印刷に時間がかかるなどの支障が

生じました。原因につきましては、多くの情報機

器端末がＡＤＳＬ回線を使用したことでデータ転

送容量の不足によるものでした。現在対応として、

智恵文小中学校内には従来から使用していたデー

タサーバーを活用するとともに、端末を初期状態

に戻すことにより通信回線に負担をかけない環境

としていますが、児童生徒が授業で使用したり、

職員室内で財務会計処理をするなど多くの情報機

器端末が集中した場合や情報量が多いメールの送

受信時に時間がかかるなどの課題がございます。

このような状況の中、国は新型コロナ感染症対策

として、ＧＩＧＡスクール構想の前倒しにより災

害や感染症の発生などによる学校の臨時休業等の

緊急時においてもＩＣＴを活用した子供たちの学

びの保障ができる環境整備のため児童生徒１人１

台端末の整備を推進することとしていますが、今

まで以上に情報端末の活用が見込まれることから、

通信環境の充実が必要となると考えております。

相互対話式のオンライン授業の課題につきまして

はさきの一般質問において答弁させていただいて

いるとおりですが、ＡＤＳＬ回線を使用している

智恵文小中学校でオンライン授業を行った場合、

データ送受信容量不足による障害が発生すると考

えられます。このため、光回線が開通するまでの

間は携帯電話通信網で利用できるモバイルＷi―Ｆ

iルーターを必要台数導入するなど、学校における
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情報通信環境の改善を図りたいと考えております。

小項目（３）、安心して学べる環境づくりにつ

いて申し上げます。学校の再開に当たり、国から

地域の感染状況に応じて児童生徒及び教職員等の

感染リスクを可能な限り低減しつつ教育活動を継

続し、子供の健やかな学びを保障するための学校

の新しい生活様式が示されたところです。現在名

寄市としては、各学校において学校の新しい生活

様式の中の感染症対策の一つである３密を回避す

る取組を進めているところです。具体的な取組は、

さきの川村議員の答弁でもお答えしたとおりでご

ざいます。

次に、不登校傾向が心配される児童生徒の状況

については、４月７日から６月５日までの間出席

日数や在校に時間の違いはありますが、不登校傾

向が見られる児童生徒のおよそ３分の２が１日以

上学校に登校できている状況となっております。

不登校傾向が心配される児童生徒への対応につい

ては、臨時休業中も必要に応じて家庭と連携を図

ってきましたが、学校再開後においても担任等が

必要に応じて保護者と連絡を取ったりするなどし

て、本人の様子を確認しております。また、全て

の児童生徒が学習の遅れや人間関係、進学、進路、

家庭環境等に対する様々な不安やストレスを抱え

ていると考えられることから、学校全体で児童生

徒の心身の状況をきめ細かく観察し、必要に応じ

て教育相談や家庭訪問などを通して一人一人に応

じた対応に努めてまいります。今後教育委員会と

しましては、感染症対策を確実に行いながら児童

生徒が安心して学ぶことができる環境の維持、向

上に努めてまいります。

小項目（４）、学校給食についてでございます。

学校給食では、国が定める学校給食栄養摂取基準

に基づき献立を作成しております。この中では、

エネルギー量やたんぱく質、脂質、ナトリウムや

ビタミン等の栄養素の基準値が年齢ごとに示され

ており、献立による日々の増減はありますが、子

供たちが学校生活を送る上で必要な栄養をバラン

スよく取れるよう配慮しております。給食は、学

校生活の中で気分転換を図り、午後の授業に向け

た活力を生み出す大切な時間であります。みんな

で一緒に食べる体験を通して好ましい人間関係を

育てるなど心の栄養確保の面でも貢献していると

考えております。また、コロナ禍による臨時休校

により給食が果たしてきた役割が見直されてきて

おり、改めて給食はありがたいといった声も聞く

ところですので、今後も栄養価を満たしながら子

供たちが喜び、楽しみとする給食の提供を図って

いきたいと考えております。

次に、給食センターの体制整備でありますが、

人員についてはパート調理員に若干の欠員があり

ますが、今後も雇用条件の改善を図るなどにより

欠員を解消し、給食の安定供給につなげていきた

いと考えております。地場産食材の活用では、名

寄市は新鮮な食材が多種、豊富に取れる地域であ

りますので、地元業者に御協力をいただき、名寄

産食材の優先的な仕入れを行うことや地元農家の

御協力もあり、令和元年度の地産地消率は重量ベ

ースで６１％となっております。春にはアスパラ、

夏からは多くの野菜類、冬には寒締めホウレンソ

ウ、年間を通してＳＰＦ豚や地場産米、地場産小

麦によるパン等提供し、児童生徒に好評を得てい

るところです。学校給食の役割の一つとして地場

産業の振興という面もあることから、今後も生産

者や販売業者との連絡調整を図りながら地産地消

に努めていきたいと考えております。

次に、食育の推進ですが、名寄市では平成２０

年４月に栄養教諭制度を導入し、国の栄養教諭配

置基準により２名が配置されております。学校給

食センターの近隣校である名寄小学校に１名、風

連地区では風連中央小学校に１名が在籍し、市内

全小中学校を指導対象とし、在籍校から各校へ派

遣し、食に関する指導を推進しております。栄養

教諭による食育の授業では、各校の食育について

の要望を踏まえた上で子供たちの発達段階に応じ

た食に関する指導を行っており、在籍校は各学年
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で年２回、派遣校では各学年１回の食育授業を実

施しております。授業内容としては、栄養に関す

る学習を中心としながら、箸の使い方や食器の並

べ方などのマナー、正しい手洗いの方法を学習す

るほか、地産地消についても学び、地域の産業や

農産物についての理解を深める取組を行っていま

す。現在多様化した食生活の中で家庭での食育が

十分に行えない状況もあることから、給食だより、

いただきたいむの中で季節ごとの食習慣や地場産

食物の紹介等、児童生徒だけでなく、保護者が共

に理解を深める取組を充実し、日常の生活で望ま

しい食習慣を実践していけるよう努めているとこ

ろでございます。

小項目（５）、地域の人材を生かした学校教育

について申し上げます。御承知のとおり、小学校

では今年度から、中学校では令和３年度から全面

実施されます新しい学習指導要領では、教育課程

を通してこれからの時代に求められる教育を実現

していくためによりよい学校教育を通してよりよ

い社会をつくるという理念を学校と社会とが共有

することが求められております。そのため、各学

校において必要な学習内容をどのように学び、ど

のような資質、能力を身につけられるようにする

のかを教育課程において明確にしながら、社会と

連携及び協働によりその実現を図っていく社会に

開かれた教育課程の実現が重要であるとされてお

ります。これまでも学校は教育課程を通して社会

との協力、連携を重視してきましたが、その範囲

は地域に開かれた学校としての意味であり、教育

課程が保護者や地域の方と必ずしも十分共有され

ていなかった面がございます。今回の社会に開か

れた教育課程では、社会を世界の状況まで広げて

視野に入れていること、教育目標や教育課程を社

会と共有すること、子供が身につける資質、能力

について社会や世界と向き合い、関わり合ってい

くための資質、能力を身につけさせることなど、

今までよりも視野を大きく広げております。今後

このことを踏まえ、地域の人的、物的資源を活用

したり、社会教育との連携を図りながら教育活動

を推進していくことが大切となっております。現

在名寄市では、全ての学校においてコミュニティ

・スクールを導入し、地域学校協働体制の確立を

目指した取組を進めています。また、地域人材の

活用については、地域学校協働活動の中で学習活

動支援や環境整備支援、地域交流支援、安全、安

心支援としてボランティアによる様々な支援活動

が展開されております。今後教育委員会としては、

学校と地域の連携及び協働の活動をさらに広げる

ため、コミュニティ・スクールにおいて地域コー

ディネーターが連絡調整を担う体制を構築するな

どして、地域人材の活用を一層充実させてまいり

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 丸箸大学事務局長。

〇市立大学事務局長（丸箸啓一君） 私からは、

大項目の２、名寄市立大学の現状と課題について

お答えいたします。

小項目１の大学生の学びの保障についてですが、

市立大学では４月７日の授業開始を２週間延期し

て以降、６月５日まで学生に外出自粛やアルバイ

ト自粛を要請してきました。学生は慣れない自粛

生活に加え、アルバイト先の休業など経済的に厳

しい状況に置かれている中で、学生支援給付金の

給付は生活への安心感をもたらしたものと考えて

います。授業料の納付に関しましては、保護者か

らの相談が主で、分納など個々の事情に合わせた

対応を取っており、今後も保護者の経済状況の変

化に対する相談に随時対応してまいります。実習

先の確保につきましては、教員免許取得に必要な

実習は受入れ態勢が整った実習先からの実施を予

定しており、今後も実習先との緊密な調整の下実

施する予定です。国家試験受験資格取得のための

実習についてですが、看護師資格につきましては

実習科目が多く、期間も長いことから、実習に代

わる演習を遠隔授業で行っているところです。そ

のほか、厚生労働省が所管する受験資格取得のた



－171－

めの実習については受入れ態勢が整っている実習

先で実習を始める一方、学生の安全を確保できる

受入れ先の確保に向け、予定していた実習先を中

心に調整を続けています。

次に、遠隔授業の状況、インターネット環境に

ついてですが、４月１６日の緊急事態宣言により

４月２１日に予定していた授業開始から随時遠隔

授業を実施しています。遠隔授業は、授業の内容

により教員が行う授業を録画、配信し、課題を提

出させるもの、双方向で授業を行うもののほか、

テキストメールの配信、資料の配付によるレポー

ト提出を求める授業を行っており、それぞれ異な

った形態の授業に対応できるよう時間割を作成し

ています。受信状態に不具合がある学生のために

教室と必要な機材を用意しており、現在双方向の

授業に限って利用する学生がおりますが、総じて

支障がないと考えています。今年度は、通年を通

して遠隔授業を継続して実施していく予定ですが、

工夫、改善を重ねなながら円滑な遠隔授業ができ

るよう努めてまいりたいと考えています。

次に、小項目２、地域と連携する大学教育につ

いてお答えいたします。今回の４月７日から２０

日までの２週間の休校措置、さらには６月５日ま

での学生に対する不要不急の外出やサークル活動、

アルバイトなどの自粛の要請についてですが、こ

の期間は例年であれば行われております地域での

行事等が自粛されたこともあって、地域活動にお

いては影響は少なかったものと考えておりますが、

学生の姿を地域で見かけることが少なかったとい

うことは、まちの活気という面では少なからず影

響があったものと考えております。

次に、学生の個性を生かした地域貢献について

ですが、地域と大学をつなぐ窓口であるコミュニ

ティケア教育研究センターへの学生ボランティア

の依頼内容の多くは教育や健康、福祉に関わる行

事スタッフなどで、学生が大学で学んでいる内容

やキャリア形成につながるような活動で、地域か

らは評価されているものと考えています。また、

子ども食堂を初めとしたなよろ子ども支援プロジ

ェクトの運営、地域を教育フィールドとした市内

小学校の放課後学習支援など市立大学の学生の特

性を生かした活動により地域に貢献しているもの

と考えております。

次に、地域の課題を見据えた研究につきまして

は、コミュニティケア教育研究センターにおいて

地域貢献に資する研究事業を課題研究として取り

組んでいます。例年１０件前後の研究に取り組ん

でおり、研究内容は保健、医療、福祉、保育、教

育、産業振興、地域活性化などに関するもので、

地域課題の解決に向けた研究がなされているもの

と考えています。また、課題研究のほかに昨年度

は士別市との連携協定を締結し、農村地域の買物

環境の課題解決を目指した買物環境づくり研究事

業を実施するなど、地域からの要請による研究事

業も行っているところです。

次に、市立大学を活用した地域ケア力向上プロ

ジェクトの状況につきましては、全国的に不足し

ている保育士などの専門職育成を図り、安心、安

全な地域社会、子育てや定住環境の充実に資する

ことを目的に地方創生推進交付金事業の採択を受

け、平成２８年度から３０年度までの３か年事業

として実施したものです。事業の概要ですが、平

成２８年度に上川、留萌、宗谷管内の保育士、幼

稚園教諭を対象に実態調査を実施し、この結果を

踏まえて、２９年度、３０年度は各種講習会や研

修会を開催し、専門職の資質向上やリカレント教

育を推進する取組を行ってまいりました。中でも

地域から要望のありました幼稚園教員免許状更新

講習を市立大学と公益社団法人北海道私立幼稚園

協会との協働により実施しております。この事業

は平成３０年度で終了しましたが、今後も市立大

学の社会連携、社会貢献事業の中で専門職のスキ

ルアップやリカレント教育のための研修会等を実

施し、ケア専門職の人材育成に努め、地域ケア力

の向上に取り組んでまいります。

次に、小項目３の新学長の方針の具現化につい
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てお答えいたします。本年４月に就任した野村学

長は、着任に当たって市立大学の今後の方向性に

ついて３つの取り組むべき課題を挙げました。そ

の一つは地域貢献、連携のさらなる強化です。地

域貢献に関しましては、コミュニティケア教育セ

ンターが蓄積してきた地域課題解決に貢献できる

研究経過を分かりやすい形で地域の皆さんに提示

し、地域と協働できる基盤づくりにつなげてまい

りたいと考えています。また、昨年度に包括的連

携協定を結びました名寄市立総合病院に連携活動

を進める大学側の窓口であるコミュニティケア教

育センターから働きかけ、具体的な連携活動の具

現化に向けた協議を進めてまいります。

２つ目に、大学院の設置に向けた取組を挙げて

います。大学院については、学内に検討するグル

ープを６月中に立ち上げることとしておりまして、

地域のニーズや地域の方々に期待される大学院の

ありようについて整理を進めていくことにしてお

ります。

３つ目は、教育の質の向上についてです。新型

コロナウイルス感染症予防の影響下では、現在個

々の教員が進めている遠隔授業のノウハウを教員

全体で共有しながら教育の質の確保に努めていか

なければならないというふうに考えています。ま

た、その上で学生による授業評価を推進し、その

結果をフィードバックする仕組みづくりから質の

向上につなげてまいりたいと考えています。

そうした３つの方針に関わる具体化を進め、地

域との関わりの中で学生が地域で学べている、ま

た地域と協働することができる大学であることに

よって名寄市にとって魅力ある大学として発展し

ていけるものと考えています。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは、大項目３、

安心して住み続けられる名寄市であるために、小

項目１、新型コロナ感染症に対応した災害対策に

ついてお答えいたします。

本年度の防災訓練につきましては、夏期に予定

していた防災セミナーが新型コロナウイルス感染

症の影響で中止することとなりました。御指摘の

とおり、防災セミナーは出水期前に行い、防災意

識の向上や避難行動の重要性などを理解できるよ

うな内容で実施してまいりました。また、町内会

における防災訓練などの取組が中止されるケース

もあり、出前講座などの機会も減少している状況

となっております。このような状況の中で、新型

コロナウイルス感染症についてもいまだ終息して

おりませんので、避難所での対策などについては

これまでの災害対策と別に感染症の予防対策も講

じていかなくてはならないと考えております。特

に避難所での感染防止対策としましては、避難所

の開設箇所を増やすことや避難場所での検温や避

難スペースの確保、手洗い、消毒の徹底などを進

めてまいります。また、感染症状が出た方がいる

場合にも対応できるよう専用スペースの確保や消

防、医療機関との連携についても体制を整えてま

いります。加えて、広報やホームページなどを通

じて避難所への持参品や避難場所での感染症対策

などについても市民周知を行ってまいります。名

寄市における災害については、水害、雪害などの

自然災害が想定されておりますので、新型コロナ

ウイルス感染症対策を含め、様々な災害に対応で

きるように防災、減災対策について取組を進め、

市民の皆様が安心して住み続けられるような名寄

市となるよう努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） それぞれ答弁いた

だきましたので、再質問をさせていただきます。

まず初めに、小中学校の学びの現状と課題につ

いてということで、新型コロナウイルスの感染症

の第３波、これからも続くであろうということが

考えられるわけですけれども、サーマルカメラな

どの設置などについてのお考えはございませんで

しょうか。
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〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 小中学校につきまし

ては、健康管理ということで毎朝体温を測ってか

ら学校に来るということと、不特定多数の方が集

まる施設ではないということで、特に赤外線の体

温感知センサーについては必要ないというふうに

考えておりますけれども、ＥＮ―ＲＡＹホールに

つきましては今般の国の第二次補正が出たという

ことで、入り口２か所にサーマルカメラといいま

しょうか、赤外線の体温感知センサーを設置した

いなというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 子供たちもちゃん

と測ってはくると思うのですけれども、より精度

が高く、忘れてきた方も、子供たちもいるという

ことも考えられますし、また値段の安いものもご

ざいますので、ぜひ御検討していただければとい

うふうに思います。

あと、インターネット環境でございますけれど

も、今回のＧＩＧＡ構想に合わせて、文部科学省

のみならず総務省でも光回線１００％を目指すと

いうことで、昨日答弁で名寄市も２０２０年度を

めどに配置するという……

（何事か呼ぶ者あり）

〇１２番（高野美枝子議員） ２０２２年。失礼

いたしました。２０２２年を目標に進めるという

ことでございますけれども、設置については、多

大な額の費用がかかるということで、今までも大

変な状況であったわけですけれども、今回コロナ

ウイルス感染症の件で補正予算もついているとこ

ろですけれども、その予算の規模と、その後いろ

いろな通信料とかメンテナンスだとかかかってい

くわけですけれども、その辺のところはどのよう

に考えているのかということと、先ほど智恵文の

ほうのところで御答弁いただきましたけれども、

智恵文小中学校について再度、今違うところを使

ってやっているところなのです。光回線になるま

での経過についてどのように考えているかお聞か

せいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 経費的な部分で

いいますと、国が二次補正予算、可決して、これ

から詳細についてそれぞれ地方自治体に情報が下

りてくるのだろうというふうに思っておりますの

で、若干副市長のほうからも答弁の中でお話があ

ったかと思うのですが、今回の補正予算、本日の

提案させていただく補正予算には数字上ちょっと

まとまらなかったということで、提案はもう少々

お時間をいただきたいということになっておりま

すので、事業費、それから財源、幾らになるのか

というところの積み上げ、詰めについてもう少々

時間をいただきたいというふうに思っております。

それから、基本的には民間の協力を、線を公設と

いうイメージではなくて、民設により維持してい

くというようなイメージを持って、これから調整

をさせていただこうと思っておりますので、基本

的な線のランニングについては行政ではなくて、

民間事業者の中での管理の設備というふうに想定

をしながら話を進めていきたいというふうに思っ

ております。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 智恵文小中学校の情

報環境についてですけれども、光回線を１００％

敷設していただけるというようなことが言われま

したので、教育の平等性から見ても大変うれしい

ことだと教育現場のほうとしても考えております。

現在につきましては、財務会計システムですとか、

そういう校務用のものについてはＡＤＳＬ回線を

使っておりますけれども、１人１台端末になると

ちょっと容量不足というのははっきりしています

から、ＡＤＳＬ回線と民間の通信業者のモバイル

Ｗi―Ｆiルーターを併用して、光回線が来るまで

はそれを使わせていただいて、光回線が来たとき

に切り替えるというような形で考えております。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） このことについて
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は、ほかの市町村でも随分進めるということで足

並みもそろえて、名寄市も遅れることなく、教育

に差があってはならないというふうに思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。

その次に給食についてでございますが、やっぱ

り教育の一環として食育、今本当に重要性が今回

さらに見直されたというふうに思っています。や

はり生きることは食べること、食べることは生き

ることです。きちっとした食習慣を身につけるこ

とが本当に重要だというふうに思っております。

現地自給率６１％ということでお話をいただいた

ところですけれども、もう少し季節感を持って、

もう少し自給率を上げていただきたいというふう

に思いますし、市民にもどこかの機会で提供して

いただく機会を設けられないものかというふうに

いつも考えるところですけれども、お考えをお聞

かせいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 地産地消ということ

で、地元の食材の供給率６０％程度ということで

今なっていますけれども、これの向上ということ

なのですけれども、タマネギですとかジャガイモ

とか長期保存できる食材については年間を通して

利用ができるということもあるのですけれども、

どうしてもやはり冬場から春先にかけて野菜類等

が地元で、名寄で取るということができないもの

ですから、そういう端境期等の関係もあって、な

かなか自給率１００％ということにはなりません

けれども、なるべく地元の地産地消という形もあ

りますので、地元の食材を使えるように今後も工

夫しながら進めていきたいと思っています。

また、市民への給食の提供ということですけれ

ども、一部町内会の給食会等に供給している例は

あるのですけれども、なかなか運ぶ問題ですとか

給食センターの今の処理能力の問題等もあります。

また、広範囲な提供ということになると、感染と

いうか、そういう衛生上の問題もあるということ

もありまして、なかなか難しい状況にありますの

で、御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 人材が何とかやっ

ていますというような答弁だったと思うのですけ

れども、やはりこれからコロナの関係もあります

し、暖かくもなりますので、そこら辺の対策につ

いてどのように考えているかお聞きいたします。

〇議長（東 千春議員） 暖かくなるし。

〇１２番（高野美枝子議員） 暖かくなりますし、

コロナの影響で感染症に対する対策などについて

どうなさるかお聞きしたいと思います。

（「給食センター」と呼ぶ者あり）

〇１２番（高野美枝子議員） はい。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 給食センターについ

ても文部科学省のほうから感染対策マニュアルと

いうのが示されておりますので、それに準じて進

めていくことになると思いますけれども、これか

ら夏場に向かっていくということですから、当然

調理場については空調が入っていますので、ある

程度なるのかなと、ある程度通常どおりできるの

かなと思っていますので、十分配慮しながら進め

ていきたいなというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） よろしくお願いし

たいと思います。卒業式や入学式が必要最小限と

なりまして、学校現場の御苦労は本当に大変なも

のだったというふうに思いますし、私も北海道教

育委員会の経過もお聞きしているところでござい

ます。学校は再開されました。改めて今回の新型

コロナウイルス感染症で学校や子供たちが受けた

いろんな様々な影響について教育長にお聞きした

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今高野議員のほうから

学校や子供たちがこのコロナ感染症対策で受けた

影響についてという御質問かと思いましたけれど

も、御承知のように、２月の末に行われました新
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型コロナ感染症対策のための学校における全道一

斉の臨時休業につきましては、管内の教育長会議

などが全く開かれない中で、大変急な対応でござ

いました。管内の各市町村の学校はもとよりです

けれども、全道各地の各学校から多くの戸惑いの

声が上がったのではないかなと、そんな認識をし

ているところでございます。市内の各学校からも

子供たちの休業中の学習プリント、これの用意で

きない中での対応になったという現状がありまし

て、先生方にも大変大きな負担をかけざるを得な

い、そんな状況であったのではないかと思います。

このため、私も上川の教育局のほうにもう少し学

校現場の状況を踏まえた対応を心がけていただけ

ないかということと、少なくとも管内の教育長会

議を開いてから、そして一斉休校にする理由等を

若干最初に説明していただいてから、それから対

応していただければということについてちょっと

局のほうにお話を申し上げた次第でございます。

幸い感染状況については北海道、道央を中心に感

染が増加傾向になりまして、名寄市においては感

染症が発生することなく経過しておりますけれど

も、子供たちの中には学校の休校によって生活習

慣、あるいは学習習慣がすっかりと乱れてしまい

まして、学校に慣れるまで様々な不安や悩みを抱

えたりしていたようでございます。ただ、何とか

それを乗り越えて今日があるというような状況と

私のほうでは捉えているところでございます。

また、これまで学校やＰＴＡの皆さんが教育委

員会と連携していただきまして、しっかりと子供

たちのコロナ感染対策に対応していただきました

ことには深くお礼を申し上げたいと、こんなふう

に考えているところであります。現在学校再開さ

れてから３週間目に今週で入っておりますけれど

も、子供たちも今順調に学校教育活動に取り組ん

でいるところでございます。今後家庭内での子供

たちの感染が学校内での感染拡大につながること

のないよう十分配慮しながら対応していくという

ことが大事なので、一昨日ですか、山崎議員のと

きにもお話し申し上げましたけれども、今後家庭

との協力を一層さらに強めて対応してまいりたい

なと思っております。今回のコロナウイルスの感

染対策を受けて、子供たちもいろんな思いをして、

休みを送ったのではないかなと、そんなふうに私

も感じているところでございます。子供たちの様

子を学校から聞きますと、学校で学ぶことの大切

さですとか、学校での友達との関わり合いの大切

さでありますとか、国民みんなで協力し合うこと

の大切さですとか、いろんなことがこのコロナ感

染対策を通して子供たちは学ぶことができたので

ないかなと、こんなふうに思っております。学校

におきましても、このような世界的な感染の窮地

に追い込まれたときに人間としてどのような立ち

振る舞いを行うのか、また道徳の時間や他の教科

の中で人間としての望ましい生き方だとか在り方

について子供たちにしっかりと学ばせる機会にし

ていただきたいと、そんなふうに思っているとこ

ろでございます。

現在道では新型コロナ感染対策について管内ご

とというか、各振興局ごと、また教育局ごとの実

態を踏まえて対応していくという言葉がやっと出

てきたので、ちょっと私も安心しておりますけれ

ども、今後教育委員会といたしましても第３波、

これは到来するだろうという、そして大変厳しい

状況に置かれるのだということを想定いたしまし

て、学校と家庭と地域とまた一体となって、子供

たちをコロナから守る取組をさらに一段と力を合

わせて取り組んでまいりたいと思いますので、御

理解いただきたいと。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 安心して学校に通

えることがいかに大切であるかということを今本

当に改めて感じております。今後もいろいろ第３

波の対策、またインターネット環境などの整備な

ど多々ありますでしょうけれども、何とか市民、

家庭、力を合わせて頑張っていっていただきたい

というふうに思っております。
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次に、大項目の２、大学の現状と課題について

の再質問をさせていただきます。学びの保障につ

いて、地域と連携する大学教育について、また学

長の方針についてもお答えをいただきました。夢

と希望を胸に名寄市立大学を選び、名寄の地にお

いでいただいた学生の皆様に少しでもよい環境で

学んでいただきたい。地域貢献やアルバイトも学

生一人一人の将来や個性に合わせたものであれば、

なお学生の学びのためになるのではないかと考え

ます。少数教育だからこそできるきめの細やかな

学生対応をどのように実践なさっているのかお聞

きいたします。

〇議長（東 千春議員） 丸箸大学事務局長。

〇市立大学事務局長（丸箸啓一君） 少人数教育

においての細やかな学生対応の実践についてとい

うふうに捉えさせていただいて、お答えさせてい

ただきますが、学科混成で他の専門職を目指す学

生と少人数で学び合う授業を行っておりまして、

それが一つの大学の特徴だというふうに考えてお

ります。地域貢献というところでいうと、先ほど

お答えしました学生ボランティアの多くは教育、

健康、福祉に関わる者が多く、その中で自ら学ん

でいく、学んでいることと関係する活動だけでは

なくて、他の領域の地域貢献活動の中から学生が

選択できるという環境をつくり出すことが大事だ

ろうというふうに思っております。そこでは自ら

を成長させる一つの機会を提供しているというふ

うに考えております。アルバイトと小人数教育と

いうのを関連づけるのはちょっと難しいかなと思

っておりまして、４年間の学習に加えて、ボラン

ティアやアルバイトの経験がもたらす学生の成長

を４年間教員が見続けているわけでして、少人数

だからこそ一人一人の個性や、それから適性、そ

ういったものを深く理解することができますし、

学生が４年間のゴールとして卒業、また就職とい

うふうな次のステージに入るかと思いますけれど

も、学生の就職を決めるまできめ細かなアドバイ

スができているというふうに思っております。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 学生は、本当に真

面目な名寄市立大学生が多いというふうに感じて

おります。一生懸命アルバイトをしながら学業に

励み、本当に社会に出ていくためにきちっと名寄

市民、名寄大学、サポートしていければというふ

うに思いますし、今保育、医療、福祉人材が不足

しておりますので、ケア向上プロジェクトで培っ

た経験を基にリカレント教育など大学で進めてい

っていただきたいというふうに思っております。

名寄大学があることで名寄市は若い方がまちに多

いのも少子高齢化する地方都市にとって非常にあ

りがたいところです。まちに活気があるのも学生

の力が大きく貢献しているというふうに思ってお

ります。数ある大学の中から最北の公立大学を選

んでいただいた学生に誇れる大学、自慢の名寄市

でありたいと思うところでございます。

次に、３番目、安心して住み続けられる名寄市

であるためについて再質問いたします。安心して

住み続けられる名寄市であるために災害、いろん

な面で対応していただいていることに感謝を申し

上げます。安心して住み続けられる名寄市である

ために様々な取組を通して市長を先頭に頑張って

おられると認識しているところですが、昨年には

公社、事業団などの問題も起こっています。第三

セクター、指定管理者制度、それぞれ民間の力を

最大限行政に生かす目的で進められてきましたが、

非常に残念な状況になってしまいました。民間力、

民間の発想をこの後どのように発揮されるのかお

聞きいたします。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 昨年様々な事案が発生し

たということでありまして、改めて市民の皆様に

御不安、御心配をおかけしました。その都度その

問題にそれぞれ真摯に対応してきたつもりであり

ます。公社の問題、あるいは居宅介護事業所の問

題、それぞれ不正がありましたけれども、二度と

こうしたことが起こらないように市の監査の体制
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をしっかりと改めて確認、また強化をしていくと

ともに、それぞれの当該組織においては様々な業

務改善、あるいは組織改革も行われつつあって、

よい方向に改善がなされているというふうに考え

ているところであります。一方で、特に公社が運

営をしている冬のスポーツの施設については、全

国的に見ても名寄市の環境の優位性というのも昨

年度大きく際立った一年でもあったのかなという

ふうに思います。改めて今般の新型コロナウイル

スの関係で今回いろんな議論が出ていますが、自

然との共生であるとか、あるいは集中から分散へ

という、大きな社会の価値感が変革をしようとし

ている中で、名寄市は自然が豊かで、そしてまた

利便性も高くて、さらには比較的災害も少ないと

いった強みがありますので、改めてこの時代に名

寄市の強み、ポテンシャルがさらに発揮されるの

ではないかというふうに考えているところでござ

います。総合計画をまずは着実に実施をしていく

こと、そして目先はコロナウイルスの対策をしっ

かりと行っていくことで今厳しい立場に置かれて

いる皆さんをしっかりと救っていくということ、

その先にさらなる名寄市の発展に向けて着実にそ

れらの問題を推進をし、名寄市のポテンシャルを

さらに発揮をし、また名寄市だけでなくて、周辺

地域も巻き込んで、この地域の発展のために役割

を果たしていきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 昨年来市民は非常

に大きな不安の中にありました。ふるさと、名寄

に自信が持てなくなっていると言っても過言では

ありません。先ほど来小中学生や大学生について

の質問いたしました。子供たちや大学生に、そし

て人生の先輩に胸を張って名寄はいいまちと言っ

ていただきたい。我が祖先が切り開いた、大切に

つくり上げたこの名寄のまちを自信を持って子孫

につなげていきたいというふうに考えております。

振興公社の再建では、職員の中には市役所を退職

し、振興公社の立て直しに奮闘している職員もい

ます。今回の新型コロナ感染症で特別給付金など

の作業でたくさんの職員が市民のために電話対応

や発送作業のために汗を流しています。何よりも

命をかけて御奮闘された医療、介護、福祉の現場、

お客様のいないお店で歯を食いしばって耐えられ

た方々に心より感謝を申し上げます。本当にあり

得ないことが起きています。いつ終息するのかも

分からない状況です。しかし、この新型コロナウ

イルス感染症の現象で見えてきたものがたくさん

あります。市民と協働してしっかりと対策を練り、

名寄市の皆さんに自信を持ってもらえる、そんな

地域にしていただけるよう引き続き頑張っていた

だきたい、そのことを要望して、質問を終わりま

す。

〇議長（東 千春議員） 以上で高野美枝子議員

の質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０２分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

農業、農村の振興について外１件を、山田典幸

議員。

〇１６番（山田典幸議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告に従いまして、順次質問

をしてまいります。

初めに、大項目１点目、農業、農村の振興につ

いてお伺いをいたします。本年も既に本格的な農

作業シーズンが始まり、地域の農家の方々は豊穣

の秋を願いつつ日々、また時には昼夜を問わず作

業にいそしんでいるところであります。この春の

融雪期は、冬の降雪量の少なさもあり、平年に比

べ１５日早い３月３０日となり、４月以降天候の

優れない日が多くあったものの、おおむね平年並

みに春作業が開始されました。水稲、畑作、野菜、

各作物の播種、移植作業とその後の生育もおおむ

ね平年並みに推移しており、今後も天候が安定し
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て、全ての作物において農家の皆さんの日頃の努

力が報われる年となるよう期待をするところです。

昨今の地域農業においては、高齢化に伴う農家戸

数の減少や農地集積の問題、労働力確保対策など

解決に向けて取り組まなくてはならない課題が多

く残されており、当市の基幹産業をさらに発展さ

せていくためには今後どのような実効性の高い施

策が必要なのか、またどのような中長期的ビジョ

ンが求められるのか、引き続き検討していく必要

があります。そのような状況を踏まえ、共通認識

に立った中で小項目２点にわたりお伺いいたしま

す。

１点目、第２次名寄市農業・農村振興計画の進

捗状況について伺います。名寄市の農業、農村の

目指す方向性を示すとともに、農業者、農業関係

機関、団体が果たす役割や目標を示し、本市の農

業の中長期的な指針となる第２次名寄市農業・農

村振興計画が平成２９年度より１０年間の計画期

間で策定されております。本計画における基本計

画ごとの実施事業の現段階での進捗状況と併せて、

今後における課題等についてどのような認識を持

っておられるのかお伺いをいたします。

２点目、人と農地の問題の解決に向けてですが、

農家戸数の減少や後継者の不在、農業従事者の高

齢化、労働力不足などが急速に進む中、地域農業

を維持、発展させていくためには農地の利用集積

を円滑に進め、有効利用を図ることが重要な課題

であります。個々の農家の規模拡大も近い将来限

界が来ることが予想され、様々な課題が想定され

る中、人と農地の問題の解決に向けて今後どのよ

うな取組をしていくのか、考え方を伺います。

大項目２点目、スポーツ振興によるまちづくり

について、小項目１、冬季スポーツ拠点化事業の

現状と今後の取組についてお伺いをいたします。

名寄市総合計画（第２次）の重点プロジェクトと

して位置づけられている冬季スポーツ拠点化事業

については、名寄市における恵まれた地域資源を

活用し、スポーツを通じた地域振興、青少年育成、

市民の健康増進などを目的とした地域振興施策と

認識をしているところであります。昨年３月には

官民一体となった組織、Ｎスポーツコミッション

が設立されるなど様々な取組が行われております

が、現在の事業の推進状況と拠点化に向けた今後

の取組の考え方についてお伺いいたします。

小項目２点目、市民の一層の意識高揚と機運醸

成についてですが、冬季スポーツ拠点化事業をは

じめとする様々な取組が市民の各種スポーツへの

参加やスポーツ振興によるまちづくりへの意識が

高まってきていると感じているところであります

が、今後より一層の市民のスポーツに対する意識

の高揚と機運の高まりをどのように醸成していく

のか、考え方をお伺いいたしまして、壇上からの

質問といたします。よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ただいま山田議員か

らは大項目で２点について御質問いただきました。

大項目の１につきましては私のほうから、大項目

の２につきましては総合政策部長からの答弁とな

りますので、よろしくお願い申し上げます。

それでは、大項目の１、農業、農村の振興につ

いて、初めに小項目の１、第２次名寄市農業・農

村振興計画の進捗状況について申し上げます。第

２次名寄市農業・農村振興計画につきましては、

本市の農業、農村が情勢の変化に対応し、持続的

に発展していけるよう将来の方向性を示すととも

に、名寄市総合計画の実施計画として位置づけ、

平成２９年度から１０か年の計画として策定して

ございます。

御質問いただきました事業の進捗状況や現状の

課題について、計画の５つの柱に沿って申し上げ

たいと思います。まず、収益性の高い農業経営の

確立といたしまして、農業生産基盤の整備では平

成３０年度から智恵文地区道営水利施設等保全高

度化事業に着手をし、湿害対策などによる経営安

定と省力化に向け取り組んでございます。ＩＣＴ

化の促進では、位置情報の補正信号を発信をしま
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す基地局設置により高度化、省力化が進むととも

に、農業振興センターにおきまして新たな技術の

試験に取り組んでございます。畜産振興では、国

の補助事業を活用しまして、経営規模の拡大によ

る収益性の向上に取り組まれてございます。一方

で、所得向上を目的にアスパラなどを振興作物と

して選定し、維持、拡大を目指してございますが、

個々の経営規模の拡大とともに人手を多く必要と

する作物につきましては減少傾向にございます。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進では、

労働力不足への対策といたしまして、市立大学生

による農作業従事の取組や酪農では哺育、育成の

分業化による負担軽減を図ります哺育育成センタ

ーの設置が進められてございます。法人化では、

酪農を中心に複数戸法人の設立によりまして経営

規模の拡大と雇用確保などを通じまして経営基盤

の強化に取り組まれているところでございます。

今後も農家戸数の減少や高齢化が想定されますこ

とから、新たな技術の導入や作業受委託などによ

る効率化、省力化を推進する必要があると考えて

いるところでございます。

次に、農業の担い手の育成と確保に向けてでは、

後継者の育成に向けてＪＡと協調して支援に取り

組むとともに、新規参入者に対しましてはＪＡ、

普及センターと連携をし、支援チームによる巡回

指導に加えまして、新たに集落支援員を配置しま

して、相談窓口としての役割を担うことを通じ支

援体制の強化を図ってございます。また、女性農

業者の活躍の場を広げるため、今年度から作業機

械の免許取得に対する支援に取り組んでいるとこ

ろでございます。今後の課題といたしましては、

新規参入者の確保に向けて、独立就農を基本とし

てまいりましたが、第三者経営継承や雇用就農な

ど就農希望者の状況に合わせられるよう多様な就

農形態を可能とする取組が必要と考えてございま

す。

次に、人と自然に優しい農業の推進におきまし

ては、環境保全に配慮した農業生産に取り組む農

業者に対しまして国の事業を活用し、支援に取り

組んでいるところでございます。有害鳥獣対策と

いたしましては、ＪＡ、猟友会と連携をし、エゾ

シカの捕獲に取り組むとともに、アライグマにつ

きましては防疫従事者による捕獲を継続してまい

ります。

豊かさと活力ある農村の構築では、第３次食育

推進計画に基づき各関係機関、団体や市民などの

協働による食育推進や産業まつりなどの各種イベ

ント、情報提供などを通じまして地産地消の拡大

に取り組んでおります。農業、農村の多面的機能

の維持保全におきましては、引き続き地域組織に

よる維持活動を支援し、推進してまいります。

続きまして、小項目の２、人と農地の問題の解

決に向けて申し上げます。農業者の高齢化、後継

者不足などにより離農した方の農地につきまして

は、農業委員会のあっせんなどにより担い手農業

者へ集積が図られ、地域における持続的な農業の

推進が図られてきております。しかしながら、こ

れまで農地の受け手となってきました担い手農業

者の規模拡大にも限界があることから、今後農地

の出し手と受け手との間にアンバランスが生じ、

農地流動化がスムーズに進まなくなることが危惧

されているところであります。このことから、平

成２８年度に市内を１７地域に分け、人・農地プ

ランの策定に向けた協議を実施したところであり

ます。具体的には、地域の農業者がそれぞれの将

来的な営農に対する考えを共有し、今後の地域農

業の在り方や地域の中心となる担い手の明確化に

向けて話合いを重ねました。この地域協議を通じ

て将来的に農地の出し手、受け手となる農業者の

明確化は図られましたが、一方で農地は個人資産

ということもあり、誰に集積させるかなど農地の

流動化、集積の具体化につきましては課題を残し

た状況となってございます。農家戸数の減少が避

けられない状況の中で、今後の農地流動化につき

ましては個々の経営はもとよりでありますが、地

域の農業、農村を持続させるという視点から従来
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の農業者間における個々のやり取りに加えまして、

地域内の受け手となる農業者間での連携、地域外、

あるいは法人など新たな受皿づくりを検討してい

くことが重要になるものと考えております。本市

では、今年度人・農地プランの見直しを予定して

おりまして、現在事前作業としてアンケート調査

を進めているところであります。先ほど申し上げ

ました現状の人・農地プランに残された課題、こ

れは農業者の皆さんの考えによるところも大きく、

難しい課題ではありますが、５年後、１０年後の

地域農業の姿をイメージしやすいよう地図化した

資料などの提供元といたしまして地域での話合い

を重ね、地域課題や将来展望の共有が図られるよ

う取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目２、スポーツ振興によるまちづくりについてお

答えいたします。

まず初めに、小項目１、冬季スポーツ拠点化事

業の現状と今後の取組について申し上げます。総

合計画の重点プロジェクトで位置づけされている

冬季スポーツ拠点化事業については、昨年産官学

民によるＮスポーツコミッションを設立し、３つ

の部会、青少年教育・人材育成部会、市民健康増

進・いきがい・福祉振興部会、地域経済活性化部

会によりスポーツを通じた人づくり、まちづくり

の事業に取り組んでおります。青少年教育・人材

育成部会では、ジュニア育成として子供たちの基

礎的な運動能力の向上を目指して、小学校の体育

授業や少年団、部活動へトレーナー派遣を実施し

ており、今年度はさらにステップアップしたジュ

ニア育成を目指して、Ｎスポーツコミッションが

ジュニアスポーツアカデミーを設立します。この

間コロナ禍の影響で延期となっておりましたが、

阿部特別参与を迎え、無事６月２１日、あさって

開校できる予定となっております。市民健康増進

・いきがい・福祉振興部会では、市民の運動機会

を創出するためスポーツフェスティバルなどのイ

ベント事業や障がい者スポーツの振興を図るとと

もに、今年度は高齢者向けのスポーツフィットネ

ス事業や幼少期の運動推進を図る啓蒙事業等の新

規事業を計画しております。地域経済活性化部会

では、引き続き合宿、大会の誘致による交流人口

の拡大を目指して経済の活性化を図るとともに、

地方創生推進交付金を活用したスポーツツーリズ

ムやスポーツフードの開発に加えて、スポーツ移

住等の事業の推進によりさらなる地域経済への波

及効果を目指した事業を展開しております。これ

ら３つの部会による事業が相互に関与し、相乗効

果を生み出すことによりＮスポーツコミッション

が目標とするスポーツを通じた人づくり、まちづ

くりを目指してまいります。

続きまして、小項目２、市民の一層の意識高揚

と機運醸成について申し上げます。Ｎスポーツコ

ミッションが目指すスポーツを通じた人づくり、

まちづくりにおいては、市民の積極的な参加、機

運の高まりは必要不可欠でございます。この市民

の機運を醸成させていくため、今年度の計画では

これまでのジュニア育成や合宿、大会の誘致はも

ちろんのこと、幼児から高齢者までスポーツに触

れ合える事業やスポーツフードの開発による農業、

飲食業などの産業間連携、スポーツ移住などの政

策間連携、中心市街地にぎわいの創出などの地域

課題との連携といったこれまで一部限定的であっ

た市民との関わりの裾野を広げ、様々な分野の市

民、事業者、団体と関わりを持てる事業を目指し

ております。さらには、ピヤシリシャンツェを活

用した市民参加型イベント、大会とは違った観戦

型イベントなどを企画することにより本市の地域

資源である競技施設の再認識を目指すとともに、

市民参加のウオーキングイベントとスポーツフー

ドが連携したランチウオーキングなどの検討、企

画も行っております。このようにＮスポーツコミ

ッションと様々な方が関わりを持つ事業展開によ

り市民の積極的な参加、さらなる意識の高揚を目
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指してまいります。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） それぞれ御答弁をい

ただきましたので、再質問させていただきたいと

思います。

農業のほうから聞きたいと思いますけれども、

前段申し上げたように、現状まずまずの作業状況、

生育状況かというふうに思います。農業の場合、

コロナの影響、私自身も今のところそんなにない

のかなというふうに思っていましたけれども、今

収穫終盤ですけれども、アスパラガスの関係で、

コロナの影響でギフトの注文が激減しているとい

うことで、ギフトの注文が多くないと金額、値段

にやはり農家の所得、手取りに反映されないとい

う部分がありますので、そういった部分で多少影

響が出てきているのかなというふうに思います。

収穫量的にはそう落ち込んでいないというか、一

定程度の降雨等もありましたので、収穫量は一定

程度あるかと思いますが、若干そういった部分、

影響があるのかなというふうに思います。そうい

った部分では、先般遠藤議員の質疑の中でもあり

ましたけれども、技能実習生が来日できなくなっ

たということで、やはり受入れ農家にとってはコ

ロナの影響が大きくありましたけれども、そこを

補うということで、６月１２日までの期間で上川

振興局職員のさん、そして市の職員さん、ＪＡの

職員さんとそれぞれ援農に来ていただいたという

ことで、私は技能実習生受け入れていませんが、

隣の農家さんで受け入れていまして、状況を聞き

ますと、本当に一生懸命やってくれて助かったと

いうことで伺っています。今後、若干遠藤議員と

のやり取りもありましたけれども、収穫の際そう

いった対応ができるのかどうか、そのあたりぜひ、

特にこれから管理作業という部分では多少期間が

ありますので、あれですけれども、収穫作業、や

はりここが一番人手が要るところであります。そ

ういった部分の対応、改めて各関係機関と連携し

て、お願いをしておきたいというふうに思います。

それでは、農業・農村振興計画の関係で現在の

進捗状況についてお答えをいただきましたので、

何点か確認事項も含めて質問をさせていただきた

いと思います。哺育・育成センターの関係でお答

えをいただきました。新年度、当該年度、今年度、

４億 ６００万円予算計上されているという状況

で、現在の計画の進捗状況、来年、令和３年には

稼動する予定ということで計画進んでいますが、

現在の状況についてお知らせをいただきたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 哺育・育成センター

の進捗状況ということの御質問でございました。

これは、御存じのように、ＪＡ道北なよろが事業

主体として取り組むものでありまして、現在４月

２４日にこの新築工事の安全祈願祭なども取り組

まれまして、主に今土地の造成を進めている状況

と聞いていますし、また建築確認の必要ない小屋

というのですか、建物等についても今その基礎等

について進めているということでありますので、

来年、年度当初の供用開始に向けて順調に進んで

いるというふうに私どもは受け止めております。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 順調に進んでいると

いうことでありますので、引き続きＪＡさんとの

連携の中で協力体制、しっかりと取っていただけ

ればというふうに思います。

労働力の確保の関係でお答えをいただきました。

今年が３年目、おととしから始まった取組であり

ます。農業補助労働力確保事業ということで、市

立大学生が各農家に労働力の確保対策ということ

で行っていただいているということでありますけ

れども、午前中、学生さんのアルバイトの関係で

のちょっとやり取りがありましたけれども、コロ

ナの関係での学生さんへの影響でこの事業は今年

度どのような形になるのか。今の状況を踏まえた

中で今年度の取組、この事業についてどうなるの
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かお答えをいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 大学生の有償ボラン

ティアとして農業に従事をしていただいていると

いうことです。この取組、言われるように、３年

目ということでありまして、昨年までも終わって

からのアンケートなどもやらせていただいており

ますが、大学生にとっても実際に農業を学ぶ場と

して非常に貴重な機会だというところもいただい

ておりますし、農業者の皆様からも労働力として

も非常に助かるというふうな話ありますし、やは

り家庭に若い人が来て、一緒に作業するというの

が、これなかなか数字に表れないところかもしれ

ませんけれども、そういった意味でも非常に効果

があるというか、個人的にその後もお付き合いを

して、一緒にお食事を取るとか、そういった意味

では数字に出ないところも含めて効果があるもの

だというふうに受け止めているところであります。

今年については、議員が言われるように、コロナ

の影響もありましたので、取組そのものがどうな

るかという心配もありましたけれども、学生数で

４５名程度だったと思います。受入れ農家で１４

戸程度だったと思いますけれども、その中で５月

中旬からアスパラの収穫作業に今取り組んでいた

だいているところでありますし、昨年も取り組み

ました、夏にはスイートコーンの収穫作業につい

ても学生にも協力を呼びかけ、農協とも一緒に取

組をさせていただきたいと、そのように考えてご

ざいます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） アスパラの収穫等は

そういう形で学生さんに御協力いただいて、また

８月にも入りますと、７月末ぐらいになりますと

スイートコーンの収穫等もあります。大学のほう

でもいろんなの授業の関係とかコロナの関係、い

ろいろ大変な部分もあるでしょうけれども、学生

さんにとってもメリットがあって、受入れ農家に

とってもメリットがあるという非常に重要な取組

だというふうに思いますので、できる限り、また

学生さんの負担がないような形で取り組んでいた

だければありがたいなというふうに思います。学

生さんの関係、部長のお話にもありました、学生

さんがいるということで、やっぱりいるだけで雰

囲気がまたよくなるという部分も当然ありまして、

労働力として確保するというだけではない効果も

実は農業の場合もありまして、これ農業青年のパ

ートナーとしてという側面もあるのです、実は。

これ実際私のいる地域で４年通われて、この春卒

業された学生さんが、まだ正式なパートナーでは

ありませんけれども、この地に住んでいただいて、

農家の仕事しながら、行く行くはこれ間違いなく

パートナーになるのだというふうに思いますが、

この受入れをしたからという縁では直接はないの

ですけれども、そういう農業青年と学生さんを結

びつけるという効果もこれからも期待されると思

いますし、いろいろな資格を取って、全国各地で

活躍いただくというのもすごく大事なことなので

すけれども、また学生さんの、それは自らの意思

でこの地を選んでいただく、まして農業を選んで

いただけるということは本当にうれしいことだな

というふうに思いますので、引き続きこの取組、

そういった側面もありますので、大事にしていた

だいて、受け入れる側の農家もやっぱりそのあた

りも認識しながら大事につなげていきたい事業だ

というふうに思いますので、よろしくお願いした

いというふうに思います。

あと、早速取り組んでいただいた事業、いつだ

ったか、予特か決特かで申し上げさせていただい

た女性活動支援の関係で、大特の免許の取得とフ

ォークリフトの運転技能講習の講習経費等の助成

を早速していただきました。これから農業の形が

変わる中で女性が機械作業するという機会も多く

なりますので、やっぱり必要な事業だなというふ

うに思います。早速対応していただいたことに感

謝を申し上げたいと思います。実際これもう既に

各農家にも周知されている中でありますけれども、



－183－

令和２年６月１９日（金曜日）第２回６月定例会・第５号

実際のこれも使った実例、この事業を活用した実

例等把握していましたら、お知らせをいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農村女性の活動支援

事業ということで、事業そのものは従前からあっ

たのですけれども、今議員が言われたように、議

会の中でもそういう御意見いただきましたし、早

速経済団体のほうにもニーズはどうなのかという

ことで調査をさせていただきまして、制度化をさ

せていただいたというのと併せて、この部分につ

いてもＪＡにも応分の負担をしていただきながら

取り組んでいるということも申し添えさせていた

だきたいと思います。現状お二人の方がこの制度

を使って資格を取得したいということで申請をい

ただいているということでありますので、今後も

ぜひ多くの方にこの制度活用いただいて、女性の

活躍の一層の推進を期待したいというふうに思っ

ています。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 新年度からの事業で

すから、もう２人使っていただいたということな

のだというふうに思います。これからまたたくさ

んの女性農業者の方に使っていただけるように私

もそういった部分では農家のパートナーの方に周

知、しっかりとしていきたいと思いますし、機械

作業は昔は男の役目、女性はまた違う仕事という

ような何か明確なのありましたけれども、今は本

当にそういった時代でなくなってきている部分が

ありますので、この事業もたくさんの方に使って

いただけるようにしていただければというふうに

思います。

人と農地の問題の関係です。従前から、平成２

４年からだったと思います。人・農地プランを各

自治体において、地域において策定しなさいとい

うことで、地域農業マスタープランという名称も

ありましたけれども、私も機会あるごとにしっか

りとそのあたり、地域の未来の設計図だというこ

とで、しっかりとしたものをつくり上げて、現場

の農業者としっかりと意見交換をしながらしてほ

しいということ、何度も申し上げさせていただい

ておりました。お答えにもありましたけれども、

ちょっとやっぱり課題もあるのだなというふうに

私自身も感じております。どうしても自分の農地

というのは個人資産でありますので、そこに幾ら

行政がそこの地域の話合いに入って、誰々さんの

土地をどうする、こうするという話、これなかな

かなりづらいのだというふうに思うのです。実は

農家同士でもなかなかそこら辺はしづらい話でも

あるのだけれども、農業者同士ではそこはしっか

りと乗り越えていかなければならない部分でもあ

ります。そういったことをある程度は理解しつつ

も行政主導で、行政中心となってしっかりやって

くれと言っておきながらなんなのですけれども、

そこら辺に課題があって、いわゆる、いつだった

かも担当課長のほうからもお答えいただきました

けれども、どうしてもやっぱり手詰まり感を今感

じているというようなお答えもいただいたことも

ありました。そういった部分、解消するには主体

となるのがこれは間違いなく農業者でなければな

らないと思いますし、そうでなければこの人と農

地の問題、根本的なやっぱり解決はしていかない

のだというふうに思います。今実は私のいる地域

で少し大きな動きになりそうな動きがありまして、

今法人化している農業の形態、市内でも二十幾つ

はありますよね。３０件弱ぐらいだというふうに

認識していますけれども、ほとんどが一戸一法人、

２戸、３戸が一緒にという法人もありますけれど

も、今構想があるのは実は大規模、複数戸法人の

構想が今あって、実際のそういった事例も既にも

う視察等しております。非常にハードルは低くな

いと思うのですけれども、人と農地の問題の解決

にもこれ私はやはりつながってくると思うのです。

そういった動きに対して、これ農業者が今主体で

そういったことを何とか成し遂げようという動き

がある中で、今後はそういった部分、行政として
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のやっぱり側面的なサポート、何とかそれを成就

させる、そういったサポートをぜひしていただき

たいなというふうに思いますけれども、そういっ

た動きに対する今後のサポート体制の考え方につ

いて部長からお答えをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今大変うれしい情報

をいただいたというふうに思っています。実は私

もそういった動きがあるというのを聞きまして、

すぐに担当のほうにどんな状況なのか調べてこい

という話もさせていただきましたし、できれば議

会が終わって少し時間ができましたら直接今後の

進めなども含めて、考え方も含めて中身を確認を

させていただきたいと、今そう思っているところ

であります。議員が言われたように、現状の人・

農地プランの課題についても経営そのものはやは

り個人、農業者の皆さんということがありまして、

私どもの関係機関、あるいは団体の役割というの

はそこをどう後押しできるのか、あるいはそれぞ

れが判断するに当たってどういう情報を提供でき

るのかというところにどうしてもとどまざるを得

ない。実際に足を踏み出すのは、やはり農業者の

皆さんということだと思います。特に近年必要な

のは個々の経営というよりも、当然これは必要な

のですけれども、もう一方では農村という考え方

だとか地域農業という言葉がありますけれども、

個々の経営を支えるために地域としてどう取り組

んでいるのかという、そこの考えもやはり非常に

重要になってきているのだろうなというふうに思

いますので、そういった意味では今言われた法人

化の動きというのは私どもはすごく歓迎するとこ

ろでありますし、ある意味待望していた動きとい

うことで受け止めていただければと思います。今

後の支援ということでありますけれども、ここは

やはり取り組む皆さんの考えをまずは尊重しなけ

ればいけないのだろうと思いますので、先ほど申

し上げましたように、この後当該の皆さんともぜ

ひ膝を交えてお話をさせていただきながら、我々

でできること、我々に必要な取組を支援させてい

ただきたいと考えておりますので、ぜひまたお力

を貸していただきたいなというふうに思っていま

す。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 今農繁期であります

ので、また作業等が落ち着いたら実際のそういっ

た農業法人を立ち上げた実例も現地に視察に行く

予定があるということで伺っています。そういっ

た動きの中で、本当に人と農地、いわゆる農地を

どう集約していくのか、そういった部分がやはり

大きく多分動き出すと思うのです。また、それに

付随して、今農業の抱える問題、労働力をどうす

るという部分では雇用労働力が生まれるかもしれ

ない、そういった可能性も含めて、これやっぱり

ちょっとしたきっかけかもしれませんけれども、

地域農業が大きく変わるきっかけになるのだとい

うふうに私は捉えていますので、ぜひそういった

部分への支援、部長が今おっしゃっていただいた

ように、農業者が主体となって動くことで地域の

農業の様々な問題が解決していくという本当にモ

デルケースとしたいなというふうに思っています

ので、私はそういった構成員の中に、今話の中に

入っているわけでありませんけれども、側面的に

私自身もいろんなことを学ばせていただきながら

何とか成就させたいなというふうに思います。１

０年先、２０年先の地域を見据えた中で若い農業

者が今そういった動きをつくっておりますので、

ぜひ今後いろいろな形で支援をお願いしたいとい

うふうに思います。人と農地、そういった動きが

あるという中で必ず変わってくるかと思います。

今年度プランの見直しという部分でありますので、

今アンケート調査等も取っておられるということ

でありますけれども、少し今年度、私自身も地域

の農業者といろいろ話す中で、農業者が主体とな

る会議体、先ほどのちょっと法人化とは別という

か、それも含めてということでもいいのかもしれ

ませんけれども、少し会議体みたいなものがこれ
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はやっぱり必要になってくるのかなというふうに

思います。地域を超えた、それぞれの地域、名寄

市にもありますけれども、そこの枠を超えた中で、

私仮称で今勝手に名前も考えていますけれども、

地域農業創造会議でも何でも、仮称でありますけ

れども、そんな形の会議体が農業の様々な課題を

農業者が主体となって、側面的には行政、ＪＡに

いろんな形で情報提供も含めて支えていただく、

そんな体制を今後しっかりと現場、生産者、農業

者がつくっていけるような形を考えていきたいと

思います。そういった部分にもぜひお知恵と、ま

た側面的なサポートも含めていただきたいと思い

ますけれども、改めてその辺もうちょっと大きな

形での会議体の考え方について部長のお答えいた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 目指すというか、我

々が考えているところと今議員が言われていると

ころは恐らく同じ土俵に乗っているのだなという

ことを改めて認識をさせていただきました。ぜひ

そういう形で進むようにということでお願いした

いと思います。その進むべき方法については、そ

の会議体で在り方、あるいは法人であったり、そ

こは多様なスタイルがあると思いますけれども、

我々も一生懸命勉強しながらできるサポート、し

っかりとやらせていただきたいと思いますので、

何か情報がありましたらまた改めてお知らせをい

ただければと思います。御協力いただければと思

います。よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 少しそういった動き

に向けて地域、また地域を超えてこれからの担い

手、協力しながらちょっとそういったもの、動き

をつくっていきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。

スポーツの関係に移りたいと思います。冬季ス

ポーツ拠点化事業の関係でお答えいただきました。

コロナの影響もあって、お答えいただいたジュニ

アスポーツアカデミーの関係、５月１０日の開校

を予定していたのが延びていたということで、再

質問の中で確認させていただこうと思いましたけ

れども、６月２１日開校ということで、よかった

なと思います。引き続きジュニアのアスリート、

ジュニアの育成に向けて取り組んでいただければ

というふうに思います。

Ｎスポーツコミッションですけれども、昨年３

月、設立されまして、３年をめどに自走化に向け

て、３年後の自走化に向けて取り組んでいくとい

うことでありました。３年後の自走化に向けての

具体的な取組、今の状況等についてお聞かせをち

ょっといただければというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今現在は、答弁

で申し上げたとおり、部会という形でしっかりと

各分野で深度を深めていくといったような取組を

進めさせていただいております。その中で市民サ

ービスへつながる分、経済活性化につながる部分

ということで、今後しっかりと自走化へつなげる

ための事業として確立していけるのかどうかとい

うところも含めて今検証しながら、試験的にいろ

いろなところを試させていただこうというところ

で、また今年１年間、若干コロナの関係で期間が

空いてしまいましたけれども、しっかりとこの１

年間無駄にせずに、またさらに深めていきたいと

いうふうに考えておりまして、一定程度しかしな

がら方向性は示していかなければならないという

認識はありますので、そこはしっかりと意識しな

がら進めさせていただきたいというふうに考えて

おります。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） そういった形で引き

続き進めていただきたいと思いますし、取組等に

ついてもお答えいただきました。市民の意識高揚、

機運の醸成、どうつくっていくのかということで

も様々な市民と関わりを持つイベントをつくって

いくということでありましたけれども、特に阿部
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雅司さんが名寄に来られて、様々な取組、そこら

辺もきっかけになって、冬季スポーツの拠点化を

目指そうということでの動きでありました。実際

いろんな様々な取組がされておりまして、またＮ

スポーツコミッションも立ち上がってということ

で十分認知はされてきていると思いますし、壇上

でもお話し申し上げたように、機運も高まってき

ているのだというふうに思います。ただ、まだ市

民の皆さんの中にはそういったことを名寄市が目

指している、拠点化を目指しているということを

やっぱり分からない方も実際いるわけです。スポ

ーツに興味があっても名寄ってそういう冬のスポ

ーツの拠点化まで目指しているのかというような

市民の方もいらっしゃるのも事実ですので、もっ

と市民の皆さんの、いろんなスポーツイベントの

参加意識もそうですけれども、そういった機運が

やっぱり高まることが何よりもまた拠点化に向け

ての大きな力になるのだというふうに思います。

そういった部分では、市民みんながはっきりと分

かる明確な共通目標がやっぱり必要なのではない

かなというふうに思いますけれども、部長はどう

お考えでしょうか、そのあたりは。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 市民みんなが分

かる分かりやすい目標ということで、今課題とい

うか、いただきましたけれども、イメージでいう

と例えば我々が今まで経験してきた冬季国体とか、

そういったような本当に誰もが知るようなことを

目指していくというのも一つの目標という位置づ

けになるのかなという認識は今受けたところであ

ります。今後議員がおっしゃるような醸成という

意味で本当に一つの共通認識で醸成が図られてい

くような、そんなターゲットとなるような、そん

なこともしっかりとまた仲間、関係者の中で話し

合っていければなというふうに感じたところです。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 実は、この記事、目

にした方もいるかと思いますけれども、今年の１

月１９日の北海道新聞の記事で阿部雅司さんがイ

ンタビューに答えています。その中で今後の名寄

市のスポーツ拠点化に向けての課題ということで

答えられていまして、今後は大きな共通目標が必

要だと思います。例えばオリンピック、パラリン

ピックの開催地がもしも札幌に決まれば、バイア

スロンなどの名寄開催に向けた招致活動を目標に

据えるのもいいでしょう。市民も含め全体が一つ

にまとまる目標があればスポーツを通じたまちづ

くりがさらに進展すると思いますというふうに阿

部さんが言われています。私もこの記事読ませて

いただいて、実はその後阿部さんともお話しする

機会、このすぐ後たまたま会ったのですけれども、

もしもやっぱり、今阿部さんは札幌オリンピック

ミュージアムの名誉館長として札幌に、また少し

軸足もそちらに置きながらこちらでも活動という

ことで、いわゆる２０３０の札幌オリンピックの

招致活動にこれから具体的に取り組んでいくとい

うことであります。阿部さんおっしゃっていまし

たけれども、名寄市民の機運がやっぱり盛り上が

れば自分も本気でそこら辺動いたら可能だろうと

いうことではおっしゃっていただいていました。

ここは、今こういったコロナで大変な状況ですけ

れども、少し明るい話題も私したいと思いまして、

今日用意してきたのですけれども、そんな市民み

んなが明確にそこに向かって何かをできる共通の

目標、２０３０年の札幌オリンピック、開催候補

地ですけれども、今の段階では。もしも招致が決

定した際には、競技の一つでもいいでしょう。阿

部さんは具体的にバイアスロンなどと言っていま

すけれども、名寄会場での開催というのを目指す

のもこれ一つの、本当にぐっと市民の冬のスポー

ツに対する機運が盛り上がると思いますが、ぜひ

そういうことにも今後取組を進めていってはどう

かというふうに思いますが、ここは加藤市長の考

えを、そのあたりを聞きたいというふうに思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。
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〇市長（加藤剛士君） ２０３０年、札幌が冬季

オリンピックに手挙げをすることほぼ決定してい

るということは承知をしておりまして、これは名

寄市にとっても非常に大きな話題だろうと思いま

すし、場合によっては名寄を大きく、また冬季ス

ポーツ拠点化を動かすチャンスでもあろうという

ふうに考えております。常々言っているのは、札

幌市には失礼だけれども、札幌という名前よりも

北海道という名前のほうが世界的に非常にネーム

バリューが大きいので、札幌だけでなくて、北海

道・札幌冬季オリンピックみたいな形で、北海道

が挙げてオリンピックを盛り上げていく、あるい

は会場も分散をしていくというようなこともどう

でしょうということを私も常々いろんな場所で実

は発言もさせていただいております。今年の１月

に札幌で行われる予定だった大会が雪不足で、名

寄にも開催が、代替開催されたりだとか、１２月

にいつもジャンプ大会ありますけれども、そのジ

ャンプ大会の後すぐ札幌に動いて現地入りして合

宿というのがなかなか最近では札幌雪がなくて、

名寄にそのままとどまって合宿を続けるというよ

うなケースも増えているということでありまして、

札幌の冬季オリンピックが実現すれば、必然と名

寄のバックアップ拠点としての位置づけはますま

す高まるのだろうというふうに思っていまして、

ここは阿部さんのお力もお借りして、札幌市と十

分協議をしながら、当然誘致活動も我々もできる

ことは積極的にやっていきたいというふうに考え

ております。その中でもしオリンピック競技が一

つでもできるということであれば、これはすばら

しいことでありまして、バイアスロンも当然名寄

の特色のある、今世界的なレベルの子たちも産業

高校にいますし、自衛隊でもすばらしい成績を残

して、昨年表彰された方もいらっしゃるというよ

うなことでありまして、非常に親和性の高いスポ

ーツであろうというふうにも思いますけれども、

それぞれハードルはあろうと思います。いずれに

いたしましても、１つの種目を名寄に誘致すると

いうことは簡単ではないと思いますけれども、も

しできるなら非常に大きな夢でもありますし、一

つの冬季スポーツ拠点化を進める上での目指すべ

き旗印の一つとしてはすばらしいのでないかとい

うふうに思います。いずれにしても、阿部さんの

知見もお借りしながら、またよく相談をさせてい

ただき、その辺の可能性についても調査研究をし

てまいりたいというふうに考えます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 私も既に何人かのス

ポーツ好きの市民の皆さんとそんな動き、ぜひつ

くっていこうという話をさせていただきました。

ぜひそこは、これもやっぱり市民の機運の盛り上

がりいかんだというふうに思います。私も一市民

としてそんな動きが名寄市内、市民全体に広がる

ように何らかの形でまたいろいろ相談させていた

だきながら一市民としても取り組んでまいりたい

と思いますし、たまたまなのですけれども、阿部

さんの記事を何かたまに目にするのです。４月２

日のスポーツ報知って、いつもスポーツ新聞読ん

でいるわけではないのですけれども、たまたま載

っていたのですけれども、これ阿部さんのまた特

集がされていまして、コロナ禍の中での阿部さん

のインタビューでしたけれども、やっぱり目標が

ないとやる気が薄れ、成長も止まり、パワーも湧

いてこないと。目標を持つことで向上心、困難に

立ち向かう勇気も湧いてくると思いますと。大変

な状況ですが、希望を持ち続けてほしいというこ

とで阿部さんがおっしゃっています。私なんかみ

たいな、こんな人間が言っても説得力ありません

よね。阿部さんがこう言から、やっぱりそうかな

というふうに思いますし、２０３０年の札幌冬季

オリンピックの競技を一つでも名寄に持っていく

というのも、それを目指すということで、仮にま

た実現するということになれば、阿部さんが２０

１６年に名寄市に来ていただいたという意味も大

きくなるのだというふうに思いますので、そんな

動きをまた私も一市民としてつくっていきたいと
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思いますし、行政としても、市長からもお言葉い

ただきましたので、そういう機運、高めていただ

けるようにバックアップをお願いしたいというふ

うに思います。

非常にいい答弁をいただきましたので、終わり

たいと思います。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で山田典幸議員の

質問を終わります。

ここで、昨日行われました塩田昌彦議員の一般

質問の答弁の中で不足している部分があり、橋本

副市長から発言を求められておりますので、これ

を許します。

橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 昨日６月１８日、塩田

議員の一般質問での私の答弁におきまして、入札

が不調に終わった場合の取扱いの状況についての

再確認をさせていただきたい旨と、その私の答弁

の中で説明の不足がありましたので、改めて補足

させていただきたいと思います。

入札価格が予定価格を上回った場合におきまし

ては、入札を終結し、最低入札価格者と随意契約

の協議を行うこととしております。入札におきま

しては、原則午前中の入札を今行っております。

入札書とともに工事の積算内訳書も提出していた

だいております。この随意契約の協議におきまし

ては、まず市と業者さんの積算内訳書の確認を行

い、その後随意契約の協議に入ります。本年度の

入札不調という３件につきましては、その随意契

約の協議につきましては入札当日のうちに全て終

了しております。その終了後に予定価格とともに

入札について公表しているということになります。

ただ、この公表の際におきましては、入札が不調

であった旨までの公表でありまして、その後の随

意契約の結果が出ていないという状況にあります。

改めて他の自治体の取扱いを参考に、契約締結ま

でより分かりやすい形を目指して取り組んでまい

りたいと思います。

以上であります。

〇議長（東 千春議員） これをもちまして一般

質問を終結いたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時５６分

再開 午後 １時５６分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第３ 議案第１６号 令和２年度名寄市一

般会計補正予算（第４号）を議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

名寄振興公社のあり方に関する特別委員会、東

川孝義委員長。

〇名寄振興公社のあり方に関する特別委員長（東

川孝義議員） 議長より御指名をいただきました

ので、名寄振興公社のあり方に関する特別委員会

に付託されました令和２年第２回定例会議案第１

６号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第４

号）の審査経過及び結果について御報告申し上げ

ます。

特別委員会は、６月５日、６月９日の２回にわ

たり担当職員の出席を求め、令和２年度名寄市一

般会計補正予算（第４号）の内容について慎重に

審査を行いました。

６月５日の特別委員会では、付託されました議

案第１６号の審査に当たり提案内容の説明を受け

た後、質疑を行いました。補正予算の考え方では、

ピヤシリスキー場管理運営事業費のうちピヤシリ

スキー場指定管理委託料に ５００万円を追加し

ようとするもので、部門別損益決算を基に推計し、

新型コロナウイルスの影響による不採算額と宿泊

部門の恒常的な不採算額を算出したものである。

また、市派遣職員２名の後継や退職補充など人件

費の増大が見込まれることから、公社に対しては

さらなるコスト削減と売上げ増強策での自助努力

と経営安定化に向けた道筋を強く求めていくとの

説明を受けました。主な質疑では、委員から令和

３年度以降の考え方として組織体制と今後の公社

令和２年６月１９日（金曜日）第２回６月定例会・第５号
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自立に向けてほかの事業者との協調や民間ノウハ

ウの導入はの質問に対し、議員協議会での説明は

スキー場、宿泊部門については民間のノウハウを

生かすことが必要であり、指定管理についても一

つの可能性として検討をするという趣旨で、今回

の ５００万円については公社が自立に向けての

支援ということでお願いをしている。今後の公金

投入は極力抑えるという昨年１２月の定例会附帯

決議に対する考え方は、公益性、公共性を有する

重要な施設であることを市民にしっかり示すべき

だが、市の考えはの質問に対し、公社の努力だけ

では埋め切れない新型コロナウイルスの影響によ

る ０００万円、恒常的な不採算部門に対する

５００万円の提案で、今回も全額の支援ではなく、

公社も努力するところはしている。様々な場で市

民にとっても冬季スポーツ拠点化事業などの市の

施策推進にとっても不可欠な施設であることを情

報発信してきたが、改めて説明の機会を持たせて

もらう。 ５００万円の補正で新型コロナウイル

スの影響が災害に匹敵するという取扱いはほかの

公共施設でも同様の考え方かの質問に対し、公の

施設に関わる指定管理の協定リスク分担の項目が

あるので、ほかの施設も調査を進めており、その

対応については必要性も含めて検討している。ゴ

ーイングコンサーン、継続企業の在り方について、

公社は合宿の誘致や交流人口増加に寄与している

が、財源に限りがある中で公社の継続維持に一定

の線引きが必要ではの質問に対し、そうした考え

方も一つの視点ではあるが、今は明言できないの

で、理事者にしっかり伝えたい。数値的な目標に

こだわることなく、民間の自由な発想での経営を

今後期待したいが、公社の経営に対する市の考え

方として、今後検証委員会などで市の介入をどこ

まで行うのかの質問に対し、今回は緊急事態とい

うこともあり、てこ入れをしたが、本来は自立し

て、自主的に考えるもの。不足する知識があるな

らば、民間の知恵を借りながらより実践的な数値

と効果的な方法で考えていくことが必要。 ５０

０万円の補正提案はある程度分かるが、コロナの

影響で ０００万円を出すことは民間の事業者に

理解されないのではないか、株主総会の決議があ

ればまた補正するのか、株主総会で増資の話は出

なかったのかの質問に対し、株主総会で決議され

たからといって全て応えられるかというと別であ

る。支援は自助努力、営業努力があってもなお資

金繰りが厳しく、コロナもやむを得ないと判断し

た。増資は可能性として出たものの一つ。公社と

して資金を借り入れる道も開けたので、増資の判

断には至らなかった。スキー場と温泉、宿泊の管

理運営に関する業務にもかかわらず独立採算制と

いうことで温泉、宿泊には指定管理受託料が入っ

ていない、その根拠が条例と規則になく、このよ

うになった都度支援するのかという懸念があるが

の質問に対し、温浴を含む宿泊施設は条例で研修

施設に位置づけられているが、温浴施設とホテル

は利用料金を受け取るとともに、独立採算で指定

管理料を払っていなかった。今後どういう形で指

定管理の協定を結ぶのか、実績報告の在り方を含

めて検討していく。宿泊部門はかなりの赤字なの

で、独立採算制が本当に適切か今後の動向も見な

がら検討する必要がある。今回の補正について経

営体制を維持するためには仕方ないと理解するが、

支出の名目が補助金ではなく、指定管理料とした

理由はの質問に対し、スキー場もホテルも宿泊施

設も指定管理で委託し、協定書にあるリスク分担

に基づいた補正であるとの説明を受けて、審査を

終えるとともに、次回開催予定の特別委員会で方

向づけをすることを確認し、終了しました。

６月９日の特別委員会では、付託されました議

案第１６号の審査に関わる最終のまとめに向け、

確認事項も含めて質疑を行いました。主な質疑で

は、委員から前回の特別委員会で ５００万円の

補正は公社が組織的に自立できることが目的であ

ると確認した。不祥事発生から特別委員会として

議論を積み上げてきたが、行政としての第三セク

ターへの支援の在り方、関わり方について改めて
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伺いたいの質問に対し、第三セクターの在り方に

ついて、事案を振り返ると大きな問題を突きつけ

られた。１つは、公社としてのハンドリングがあ

った。市として第三セクターを管理運営する制度

的なところが不足していた。市の行政目的があっ

て、それに第三セクターを活用するので、この両

輪が相まって効果を出していきたい。特に第三セ

クターは、機動的、スピード感を持っている動き

であるとか独自の政策で事業を展開するという役

割ができていなかったので、問題点を拾い上げ、

改善していきたい。昨年の ０００万円に続き、

今回は ５００万円の補正である。この補正が真

に市民が安全で安心して利用できる有益な施設運

営につながるという見通しと民間企業導入につい

ての考え方はの質問に対し、 ５００万円の補正

をいかに有効に使うことが大前提である。コロナ

ウイルスの感染リスクを抑えながら市民が必要と

している野外活動やニーズを的確に捉え、いろい

ろな取組を進めたい。与えられた時間でプロパー

を育て、次につなげる体制づくりに努めたい。市

の事業をより効果的、効率的に進めるためにはど

のような形がよいのか考える時期に来ている。公

社の健全な再生をどのように進めていくのか。組

織の自立、体制確立が大切と考える。再スタート

を既に切っているが、民間の知見を大切にしなが

ら今後の体制づくりに向けての決意はの質問に対

し、今回組織の中で様々な問題点が浮かび上がっ

てきた。第三セクターは、民間のよいところと行

政のよいところをあるときは柔軟に、あるときは

スピード感を持ってつくり上げることができるは

ずであった。しかし、今回は組織も含めて悪い面

が払拭できず、本来の能力を発揮できなかった。

このたびの事案をきっかけに公社をよい組織につ

くり替えることが様々な支援に応える責務と思っ

ている。債権譲渡などの問題がありながら事業を

継続してきたことは、かなりの無理がある中で運

営してきたと考える。昨年の補正予算 ０００万

円、貸付金 ０５５万円、そして今回は ５００

万円の投入となるが、状況の改善にはどのように

今後つなげていくのかの質問に対し、決算の報告

のとおり問題点は浮かび上がっている。売上げを

上げるとともに経費は詰めていく。スキーシーズ

ンが公社の中で大きなウエートを占めており、道

内、国内からスキー客を受け入れる体制が取れれ

ば ５００万円は無駄にならないので、来年の決

算ではもう少しよい報告ができるよう頑張る。生

まれ変わった姿も見せたいので、夏から様々な事

業展開を図るとともに、どのように改善していく

かについても併せて取り組む。今後指定管理期間

が終了する施設について債務超過の解消が求めら

れる中、引き続き指定管理を任せられるのかの質

問に対し、次期の選定までには若干時間があるの

で、公社はこの夏から一生懸命頑張らなければな

らない。コロナの影響もあり、かなり難しい選定

の判断を迫られると思うが、その判断に必要な情

報や材料は様々な手法でそろえる。指定管理者の

選定は総務部の所管となるが、それに向けての準

備作業を進めるとの説明を受けて、審査を終了す

るとともに、採決を行いました。

採決の結果、全会一致で令和２年第２回定例会

議案第１６号 令和２年度名寄市一般会計補正予

算（第４号）は、原案のとおり可決すべきものと

決定しました。

審査終了後、橋本副市長より発言を求められ、

１年間、長い期間にわたり特別委員会の皆様、議

員の皆様に様々な議論をいただいた。難しい判断

が迫られている状況の中で判断していただいたこ

とに対して改めて感謝を申し上げる。振興公社は

ピヤシリスキー場のオープンに際しての運営母体

として昭和４８年に設立されたが、長い歴史の中

で起きた今回の不祥事については申し訳ないと思

っている。過去公社を担ってきた方々の経緯を考

えたとき、このたびの問題はじくじたるものがあ

る。１つずつ解決すべきものについて順序立てて、

筋を立てて進んでいきたい。公社は公の施設を運

営しており、市と公社の両輪が合致しないと事業
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展開が進まない。公社に限れば、第三セクターで

あるとともに、公の施設を運営しているので、ゴ

ーイングコンサーン、継続企業の判断が求められ

る。全ての判断材料がまだそろっていないが、第

三セクターの在り方について様々な制度設計につ

いてこれでよいのか考える契機にしたい。改めて

襟を正して頑張るとの決意と感謝の言葉が述べら

れました。

以上をもちまして令和２年第２回名寄市議会定

例会議案第１６号 令和２年度名寄市一般会計補

正予算（第４号）に関わる審査の経過と結果の御

報告とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） これより、委員長報告

に対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。本件は委員長報告のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は委員長報告のとおり可

決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時１４分

再開 午後 ２時１５分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第４ 議案第１７号 名寄市手数料徴収条

例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１７号 名寄市手

数料徴収条例の一部改正について、提案の理由を

申し上げます。

本件は、通称デジタル手続法の施行に伴い、番

号利用法が改正をされ、通知カードが廃止される

ことから、本条例の一部を改正しようとするもの

でございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第１８

号 名寄市国民健康保険税条例の一部改正につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１８号 名寄市国

民健康保険税条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

本年４月７日に閣議決定をされました新型コロ

ナウイルス感染症緊急経済対策におきまして、感

染症の影響により一定程度収入が下がった方々に

対し国民健康保険の保険料の免税等を行うことが

決定をされ、国から財政支援が行われることに伴

い、本条例の一部を改正しようとするものでござ

います。

改正の内容につきましては、新型感染症により

主たる生計維持者が死亡し、または重篤な傷病を

負った世帯や主たる生計維持者の事業や給与等の

収入の減少が見込まれ、一定の要件に該当する世
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帯に対し国保税の減免をしようとするものでござ

います。

なお、適用期間につきましては、令和元年度分

及び令和２年度分の保険税であり、令和２年２月

１日から令和３年３月３１日までの間に普通徴収

の納付期限等が設定されているものを対象とする

ものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１８号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第１９

号 名寄市介護保険条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１９号 名寄市介

護保険条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本年４月７日に閣議決定されました新型コロナ

ウイルス感染症緊急経済対策におきまして、感染

症の影響により一定程度収入が下がった方々に対

し介護保険料等の免除等を行うことが決定をされ、

国から財政支援が行われることに伴い、本条例の

一部を改正しようとするものでございます。

改正の内容につきましては、新型感染症により

主たる生計維持者が死亡し、または重篤な傷病を

負った第１号被保険者やその属する世帯の生計を

主として維持する者の事業や給与等の収入の減少

が見込まれ、一定の要件に該当する第１号被保険

者に対し介護保険料の減免をしようとするもので

ございます。

なお、適用期間につきましては、令和元年度分

及び令和２年度分の保険料でありまして、令和２

年２月１日から令和３年３月３１日までの間に普

通徴収の納期限等が設定されているものを対象と

するものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１９号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１９号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第２０

号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第５

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２０号 令和２年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由
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を申し上げます。

今回の補正は、各課にわたる臨時的経費を中心

に補正しようとするものでございまして、歳入歳

出それぞれ４億 ９５６万 ０００円追加をし、

予算総額を２４４億 ５２５万 ０００円にしよ

うとするものであります。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして市外学生保護者等応援プレミ

アム付商品券交付事業費 ０２５万円の追加は、

新型コロナウイルスにより影響を受けている市外

の大学等に進学をした学生がいる世帯にプレミア

ム付き商品券を交付し、経済的負担の軽減を図ろ

うとするものでございます。

３款民生費におきまして子育て応援給付金給付

事業費 ８５０万円の追加は、新型コロナウイル

ス感染症緊急経済対策として実施されている特別

定額給付金給付事業におきまして給付対象外であ

る令和２年４月２８日以降に出生をした新生児に

対しまして給付金を給付しようとするものでござ

います。また、ひとり親世帯臨時特別給付金給付

事業費 ６２３万 ０００円の追加は、子育てと

仕事を一人で担う独り親の低所得世帯に対しまし

て給付金を給付しようとするもので、財源として

同額を国庫支出金にて予算を計上してございます。

７款商工費におきまして商業指導育成対策事業

費 ４６５万円の追加は、新型コロナウイルス感

染症の拡大によりいまだ大きな影響を受けている

地域経済の活性化を図るため、市内で利用できる

プレミアム付き商品券の販売事業及び商店街にお

ける販売促進事業に対して補助しようとするもの

でございます。また、がんばる中小企業応援給付

金給付事業費１億３１万 ０００円の追加は、新

型コロナウイルス感染症により経営に影響を受け

ている市内事業者に対しまして業種ごとの影響を

考慮した給付金を給付しようとするものでありま

す。

８款土木費におきまして道路新設改良費 ６０

０万円の追加は、道路の損傷が著しく、交通量も

多い徳田１号線につきまして市単独事業にて改良

舗装工事を実施し、安全、安心な道路空間の整備

に努めようとするものであります。

１０款教育費におきまして小学校教育振興事業

費 ６２６万 ０００円、中学校教育振興事業費

７８１万 ０００円の追加は、国において取り

組んでいる教育のＩＣＴ化に向けた環境整備、Ｇ

ＩＧＡスクール構想の実現に向けた１人１台の端

末整備を加速化することで、子供たちの学びを保

障できるように後年度に予定をしていた学年の端

末を前倒しで整備をしようとするものでございま

す。

次に、歳入について申し上げます。１７款国庫

支出金におきまして新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金１億 ２２８万 ０００円

の追加は、国の第一次補正による当該交付金につ

きまして内定の通知があったことから、追加しよ

うとするものであります。

このほか、各事業費の追加などに伴う特定財源

の調整のほか、収支の調整を財政調整基金繰入金、

公共施設整備基金繰入金で実施をしようとするも

のでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

山崎真由美議員。

〇３番（山崎真由美議員） １点お伺いいたしま

す。

２款総務費、１項総務管理費、８目企画振興費

の中の市外学生保護者等応援プレミアム付商品券

交付事業費についてでありますが、この対象とな

ります学生についての対象者の選定についての基

準についてお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今回の市外学生保護

者の応援プレミアム付き商品券交付事業の対象者

ということでございます。目的といたしましては、
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新型コロナウイルス感染症拡大によりまして外出

の自粛等でアルバイトができないと。そういった

経済的な理由によって授業料等の納付が困難とな

って、学業を継続することができないと。そうい

うことがないように当該学生を支えている保護者

に地元でできる商品券を交付しようということで

ございまして、全国的な部分はあるのですけれど

も、それぞれ大学生、名寄でありましたら名寄市

立大学の大学生にそういう自粛も含めて給付金出

しているところでございますけれども、今回の分

につきましては市外に通っている大学生ですとか

短期大学、大学院、あと高校を卒業した後に市外

のほうに行って就学していると、そういう方々、

自分で生計を立ててといいますか、保護者の仕送

りとほかにはアルバイト等で頑張っている学生が

今このコロナの影響でアルバイトもできず、生活

が困難になっていると、そういう部分を支えてい

きたいという部分を含めて、保護者等を通じる部

分で間接的でございますが、そういう方に支援し

ていきたいということで対象者を決めております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市外に通っている、

名寄市出身で市外で学業に励んでいる学生さんと

いうことであろうと思いますが、アルバイトがで

きないということでは、説明いただきましたとお

り、大変な状況の中で学業を進めているというふ

うに思いますが、学生というくくりではありませ

んが、高校生、生徒の中でも市外、特に道外に夢

を求めて進学をして、バイトはしておりませんけ

れども、大変な状況下で学業に励んでいる方たち

もいらっしゃいます。その高校生についての検討

がなされているのかどうか再度お聞かせいただき

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 高校生におきまして

は、市内、市外問わず、年間授業料の相当額が支

援されるシステム、高等学校等就学支援金制度、

実質的に授業料の無償化だと思うのですけれども、

これ国の制度でありまして、所得の制限はあると

ころですが、所得も世帯で大体９００万円という

ことで、かなり大きな所得制限ということでほと

んどないようなものなのですけれども、それがあ

りまして、全国の公立高校の約８割程度の方はそ

れを利用して、基本授業料は無償化になっている

という形で考えています。ですから、今回制度設

計するに当たっては、先ほど目的のときにも話し

ましたけれども、経済的に困難で、学業がなかな

か続けられない、はっきり言えば授業料がなかな

か払えないかもしれない、そういう部分に着目し

て制度設計しているというところもありまして、

基本的に市内であろうと市外であろうと高校生に

つきましては授業料は一定程度無償化で納められ

ているという部分がありますので、基本的にはこ

の制度を検討した際には対象とはしていなかった

ということで御理解願います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 御説明いただいた内

容については了解いたしました。ただ、授業料等

の状況につきましてはコロナウイルス感染症のこ

の今の状況であったとしてもなかったとしても同

じ状況であろうと思いますので、高校生の状況に

つきましては、今後コロナウイルスが終息してい

くところがどこになるのかという長期的な見通し

もある中では、やはり地域の状況を吸い上げてい

ただきまして、必要があればその配慮もお願いし

たいというふうに思っております。学生とはまた

違う状況ではありますけれども、状況としては変

わらない高校生もいるということについては申し

上げさせていただきたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 倉澤宏議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 私のほうから今回の一

般会計補正予算（第５号）について何点かお伺い

したいというふうに思います。

今回の補正予算、感染症対策、それ以外のもの
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ということで、歳入歳出約４億 ０００万円の追

加というような補正予算になっておりますけれど

も、歳出についてお伺いをしてまいります。初め

に、４款１項５目環境衛生費、ページ数６ページ、

７ページになりますけれども、墓地・霊園管理運

営事業費４８０万円、この部分についてとなみが

丘霊園の改修工事ということで事業名記載されて

いますけれども、改修の内容についてお知らせを

いただきたいというふうに思います。

続きまして、７款１項１目商工業振興費、ペー

ジ数８ページ、９ページ、がんばる中小企業応援

給付金給付事業費１億３１万 ０００円について、

こちら制度においては、一部新聞報道にも既に出

ておりましたけれども、業種ごとに給付額の差を

設けているということで、また加算額についても

業種によって設定がなされておりました。それぞ

れの給付額及び加算額の算出に係る考え方、根拠

についてお知らせをください。

また、５月８日、臨時会で提案されておりまし

た一般会計補正予算（第２号）の中で、事業継続

支援給付金給付事業費の部分では振込情報登録業

務委託料というものが計上されていたのですけれ

ども、今回のこの事業にはこの委託料が計上され

ていないように思いますけれども、こちらについ

ては事業継続支援給付金の受給した方が受けるの

で、再度登録の必要がないため計上されていない

という考え方でいいのかどうかお伺いをしたいと

いうふうに思います。

あと、併せて今回この事業、可決された後速や

かに事業が行われると思いますけれども、申請の

開始から、また終了までの期間、今段階で分かる

範囲でお知らせをいただきたいというふうに思い

ます。

続きまして、８款土木費、２項４目道路新設改

良費、同じく８ページ、９ページ、徳田１号線道

路改良舗装事業費 ６００万円について、こちら

今回の補正予算、追加議件の補正予算として盛り

込まれた経緯についてお知らせをください。

続きまして、１０款教育費、６項４目文化セン

ター費、ページ数１０ページ、１１ページになり

ます。感染症防止対策事業費 ９２８万円の中の

文化センター冷温水発生機改修工事 ６３９万円

について、こちら感染症防止と冷温機発生機の改

修との関係性、少し分かりづらいので、こちらに

ついて御説明をいただきたいというふうに思いま

す。また、本事業費と、歳入にわたりますけれど

も、財源の関連性についても併せて御説明くださ

い。

以上４点、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 私からは、衛生費の

部分のとなみが丘霊園の改修工事の内容について

御説明をさせていただきます。

こちらにつきましては、となみが丘霊園ののり

面の改修工事となっておりまして、今年に入りま

してから点検を行っていた段階でのり面の一部が

崩れているという状況を確認しまして、それで今

回改修工事を行うことにしております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 私のほうからは、

８款土木費に関しまして徳田１号線の今回の補正

の理由という形で質問いただきましたかと思いま

すので、御回答させていただきたいと思います。

徳田１号線につきましては、Ｒ２年度、令和２

年度の予算協議の中におきましても検討させては

いただいておりました。ただ、単独事業でありま

すので、今回令和２年度の当初予算の中で東５号

線という単独路線も盛り込まさせていただいてお

ります。まずはそちらのほうを予算計上させてい

ただいておりましたので、徳田１号線につきまし

ては一旦見送らさせていただいたという経緯がご

ざいます。ただ、そんな中におきまして、今回徳

田１号線、 ６００万円ということで補正させて

いただいているのですけれども、その理由といた

しましては今回、議員御承知のとおり、道路改良
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舗装工事には多額の事業費がかかります。そのた

め、今現状は国の社会資本整備交付金を活用しな

がら進めさせていただいているところでございま

す。今回その社会資本整備交付金の採択がありま

して、決定が来まして、事業料が少し減額となっ

たことから、その事業料の確保に努めるためにも

今回単独事業費ということで徳田１号線の道路を

追加させていただいたということがございます。

それから、やはりほかの経済対策とともに急速

に冷え切っている市内経済の状況の中、こういっ

た公共事業を行わさせていただくことで景気の下

支えもしっかりと支えていきたいなというふうに

思っているのが２点目でございます。

最後は、やっぱり何よりも徳田１号線の道路の

状況です。かなり道路の損傷が激しくて、さらに

は交通量も多いということから、私ども建設水道

部といたしましてはあそこの路線を安全確保する

ためにもハードの面から少し支えさせていただき

たいということで、今回補正のほうを提案させて

いただいておりますので、御理解のほうよろしく

お願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私のほうからが

んばる中小企業応援給付金のことについての御質

問に対してお答えいたします。

まず、それぞれの算出の根拠というところでご

ざいます。まず、今回飲食業、バス、タクシー業、

それから宿泊事業、３つのものとそれ以外という

ふうに分けさせていただいています。それ以外と

いうものが今の事業継続支援給付金の考え方を踏

襲しておりまして、今のものが家賃相場等勘案し

て、固定費として月５万円というふうに考えてい

るものでしたものですから、今回は、今の事業継

続給付金が２月から５月までというものを４か月

を対象にしているものですから、今回６月から８

月まで、３か月を対象の期間に追加しようとする

ものなので、５万円の３か月分ということで１５

万円というふうにしております。

次に、飲食業なのですが、これは今のそれ以外

の１５万円を基本に考えまして、北海道の休業要

請に対する協力に対する支援金というところで、

１９時以降のアルコール類を提供することに対し

て、それを提供しないという協力にお応えした場

合に１０万円という給付金を北海道のほうから払

ったと。それを参考にして１０万円を追加をさせ

ていただいて、２５万円というふうに考えさせて

いただきました。

次に、バス、タクシー業と宿泊事業なのですが、

これについてはいわゆる道の休業要請ですとか自

粛要請がありまして、人の移動が制限されたとい

うことで、この２つのカテゴリーの事業者さんと

いうのは特にその影響が大きかっただろうという

ことを考えまして、月々の固定費としての、今５

万円と考えていたものについて倍程度ということ

で１０万円と考えて、その３か月分ということで

３０万円を基本額と考えました。

それから、バス、タクシー業に関する車１台の

基本の金額に対して保有する車両台数に乗じた額

を加算することにしておりますが、その額につい

てはそれぞれ、例えばタクシーであれば普通車で

すとかワゴン車ですとか、そういった車の自動車

税ですとか重量税ですとか点検に係るコストを計

算をして、これそれぞれ車の車種によって変わり

ますけれども、一般的な車ということで計算をし

た上で、年間のコストから３か月分というものを

割り返したときにおよそ３万円が適当かという数

字が出てきたというところです。バスにつきまし

ては、同じような算出で６万円という数字が出て

きましたが、乗合バスにつきましては補助が当た

るというところもありますので、これについては

半額の３万円としたところでございます。

そして、宿泊事業につきましては固定資産税で

すとか都市計画税ですとか、そういったものをそ

れぞれの、名寄市内にある宿泊事業者さん、これ

も推計になるのですけれども、などから１部屋当

たりの平均値を出して、これ当然幅があるのです
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けれども、その幅の中で部屋当たり ５万円とい

う数字を出させていただきました。これがその数

字の根拠となります。

それから、事業継続支援給付金で予算計上して

おりましたシステム料につきましては、これは指

定金融機関さんの御協力ありまして、予算計上し

たのですけれども、前回かからなかったというこ

とで、今回は必要なかったというところでござい

ます。今回は、期間を前回……前回と言ってはい

けないですね。事業継続支援給付金が２月から５

月までの４か月、今回はさらに６月から８月まで、

３か月を追加して、３０％減少するところは２月

から８月までというふうにしているのですけれど

も、その分、８月までなので、今回の申請につい

ては９月末までとしているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 文化センターの冷温

水発生機の改修工事についてお尋ねがありました。

私からお答えをさせていただきたいと思います。

今回、今般国の新型コロナウイルス感染防止対

策の一環として、国のほうから文化施設の感染症

防止対策事業という補助メニューが出ました。こ

の補助メニューの目的としましては、新型コロナ

ウイルスによる自粛において講演の中止や延期、

施設の閉館を実施した劇場等文化施設に対して、

講演等の再開に当たって必要とされる感染症予防

等対策の支援を行うというようなものでございま

す。補助対象事業といたしまして、感染防止事業

ということで、発熱者の確認のための赤外線カメ

ラ装置ということで、これについては先ほど一般

質問でもお答えさせていただきましたけれども、

導入させていただく予定となってございます。ま

た、そのほかに空調設備の改修事業というメニュ

ーもございました。これについては、空調施設の

改修等に関することということでなってございま

したので、ＥＮ―ＲＡＹホールの空調設備につき

ましては何年かに１回定期的にオーバーホールす

るということで施設を長もちさせるというような

ことも考えておりまして、本来でしたら来年度あ

たりにその予算措置をしようとして考えたのです

けれども、オープン以来うれしいことに多くのイ

ベントとか講演で使われてきたということもござ

いますし、またこの間の５月末まで長期間にわた

って閉館していたということもありまして、何ら

かの弊害が出るかもしれないということもありま

したので、そのようなことも考慮しながら今年に

前倒しをさせていただいて、冷温水機発生装置の

オーバーホールをさせていただくということで考

えております。

なお、歳入につきましては教育費の補助金とい

うことで、社会教育補助金ということで、感染症

防止対策事業ということで２分の１の補助という

ことになってございます。よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） それぞれ御答弁ありが

とうございました。

１つ目の墓地・霊園管理運営事業費、こちらに

ついてはとなみが丘霊園ののり面が崩れたという

ことで、それの改修ということで理解をさせてい

ただきます。

あと、今教育部長のほうからも御答弁いただい

た文化センター費、文化センター冷温水発生機改

修工事、こちらについてはたまたま今回交付金と

改修のタイミングがマッチングしたということで、

交付金、補助率２分の１を利用して改修というこ

とで理解をさせていただきます。金額が少し大き

かったので、お聞きさせていただきました。

７款、商工業振興費、がんばる中小企業応援給

付金給付事業費、こちらについてはそれぞれ制度

の中身、加算額の算出、また給付金額の算出につ

いてはある程度理解をさせていただいたつもりで

おりますけれども、申請期間、先ほど御答弁です

と９月の末までという設定が、お話があったと思

うのですけれども、事業継続支援給付金、こちら

のほうも今月末までの締切りということで、事業

継続給付金も今回補正予算で上がっている新たな
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給付金もちょっと申請期間が短いような印象を受

けるのですけれども、国の持続化給付金、これ来

年の１月１５日までの申請期間ということで、比

較的長い申請期間設定してあるのですけれども、

こちらの申請期間の部分、周知の行き渡らない部

分も含めた対応について、お考えについて改めて

お伺いをしたいというふうに思います。

８款土木費、道路新設改良費、今木村部長のほ

うから御説明いただきました。事業料の確保とい

うところも含めて、今回道路状況も併せての補正

ということで、こちら、今お話ありましたとおり、

これ財源に公共施設整備基金繰入金使った単独事

業ということで理解をさせていただいております

けれども、こちら緊急性高い道路ということで、

予算協議、当初の協議の中でも出てきていたとい

うところがあって、その当時木村部長、財政課長

で、多分見送ったほうなのかなというふうに思う

のですけれども、今回新たに出てきていまして、

ちょっとその辺も含めて改めてお伺いをしたいと

思いますけれども、こちら当初予算の中に盛り込

むといったところは、この記者発表の資料の中に、

当初予算の記者発表の中に先ほども出てきました

東５号道路 ４００万円、北１丁目道路 ７００

万円、南３丁目道路 ２００万円、新規整備路線、

北３丁目で ８００万円、これそれぞれ主要道路

工事出てきていますけれども、今回 ６００万円

ということで、これらの道路よりも金額が予算的

には大きいというところもあったので、ここ当初

予算に盛り込めなかったものなのか、単費で。そ

こ改めてお伺いをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 改めて御質問あ

りがとうございます。徳田１号線につきましては、

先ほどお話しさせてもらったとおり、当初予算の

協議の中でも最終協議まで進んだ路線でございま

す。ただ、その際におきましては、あそこの徳田

１号線と隣接する、路線名が市道南１３丁目、い

わゆる豊栄川の通りございますよね。あそこから

イオン側に交通量が多いということから、やっぱ

り安全対策を少し検討できないかというところも

一つ当初予算で計上できなかった理由でございま

す。それと、東５号線のほうは先に予算を計上し

ているのですけれども、その東５号線につきまし

ては単独事業なのですけれども、起債が該当する

道路事業でございました。今回の徳田１号線につ

きましては、残念ながら交付税措置のある起債が

ありません。そういったところから、当初の中で

は計上できなかったと。この２点が大きな理由か

なというふうに思っておりますので、御理解いた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） それぞれの事業の締

切りのところがどうなのかという御質問だったと

いうふうに思います。倉澤議員の言われるところ、

非常に大切なポイントだと思います。我々も対象

者が漏れることなく拾っていきたいという考え方

でありますので。今回の予算見ていただいても分

かるかと思いますけれども、従前事業の補助金は

持つのですけれども、なかなかその宣伝というか、

アナウンスに係る広告費まで見ないというのがこ

の間多かったのですけれども、今回はできるだけ

早く資金、お金が手元に届くというのも含めて、

そういった広告なんかも含めてやらせていただき

ましたし、相談は予算のいただいたその日から、

次の日から土日でしたけれども、そこも含めてや

らせていただいていると。あわせて、携帯も専用

の３台用意させていただいて対応するということ

で、できるだけ皆さんのニーズに、相談に迅速に

対応できるようにという対応を一方でさせていた

だいているということであります。

それと、もう一つは、先ほど言ったように、で

きるだけ早く皆さんにも補助金を受け取ってほし

いというのがあります。それが期限があまり長い

と皆さんも逆に、待ちの姿勢でいられても困るな

というのが実はあって、しっかりとコマーシャル

する、アナウンスをする一方で、締切りも一定期



－199－

令和２年６月１９日（金曜日）第２回６月定例会・第５号

間でやらせていただきたいという思いで進めさせ

ていただいているということで御理解いただきた

いと思います。また、これについては経済団体と

も十分打合せをさせていただいていますし、申請

の状況なんかも都度我々のほうで確認をしながら

進めているということでありまして、どうしても

不都合があるということであればこれはまた内部

で検討することもできると思いますけれども、現

状の中ではこの一月の期間の中で何とか拾える人

は拾うということでできるかという見通しである

ということで御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 徳田１号線については、

１６線の交差点の部分の安全確保が整った段階で

の補正というところも含めてお話もありましたの

で、その点で理解をしたいというふうに思います。

商工業振興費、がんばる中小企業応援給付金の

申請期限の関係ですけれども、スピード感を持っ

た対応ということでお話あって、できるだけ早く

ということで、それも併せて周知のほうもしっか

りしていただいて、中にはちょっと申請期限に申

請できないといった方ももしかしたら出てこられ

るかもしれないですけれども、当然申請期限、ど

こかで線引きをしなければいけないというのは理

解しますけれども、できるだけ柔軟な対応してい

ただくお願いして、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 議案第２１

号 名寄市議会委員会条例の一部改正についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議案第２１号 名寄

市議会委員会条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

本件につきましては、令和２年４月１日付で下

水道事業の地方公営企業法適用に伴い、事務分掌

の市長部局から分離するため、組織機構の見直し

が行われましたことから、名寄市議会委員会条例

第２条第２項第３号中、経済建設常任委員会の所

管に上下水道室を追加するものであります。

以上、提案理由の説明とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 意見書案第

１号 地方創生臨時交付金の追加交付を求める意
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見書、意見書案第２号 雇用調整助成金のさらな

る改善・拡充等を求める意見書、意見書案第３号

新型コロナウイルス感染拡大によって家賃の支

払に困難を来す人々など、すべての人に安心でき

る住居の確保・維持を求める意見書、意見書案第

４号 地方財政の充実・強化を求める意見書、意

見書案第５号 ２０２０年度北海道最低賃金改正

等に関する意見書、意見書案第６号 「子どもの

貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への

復元、教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下

学級」の実現に向けた意見書、以上６件を一括議

題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外５件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

意見書案第１号外５件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外５件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 報告第８

号 例月現金出納検査報告、財務監査（随時監

査）報告についてを議題といたします。

本件につきましては、報告書がお手元に配付さ

れておりますので、これをもって御了承をお願い

いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 名寄振興

公社のあり方に関する特別委員会報告を行います。

委員会の報告を求めます。

名寄振興公社のあり方に関する特別委員会、東

川孝義委員長。

〇名寄振興公社のあり方に関する特別委員長（東

川孝義議員） 議長より御指名をいただきました

ので、名寄振興公社のあり方に関する特別委員会

の審査、検討事項の経過と結果を御報告申し上げ

ます。

この特別委員会は、昨年の９月２７日に閉会中

継続審査を行い、名寄市の第三セクターである名

寄振興公社の経営形態、施設整備、振興公社の在

り方について一定の方向性を見いだすことを目的

に設置されました。また、そのときに期間などに

ついては令和元年第４回定例会に提出予定の補正

予算の審査を経て、定例会最終日に委員長報告を

行い、議会の考え方を整理することを確認しまし

た。

第２回委員会では、特別委員会を進めるに当た

っての検討項目の整理を行い、①、温浴施設及び

宿泊施設の現地視察、②、現在提出されている経

営改善計画の再確認、③、第三セクターと行政の

関わり、④、振興公社の経営改善に対する姿勢、

⑤、理事者への適宜な情報確認の５項目について

確認後、現地視察を行いました。

令和元年１０月２３日には、「第三セクターの

運営について」と題して北海道大学の宮脇教授に

よる講演会を開催しました。講演会の中では、第

三セクターにおける成功事例や破綻の要因を取り

上げていただき、第三セクターと行政の関わりな

どについては民間と行政のガバナンスの違いや第

三セクターのジレンマとして株式会社の事業収益

性と地域政策展開の両立を挙げ、地域政策が多く

なったときに行政としてのリスクが伴い、ゴーイ

ングコンサーンをあらかじめ明確にした上で情報

共有を図る必要がある。また、今後検証委員会を

立ち上げるとのことだが、ガバナンスをかける意

味では重要であると話されたほか、民間としての

ノウハウを発揮してもらおうと思えば、行政と考

え方の違うところも認めていかないといけなくな

るので、公共性を少し相対化させないといけない。

競争原理をある程度入れていかないと持続性は出
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てこないし、経営というものも生まれてこない。

指揮監督はマネジメントという部分で非常に重要

だが、それだけで詰めてしまうと行政の一部局に

なってしまうと強調していました。

第３回委員会では、名寄振興公社の役員体制変

更について、令和元年１０月２８日に開催された

名寄振興公社の臨時株主総会及び臨時取締役会を

経て橋本正道副市長が新社長に就任したことの報

告や名寄振興公社緊急運営貸付規則と年次別収支

計画書についての説明を受けるとともに、副市長

の業務負担増への懸念などについての質疑を受け

ました。

第４回委員会では、株式会社名寄振興公社経営

状況等指導・監督・検証委員会設置要綱の説明を

受けるとともに、スキー場は従業員の確保ができ

ず、第４ロマンスリフトについては今季運休する

との報告を受けました。その後、第三セクターの

在り方について、宮脇教授の講演会の内容を参考

に①、名寄振興公社と名寄市のガバナンスについ

て、②、株式会社の事業収益性と地域政策展開の

両立について、③、ゴーイングコンサーン、継続

企業の在り方について、④、継続的な情報共有の

在り方の４項目について委員間議論を行いました。

第５回委員会では、橋本副市長が社長に就任し

た以降の人員及び組織体制の説明に続き、新たに

判明した不祥事などに関する内容として、社会保

険料の未払い、バスの車検切れ運行、ホームペー

ジに関わる成果品の未納、現金出納帳がなく、現

金管理がずさんなどの報告を受け、質疑を行いま

した。

次に、第４回委員会における４項目の委員間議

論の内容を基に振興公社の経営形態、施設整備、

在り方に関して委員間議論を行いました。委員か

らは、組織のていをなしていない。出すべくうみ

を出し切り、どう再生していくか。温浴施設は残

したい。経営は片手間ではできない。組織の強化

が大切。同じような状況が続かないように体制の

刷新が必要。市民にとってのプラス面、マイナス

面から在り方を検討することが必要。民間が公共

性を担えないから、振興公社が運営をしており、

民間企業にお願いをするとしてもすぐにはできな

い。どうあるべきかを認識を一致させる議論が必

要など多くの意見が出ました。この時点における

まとめとして、経営形態については名寄市におい

て振興公社の指導監督を行おうとしているが、株

式会社経営のノウハウをどのように構築をしてい

くのか。今後も第三セクターとして運営すること

に対して継続した検証が必要である。施設整備に

ついては、９月に男性浴場の天井が落下し、応急

処置を施して運営しているが、費用の継続性の確

認と集客増を図っていくならば、早期の改修が望

ましい。在り方については、組織マネジメントを

構築するためにガバナンスの強化やコンプライア

ンスの徹底を優先するという前提で経営改善計画

などに対する考え方を求めていくとの整理を行い

ました。

第６回から第１０回までの委員会は付託議案の

審査で、既に報告をしておりますので、割愛をさ

せていただきます。

令和２年１月１５日には、名寄振興公社経営状

況等指導・監督・検証委員会の外部委員で公認会

計士の渡邊さんを講師に招き、「財務諸表の読み

方と名寄振興公社の状況について」と題して研修

会を開催いたしました。研修会では、企業会計に

おける財務諸表の読み方として資産と負債で構成

する貸借対照表と収益と費用で構成する損益計算

書の押さえるべきポイントをはじめ、名寄振興公

社の経営状況では具体的に１２月に提案された経

営改善計画書に基づくグッドシナリオとバッドシ

ナリオの諸表を用いて、債務超過を解消する方策

などについて丁寧な説明をいただくとともに、貸

借対照表の資産で回収不能となっている資産につ

いては整理をすべきとの指摘をいただくなど、企

業経営について理解を深めることができました。

第１１回委員会では、橋本副市長より振興公社

の運営状況について説明があり、社長に就任して
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以降何回かの訓示の中で名寄市の重要な事業を行

っている公社組織であることの責任と自覚を持つ

とともに、 ０００万円の補助金は公金であり、

その意味を十分に考え、仕事をしてほしいなどと

話した。また、縦割り意識が強く残っており、改

善を進めてきた。なお、これまでに連絡体制や情

報共有の改善を図るため情報ボックスを設置し、

お客様の意見をそれぞれのセクションで確認する

体制を整えたほか、タイムカードを事務室に置く

ことにより各職場の問題把握に努め、問題点があ

れば必ず解決するという体制を取っている。少し

ずつ職員の意識も変わってきており、経営の効率

化も含めて改めて重要な事業担っていることを自

覚しながら進むことが大事であるとの説明を受け

ました。

その後の質疑では、市より派遣されている職員

の勤務体制と業務内容は、派遣期間はいつまでか

の質問に対し、派遣されている職員は主に内部管

理が大前提となっているが、年末年始は稼ぎどき

でもあり、現場の対応も行った。年末年始の出勤

については、本人に不利益が生じない形で対応し

た。また、派遣職員の姿を振興公社の職員が見て、

別の意識を持っていただくことも大きな役割と認

識している。派遣期間については明言できないが、

様々な条件を考慮しながら業務に携わっている職

員と話し合い、対応していくとの説明を受けまし

た。

次に、裁判での経過報告では、債権譲渡に関し

ては相手方に対して３つの提訴を起こしているが、

それに対して相手側も訴訟を提起し、両裁判は旭

川地裁で審理されることになった。また、元従業

員の裁判については、旭川地方裁判所で開始され

た。社会保険料未払いの対応処理については、年

金事務所に未納金額の確認を行っており、分かり

次第適切な対応を検討しているとの報告を受け、

質疑を行いました。

次に、次回の委員会運営に向けて、株式会社名

寄振興公社経営改善計画の経営改善方策、①、組

織体制、経営体制の刷新、経営改善方策、②、コ

ンプライアンス、ガバナンス面の検証、経営改善

方策、③、経営面、会計面の検証に係る進捗状況

について説明を求めることと委員間議論を行うこ

との確認を行いました。

第１２回委員会では、１月２０日以降の振興公

社の経営状況、検証委員会での検証内容と議論状

況などについて説明を受けました。スキー場の利

用状況は、雪不足で１２月下旬のオープンとなっ

たが、道央圏に比べると降雪があり、１月に入り

市外客や外国人を中心に増加したものの、累計で

は前年比で８ ８％になっている。指導・監督・

検証委員会及び経営改善計画に基づく経過では、

公認会計士、弁護士が定期的に振興公社に入り、

関係者の聞き取りや経理面での再精査などを進め

ている。ホテル営業及びスキー場運営の強化を図

るために株式会社マックアースと業務提携してい

る株式会社中西商店より振興公社の企画営業部長

として松木氏の派遣を受け、現状の検証を行い、

従業員への指導などを実施している。セグメント

別会計処理については、今年度の決算見通しをよ

り精緻なものとするべく鋭意努めている。従業員

の社会保険料未払いは年金機構に照会中だが、従

業員からの負担分は引き去り済みである。北海道

市町村職員共済組合指定宿泊施設利用助成券の不

適切な利用は ２８１件、金額で６５６万 ００

０円と判明し、１月末日に返還を行った。不明金

の ２６０万円や東京なよろ会売掛金の９５０万

円、平成２８年度から３０年度の決算状況の再精

査については外部委員と共に作業を進めている。

裁判の経過については、１月２８日の第１回口頭

弁論では市と道が供託している指定管理料の還付

請求を争点に証拠書類と争点の確認が行われた。

次回の口頭弁論は３月１９日の予定などの報告を

受け、確認事項を含めての質疑を行いました。委

員間議論に入る前に、特別委員会の目的と１月２

３、２４日に２班に分かれて開催した市民との意

見交換会の内容について確認を行い、経営改善方
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策の①から③の内容を中心に委員間議論を行いま

した。議論経過では、セグメント別の損益が出て

いない中での結論は難しい。精査中、調査中が多

くある中での財政投入判断はいかがなものか。３

月末までの結論づけとなると、経営改善方策①か

ら③について外部委員を中心にしっかり進められ

ているので、存続を前提とした議論を行うべきで

ある。人災による部分と振興公社の純粋な赤字部

分とを分けて考えるべき。施設面では、リフトな

どについて将来的に市がどのような施設整備を進

めるのかを考慮し、方向性を判断すべき。現在振

興公社で維持管理している施設全部を継続するの

か。分散型にして民間に委ねるかなどの議論は必

要だ。明確になっていないところも多く、判断は

難しい。存続ありきではなく、幾つかの要素に分

けて考えるべき。人員配置なども途上、施設整備

の在り方、指定管理施設を今後も振興公社が担っ

ていくことがどうかも含め方向性を判断すべきだ。

在り方をゼロからでなく、マイナスから考えるこ

とは難しいので、市民説明がつくように不明なと

ころがない形で進めることを求めたいなどの意見

が出ました。議論経過を踏まえた上、論点の整理

を行い、特別委員会の目的である一定程度先を見

据えた議論をどう進めていくのか、会派内での意

見の整理と必要な資料はしっかり求めていくこと

を確認をいたしました。

第１３回委員会では、名寄振興公社の近況、令

和２年第１回定例会での予算の取扱い、不適切な

事案に対しての経過報告に続き、外部委員による

専門的な検証結果と決算状況の再精査についての

報告を受けました。スキー場のオープンは遅れた

が、１月は順調で、リフト輸送も１割増し、２月

も欧米系のスキー客に多く来ていただいている。

宿泊客を伸ばすために営業企画部長を中心に戦略

を練っている。中国からの教育旅行の受入れ準備

をするために２月に関係者が視察に来る予定であ

ったが、コロナウイルスの関係で断念した。また、

３月に予定しているジュニアオリンピックは、振

興公社の経営で大きなウエートを占めており、開

催できなかったときの影響が危惧される。社長に

就任以降社員の意識は変わってきているが、スキ

ーシーズンが始まり、弱点も見えてきたので、セ

クション間の情報共有を重点的に進めている。第

１回定例会での補正予算については、振興公社に

派遣している職員の人件費に関わる負担金を提案

予定で、年度内の資金不足対応は振興公社独自で

借入れを行うとの判断をしている。裁判の関係に

ついては、ＪＳＣとの訴訟状況では１月２８日の

第１回公判で双方の主張と証拠書類の確認を行っ

た。元従業員の裁判では、自動販売機からの窃盗、

旅費の搾取に関わる内容が明らかになり、被告か

ら振興公社に対して示談の申出があったが、今後

の公判の内容などを含め、振興公社としては受け

入れないと話をしているなどの報告を受けました。

次に、外部委員による専門的な検証結果などで

は、帳簿と合わない金額を不明金として処理して

いるが、経理漏れや複式簿記の誤った解釈による

経理処理が多々あった。経理の誤りを全て遡るに

は膨大な時間と労力がかかることから、会計士及

び税理士と協議の上、今年度決算を厳格に精査し、

不突合は一括して特別損益として処理したい。東

京なよろ会ツアー代金は、精査の結果、全て入金

済みであった。コンプライアンス、ガバナンス面

の検証については、外部からの人材確保、検証委

員会の指導などを通じて経理面や原価管理など経

営改善に努めているとの説明を受けました。

その後の質疑では、販売管理費の詳細な説明を、

第４ロマンスリフトを停止しているが、指定管理

料の仕様書との整合性は、経理上の誤りなどを一

括して特別損失とをしていることについて、市民

も含めた情報提供の方法はなど多くの質問が出ま

した。

次に、特別委員会の運営について、決算や経理

の課題が解決されていないことや将来を見据えた

経営改善計画が出てこないなどにより在り方に関

する議論が不足しているため、令和２年６月をめ
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どに特別委員会を継続することについて委員間議

論を行い、継続することで確認がなされました。

第１４回委員会では、振興公社の令和元年度決

算見込みと課題、経営改善に伴う特筆すべき対応、

新型コロナウイルスによる影響と対策、不明金の

解明などについて報告を受けました。令和元年度

の決算見込みについて部門別、セグメント別の分

析を行っており、現時点での見込みの報告となる

が、今期は２つの大きなハードルがあって、一つ

は雪不足であり、もう一つは新型コロナウイルス

の影響であった。その中で、昨年度議決をいただ

いた経営改善補助金 ０００万円、過年度の不明

金、年金保険料未納金などの特別損失を計上し、

当期純利益は ３００万円の赤字、そして債務超

過は ５２０万円を見込んでいる。経費では、人

件費率が高いとの指摘もあり、他部門の業務内容

も含めて見直しが必要と考えている。株主総会ま

でにセグメント別の決算を確定することになるが、

宿泊研修施設の赤字が大きくなっており、総体的

な指定管理料をどのようにしていくのかを精査す

る必要がある。スキー場の休業に伴う休業補償金

について、指定管理施設は市ですべきものとの話

もあり、雇用調整助成給付金に関わる対応を検討

中である。不明金の東京なよろ会ツアー売り掛け

９９５万円はその後の調査で入金されており、残

る ２６０万円の不明金については時間と労力の

関係から特別損失として処理するが、今後も様々

な角度から解明を進めていく。窃盗などがあった

元従業員から１００万円の弁済申出があり、受け

取ることにしたが、示談とは考えていない。社会

保険料の未払いについては、３月末に日本年金機

構へ４４１万円の払込みを行った。残り分は精査

中であるが、従業員などへの不利益はないため特

別損失として処理をするとの報告を受けるととも

に、損益決算見込みの細部にわたる説明を受け、

質疑を行いました。

その後の質疑では、令和元年度の決算見込みに

新型コロナウイルスの影響が含まれているが、コ

ロナの影響がなかった場合どのような見通しであ

ったか。不明金の東京なよろ会ツアー代金は入金

されたとの説明があったが、収入があったとすれ

ば不明金の解明に向けた状況は。セグメント別決

算のめどと資金ショートへの対応は。市職員を引

き続き派遣すると人件費が増えていくが、今後も

計上する見込みがあるのか。振興公社職員が何年

も施設を管理していながらノウハウが足りないと

いうが、なぜか。経理上の不備な問題などへの市

民への関心は高く、株主総会で明らかにするとと

もに、市民に詳しく知らせる機会をつくるべきな

ど多くの質問が出ました。

委員会の最後に５月中旬に株式会社マックアー

スの社長を招き、意見交換会を開催することの確

認を行いました。

令和２年５月１５日には、株式会社マックアー

ス、一ノ本社長を招き、名寄振興公社経営に関わ

る意見交換会を開催しました。株式会社マックア

ースは、国内においてホテル、スキー場、ゴルフ

場などリゾート施設の経営や経営の受託をしてお

り、これまで数多くの経験と専門家としての知見

を基に、①、名寄振興公社のスキー場及びホテル

運営に対する現状の評価、分析、②、スキー場及

びホテルのポテンシャルについて、③、再生する

ための経営戦略と課題についての説明を受けた後、

地域政策の展開を推し進めていくために第三セク

ターに対して行政はどのような関わりを持ってい

くかなど、中長期的な視点と広域的な取組につい

て意見交換を行いました。

第１５回委員会では、これまでの議論経過及び

各種講演会での資料を参考に名寄振興公社の経営

形態、施設整備、振興公社の在り方について一定

の方向づけを行うべく委員間議論を行いました。

委員からは、コロナウイルスの影響もあり、中長

期的な視野で検討すべき。名寄や道北としての財

産を守るべきである。誰のための何のための施設

なのか、どこまでなら継続していけるのか見極め

ることが必要だ。経営形態では、振興公社を今後
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も存続させるなら再構築すべきである。浴場と宿

泊施設の改修に向けての基本設計及び実施設計の

費用を無駄にしないためにも早急に市としての方

向を出すべき。今のままでいくのか、民間に任せ

るのか、振興公社の改善計画は方向性によって相

当変わる。合宿に特化するのか、施設整備ではホ

テルの改修などをやらないと人を呼び込めないの

では。ピヤシリスキー場はすばらしいポテンシャ

ルを持っていると講演で伺った。なくしていくわ

けにはいかないし、足元マーケットをしっかりす

れば未来もあり、やり方や方向性を確実にすれば

可能性はある。名寄市には指定管理について条例

もあるが、請け負った公社はここは守られていな

かったので、行政のチェック体制の強化と振興公

社にも守らせることが必要だ。リフトの老朽化や

施設整備について、お客様第一での安全配慮が大

切であるなどの意見が出ました。

委員から出された意見を正副委員長で整理を行

うとともに、６月２日の議員協議会での説明を踏

まえ、６月３日には一定の方向性を出すことの確

認を行いました。

第１６回委員会では、前日の議員協議会で報告

のあった名寄振興公社の経営状況と損益決算の要

点について説明を受け、質疑を行いました。委員

からは、コロナウイルスの影響がなかった場合、

補助金の ０００万円は妥当であったのか。宿泊

部門、スキー場に関して専門知識と経験のある人

材を活用し、強化、充実を図っていく時期は。足

元マーケット、合宿と大会誘致、そしてインバウ

ンド、３つの集客について経営の中でどのように

バランスを取っていくのか。現場の意識、組織全

体としての意識はどのように変わってきたのか。

系統的な組織体制が必要では。部門別損益の中で

道立公園の営業利益がマイナスだが、その対応は。

特別損失の前年度資産過大計上で複数年度とは。

改ざんされた報告が取締役会にも議会にもされた

ことへの責任の在り方と前社長の６００万円につ

いては。前支配人の責任を追及する範囲は。ほか

のかじ取り役にも責任があるのでは。一連の不祥

事の再発防止策と宿泊部門の赤字解消策はなどの

質問があり、丁寧な答弁をいただきました。

まとめの議論に入る前に、現在名寄振興公社で

運営されている施設は、市民及び近隣住民の憩い

や健康増進に不可欠な施設であり、また名寄市の

重点プロジェクトである冬季スポーツ拠点化の核

となる施設であることから、存続をさせて運営す

るという入り口の考え方について共通認識を図り、

まとめの議論を行いました。経営形態では、①、

各施設の指定管理料の見直しによる公募などの検

討。②、新たな体制を構築するために組織、ルー

ル、人員体制の見直し、また見直しに当たり期限

を設けて組織体制の構築を図る。③、民間のノウ

ハウを有する経営のトップを含めた人員の確保、

役員の機能強化、責任体制の明確化を図る。施設

整備では、①、スキー場及び温浴、宿泊施設は市

内唯一の公共性、公益性の施設であり、利用者の

安全に配慮すること。②、温浴施設については市

民の憩いの場でもあり、過去の基本設計、実施設

計の投資を無駄にすることなく、早期の改修を求

める。③、宿泊施設についてはスキー場運営、合

宿などの兼ね合いを考慮して整備する。④、スキ

ー場については集客状況を考慮して、第４ロマン

スリフトの運行及びナイター営業の検討が必要で

ある。⑤、索道施設の老朽化に伴う計画的な維持

補修と更新の検討が求められる。振興公社の在り

方では、①、一連の不祥事に関する会計、経営の

問題点に対する整理とその対応策が求められる。

②、失った信用を回復するため令和２年度の経営

方針に基づき中期的な経営計画及び戦略の策定が

求められる。③、第三セクターとしての運営継続

を行う場合、出資比率、事業内容、コスト負担の

明確化とセグメント別の損益管理が求められる。

④、長期的な視野に立ってスキー場運営について

は広域的な取組が求められる。

全体を通して、スキー場及び温浴、宿泊施設は

市民及び近隣住民の憩いや健康増進に不可欠な市
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民の施設であり、名寄市の財産の一つであること

も念頭に市民サービスを充実させることが求めら

れます。また、スキー場を含めた関連施設は外部

専門家によるとポテンシャルが高く、地域政策と

の兼ね合いを考慮して、足元マーケットを大切に

しながら合宿などの誘致、インバウンドへの施策

展開が必要と考えます。名寄市の重点プロジェク

トの一つであります冬季スポーツ拠点化事業の核

となる施設であることから、そのことを念頭に置

いての施策推進を求めることで名寄振興公社のあ

り方に関する特別委員会での方向づけが確認をさ

れました。

なお、名寄振興公社にはこれら施設、市民の財

産を管理運営する上で市民理解が得られるよう市

民が利用する立場に立った管理運営が必要となり

ます。

第１７回及び第１８回の委員会は、付託された

議案に係る審査で、委員長報告のとおりでありま

す。

終わりになりますが、名寄振興公社のあり方に

関する特別委員会は、昨年の９月２７日に設置さ

れ、２件の付託された議案の審査を含めて１８回

開催してきました。この間、議会全体としての市

民説明は１月の意見交換会のみであり、二元代表

制の一翼を担う私たち議員もあらゆる機会を通じ

て市民の皆様へ情報発信を行っていく責務がある

と思います。また、委員会運営に当たり至らない

点が多々あったと思いますが、委員皆様の真摯な

議論、そして説明員皆様の丁寧な答弁によりまし

て名寄振興公社のあり方に関する特別委員会の目

的であります経営形態、施設整備、在り方に関し

て一定の協議を終えることができました。改めて

関係者の皆様に感謝とお礼を申し上げ、名寄振興

公社のあり方に関する特別委員会の報告とさせて

いただきます。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で名寄振興公社の

あり方に関する特別委員会報告を終わります。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 閉会中継

続審査（調査）の申し出についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申出のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、申出のとおり決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、令和２年第２回定例会を閉

会いたします。

御苦労さまでした。

閉会 午後 ３時３５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 高 橋 伸 典

署名議員 東 川 孝 義
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和２年第２回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 山 崎 真由美 １ 交通安全対策について

（Ｐ ３４） (1) 安全を担保する環境整備（防雪柵の設置）について

２ 高齢者施策の推進について

(1) 自粛期間中におけるフレイル予防対策について

(2) 不安に寄り添う相談対応について

(3) 介護サービスの提供について

３ 学習環境の整備について

(1) 新型コロナウイルス感染症予防に配慮した学習環境について

(2) 夏期間における環境の整備について

２ 東 川 孝 義 １ 名寄市の市政運営について

（Ｐ ４５） (1) 加藤市長の市政執行について

(2) ３期目折り返しを迎えて

(3) トップセールスとしての取り組みについて

(4) 新型コロナウイルスの影響による追加経済支援策について

２ 王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に関する対応について

(1) 生産品集約に伴う市内経済への影響について

(2) 工場跡地利用に関する考え方について

(3) 名寄工場及び関係する従業員へのサポートについて

３ 遠 藤 隆 男 １ 新型コロナの影響とその対策等について

（Ｐ ５６） (1) 地域農業について

① 主要作物の作付け等について

② 農畜産物の需要について

③ 担い手の確保について

(2) 高齢者の生活及び介護サービスについて

(3) 障がい者就労継続支援事業所について

令 和 ２ 年 第 ２ 回 ６ 月 定 例 会
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４ 今 村 芳 彦 １ 光通信回線の普及と今後の展開について

（Ｐ ６５） (1) 市内普及率について

(2) リモートワーク等双方向通信を活用した業務について

(3) 教育現場での有効活用について

(4) 郊外等農村地区での誘致状況と今後の展開について

２ 観光振興を目的とした広域組織について

(1) 市内観光業の現状について

(2) 他市町村との連携について

５ 佐久間 誠 １ 新型コロナウイルス感染症と圏域の対策について

（Ｐ ７１） (1) 保健所と本市にかかわる連携・機能強化について

① 市立総合病院、保健センター、消防等と保健所との連携につい

て

② 保健センター等への感染症についての問い合わせ状況について

③ 感染症の疑いがある患者の緊急搬送時に必要な資機材充足状況

と今後の備蓄について

④ ＰＣＲ検査の現状について

(2) 医療における発熱外来設置の必要性と感染症専門病棟の考え方に

ついて

① 中等症患者受け入れ要請への対応と院内感染防止対策について

② 救命救急センターを有する地方センター病院としての機能維持

と感染症対応との両立について

(3) 学校の休業等に伴う対策について

① 本市におけるオンライン授業の環境整備の現状と課題について

② 誰一人取り残さないための家庭学習支援と対策について

③ 保育所、幼稚園、学童クラブ等の現状について

(4) 圏域住民の不安を払拭するための対策について

① 感染症に疑問を持つ住民へのわかりやすい誘導策の確立につい

て

② 地域外来・検査センター（仮称）の設置について

(5) 名寄市新型コロナウイルス感染症対策本部の課題について

① 上川北部圏域自治体による「感染症対策本部」設置の考え方に

ついて

② 医療従事者等の人材確保対策について

２ 今後の経済対策と名寄市総合計画（第２次）の補強について

(1) 長期化を見据えた新型コロナ感染症に対する今後の経済対策につ
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いて

(2) 幅広い市民影響の把握について

① 事業所の全市的な影響調査の今後の進め方について

(3) 名寄市総合計画（第２次）の補強について

① 大きく見直しや補強が求められる事業の洗い出し等の考え方に

ついて

② コロナとの共生時代に突入したと言われる中での社会基盤の新

たな整備について

６ 清 水 一 夫 １ 冬季スポーツの拠点化について

（Ｐ ８２） (1) 人工降雪機の導入について

(2) 全日本学生スキー選手権大会の誘致について

(3) 小中学校のスキー授業の現状について

２ 防災について

(1) 避難訓練について

(2) コロナ禍における災害時の対応等について

７ 倉 澤 宏 １ コロナ禍における事業及び予算の執行状況について

（Ｐ ９４） (1) 本年度において中止また中止が見込まれる事業について

(2) 代替事業の検討状況について

(3) 歳入歳出予算の組み替えについて

２ 公共事業と施設整備について

(1) 立地適正化計画に係る施設整備について

(2) 当初予算と予定価格の積算について

(3) 公有地等の活用について

８ 五十嵐 千 絵 １ 環境問題の認識とごみ削減への取り組みについて

（Ｐ１０３） (1) 海洋プラスチック問題への認識と取り組みについて

(2) 生ごみを減らす取り組みについて

(3) ごみ減量化に対する市民の意識向上について

２ 新しい生活様式を踏まえた乳幼児と保護者への取り組みについて

(1) 乳幼児健診の再開に当たっての対策について

(2) 市立総合病院における予防接種時の対応について

(3) 市立総合病院における待ち時間の現状と対策について
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９ 塩 田 昌 彦 １ 安全な教育環境の確保と対策について

（Ｐ１１３） (1) 新型コロナウイルス感染予防に伴う衛生管理について

(2) 学校給食の安定供給に向けた確保と対策について

２ 名寄市公共工事入札の実施に関する基本的事項の定めについて

(1) 本年度の入札執行状況について

(2) 公共工事における入札及び契約の適正化の推進と品質確保の促進

について

(3) 建設業者の格付け基準について

３ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用について

(1) 実施計画作成に伴う事業の取り組みについて

(2) 臨時交付金の取り組み事業における執行残の取り扱いについて

(3) 実施計画に盛り込まれていない事業の取り組みと活用について

１０ 富 岡 達 彦 １ 地球規模の気候変動問題にかかわって

（Ｐ１２４） (1) 名寄市の地球温暖化対策について

(2) 自然再生可能エネルギー導入に向けた取り組みについて

(3) ２０５０年ＣＯ２排出実質ゼロ表明について

２ ＪＲ宗谷本線の維持存続にかかわって

(1) 宗谷本線アクションプラン１年目の取り組みと成果について

(2) ふるさと納税の財源実施項目への明記について

１１ 高 橋 伸 典 １ コロナ禍から暮らし・雇用・介護・障がい者福祉・保育サービスを

（Ｐ１３６） 守り抜くさらなる支援を

(1) 暮らしを守り抜く支援策について

(2) 雇用を守り抜く支援策について

(3) 介護・障がい者福祉・保育サービスへの支援について

２ 地域住民の生活を守る災害発生時等の情報共有について

(1) 「基盤的防災情報流通ネットワーク」で共有される情報の活用に

ついて

(2) 災害現場・避難所・学校・関係機関と情報共有するためのシステ

ム構築について

(3) スマートフォン等の活用と情報共有システムの導入について

３ 避難所の感染症対策について

(1) 避難所開設のための事前準備について

(2) 住民周知と開設時の対応について

(3) 避難後の避難所における対策の考え方について
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(4) 発症時における対応の考え方と取り組みについて

１２ 三 浦 勝 秀 １ 新型コロナウイルス感染症に関する支援について

（Ｐ１４７） (1) 飲食業に対する支援等について

① 飲食業に対する支援について

② 飲食業の現状について

(2) 観光業と宿泊業に対する支援等について

① 観光業と宿泊業への影響と支援について

② アフターコロナの捉え方について

１３ 川 村 幸 栄 １ コロナ禍に関連する高齢者への対応について

（Ｐ１５５） (1) 施設入所者への対応について

(2) 訪問介護と通所介護への対応について

(3) 独居者への対応について

(4) 障がい者への対応について

２ コロナ禍に関連する小・中学生への対応について

(1) 学ぶ権利の保障について

(2) 養育状況の把握と支援について

(3) 心の支援について

３ コロナ禍に関連する市内経済への対応について

(1) 中小企業・事業所等への支援について

(2) 非正規労働者や学生アルバイト等の支援について

１４ 高 野 美枝子 １ 小中学生の学びの現状と課題について

（Ｐ１６６） (1) 新型コロナウイルス感染症による休校への影響と今後の計画につ

いて

(2) インターネット環境について

(3) 安心して学べる環境づくりについて

(4) 学校給食について

(5) 地域の人材を活かした学校教育について

２ 名寄市立大学の現状と課題について

(1) 大学生の学びの保証について

(2) 地域と連携する大学教育について

(3) 新学長の方針の具現化について

３ 安心して住み続けられる名寄市であるために

(1) 新型コロナ感染症に対応した災害対策について

令 和 ２ 年 第 ２ 回 ６ 月 定 例 会
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１５ 山 田 典 幸 １ 農業・農村の振興について

（Ｐ１７７） (1) 第２次名寄市農業・農村振興計画の進捗状況について

(2) 人と農地の問題の解決に向けて

２ スポーツ振興によるまちづくりについて

(1) 冬季スポーツ拠点化事業の現状と今後の取り組みについて

(2) 市民の一層の意識高揚と気運醸成について
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令和２年第２回名寄市議会定例会議決結果表

令和２年５月２８日～令和２年６月１９日 ２３日間

本会議時間数 １６時間４１分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令 和 2 年 第 １ 回 2. 3.25 2. 5. 8 2. 5.28

定例会 名寄市債権管理条例の制定について 総 務 文 教 常 任 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

付 託 議 案 第 2 8 号

― ― 2. 5.28
第 １ 号 名寄市職員定数条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 5.28
第 ２ 号 名寄市税条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 5.28
第 ３ 号 名寄市都市計画税条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保 ― ― 2. 5.28

第 ４ 号 育事業の運営に関する基準を定める条例の一 ― ― 原 案 可 決

部改正について

名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関 ― ― 2. 5.28
第 ５ 号

する基準を定める条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市乳幼児等医療費の助成に関する条例の ― ― 2. 5.28
第 ６ 号

一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市道路の構造の技術的基準等を定める条 ― ― 2. 5.28
第 ７ 号

例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

― ― 2. 5.28
第 ８ 号 財産の取得について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 5.28
第 ９ 号 財産の取得について

― ― 原 案 可 決

専決処分した事件の承認について（令和元年 ― ― 2. 5.28
第 １ ０ 号

度名寄市一般会計補正予算） ― ― 承 認

専決処分した事件の承認について（令和元年 ― ― 2. 5.28
第 １ １ 号

度名寄市国民健康保険特別会計補正予算） ― ― 承 認

専決処分した事件の承認について（令和元年 ― ― 2. 5.28
第 １ ２ 号

度名寄市介護保険特別会計補正予算） ― ― 承 認

専決処分した事件の承認について（令和元年 ― ― 2. 5.28
第 １ ３ 号

度名寄市立大学特別会計補正予算） ― ― 承 認
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令和２年度名寄市一般会計補正予算（第３ ― ― 2. 5.28
第 １ ４ 号

号） ― ― 原 案 可 決

名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に ― ― 2. 5.28
第 １ ５ 号

関する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

2. 6. 4 2. 6. 9 2. 6.19
令和２年度名寄市一般会計補正予算（第４

第 １ ６ 号 名 寄 振 興 公 社 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決
号）

あ り 方 特 別

― ― 2. 6.19
第 １ ７ 号 名寄市手数料徴収条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市国民健康保険税条例の一部改正につい ― ― 2. 6.19
第 １ ８ 号

て ― ― 原 案 可 決

― ― 2. 6.19
第 １ ９ 号 名寄市介護保険条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市一般会計補正予算（第５ ― ― 2. 6.19
第 ２ ０ 号

号） ― ― 原 案 可 決

― ― 2. 6.19
第 ２ １ 号 名寄市議会委員会条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

議 決 ― ― 2. 5.28
市長の専決処分事項の指定について

第 １ 号 ― ― 原 案 可 決

報 告 令和元年度名寄市一般会計予算繰越明許費繰 ― ― 2. 5.28

第 １ 号 越計算書の報告について ― ― 報 告 済

報 告 令和元年度名寄市食肉センター事業特別会計 ― ― 2. 5.28

第 ２ 号 予算繰越明許費繰越計算書の報告について ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 2. 5.28
専決処分した事件の報告について

第 ３ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 2. 5.28
専決処分した事件の報告について

第 ４ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 2. 5.28
専決処分した事件の報告について

第 ５ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 2. 5.28
公害の現況に関する報告について

第 ６ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 2. 6. 4
株式会社名寄振興公社の経営状況について

第 ７ 号 ― ― 報 告 済

令 和 ２ 年 第 ２ 回 ６ 月 定 例 会
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

報 告 例月現金出納検査報告、財務監査（随時監 ― ― 2. 6.19

第 ８ 号 査）報告について ― ― 報 告 済

諮 問 ― ― 2. 5.28
人権擁護委員の候補者の推薦について

第 １ 号 ― ― 適 任 と 認 め る

名寄振興公社のあり方に関する特別委員会報 ― ― 2. 6.19

告について ― ― 報 告 済

― ― 2. 6.19
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

令 和 ２ 年 第 ２ 回 ６ 月 定 例 会
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